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    序章〈メンロ沖の魔術師マージ〉


    



    　沖の辺りが、ぼんやりと青白く光っている。


    （あれが……時計島か……）


    　ブローは、心中にて呟つぶやきを漏もらし、視野の果ての青白く輝く孤島を眺めやった。


    　時は、夜更け。場所は、地方にあるメンロという港町から一キロほど沖へ出た海上である。


    　聖庁特殊異い端たん審しん問もん官かん〈鉄鎚マルテル〉のブローは、今、メンロの町の漁師の漕ぐ小さな漁船に乗り、夜目にも明るく煌こう々こうと輝く孤島へと向かっていた。


    　──〈時計島〉。メンロの町の人々は、その孤島をそう呼んでいる。


    　島の中央に城塞のごとき建築物が見えた。その建物には、ひとつの高い鐘楼があり、その鐘楼の頂上に大時計が備え付けられている。青白い電燈によって夜なお照らされ続けているこの大時計は、数キロ離れた陸地からも望むことができ、この孤島のシンボルと言っていい。


    　──ゲルハルト・コッホ。


    　時計島の所有者の名である。この名に聞き覚えのない者でも、医療器具製造で知られるコッホ製造社の社長であると言えば「あー。あの会社か」と誰だれもが嘆声を漏らすであろう。


    　人工心肺、ペースメーカー、人工透析器……などなど、教会病院で使用されている医療機器のほとんどは、このコッホ製造社の社長ゲルハルト・コッホが発明し、普及させたものである。


    　医療器具に限らない。蓄音機、発電機、写真機、映写機、ガソリン自動車などの現在広く使用されている機械製品のほとんどは、コッホの発明によるものだ。


    　発明王コッホ。メンロ沖の魔術師マージ。それが、ゲルハルト・コッホの異名である。


    　どういうわけか、そのコッホは数々の発明によって為した莫大な財産を用い、このメンロ沖の孤島を買い取り、自社の製造所をそこへ移したのだ。


    　以来四十年、コッホ製造社は、この孤島の内でのみ発明と製造を行っている。


    　島に居住し働く社員は、二百人とも三百人とも言われているが、判然としない。


    　と言うのもこの島の住人は、商品を港の商人へと引き渡す時以外には、ほとんど島から外に出ず、外界との連絡を極力断っているからなのである。


    　港に来る連絡員は、必要最低限のこと以外はまるで口にせず島の内のことを尋ねても頑として語ろうとしない。その様子は、まるで機械のように冷徹無味乾燥であった。


    　いつしか、この島に関して不気味な噂うわさが流れ始めていた。


    　──魔法使いのごとき天才発明家ゲルハルト・コッホは真実魔術師であり、社員は、その妖術ソルセルリーを用いて創造した人ならぬ人工生命ゴーレムなのではなかろうか？


    　初め、それは他愛たわいもない噂に過ぎなかった。


    　が、数か月前──ある事件がきっかけで、その噂話が急に実体を持ち始めた。


    　島より荷を下ろしに来た社員が急に人間らしからぬ奇怪な動きを見せたのである。


    　それは、まるで映写機のフィルムを早回ししたような、壊れた機械を見るかのようだった。


    　あまりの異常にメンロ港の漁師の一人が、その社員を取り押さえたのだが、その時触れた社員の腕が、鉄のごとくひんやりと冷たかったのだという。


    　──コッホ社の社員は、やはり人ではない！　命持たぬ人工生命。妖物モンストルゴーレム！


    　そんな噂が野火のごとく瞬く間に広まったのである。


    　この怪事が、異端審問所インクイシトールに報告され、鉄鎚マルテルブローが派遣される流れとなったのだ。


    　今、ブローは漁師を一人雇い、時計島へ潜入せんとして船上の人となっている。


    　鉄鎚権限を行使し堂々と来訪することもできるが、ブローを迎え入れる前に証拠を隠いん蔽ぺいされてしまう恐れがあった。それで、こっそりと潜入する方法を選択したのである。


    　やがて、時計島が近づいて来た。船は、時計島の裏側へと回り込む。


    　断崖に囲まれた時計島に侵入するには、島の裏側に唯一ある浜辺に船をつけるより他ない。


    　浜辺のすぐ向こう側には防風林が広がっており、そのさらに向こう側には鉄やコンクリートの建築物が聳そびえている。長大なクレーンや煙突がいくつも林立し、もくもくと煙をあげていた。


    （それにしても、げに妖あやしきは、あの明かりよな……）


    　ブローは、時計島全土に設置され、島を星のように輝かせる青白い照明を改めて眺める。


    　冷たく青白いそれは、熱を感じさせず、初冬の海風をさらに寒々しいものに感じさせていた。


    　ブローは、懐から冊子を取り出し、目を通す。


    　教会病院が発行している医学誌である。調査対象であるコッホ社のごく最近の発明品に関することが書かれているため、一応目を通しておこうと持って来ていたものだ。


    　その医学誌に、時計島を照らしている不思議な青白い電燈についての記述があった。


    　コッホ社が開発した「発光半導体電燈」というものであり、強い青色光を発するものである。一般には普及されていないが、教会病院などで、一部使用され始めているという。


    （……コッホとやら。不可思議なものを造りおる……）


    　ブローは、医学誌を丸め、懐にしまおうとした。が、それを取り落としてしまう。


    　拾い直そうとするが、やはり、また落としてしまう。


    　ここ最近、ブローは、奇妙な手の震えを覚えるようになっていた。細かな作業が時に難しくなり、また、今のように物を取り落とすことがある。


    （……未熟！　まだ我の内には、悪魔デイアブルへの恐怖が巣くっておるか……！）


    　前にブローは、伝説の鉄鎚マルテルと言われる聖乙女ラ・ピュセルに指摘されたことがあった。


    　おまえの内には、黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプスに対する恐怖があると。


    　以前、とある事件で相対した悪あく魔ま青せい年ねんヴィクターに無惨な敗北を喫きつしてより、ブローの内には恐怖が巣くい蝕むしばんでいた。それゆえの手の震えに違いない。


    （悪魔のことなど考えるな！　今の任務に集中せよ！　此こも神に与えられし使命ぞ！）


    　震える手のひらを握りしめ、ブローは、そう自身を叱しつ咤たする。


    　やがて、船は浜辺に到着しようとしていた。


    「旦那ぁ……。旦那を降ろしたら、あっしはすぐに引き返してもようござんすね？」


    　怖々と漁師が尋ねて来た。色々と不気味な噂うわさの多い時計島の近くに長くいたくないのだろう。


    「構わぬ」


    　ブローの言葉に漁師は胸を撫なで下ろした。そうして、船は、波打ち際に到着する。


    　ブローが砂上に飛び降り、漁師が船を出そうとした時──


    　唐突に甲高い警報音が、わんわんと鳴り響いた。はっ、として立ち竦すくむブローと漁師。


    　深しん閑かんとしていたはずの浜辺を、耳みみ喧かしましいほどの警報音が鳴り響いている。防風林の内にスピーカーが隠されており、それから発されているようだった。


    『侵入者発見！　侵入者発見！　赤外線センサーが、砂浜に侵入者を発見しました！　侵入者捕縛用のセキュリティを発動します！　警備担当者は、ただちに砂浜へ直行して下さい！』


    　ふいに砂浜の内より、投網のようなものが翻ひるがえり出た。咄とつ嗟さに数間の距離を跳び退のき、投網を躱かわすブロー。だが、漁師は、船ごと投網に絡め捕られてしまう。


    　投網に絡まれ暴れている漁師を無視し、ブローは砂浜を防風林の方へと駆ける。


    　駆けるブローの行く手を阻むように、砂中より次々と投網が躍り出た。


    「小こ癪しやくなり！　斯か様ような絡から繰くりで我を捕らえられると思ってか！」


    　ブローの背に負った鞘さやの内より銀光が迸ほとばしった。


    　彼愛用の切っ先のない刀剣が、舞い踊り、見事に投網を斬きり散らす。


    　防風林の内へと駆け込み、さらに疾駆した。密かに潜入するという策はすでに失敗している。この上は、異端の疑いのあるコッホの元へ直接乗りこみ、無理やり調べるより外ほかない。


    （妙なり……）


    　走るブローは、何か得体の知れぬ感覚に囚われ始めた。


    　何がおかしいのかわからない。ただ、自分の今見ている木々の連なる光景に不思議な違和感があった。世界そのものが、少しずつ歪ゆがんでいっているような奇妙な錯覚を覚え始めていた。


    　ふいに殺気を感得し、立ち止まる。


    　と、人の形をしたものが一瞬、空間に浮かび上がり、掻かき消えた。刹せつ那なの内に垣かい間ま見たそれは、不思議な出で立ちをしていたように見えた。顔から指先に至るまで、全身がすっぽりと鉄で覆われた人影。全身鎧よろいにしては、見てわかるほどに薄い鎧である。まるで、その人物自体が金属でできているかのような印象を受けた。動く鉄人形。だとすれば──


    「……ゴーレム？」


    　邪悪な妖術ソルセルリーにより命を与えられた土くれ、鉄塊、木偶人形──忌いむべき妖物モンストルゴーレム。神の御業を盗み、人に似せて仮初めの命を付与された断固として許すまじき異端の存在。


    　ブローは、四辺に剣のごとく鋭い眼まな差ざしを巡らせ、声を張る。


    「我は、聖庁より派遣されし、鉄鎚マルテルである。この島の主に異端の疑いあり。姿を見せ、捜査へ協力せよ。さもなくば、鉄鎚権限により、この場で異端宣告を下し、討滅してくれようぞ！」


    　一瞬間の静寂。と、次の瞬間──


    　キュルキュルキュルッ、キュルキュルキュルッ！


    　蓄音機を無理やりに早回しさせたような音が周囲の空間から流れ出た。


    　驚きに目を見張るブローの周囲に先程の鉄の人影が、点滅するように現れては消え、現れては消えを繰り返し始める。一体ではない。十数体ほどの異装の人物がブローを包囲するようにして現れては消えを繰り返していたのだ。


    「超高速かっ……!?」


    　こう感づいた。取り囲む者どもは、恐ろしいまでの高速で動き、会話していたのである。ゆえにその姿を目が捉えきれず点滅して見え、会話もまたキュルキュルと聞こえていたのだ。


    　と、やおらブローの体に激しい衝撃が走り抜けた。


    「ぬあっ！」


    　失神しそうになるのを踏み堪え、剣を構え直す。


    　見れば、現れては消える人影の手に火花を散らす棒が握られていた。


    　反撃を試みんとしてブローは、白はく刃じんを振り回す。が、超高速で動く敵どもを捕捉できぬ刃やいばは虚しく宙を斬るばかり。無様に踊るブローの身に二度、三度と電気ショックが襲いかかる。


    「ぐあっ！　ぎゃあっ！　うわっ！」


    　それでも一いつ閃せん二閃と剣を振り続けたブローの精神力をこそ褒ほめるべし。


    　しかし、立て続けに身を襲う電気的衝撃についにブローは屈することとなる。とうとうくずおれ、地に膝ひざをついたブローは、執念の面をぐいと持ち上げた。


    　と、そこで、ブローは、異様な光景を目の当たりにする。


    　風に揺れる防風林の木々が、異常な速度で動いていたのだ。そのあまりの速さは、枝葉の先端がぶれて見えるほどである。足元を這はう蟻ありの動きすらも目まぐるしく、目にも止まらない。


    「な……何だ……？　何だ、これは……？」


    　混迷の極みに達したブローの目が偶然、島の中央に聳そびえ立つ鐘楼の大時計を見た。


    　青白い光に冷え冷えと照らし出された大時計の分針がぐるぐると急回転していたのである。


    　すなわち、高速で動いていたのは、今、彼に攻撃を加え続けている者どもだけではない。彼の目にしている風景、取り巻く世界そのものが高速で動いていたのだ。


    （いや、違う……！）


    　と、ブローは、首を振る。


    （周りが早くなっているのではない。我が……我が遅くなっているのか……!?）


    　愕がく然ぜんたる事実に眩暈めまいすら覚え、額を押さえたブローの身に再度の電流が流れた。


    　彼が最後に見たのは、嘲あざ笑わらうように不気味に回り続ける時計の針であった。

  


  
    第一章〈鋼鉄の看護師〉


    



    （ヴィクター！　ヴィクター！　ヴィクター！　ヴィクター！）


    　クリミアは駆けていた。


    　真っ白く無機質な建造物の続く街のような場所である。


    　夜であるにも拘かかわらず、この場所は青白い光を放つ電燈によって冷たく明るかった。


    　クリミアの傍かたわらを見知らぬ女性が駆けている。首も腕も足も細く長い金髪の女性だった。


    　なぜクリミアが迷宮のようなこの場所を見知らぬ女性と二人で走っているのか、クリミア自身よくわからない。ただ強い焦慮があった。


    （早く……もっと速く走らねば、たいへんなことになる……。ヴィクターが……）


    　──ヴィクターが死んでしまう！


    　やがてクリミアはひとつの角を曲がった。そこで叫ぶ。


    「ヴィクター！」


    　白い建物に囲まれた広場のような場所である。


    　そこに求めていたヴィクターの後ろ姿があった。何者かと格闘している。


    　ヴィクターと組み合い関節の奪い合いをしているのは、純白のナース服を纏まとった女性であった。二名の格闘する動きが恐ろしくゆっくりに見える。いや、事実二名の動きは時計の分針のごとく遅い。まるで蝸牛かたつむり同士の争いを見るかのようだ。


    　と、クリミアはその低速の戦闘を建物の陰から窺うかがう人物がいることに気がつく。


    　白衣を思わせる形状の不思議なコートを纏まとった二人の男である。


    　二名の男どもが物陰より飛び出した。明らかにヴィクターを害する目的を持った疾走である。


    　クリミアの傍かたわらにいた金髪の女性が疾駆していく。女性はヴィクターへ襲いかかろうとした一名を足止めするが残り一名がヴィクターへと向かっていた。


    「ヴィクター！　危ない！」


    　叫び、クリミアは駆け出そうとする。と、そこで眩暈めまいにも似た感覚がクリミアを襲った。


    　途端クリミアの駆ける足が遅くなる。いくら必死で走ろうとしても、クリミアの動きはどんどんどんどん遅くなり前に進むことができない。


    　クリミアの眼の前に繰り広げられている風景が嵐のように加速し始めた。


    　白衣の男が猛烈な速度でヴィクターへと到達する。


    「ヴィクター！」


    　再度クリミアが叫んだ次の瞬間──ヴィクターの頭部が風船のように弾け飛んだ。
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    　脳のう髄ずい、眼球、頭骨が飛沫しぶきとなって周囲に四散する。まなこを見開くクリミアの目線の先で首を失ったヴィクターの体が力を失い、ゆっくりと倒れていった。


    「ヴィクターぁぁぁぁぁぁっ！」


    



    　悲鳴をあげてクリミアが飛び起きたのは、宿屋の寝台の上だった。


    「おい。大丈夫か？」


    　と、声が掛かる。その方へ目をやると青白い顔の青年がクリミアを覗のぞき込んでいた。


    「……ヴィクター？」


    　クリミアは心配そうな眼まな差ざしを向けて来る相棒の顔に手を伸ばし、ぺたぺたと触る。


    「ちょっと、おい……。おい。何すんだ？」


    　無遠慮に顔を弄いじられヴィクターが不満の声を漏もらす。クリミアは、ほっと安あん堵どの息を吐いた。


    「何だ、夢かぁ～……。びっくりしたぁ～……」


    　窓から明るい日差しが差し込んで来ている。部屋の時計に目をやれば七時半を差していた。


    「夢っておい。すっげーうなされてたから何かと思ったぞ。どんだけの悪夢を見てたんだ？」


    　クリミアは、夢の内容を思い返した。


    　ひどく生々しい夢だった。ヴィクターの頭部が粉々に弾ける夢。クリミアはその不吉な夢の内容を語ってしまえば現実になってしまうのではないかという不安を覚え、こう答えた。


    「……忘れちゃいました」


    「っんだよ。人騒がせな」


    　憮ぶ然ぜんとしてヴィクターは悪態を吐ついた。


    「外出てるから早く着替えろ。飯食ったら聞き込みにいくんだろ？」


    「あっ。はいっ！　そうでした！」


    　クリミアは寝台より跳ね降りた。


    



    　ここは辺境の港町メンロ。


    　二人がこの町に来たのには理由がある。この町から沖に出た海上にある孤島〈時計島〉に住まうゲルハルト・コッホを訪ねるためであった。


    　ヴィクターの奇病を治療するために百八つのガマエなる霊石を探して旅をしていた二人だが、とある一件からそのガマエが人体内で増殖する妖石であることが明らかになった。


    　ヴィクターの治療法を見失ったクリミアは砂漠の地インスマに住むハーネマンなるガマエ研究者の元へ教えを乞いに行ったのである。しかし、そのハーネマンはガマエの研究を中途でやめており多くを知らなかった。代わりにハーネマンはクリミアとヴィクターに十年前まで共にガマエを研究していた三名の人物を紹介してくれたのである。


    　オディロン・パストゥール。ジゼラ・モルガーニ。そして、ゲルハルト・コッホ。


    　初め、どれも聞き覚えのない名であると思ったクリミアとヴィクターだったが、間もなくゲルハルト・コッホが、かの有名なコッホ製造社の社長の名であることに気がつき驚いた。


    　まさか発明王として名高いコッホがガマエを研究していたとは実に意外な事実である。


    　ハーネマン曰いわく、ガマエを探しガマエに纏まつわる遺跡を巡って歩いていたのは、ハーネマンと他の二名であり、コッホは資金援助に徹していたのだという。


    　それはともかく三名の内で唯一所在の明らかなのがコッホだった。


    　クリミアたちはハーネマンに紹介状を書いて貰もらい、幾度もコッホへ面会を希望する書簡を送ったのだが未いまだに返事がない。いつになっても来ない返事を待ち切れず、クリミアとヴィクターはこのメンロの港町までやって来ていたのだった。だが──


    「……駄目そうだな……」


    　ヴィクターは溜ため息いきと共に落胆の言葉を吐き出していた。


    　今二人は波止場のベンチに腰掛け、初冬の冷たい海風を身に受けている。


    「せめてなぁ～。時計島からの船がいつ来るのかさえわかればなぁ～……」


    　ここ半日、クリミアとヴィクターは時計島へ渡る手段がないかと港で聞いて歩いた。


    　町の人々の反応は決まってこうである。


    「とんでもない！　そんなこと無理に決まっているだろう！」


    　コッホ製造社のある時計島。そこには社員以外は絶対に立ち入ることが許されていないのだ。また時計島に居住する社員たちも一部の者を除き島からは一切出て来ない。


    　唯一島と連絡を取る方法は、半月に一度島から来る連絡船のみ。


    　その船ですら最近はなぜか来たり来なかったりと不定期になっているのだとか。


    　つまり、現在コッホ社と外部との連絡はほとんど断絶してしまっていると言っていい。


    「これじゃあ、俺らの送った手紙も届いてんのかどうか怪しいところだぜ」


    「……ですね」


    　そう応えたクリミアはどこか上の空だった。


    「どうした？」


    「いや、例の噂うわさが気になっていて……」


    　時計島に渡る手段を聞き込む過程で、二人は奇怪な噂話を耳にしていた。


    　社長ゲルハルト・コッホは妖術師でありコッホ社の社員はゴーレムである、というものだ。


    「ガマエについて調べてるようなやつだ。ゴーレムを造ってたっておかしくはねえわな……」


    「そうなんですが……ハーネマン先生はコッホさん自体は魔術師マージではないと言っていました。自身の発明にガマエを活かしたいと言っているだけの常人で、魔術マジーの才もなかったって。そんな方がゴーレム魔ま術じゆつなんて複雑な術を使用しているとは思えないんですよね……」


    「ゴーレム魔術ってのは、そんなに複雑なもんなのか？」


    　──ゴーレム魔術とは、土や木、金属などの人形に魔術文字を刻むことによって自在に動かす術である。簡単に言えば魔術を動力とした自動人形を作り出す技術だ。


    「誰だれ先生だっけか？　ほら、結社にいたじゃねえか、ゴーレムを造って使ってる教授マギステルがよ」


    「ああ。プロコロフ先生ですね。あの方は趣味でゴーレムを造ってましたよね。でも、かなり難しい術式が必要だと言っていましたよ。単純な命令を実行させるのは簡単なのだそうですが、複雑な命令や動作を要求しようと思うと、かなり難解な術式を用いねばならないそうです」


    　ずんぐりむっくりとした土人形が、のろのろと学生に試験用紙を配っていた姿がすぐに思い出された。確かにプロコロフ先生の使っていたゴーレムが複雑な動きをするとは思えない。


    「噂うわさでは、ゴーレムじゃないかって言われてるコッホ社員さんは人間と変わりない動きをしていたそうじゃないですか。そんな高度なゴーレムをコッホさんが作れるでしょうか？」


    「できなそうだな……」


    「ええ。だから、まあ……この噂について考えても仕方がないですよね……」


    　と、言ったもののクリミアの顔はどこか暗かった。ゴーレムの噂が気になっている、と言ったクリミアだったが、実を言えば彼女の顔を暗くさせている本当の理由は別にあった。


    　今朝方見た悪夢の光景が未いまだこびりついて離れないのである。


    　ヴィクターとの会話が途絶えたりした拍子に悪夢の記憶が想起され、考え込んでしまう。


    　それがクリミアを憂ゆう鬱うつな放心状態にしてしまうのである。


    　そんなクリミアを心配そうに眺めていたヴィクターが唐突に話題を変えた。


    「そう言えば、そろそろじゃなかったか」


    　クリミアの憂鬱を払拭してやろうというヴィクターなりの配慮だった。


    「そろそろ？　何がです？」


    「師匠の予定日だよ」


    「ああ！　フレデリークさんの」


    　沈んでいたクリミアの顔に、ぱっと笑顔が生まれた。


    　 フレデリークとはヴィクターの看護術の師匠フレデリーク・ナイチンゲールのことである。以前再会したおり妊娠していることが発覚したのだ。


    「予定日は確か一週間前ですよ。イングリドさんから手紙が来ていたんでした」


    「イングリドから？　何で、あいつから？」


    「フレデリークさんに頼まれて出産に立ち会うことになったんですって。ちょくちょく助産院に赴おもむいてリラックスのアロマでフレデリークさんをケアしていたそうです」


    「あいつがなぁ……。あいつ、案外世話焼きだよなぁ」


    　ヴィクターは褐色の肌の少年のような少女──イングリドの顔を思い出していた。


    「だが、予定日が一週間前ってことは、もうとっくに生まれてんのかなぁ……」


    「どうでしょうか。初産は遅れるって言いますし」


    「へえ。そういうもんか。に、してもなあ。あの鬼みてえな師匠が母親になんのかぁ……」


    「想像つかないですよね……。どんな子が生まれるんでしょうねえ」


    「師匠に似て、気の強つええ喧けん嘩かっ早い子供じゃねえといいがなぁ」


    「ですよねえ」


    　そんなことをとめどなく話すクリミアとヴィクターであった。


    　時計島へ渡る万策尽き果てた二人である。かと言って、せっかくここまで来て、すぐに「じゃあ、諦あきらめて帰るか」とも言い出せず、無駄話に花を咲かせるより外ほかになかったのである。


    　そんな二人の元に吉兆とも凶兆ともつかぬ出来事が訪れたのは、この直後のことであった。


    　クリミアとヴィクターの座るベンチの前を通りかかった二人の漁師の内一人が、ふいに沖の方を指差し「あっ」と声を上げたのである。


    「あれ、何だろ？　あれだよ。あれ。何か様子がおかしくねえか？」


    　そんなことを言いながら沖を眺める二人の漁師。


    　ヴィクターとクリミアも気になってベンチを立ち、目を凝らしてみる。


    　沖にぽつんと小さなボートが漂っているのが見えた。そのボートが人の操作を受けず波に任せたまま、ゆらゆらと漂っている。ボート上には一人の男が座り込んでいた。その様子が妙である。呆ぼう然ぜんと虚空を見つめたまま微動だにしない。まるで心失った者のようなのである。


    「あのボート……コッホ社のマークがあるぞ」


    　漁師がそう呟つぶやき眉まゆを寄せる。確かにそうだった。独特な三角マークが側面に描かれている。


    「時計島から流れて来たんだ……」


    　その頃から港の漁師たちが集まり、ボートを眺めたり指差したりしながら騒ぎ始める。


    　大きな波が起こりボートが揺れた。ボート上の人物が、こてんとボートの縁に倒れる。


    「次に大きな波が来たら、落ちちゃうんじゃないですか？」


    「おいっ！　誰だれか船を出して助けてやったらどうだ？」


    　ヴィクターがそう周囲に声を投げた。しかし、漁師たちは互いに顔を見合わせ、なかなか動こうとしない。不気味な噂うわさのあるコッホ社の者と関わり合いたくないのだろう。


    「おい！　誰か助けてやれよ！」


    　再度のヴィクターの声に漁師の一人が仕方ないといった風に自身の小さな漁船へと駆けていき、手綱を外した。船が桟橋を離れ、ボートへ向かう。漁師の船が近づくことによって波が起こり、ボートがゆらゆら揺れた。ボート上の男は縁に倒れかかったまま動こうとせず、今にも落ちるのではないかと波止場で見守る人々を冷や冷やさせる。


    　ようやく船は、ボートの元へ辿たどりつき、漁師がボート上で倒れる男を船へと引き上げた。


    　漁師が男へ声を掛けているのが遠目に窺うかがわれたが、まるで反応を示していないようである。


    　やがて男を乗せた漁船が港に戻って来た。男を連れ帰って来た漁師の顔が青ざめている。


    「助けたのはいいが、何か変なんだ……」


    「変？　ちょっと、いいですか？」


    　そう断って、クリミアは漁船へと飛び乗った。


    　群集が船の傍かたわらに集まり縁の向こう側から甲かん板ぱんへ好奇の目線を向けて来る。


    　船上には助けられた男が倒れていた。宙を呆ぼう然ぜんと見つめる様は放心しているかのようである。


    　その瞼まぶたがゆっくりと閉じられ、そしてゆっくりと開いた。


    （まばたき……？　それにしては、ずいぶんと遅いような……）


    　見れば男の手が動いている。船底を手で押して立ち上がろうとしているようだ。


    　恐ろしく遅い動きである。ぱっと見には止まっているように見えるほど緩かん慢まんな速度で男は動いていたのだ。まるで時計の分針のような非人間的な動きの遅さである。


    　クリミアは男の腕を持ち上げ、手首より脈を取った。途端クリミアの顔に驚きが浮かぶ。


    「脈がない!?」


    　その一言に、周囲がどよめいた。


    「脈がないだって？　脈がないのに動いてるのか？　に、人間じゃねえんじゃねえか？」


    「ゴーレムだ！　コッホ社のゴーレムだ！」


    　口々に騒ぎ出す群集を一喝するようにクリミアが声を放った。


    「いいえ！　ゴーレムじゃありません！　体温はありますし、生きた人間です！」


    　そうは言われても港の人々のざわめきは収まらない。


    「どうする？」


    　ヴィクターがクリミアに尋ねる。


    　クリミアはヴィクターへ返答する言葉を見つけられぬまま、目の前に横たわる時計島からの不可思議な漂着者へ、じっと真剣な眼まな差ざしを注ぎ続けていた。


    



    
      ◆

    


    



    　──深夜。人里から離れ、鬱うつ蒼そうとした森に囲まれたこの場所に小さな建物がある。


    　平屋建てのモルタル造りのその建物は、結社の運営する助産院であった。


    　この助産院に入院するのは結社関係者やその妻たちである。


    　今、その建物に魔獣の咆ほう哮こうのごとき絶叫が響き渡っていた。物が壊れる激しい音がする。時に轟ごう音おんが鳴り響き建物全体が震動した。


    　滞在する妊婦たちは互い互いに手を取り合い、真っ青になり震えている。


    　何が起こっているのだろう？　食人鬼オーグルが院内に侵入し暴れているのではないか？　何者か人狼ル・ガルーと化す妖病ダムヌム・ミナトウムを発症し赤子を食らって回っているのではないか？


    　そんな恐怖と不安に妊婦たちは打ち震えていたのである。


    「えー。皆さん。怖がらなくてもいいですよー。何も心配はいりませんからねー」


    　恐怖の極みに達している妊婦たちの元を訪れ、そう言ったのは褐色の肌のボーイッシュな少女──イングリドだった。彼女の顔は苦笑とともに引ひき攣つっている。


    「気にせず眠ってて下さいねー。安眠できるアロマを焚たいておきますねー」


    　棒読みみたいな口調で言い、蒸散器デイフユーザーを取り出すイングリドへ妊婦たちが縋すがりついた。


    「な、何が起こってるの!?　妖物モンストルね？　妖物が院内に侵入してるのね？」


    「本当のことを言って下さい！　私はどうなってもいいからお腹の赤ちゃんだけは……！」


    　群がり寄って来た妊婦たちから顔を逸そらし、イングリドは困ったような目線を宙へ泳がす。


    「えー……と」


    　そこでさらに、ごごんっ、と激しい衝撃音が鳴り渡り、建物が揺れた。


    　ひいっ、と悲鳴をあげ、妊婦たちが身を竦すくませる。イングリドが慌てて声を張った。


    「だ、大丈夫だって！　大丈夫だから、怖がらないでよ！」


    「何が大丈夫なんですか！　怪物が暴れているとしか思えないじゃないですか！」


    　そう喚わめき散らす妊婦の目は、涙でいっぱいだった。イングリドは溜ため息いきを吐つく。


    「まあ……怪物みたいなものよね……」


    　助産院の妊婦たちを恐怖のどん底に叩き落としている咆ほう哮こうと激震は、この助産院の分ぶん娩べん室から響いて来るものである。現在、分娩室では一人の妊婦が分娩に臨んでいた。


    　──フレデリーク・ナイチンゲール。最強の看護師であり、看護流柔術の創始者である。


    　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる巨きよ躯くの持ち主である彼女の伝説を上げれば枚挙に暇いとまがない。


    　曰いわく、ありとあらゆる猛獣・妖物と素手で戦った。曰く、一人の妖病患者を守るために鉄鎚マルテル十名をたった一人で迎え討ち、そのことごとくを討ち果たした。などなど……。


    　稀き代だいの大女傑フレデリークの出産だ。それが尋常一様なものであるはずがない。


    　分娩室では修しゆ羅ら場が展開されていた。フレデリークが産みの苦しみに野獣のごとく咆哮し、猛然と暴れまわっていたのである。棚や机が破壊され、壁や床には無数の穴が穿うがたれていた。取り押さえようとした助産師数名が手傷を負い、中には骨折して転がり呻うめいている者さえいる。


    　初め、陣痛が始まった頃までは、イングリドもフレデリークに付き添っていたのだが、陣痛が激しくなるにつれ凶暴化し、痛みに暴れ始めたフレデリークから、ついに逃げ出したのだ。


    　それでイングリドはせめて自分にできることはないかと、怯おびえる妊婦たちの元を廻ってアロマによる精神のケアを行っていたのである。


    　全ての妊婦の部屋を廻りきり、イングリドは未いまだ絶叫と破砕音の鳴りやまぬ分娩室の扉の前へと戻って来た。そこに椅い子すに腰かけ、祈るように手を組む少年の姿がある。


    「ハーヴェイ」


    　イングリドがその少年に声を掛ける。顔を上げた少年は黒布で目隠しをしていた。


    　ハーヴェイという名のこの少年はとある一件によってフレデリークの養子となった人物である。これから生まれて来るフレデリークの子供とは腹違いの兄弟（あるいは、兄妹）ということになる。目隠しをしているのは、視線によって人を石化させる妖病ダムヌム・ミナトウムを患わずらっているためだ。


    　ハーヴェイの身は震えている。分娩室の叫きよう喚かんを扉ごしに聞きながら、義理の母フレデリークの身と生まれてくる子供の身を案じ、不安でいっぱいなのだろう。


    「大丈夫だって。あのフレデリークとその子供よ。もうすぐ元気にここを出て来るって」


    　イングリドはハーヴェイの肩をぽんと叩く。硬かったハーヴェイの顔が微かすかに緩んだ。


    　とはいえイングリドも不安である。陣痛が始まってからすでにずいぶんと時間が経過していた。これだけ長い時間母体が暴れまわってお腹の子供は無事に生まれて来られるのだろうか。


    （今、何時ぐらいなんだろ……？）


    　そう思い、イングリドは、ふと傍かたわらの窓の外へと目をやった。そこで目をぱちくりさせる。


    　助産院を囲む樹林──その木陰の闇やみに誰だれかが立っていた。夜目にも白い、白衣を思わせるコートを纏まとった男である。その男は異様な光を宿した瞳ひとみで、助産院の方をじっと窺うかがっていた。


    （……誰？）


    　不審を覚え窓を開こうとした時、ふいに分ぶん娩べん室の絶叫と轟ごう音おんがぴたりと止まった。


    　代わって聞こえて来たのは甲高い赤子の泣き声である。


    「生まれた！」


    　歓喜と安あん堵どをない交ぜにした声を上げ、ハーヴェイが立ち上がる。イングリドもまた扉へと顔を戻した。すでに彼女の脳裡から助産院を窺っていた白衣の男のことは消えている。


    　間もなく扉が内から開かれた。顔に青あお痣あざを作った助産師が、笑顔で二人を招き入れる。


    「元気な女の子ですよ」


    　分娩室の内は散々な状況であった。壁や床には擂すり鉢ばち状の穴が穿うがたれ、砕けた棚や机が散乱している。その瓦が礫れきの中央、半ば壊れかかった寝台の上で、フレデリークが疲れ果てた顔で半身を起こしていた。表情こそ疲労が色濃いが、丸太のごとき腕の内に抱いているものへ注ぐ眼まな差ざしは満足げで大仕事を終えた達成感に満ち溢あふれている。
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    「よお」と、フレデリークは二人に笑顔を向けた。


    「見せて見せて！」


    　イングリドが駆け寄っていってフレデリークの腕の内を覗のぞき込む。


    「わあ……」


    　小さな──実に小さな命がそこにあった。必死で泣き声を上げるその姿、母を求めるように健気に動く手のひらは、確かな生命と魂とを感じさせるものである。


    「僕も……見たいけど……。無理だよね」


    　ハーヴェイが寂しげに呟つぶやく。邪じや眼がんの彼は目隠しを外して赤子を見ることはできないのだ。


    「触ってみろよ」


    　にっ、と笑い、フレデリークがハーヴェイの前に赤ん坊を突き出した。


    　ハーヴェイがおずおずと手を伸ばし赤子の腹の辺りに触れる。


    「あったかい……」


    　そう言ったハーヴェイの手に赤ん坊が小さな手のひらで触れてきた。


    「あ！　僕、触られた？　これ、手？　小さい！」


    　ハーヴェイの声は弾んでいる。イングリドとフレデリークは互いに笑いあった。


    「しかし、なあ……」


    　フレデリークが赤子に目線を戻し、困ったような声を出す。


    「まさか、女の子が生まれて来るとはよぉ……。あたしゃ、すっかり男が生まれて来るもんだと思ってたからよ。名前を考えてなかったな……」


    　フレデリークは首をひねって考え込む。が、すぐに考えるのをやめた。


    「まあ、いいさ。名前はおいおいだ。女だろうが強いガキに育てるのに変わりはねえしな」


    「女の子なんだし、お淑しとやかに育てようよ。母さんみたいな妹、僕やだよ」


    　ハーヴェイの突っ込みに、三名は、どっと笑い声をあげた。


    



    　その夜、フレデリークはイングリドの焚たいたリラックス効果のあるアロマに包まれ熟睡していた。さすがの烈女フレデリークも出産を終え、疲れ果てていたのだろう。


    　ハーヴェイもまた、フレデリークの寝台の横に敷いた毛布に包まり昏こん々こんと寝息を立てている。


    　生まれたばかりの赤子は産後で疲労したフレデリークを休ませるため、今夜だけは助産師たちが別室で面倒を見ることになっていた。


    「さて。あたしも寝よっかな……」


    　フレデリークの部屋に設置した蒸散器デイフユーザーに精油を注ぎ足し、イングリドはそう言って欠伸あくびをした。だが、ふと赤ん坊の愛らしい姿を思い出す。


    （寝る前にもう一回赤ちゃん見に行っちゃおっかな……）


    　イングリドは部屋を出る。暗い助産院の廊下を新生児が預けられている部屋へ向かい歩んだ。


    （赤ちゃん、可愛かわいかったな。あたしもあんな赤ちゃん産むときがあるのかなぁ）


    　歩むイングリドの顔には自然と笑みが浮いていた。


    （ま。その前に相手見つけなきゃだよねぇ……）


    　やがて、イングリドは目的の部屋の前に来た。


    「……お邪じや魔ましまーす」


    　と、寝ている赤ん坊を起こさぬよう小声で言って戸を開ける。


    　そこでイングリドの顔が強こわ張ばった。


    　部屋の内では、助産師数人が累々と打ち倒れ、気を失っていたのである。


    　倒れる助産師たちの中央には見知らぬ男が立っていた。


    　見知らぬ？　いや、違う。見覚えがあった。


    　赤ん坊が生まれる直前、屋外の森から助産院を窺うかがっていた白コートの男である。


    　年の頃二十代半ばほどか。太い炎のような形の眉まゆが特徴的な男だった。額には古傷のように見える不自然な縦の皺しわが刻まれている。総髪をオールバックにしたその顔は彫の深い精せい悍かんとも言えるものだが、吊つり上がった口元が隠しても隠し切れぬ驕きよう慢まんの色を滲にじませていた。


    　そして、男の腕には一人の赤子──フレデリークの子供が抱かれていたのである。


    「ちょっ……！　あんた、何やってんのよ！」


    　反射的に、イングリドは懐より蒸散器デイフユーザーを取り出した。アロマの魔術マジーを用いこの不審な男を撃退せんとしたのである。イングリドが口中にて呪じゆを詠唱せんとしたその刹せつ那な──


    　男の額の縦の皺が、くわっと開かれた。


    　目である。男の額に第三の目が生まれたのだ。その瞳ひとみが、きらっと輝きを放ったかと見えた次の瞬間、破裂するような音がイングリドの掌中より発される。


    「えっ!?」


    　瞠どう若じやくのまなこを見開くイングリドの手の内で、蒸散器が粉々に砕け精油を滴したたらせていた。


    　にやーっ、と男の口元に爬は虫ちゆう類るい的な笑みが浮かび上がる。


    　その姿が、すっ、と抱いた赤ん坊ごと空間に掻かき消えた。


    　イングリドは男の立っていた位置まで駆けていく。が、そこには意識を失った助産師が倒れているだけで、男の姿も赤子の姿も影ひとつなかった。


    　真っ青になりイングリドは部屋を飛び出す。男の姿を捜し助産院の内を駆け回った。


    　やがて、イングリドは屋外へと出る。ごうごうと強く冷たい冬の風が木々を揺らし鳴っていた。辺りを見回すも男の姿も赤子の姿も見当たらない。


    「攫さらわれた……。赤ちゃんが……攫われちゃった……」


    　強風がイングリドを嬲なぶるように、びょうびょうと吹きつけて来ていた。


    



    
      ◆

    


    



    　クリミアとヴィクターは宿の部屋の椅い子すに腰かける男を眺めながら首をひねっていた。


    「これは……妖病ダムヌム・ミナトウムなのか？」


    「妖病かどうかはわかりませんが……とにかく、遅いです」


    　と、クリミアは自分自身でもわけのわからないことを口にする。


    　時計島からボートに乗って流れ着いた男を、二人は宿へと連れ帰って来ていたのだ。


    　初め脈拍がないと思っていたこの人物だが、そうではなかった。


    　脈はある。だが恐ろしくゆっくりなため、触診ではわからなかったのだ。


    「瞼まぶたを見て下さい。ゆっくりですが瞬きをしています。通常、人間の瞬きの速度は百から百五十ミリ秒です。それをこの方は五秒から八秒ほどで行っています。単純計算で、この方の肉体は通常の約五十分の一の速度で動いているということになります」


    　驚異の遅さである。


    「ここまで脈拍が遅ければ、普通血液を循環させることができないはずです。でも循環しているんです。遅い、というそれ以外ではこの方の肉体は全く健常者と変わりないんですよ」


    「妖病だな。妖病以外にこんな症状の疾患なんてねえだろ」


    「ドゥンは検知できませんでしたし、除去術を試みても症状に改善は見られませんでした。もし、妖病だとすれば、ルン擬態強耐性型のドゥンによる疾しつ病べいということになりますね……」


    　ヴィクターは今一度まじまじと男を見る。先程よりも腕が上がっていた。気がつかぬうちにゆっくりと動いていたのである。呆あきれるほど遅い動きであった。


    「なあ。こいつって動きだけじゃなく、意識もゆっくりなのかな？」


    「意識？」


    「ああ。俺たちからゆっくりに見えてるみてえに、こいつから俺らは速く見えてんのかな？」


    　五十分の一の意識。つまりこの人物にとって一秒は五十秒ほどの長さに感じられているということだ。五十倍の速度で流れる世界──想像するだに目まぐるしい光景である。


    「だとしたら会話も成り立たねえよな。俺たちの話してることも五十倍の速さで聞こえてんだろ？　こいつの言葉も俺たちにゃ、五十分の一に聞こえるんだろうしよ」


    　つまりクリミアたちとこの男は、五十倍の速度で隔てられているのだ。


    「問診は無理ですかね。……せめて意思の疎通ができればいいのですが……あっ！」


    　やおらクリミアが大声をあげた。


    「意思の疎通、できます。どうしてこんな簡単なことに気がつかなかったんでしょう！」


    　いそいそとクリミアは自身の旅行鞄を漁あさり出す。取り出したのは羊皮紙とペンだった。


    「なるほどな。筆談か」


    「はい。これでこの方と会話できますよ」


    　さっそくクリミアはペンを握り羊皮紙に文字を走らせる。


    『こんにちは。あなたのお名前は何ですか？』


    　男の瞼まぶたがゆっくりゆっくりと見開かれ、徐々に驚いたような表情を形作る。


    　男からすれば突然目の前に文字の書かれた羊皮紙が出現したように見えたのだろう。


    　男の首がじわじわと持ち上がり、クリミアの方を向く。長い長い時間クリミアの顔を眺めると、ようやく羊皮紙に目線を落とし、ペンを握った。およそ十分ほどかけて次の文字を書く。


    『あなたは誰だれですか？　ここはどこですか？』


    「通じましたよ！」


    　クリミアは、即座に次の文章を羊皮紙に書き始めた。


    『ここはメンロの町の宿屋です。私はクリミア・ポーヴァルレ。旅の医師です。あなたの症状が気になってここまで連れて来ました。よかったら、あなたのことを教えて下さい』


    　三分ほどしてやっと男の手が動き出す。


    『私はエルマーです。時計島から来ました。私のこの病を治してもらうためです。あなたは医者なのですね？　私の病を治して下さい』


    　クリミアとヴィクターは顔を見合わせる。


    「……やっぱり時計島から来たのか。コッホ社の社員ってことで間違いねえよな」


    「ですね。えーと……次は何を聞けばいいんでしょうかね？」


    　悩んだ末に、クリミアはこう文字を走らせた。


    『あなたのその病についてできるだけ詳しく教えて下さい』


    　質問を受け、男は長く長く考え込み、十分ほどして筆を動かし始めた。


    　遅々として進まない筆の動きを見ながら、ヴィクターはじれったくなってくる。


    　この患者の問診はかなりの長丁場になりそうだ。


    「悪い。俺、ちょっと外出て来るわ」


    　ついにそう言った。クリミアは不服そうな顔をしたが、コッホ社についてもう少し聞き込みをして来る、と理由をつけると、不ふ承しよう不ぶ承しよう了解した。


    　宿を出たヴィクターは大きな溜ため息いきを吐つく。


    「ありゃあ、問診が終わる頃には陽が暮れてるなぁ……」


    　聞き込みをすると言って出て来たものの、聞き込みなら午前中に充分過ぎるほど行っていた。


    （さあて、どうすっかなあ……。取り敢えず港の方にでも行ってみっか）


    　ヴィクターの歩む中央通りは水揚げされたばかりの鮮魚を商う店やシーフードを出す飲食店が建ち並んでいる。活気のある売り声が方々からあがっており、往来は人で溢あふれていた。


    　そんな喧けん騒そうの内を進んでいたヴィクターだったが、ふと足が止まる。


    　背後をちらりと振り返った。ヴィクターの目が人ごみの内を歩む一人の女性を確認する。


    （……あいつか？）


    　ブロンドの長髪。薄らと笑みを形作った紅い唇。シネマ女優のようなスレンダーな体型。


    　それだけならば、田舎いなかには稀まれな美女とでもいった風情なのだが、奇妙なのはその服装だ。


    　纏まとったそれは純白のナース服である。さらに大きな色眼鏡を嵌はめていた。


    　田舎の港町には明らかに不似合いな存在に往来を行く人々も不思議そうな目を向けている。


    　この女性──最前からずっとヴィクターの跡を付けて来ているのだ。


    　女性はヴィクターが立ち止まっても歩みを止めず、そのまま真まっ直すぐにこちらへ向かって来ている。女性の色眼鏡は明らかにヴィクターへ向けられていた。


    　ヴィクターは通りを外れ、路地に入る。そこで壁に背をつけ、女性を待ち構えた。


    　やがて女性が路地に入って来る。


    「おい。何の用だ」


    　そう凄すごみをきかせて声を掛けた。女性からすれば追跡していた人物に路地を曲がった先で待ち伏せされていたということになる。が、女性は驚くどころか表情一つ変えない。


    　そのあまりの無反応ぶりに、逆にヴィクターが動揺した。


    「お、おい。何の用があって俺をつけ回してんだ」


    　ギョン、という起動音のごときものとともに女の色眼鏡の奥に赤い光点が灯った。


    「病巣を確認しました。切除します」


    　嫋たおやかな声が紅こう唇しんから漏もれ出たと見るや、唐突に女の腕が振り上げられた。


    「なっ!?」


    　咄とつ嗟さにヴィクターは跳び下がった。轟ごう然ぜんたる響きとともに石いし礫つぶてが舞い上がる。女の拳こぶしが石壁に炸さく裂れつし、粉砕してのけたのだ。細腕から放たれたとは思えぬ尋常ならざる膂りよ力りよくである。


    　唖あ然ぜんとして目を見開くヴィクターへ、笑んだままの女の首が向いた。


    「て、てめえ、何もんだ！　鉄鎚マルテルか？」


    　喚わめき掛けるも女はまるで取り合わない。ヴィクターまでの距離を詰めるとまたも拳を振り上げた。ヴィクターは後方へと跳び退のく。女の拳が一瞬前にヴィクターの立っていた地面に叩き込まれ、激しい衝撃が擂すり鉢ばち状の穴を穿うがつ。


    「病巣を確認しました。切除します」


    　またも発されるその言葉。地面を蹴けるや猛然たる速度でヴィクターへと躍りかかって来た。


    「待て待て待て！　おいっ！　何なんだ？　俺に何の恨みがある？」


    　女のミニスカートから覗のぞく長い脚が跳ね上がった。鋭利な蹴りが素っ首を刈りに来る。


    「くそっ！」と、一声、ヴィクターが女の脚を捕る。ふわりと身を躍らせ、両脚を女の脚へと絡ませた。膝しつ関かん節せつを極きめながら女を大地へ崩し倒す。看護流柔術のカウンター技・飛び込み膝ひざ十字固めだ。が、顔に驚きを浮かべたのは技を掛けたヴィクターの方だった。


    （冷たい……!?）


    　膝関節を極めている女の脚が人の皮ひ膚ふとは思えぬほどに硬く冷たかったのである。


    　──さながら金属。とはいえ、その驚きで技を緩めるヴィクターではない。


    「おいっ。てめえ、何もんだよ？　答えろ？　答えねえと膝ひざをぶち折るぞ」


    　女は答えない。女は膝しつ関かん節せつを不自然な方向に曲げられ、相当な痛みを覚えているはずだ。


    　女の口より発されたのは悲鳴でも呻うめきでもない、最前と変わらぬ嫋たおやかなこの言葉。


    「病巣を確認しました。切除します」


    　途端、ヴィクターが曲げようとしていた膝関節が曲げようとした方向──人体の構造上到底有り得ぬ方向に、くるりと折れた。


    「何だと……!?」


    　女の脚ごとヴィクターの体が持ち上げられた。目と鼻の先に薄ら笑った女の顔が迫る。


    「やば……！」


    　脚を放し、飛び退のこうとしたヴィクターのどてっ腹に強烈な一撃が炸さく裂れつした。


    　腹に穴を空けられたかと錯覚するほどの衝撃とともに、優に十メートルは弾かれる。路地を抜け、大通りの地面に叩きつけられた。人でごったがえす大通りは騒然となる。


    　腹に手を当て、痛みを堪こらえながらもよろめき立ち上がるヴィクターに「あ、あんた、大丈夫なのか？」と怖々声を掛けて来た男がいたが、ヴィクターは取り合わない。


    　ヴィクターの意識は路地の奥より歩み来る金髪ナース服の女に向けられていたのだ。


    「ったく……何なんだよ……」


    　先程、極きめたはずの膝関節がおかしな方向に曲がった。あの一瞬でわかったことがある。


    　──女の膝関節は球体でできていた。おそらく膝関節に限らず、肘や手首、足首、もしかすると首に至るまで、関節という関節が三百六十度回転する球体でできているのかもしれない。


    「人間か？　……んなわけねえよな」


    　女の脚に触れた時の冷たく硬い金属のような感触、一切動かない微ほほ笑えみの貼はりついた顔、機械的に繰り返される同じ言葉──これらから推測される女の正体はあれに違いない。


    「……ゴーレムか？」


    　路地の外まで歩み出て来た金髪ナースはそこで立ち止まった。


    　往来の人々が女の放つ一種異様な雰囲気に気がつき、遠巻きに退いていく。


    「ゴーレム鉗かん子し及び、電メスモードに切り替えます」


    　途端、女の両腕が、ぱかりと二つに割れた。


    　驚きよう愕がくする衆人の視線の中、割れた女の腕の内──歯車や発ば条ねなどの機巧の垣かい間ま見えるそこより金属製の細長い甲殻類の歩脚状のものが伸び出て来る。


    　右腕から三本。左腕から三本。計六本の歩脚状のアームが三メートルほどの長さまで伸び、くねくねと蛇のごとく宙を踊る。六本のアームの内四本は先端が鋏はさみ状であり、残る二本は鋭く尖とがった針状を呈していた。針先には、ばちばちと火花を散らしている。


    　わっ、と叫んで往来の人々が蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出した。


    　口々に上げるのは「ゴーレムだ！」「コッホ社のゴーレムだ！」の喚わめき声。


    　騒動を起こした張本人である女は、それにはまるで頓とん着ちやくせずヴィクターへ突撃して来た。


    　跳んで横に逃のがれようとするヴィクターを女の六本のアームが追撃する。六方からのアームの強襲を、跳び、転がり、払い、四本まで防ぎ切ったが、残る二本を躱かわし得なかった。鋏はさみ状の鉗かん子しアームがヴィクターのシャツを掴つかみ捕る。と、思うや物もの凄すさまじい力で引き寄せられた。


    「うおっ！」


    　両手でアームを握り引きはがそうとするも、強固に掴まれ不可能。手を拱こまねいている隙すきにもう二本の鉗子アームがヴィクターへと躍りかかり、両腕へと挟みついて来た。


    　圧倒的な力がアームを掴むヴィクターの腕を強引に引きはがし、中空に磔にする。


    　身動きの取れなくなったヴィクターに相変わらずの微ほほ笑えみで女の本体が歩み寄って来た。


    「病巣を確認しました。眼がん窩かよりアプローチし、脳組織の全摘出を行います」


    　女が、ぞっとするようなことを嫋たおやかに口にした。


    「おいおい。冗談じゃねえぞ……」


    　二本の女のアーム──先端が針状になったものが、ゆらりゆらりと宙を泳いで近づいて来る。


    「勘弁してくれよ」


    　ヴィクターの声を黙殺し、女が目前まで歩み寄り死の宣告を下す。


    「手オ術ペ開始」


    　と、その刹せつ那な、ヴィクターが、ぶんっと宙づりにされた体を振った。


    「勘弁しろっつってんだろ！」


    　両足による蹴けりが爆然と女の胸板に叩き込まれた。渾身の一撃が女の肉体を吹っ飛ばし、ヴィクターの身を拘束していた鉗子アームがシャツと腕の皮を引き千ち切ぎりながら外れていく。


    　手をついて着地するや、ヴィクターは蹶けつ然ぜんと跳ね起き、倒れる女へと跳び込んだ。


    　半ばまで身を起こした女の顔面に拳骨をぶち当て再度地面に叩きつける。そのまま馬乗りになって幾度も幾度も女の顔をぶん殴り続けた。


    　人を殴るというよりは、硬いものを破壊せしめようという勢い。実際、女は恐ろしく硬かった。ヴィクターの拳こぶしの皮が擦すりむけ、剥はがれる。それでも殴る手を止めない。


    　女は殴られながらも、微笑を浮かべたまま身を起こそうと首を上げて来る。上がった首を殴りつけ女の後頭部を大地に打ちつける。それを繰り返す。


    　女の色眼鏡が飛んで砕けた。その下にあったのは人間の目ではなかった。筒状に僅わずかに突き出した二つのレンズである。そのレンズを叩き割る。


    　女の六本のアームが中空を滅茶苦茶に動き回ったかと見えた後、ヴィクターの背中目がけ一斉に襲いかかった。背中に浴びせかかる衝撃に堪たえつつも、ヴィクターは拳骨を放ち続ける。


    　果たして何百発の拳を叩き込んだものか、ふいに女の割れたレンズの奥の赤いランプが、ふっと消えた。ヴィクターを襲っていた六本のアームが力を失い地面に落ちる。


    　殴る手を止めて、ヴィクターは恐る恐る女の上から身をどけた。


    　女はぴくりとも動かない。ここでようやくヴィクターは安あん堵どの吐息を吐く。


    　思い出したように背中に激痛が湧わいた。夢中で殴っていて感覚していなかったが、ヴィクターの背中はアームの猛襲を受け、ぼろぼろになっていたのである。


    「何なんだよ……いったい……」


    　そう言って、ヴィクターはその場に膝ひざをついた。


    



    
      ◆

    


    



    「ひゃあっ！　やられたぁー！」


    　素っ頓狂な声が走行中の乗合バスの中に響き渡った。


    　何事かと運転手が客席を振り返る。声を上げたのは最後尾に腰掛けた白コートの男だった。


    　ボールのようにまん丸く太った小男である。目も鼻も口も贅ぜい肉にくに埋うずもれ線のように細かった。


    　太っちょ男の隣には、やはり白コートを着た男が座っている。


    　その男は車内であるにも拘かかわらず真っ白く塗られた笠を頭に被かぶっていた。顔が馬のように長く、笠を被っているのに鼻から下が丸見えだ。筋肉質というわけではないが、がっしりとした長身の持ち主で、特に手のひらが異常に大きく厚い。どことなく大型の草食獣を思わせる。


    　今、車内の乗客はこの珍妙な二人組だけだった。


    「どうかされましたかぁー」


    　と、運転手が太っちょに声を投げる。


    「あっ、あーあー。何でもないよ。気にしないで気にしないで。運転に集中して」


    　太っちょはそう声を返した。運転手は怪け訝げんそうな面おも持もちを浮かべつつも前へ向き直る。


    「あー。くっそー。やられたー。まさか、ダヴィンチを活動不能になるまで壊しちゃうなんてさー。こっち来てから急いで作ったのにー。自動修復機能がついてるからいいもののさー」


    　そう、ぶつぶつ言う太っちょは暑くもないのに汗でびっしょりだ。


    「……ダヴィンチじゃと？」


    　太っちょの隣の笠の男が声を発した。低く寂のあるいい声である。


    「そは、なんぞ？　お主、最前より、何事か念じ続けておったが、術でも使うておったか？」


    　笠の下より覗のぞかせた顔は、口調に反し、瞳ひとみ円つぶらで若々しい。


    　太っちょが、ただでさえ膨らんだ頬ほおをぷくーっと膨らませた。


    「だからダヴィンチだよ、ダヴィンチ。僕の作った遠隔手術支援ゴーレムのダヴィンチ！」


    「遠隔手術支援……？」


    「ええー？　ちょっと、ちょっと、何から説明すればいいのさー。あのね。遠隔手術支援ゴーレムっていうのは、遠方から念を通じて使役できる手術支援ゴーレムだよ。そして、僕はその使い手、遠隔手術支援ゴーレム療法師のラエネク！　これは覚えてるでしょ？」


    「左様か、お主の名はラエネクと申すのか」


    「ぎゃーっ！　覚えてないー！」


    　ラエネクと名乗った太っちょは大げさにずっこけて見せる。何とも剽ひよう軽きんで喧やかましい男だ。


    「つまりお主は、その遠隔手術某なにがしとやらを用いて、念を用い手術を行っていたと？」


    「違う！　違うってー！　確かに僕はね、ダヴィンチを使えば何百キロ離れた場所にいる拡張型心筋症のバチスタ手術だってやってのけられるさ。でも僕らの任務違うでしょ？」


    　ふいにラエネクの顔が真剣なものに変わる。


    「僕らは黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプスヴィクターを抹殺するために来た──でしょ？」


    「…………」


    「僕はね、さっきまでダヴィンチでヴィクターを襲撃してたんだ。ようやく見つけて始末できると思ったけど、返り討ちにあっちゃったよ。あと少しだったのに……」


    　ラエネクの贅ぜい肉にくに埋もれた細い目の奥に異様に強い光が燃えている。


    「……黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプスヴィクター」


    「それも忘れてんの？」


    「いいや……。その名だけは覚えておるわ……」


    　笠の男のその声には暗い深しん怨えんが込められていた。


    「忘れようにも忘れられぬ……。その名を聞くだけで身が震え、忿ふん怒ぬがわしの腹を焼く。倒せ倒せとわしの中の何者かが訴える……。いかさま、それがわしの使命──いやさ、宿命か」


    　実際に笠の男の身が震えていた。ラエネクがにっこり笑う。


    「うんうん。そうだね。早くみんなと合流して、やつを倒しに向かおうね」


    「ところでお主の名は何だったかな？」


    「ぎゃーっ！　何で忘れるのー！　っていうか、それわざとだろー！」


    　ラエネクが騒いだ時であった。ふいにバスが減速し、道の端に停車する。


    「あれ？　何何？　何でこんなところで止まっちゃうわけよー？」


    　ラエネクが窓の外に目をやる。外は地平線まで見渡せる草原だ。


    「む。見よ」


    　笠の男が運転席を指差した。運転手がハンドルに突っ伏している。その背中が微かすかに震え、うーうーと低く呻うめく声が聞こえて来た。二人は運転席へと馳せ寄っていく。


    「如何いかがした？」


    　声を掛けられ、振り返った運転手の顔は真っ青で、じっとりと脂汗が浮いていた。


    「きゅ……急に……お腹が痛くなって……。だ、大丈夫です……。痛みがひいたらすぐに運転を再開……痛っ……痛たっ……痛たたたっ……」


    　体を折り曲げ、苦痛を訴える運転手の様子は尋常ではない。


    「腹のどこが痛い？」


    　冷静に尋ねる笠の男。運転手はもはや言葉を発することもできず、背中から脇腹、下腹部に掛けてを手で撫なでてみせる。


    「……尿管結石じゃな」


    　尿管結石とは腎臓内で形成された結石が尿管を詰まらせてしまうことによって起こる病である。詰まった結石によって尿が逆流し、腎臓に圧力を加え、背中から脇腹、腰、下腹部にかけて突然の激痛を引き起こす。その激痛が運転手の身を苛さいなんでいたのだ。


    「よろしい、よろしい。これも善行じゃ……。わしが治療してやろうぞ」


    　沈ちん毅きな笠の男の顔に、にやーっと笑みが浮き上がる。笑うことない草食獣がふいに口元を吊つり上げ、笑い出したような気味の悪い形相であった。運転手は身を竦すくませる。


    「な、何を……するつもり……いっ、いっ、いっ、痛い！　痛いぃぃぃぃっ……」


    　運転手の疑念も不安も、苦く悶もんの内に掻かき消えた。絶叫を上げる運転手の目の前に笠の男は、大きな手のひらを開く。異様に指が長く、巨大な蜘く蛛ものような不気味な手のひらであった。


    「ナウマク、サンマンダバサラダン……ナウマク、サンマンダバサラダン……」


    　笠の男が瞳ひとみ閉じ口中にて念ねん誦じゆし始める。誦するにつれて手のひらが蒼あおい光を帯び始めた。


    　妖あやしく輝く手のひらを向けられ、運転手は恐怖と激痛に気死せんばかりになる。


    「破邪っ！」の一声とともに燐りん光こう放つ掌しよう底ていが運転手の下腹部に叩き込まれた。大げさなほどの轟ごう音おんが鳴り響き、運転手の腹の上で蒼い光が弾け飛ぶ。


    「ぎゃあああああああああっ！」


    　運転手は、しばし腹を押さえてばたばた手足を動かしていたが、はたとその動きが止まった。身を起こすと不思議そうに自分の腹を摩さする。


    「い、痛みが……治まって来た……？」


    　暫時、呆ぼう然ぜんとする運転手。やがて我に返り、笠の男へ声を投げる。


    「……いったい何を？」


    「衝撃波を用い結石を破砕した。しかし油断は禁物ぞ。尿管結石は再発しやすい疾しつ病ぺいゆえ、町についたら病院に行くがよい。偏かたよった食生活を改善し、体調管理に重々気をつけよ」


    「しょ、衝撃波……？　あなたは、いったい……？」


    　目をぱちくりさせる運転手へ、男は笠をくいっと上げると不敵に笑んだ顔を見せた。


    「わしの名はクスマウル。体外衝撃波療法師のクスマウルよ」
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    　女は蒼く澄んだ眼まな差ざしを前方へと向けていた。


    　男性のように頭髪を短く刈り込んだ金髪の女である。


    　身体からだのラインがわかるほどぴったりとした白い服の上に白いコートをひっかけていた。


    　首が長い。手が長い。足が長い。指が長い。


    　白磁のように真っ白い肌の色も相まって、まるで白鳥のような印象を持った女性だ。


    　美しい女だが、その美しさは不必要なものを全て排除した機能的な美しさである。


    　手足に余計な贅ぜい肉にくが一切ついていない。胸も薄い。顔立ちも整っているが個性がない。


    　色気や可愛かわいげなどというものは皆無であり、それゆえに中性的に見える女であった。


    　街道の交わる町ガッラードの乗合バス停留所は活気に包まれている。


    　円形の広場のようなその場所には幾台もの乗合バスが停車していた。


    　バスに掛けられた札には一台一台別の行く先が書かれている。北の町、南の町、東の町、西の町……。バスは数時間ほどこの広場に停車すると、乗客を乗せ、それらの町へ出発する。


    　女は、喧けん騒そうの中、行き交うバスを鏡のように澄んだ瞳ひとみに映していた。


    「トロトゥーラ」


    　ふいに女に声が掛かった。振り返れば白いコートを纏まとった男がそこにいる。


    　総髪をオールバックにした精せい悍かんな顔つきの男だ。額に古傷のような不思議な縦の皺しわがある。


    「……フィンゼン」


    　女──トロトゥーラはその男の名を無感情に口にした。


    「トロトゥーラ。ここにいたのか。勝手に離れるな。俺の傍そばにずっといろ。わかったな」


    　男──フィンゼンの口調は、どこか高圧的でトロトゥーラを支配せんとする気ぶりが見え隠れしていた。女は表情ひとつ変えず、こくりと頷うなずく。


    「もうすぐ仲間が到着する。ここを動かずじっとしていろ」


    　しばし、二名はその場に無言のまま立ち続ける。


    　やがて二人の立つその停留所に一台の乗合バスが入って来た。バスの戸が開き、降りて来たのは太った小男と笠を被かぶった男──ラエネクとクスマウルである。


    「遅かったな」


    　フィンゼンがラエネクにそう声を掛ける。


    「途中で運転手が尿管結石で倒れちゃってさー。それで遅れちゃったよー」


    「二人だけか？　他の六名は？」


    　尋ねられ、ラエネクの顔が曇る。


    「……いないよ」


    「いない？　どういうことだ？」


    「いないんだよ。それぞれの着地点に行ってみてもいないことになっている。存在そのものが消えてしまったみたいなんだ……」


    　フィンゼンの端正な顔が引ひき攣つった。


    「……何だと？　存在そのものが消えただと？　何が起こったのだ？」


    「僕にもよくわからない。飛ぶのに失敗しちゃったのかもしれない……。これだけ長く飛ぶのは、やっぱり無理があったんだよ……。短くても、飛ぶのは危険だ。禁止にした方がいい」


    「むう、やむをえんか……」


    　フィンゼンが俯うつむき唸うなった。


    「この者らは？」


    　笠の男──クスマウルがそう言った。ラエネクは溜ため息いきを吐つく。


    「この二人のことも覚えてないの？」


    「ううむ。相すまぬ。いずこかで見たことがあるのだが、皆目思い出せぬわい……」


    　ラエネクはフィンゼンに困り顔を戻した。


    「この通りだよ。クスマウルは、色々記憶が消えちゃってるんだ。長く飛んだ影響だよ……」


    「そうか。クスマウルもか……」


    　フィンゼンは置物みたいに無表情で立つトロトゥーラへ目線を向ける。


    「実は、このトロトゥーラも記憶が消えている」


    「え？　トロトゥーラも？　どのぐらい忘れてるの？」


    「習い覚えた格闘の技は忘れておらんようだ。戦闘一筋のこの女らしいな。だが、我らの名も、元いた世界も、黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプスのことも、この世界に来た目的も全て忘れてしまっている」


    　それを聞き、ラエネクは何な故ぜかにんまりと嫌らしい笑みを浮かべた。


    「来た目的も？　きっひっひっ。それは都合がいいね。手間が省はぶけたんじゃない？」


    　フィンゼンも口元に笑みを作り、無言で頷うなずきを返す。その後、神妙に、


    「厄介なのはな……。この女〈テンプス〉の操作法すら忘れている」


    「ええっ!?　じゃあ、どうやって戻ったの？」


    「俺が戻してやった。つまり、こいつ自身はテンプスを扱えない。いちいち俺たちが操作してやらねば加速もできない。それだけは、みんな、覚えておいてくれ……」


    「わ、わかったよ……。ひゃー……もったいない。あんなに一生懸命覚えたのにさー……」


    「……とにかくだ。四名に減ってしまったが、我らは同志だ。記憶の無い者がいるのならば、改めて自己紹介をする必要があるな。各々名を名乗れ」


    　フィンゼンの提案に一人一人が名乗り始める。


    「遠隔手術支援ゴーレム療法師ラエネク」


    「魔法体外衝撃波療法師クスマウル」


    「魔法助産師トロトゥーラ」


    　最後にフィンゼンが、


    「魔法光力学療法師フィンゼン……」


    　と、名乗った後、トロトゥーラに顔を戻し、こう言った。


    「……おまえの恋人だ」


    「へ？」


    　ラエネクが口をあんぐりと開ける。


    「何度も聞くが、本当に私は貴様の恋人なのか？」


    　トロトゥーラが抑揚ない声でそうフィンゼンに尋ねた。


    「恋──などという甘いものが、修しゆ羅らの内を生きる私の人生にあったとは信じられぬが……」


    　フィンゼンは首を傾かしげるトロトゥーラの手を取り、強く握った。


    「忘れてしまっていてもいい。今よりまた始めればよいのだ。おまえの面倒は全て俺が見る。俺のもとを離れるな。ともに力を合わせ黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプスを討滅するのだ」


    「黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプス……？　それを倒すのが本当に私の使命なのか……？」


    「疑うな。おまえはただ俺に従っていればいい。恋人の俺にな……」


    　一時、トロトゥーラは無言で考え込む。その後、


    「……わかった。貴様に従おう。記憶のない私は誰だれかに従うより外ほかない」


    　と、取り敢えずの納得を示した。


    「ちょっ……ちょっと、ちょっと」


    　ラエネクがフィンゼンのコートの袖そでを引いた。


    　トロトゥーラとクスマウルをその場に残し、道の端までフィンゼンを引っ張っていく。


    「恋人って、ちょっと、それどういうこと？」


    　フィンゼンは苛いら立だたしげに眉まゆを顰ひそめる。


    「そういうことになった」


    「いやいやいやっ。それ違うでしょう。そりゃあさ、トロトゥーラが記憶を失ってるのは好都合だよ。説得する手間が省はぶけたしさ。でもさー、恋人ってのは嘘うそが過ぎるでしょう？」


    「あの女の気性は知っておろうが。恋人だとでも言い含めておかねば御するのが難しい」


    「絶対それ建前でしょう？　下心があるようにしか思えないなぁ。いやさぁ、フィンゼン、君がトロトゥーラに抱いている気持ちは知ってるけど……うぐっ」


    　ラエネクのほっぺをフィンゼンの手が引っ掴つかむ。


    「俺のやりように口出しするな──殺すぞ」


    　真実の殺意が込められた眼まな差ざしがラエネクを射た。肥えた顔が真っ青になってゆく。


    「何をやっておる」


    　と、歩み寄って来たのは、クスマウルであった。その後ろにトロトゥーラも従っている。


    「何でもない。気にするな」


    　フィンゼンはラエネクの頬ほおから手を離した。ラエネクは、ほっと安あん堵どの息を吐く。


    「ところでラエネク。おまえは悪魔デイアブルめの足取りを追っていたはずだ。見つかったのか？」


    　何事もなかったかのように、フィンゼンはラエネクに尋ねた。


    「えっ？　ああ、うん。見つけてるよ。今は、メンロの町にいる」


    「メンロ？　まさか、時計島に向かっているのか？」


    　フィンゼンは意外そうな顔をし、歯痛でも起こしたように眉まゆ根ねを寄せ、俯うつむき考える。


    「……偶然か……必然か……？　時計島にやつが……何か運命じみたものを感じるな……」


    　意味深に呟つぶやくと、フィンゼンは一同へと顔を戻した。


    「まあ、いい。テンプスを用い、加速すればさして時間も掛かるまい。さあ、行くぞ」


    　フィンゼンの瞳ひとみに尋常ならざる焔が赤々と燃え上がった。


    「黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプスヴィクターを抹殺し──世界を救うのだ」
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    　宿の部屋に戻って来たヴィクターの姿を目にし、クリミアは驚きを顔に表した。


    「ヴィクター！　どうしたんです？　ボロボロじゃないですか!?」


    　ヴィクターの両腕には、抉えぐられたような傷があった。シャツも破け、実に無惨な様相である。


    「看護師の格好したおかしなゴーレムに襲われた」


    「看護師の格好をした……ゴーレム？」


    「ああ。人と変わらない動きをするゴーレムを造るのは難しいっつったな？　俺を襲ったゴーレムは、人と見分けがつかねえぐらいよくできていたぜ。とんでもねえゴーレム術だよ」


    　ヴィクターの説明を、クリミアは半ば聞き、半ば聞いていなかった。


    （ヴィクターが……看護師の格好をしたゴーレムに襲われた……？）


    　あの悪夢を思い出していたのである。ヴィクターの頭が粉砕される悪夢。その悪夢の内で、ヴィクターは看護服の女性と絡まり合いながら争っていた。


    　ヴィクターが遭遇したゴーレムは、まるでその悪夢の人物を思わせるではないか。


    「で……でも、誰だれがゴーレムなんて……？」


    「知らねえよ。だが、ゴーレムって言えば、すぐに思いつくのはコッホ社だろ」


    　ヴィクターのその声には確信が込められていた。


    「え？　コッホ社が、なんでヴィクターを……」


    「さあな。とにかく、あまり長居はしねえ方がよさそうだ。早いとここの町を離れよう」


    「そうですね……ですけど……」


    　クリミアは背後の小卓を振り返る。机に向かい、羊皮紙にじっくりじっくりとペンを走らせている時計島から来た男の姿があった。机の周辺には何枚もの羊皮紙が散乱している。


    「まだ、続いてたのか……」


    　ヴィクターは、机に歩み寄り、羊皮紙を拾い上げる。


    　男との筆談は進んでいた。羊皮紙に書かれてある内容を要約すると以下のようなものである。


    　この男の名はエルマー。時計島から来たコッホ社の社員である。


    　半年前に肉体と意識が遅くなる病を発症し、エルマーはこの病の発症により、他者とのコミュニケーションや島での労働に支障をきたすようになってしまった。


    　それで島を抜け出し、本土の医者の治療を受け、病を治してもらおうとしたのだそうだ。


    『早く病を治して労働に復帰したい。労働ができなくては島での存在価値がない』


    　クリミアは島でエルマーがどんな仕事や生活を送っているのかを幾度も尋ねていたが、エルマーはそれについては頑なに語ろうとしなかった。島の内のことを外部の人間に語ることは規則によって固く禁じられている。そもそも島を抜け出して来たこと自体が規則に反することであり、気がつかれる前に戻らねば厳罰に処されてしまうのだそうだ。


    　クリミアはこの遅くなる病に罹かかった原因に思い当たることはあるかと尋ねていた。


    　エルマーの返答はこうである。


    『うつされた』


    　それでクリミアは最後にこう聞いている。


    『うつされたということは、他にも島に同じ症状の方がいるのですか？』


    　エルマーの手元を覗のぞき込むと、質問に対する答えをちょうど書き終えたところだった。


    『島の内部のことなので、それも言えない』


    　ヴィクターは溜ため息いきを吐つき、クリミアへ向き直る。


    「これ……いつまで続けんだ？　この病気の原因とか治療法に見当がついたのか？」


    「いいえ。全然です……。でも、この方を置き去りにするわけにもいきませんし……」


    「……だよなぁ」


    　ヴィクターとしてはエルマーを放置してこの町を旅立ってもいっこうに構わないのだが、クリミアが一度診はじめた患者を絶対に放逐できない性格なのは知っていた。


    　ヴィクターが、やれやれと無言で首を振った時である。部屋の戸がノックされた。


    　クリミアが戸を開けると、そこに宿の主人がそわそわしながら立っている。


    「お客様を訪ねて来られた方がいますが、お通ししてよろしいでしょうか？」


    「私たちを訪ねて来た？　誰だれなんです？」


    「それが……コッホ社の専務取締役のニクラスさんという方です」


    「へっ!?　コッホ社？　せ、専務取締役？　何で？」


    　クリミアが蒼あおい瞳ひとみをまん丸くする。


    　主人のそわそわした態度の理由がはっきりした。不気味な噂うわさがあり、連絡船も途絶えていた時計島からコッホ社の人間がやって来たのである。しかもただの社員ではなく役員がだ。


    「島からの連絡船は来てねえんじゃなかったのか？」


    「それが、ついさっき一月ぶりにやって来たんですよ」


    　ヴィクターはクリミアと顔を見合わせた。主人がおずおずと口を開く。


    「あの……お通ししてもよろしいですか？」


    「え？　あっ、はい！」


    　主人が戸を閉め、戻っていく。間もなく再び戸がノックされ、一人の男が入って来た。


    「どうも。急な訪おとない失礼します。コッホ社の専務取締役ニクラス・ボッホマンと申します」


    　そう言って会釈したのは五十代前半ほどの恰幅のいい柔にゆう和わな顔の中年男性だった。


    　クリミアが名乗ろうとした時、ニクラスは奥の机に腰掛けるエルマーを目にし、声を上げる。


    「おっ！　そこにいたのかエルマー」


    　机に歩み寄り、エルマーの肩をぽんと叩いた。五十分の一の意識であるエルマーは何の反応も見せない。ニクラスはエルマーに顔を寄せ、言い聞かせるように言う。


    「勝手に島を抜け出しちゃあ駄目じゃないか。さ。帰ろう」


    　と、そこで周囲に散らばった羊皮紙に気がついた。ニクラスの表情がやや曇る。


    　ささっ、と羊皮紙を纏まとめ、拾い上げると、クリミアへ顔を戻した。


    「弊社の社員が、こちらでお世話になってるとお聞きし、迎えに来ました。申し訳ありませんが、エルマーから聞いたことは他言無用に願います」


    　そう言って、クリミアの手を取り、握らせて来たのは紙幣の束であった。


    　さらにニクラスは手に持った黒鞄の中から書類を取り出し、机に置く。


    「お手数ですが、一筆サインをお願いします」


    「何ですか、これ？」


    「誓約書です。私どもがそのお金を差し上げる代わりに、エルマーから聞いたことを誰だれにも話さないという旨むねを取り決めておきたいです。あ。いやいや。疑っているわけではないのですよ。あくまで形式上のものでして。さ。お願いします」


    　ぽかんとするクリミア。ヴィクターが猜さい疑ぎ的な声を投げる。


    「へえ、そうまでして隠してえのか、このエルマーってやつの病をよ」


    　ニクラスが困ったような顔を作る。


    「いや、弊社の信用問題に関わることですので念には念を入れておきたいのですよ。これは、余計な風評被害を防ぐための単なるリスク回避だと思って下さい」


    「なるほどな。それで初めは俺の口を塞ふさごうとしてゴーレムで襲撃した。それが失敗したからお偉いさんが出て来たってわけかい？」


    「は？　ゴーレム……？　何ですか、それは？」


    「恍とぼけんじゃねえ！　ついさっき俺はてめえらの作ったゴーレムに襲われたんだよ！」


    　凄すごむように睨にらみつけるが、ニクラスは何を言われているのかわからないといった顔である。


    「あなたは弊社がゴーレムを造っているという根も葉もない噂うわさ話を信じておられるのですか？　とんでもない。ゴーレムなど作っておりませんよ」


    「じゃあ、俺を襲ったゴーレムは、何だってんだ！」


    　叩きつけるようなヴィクターの言葉に、ニクラスは額の汗を拭う。


    「弱りましたな……。あなたの仰おつしやっていることは弊社の全く与あずかり知らぬことですよ」


    　実際、ニクラスの様子は嘘うそをついているようには見えなかった。


    「あの……」と、口を開いたのは厚い紙幣を持て余すように握ったクリミアだった。


    「エルマーさんのことを吹聴しないのは構いませんし、誓約書にサインするのも構いません。ですが、その……エルマーさんの治療だけは最後までやらせていただきたいのですが……」


    　ニクラスはじろじろとクリミアを眺めた。


    「失礼ですが、あなたは……？」


    「私はクリミア・ポーヴァルレ。旅の医師です」


    　ニクラスの目が意外そうに見開かれた。


    「クリミア・ポーヴァルレさん？　あなたがクリミア・ポーヴァルレさんでしたか!?」


    「私をご存じなんですか？」


    「ええ、ええ。存じ上げております。魔法医師メデイサン・ドウ・マージの方ですよね？」


    　魔法医師メデイサン・ドウ・マージであることを看破され、ヴィクターが身構えた。ニクラスは慌てて声を上げる。


    「ああ！　心配なさらずとも大丈夫ですよ。あなた方の事を異端審問所インクイシトールに密告など致しませんから。弊社の社長は、魔術マジーに多大な興味を抱いておりました。ゆえに我々も妖病ダムヌム・ミナトウムに関して少なからず知識があります。魔法医師メデイサン・ドウ・マージの方々を忌いむべき異端とは思っておりませんよ」


    「コッホ社が魔術に対して知識があるだと？　だが、なぜ俺たちのことを知っている？」


    「あなた方から社長へ宛てられた手紙は受け取っております。ハーネマン先生のご紹介で弊社の社長と面会したいのですよね？」


    　ヴィクターが、きっ、とニクラスを睨にらむ。


    「おい。何でコッホに宛てた手紙をおまえが読んでんだよ」


    「いや……ですね、実は事情がありまして、今、社長は手紙を読めぬ状況にあるんです。それで、社長へ届いた郵便物は全て役員が目を通すことになっていまして……」


    「手紙を読めない事情？　コッホさんは病気でも患わずらってるんですか？」


    　クリミアが口を挟んだ。


    「いや、そういうわけではないのですが……。とにかく、あなた方のことはその手紙で存じ上げておりました。返事が遅れているのはですね、長く部外者を入れていない島内に、あなた方をお招きすべきか否かの議論が役員の間で続いており、まだ決めかねていたからなのですよ」


    「役員が集まって議論するようなことか？　長く島に部外者を入れてねえなら、すぐに入れねえと決めちまってもいいようなもんだろうが」


    「そうなんです。普通ならば、たとえ社長の旧友のご紹介だったとしても島には入れないのですが……普通ではない事情がありまして……」


    　ニクラスは口ごもる。その事情について話していいものか否か迷っている様子だった。


    　クリミアがちらりとエルマーの方を見る。


    「普通ではない事情──もしかして、今時計島では妖病が蔓まん延えんしているんじゃないですか？」


    　ニクラスの肩が動く。図星をつかれたといった風だった。


    「なるほどな」とヴィクターは、頷うなずく。


    「そのエルマーみてえな妖病ダムヌム・ミナトウムが、時計島で流行している。それで、魔法医師メデイサン・ドウ・マージを招きてえが、島の内部のことを秘密にしているあんた方は呼んでいいものか決めかねていた。そんなおりに魔法医師のこいつが手紙を送って来たもんだから、この際、島に呼んで治療に当たってもらおう、いやいや駄目だってな具合に議論が起こってる。そういうことか？」


    　ニクラスは、しばし俯うつむき悩んでいたが、やがてこう口を開いた。


    「ご慧けい眼がん恐れ入ります」


    　その後、腹を決めたという風に姿勢を正す。


    「仰おつしやる通りです。今、時計島では妖病としか思えぬ原因不明の奇病が万延しておりまして、あなた方をお招きして治療を行ってもらおうという議論が起こっているのも仰る通りです」


    「その奇病とはどういうものなんです？　やはりこのエルマーさんのような……」


    　クリミアが尋ねたが、ニクラスはぴしりとこう言った。


    「それは、依頼を受けていただくと確約された後にご説明致します」


    「おいおい。依頼を受けるもなにも、まだ俺らを呼ぶっつう決定があんたらの方でなされてねえんだろ？　まず、それを決定してからじゃねえのか」


    　ヴィクターには、まだ自分を襲撃したゴーレムがコッホ社の差し向けたものだという疑念がある。正直このままエルマーを引き取ってもらい、疑わしいコッホ社などとは関わり合わず、この町を立ち去りたいという気持ちがあった。


    「いえ、役員の間では、ほぼあなた方をお招きする方向で意見が一致しております。それでも当社の評判を著いちじるしく貶おとしめかねない妖病の存在を部外者に知られてよいものか否か、その一点において決めかねておりました。ですが、すでにあなた方はエルマーの症状を知ってしまいました。もうお呼びするしかないでしょう」


    　そして改めてクリミアへと目線を戻す。


    「治療依頼を受けていただけませんか？　妖病を治療していただければ充分な謝礼をお支払い致します。今、あなたにお渡しした倍以上の金額を……」


    　クリミアは手の中のずっしり重い札束に目をやる。


    「お金のことはいいのですが……依頼を受ければコッホさんにお会いできるのでしょうか？」


    「それはできません。社長には誰だれもお会いできないんです。我々役員も……」


    　ニクラスの奇妙な言葉に、ヴィクター、クリミアともに眉まゆを顰ひそめた。


    「役員も？　事情って何だよ？」


    「それも、依頼を受けていただいてからご説明致します」


    　ヴィクターは「どうする？」といった眼まな差ざしをクリミアへと送る。


    　クリミアは口元に手を持っていき、考え込んだ。


    　言い知れぬ不安がクリミアの内にある。今朝方見た不吉な夢の光景が頭を過っていた。


    　その夢の登場人物を思わせる看護服のゴーレムがヴィクターを襲撃した。


    　そして、今、ゴーレム製造の妖あやしい噂うわさの付つき纏まとうコッホ社から招かれている……。


    　長考の末、クリミアは一つ頷うなずき、決然とこう言った。


    「受けます。一度診た患者を捨ててはおけません」


    　凛りんと輝く瞳ひとみの向いていたのは、机に向かう減速された哀れなエルマーの方だった。

  


  
    第二章〈時計島──地上極楽変〉


    



    　甲かん板ぱんに吹きつける冷たい海風には、ちらほらと雪が交じっているような気がした。早朝より空を覆い始めた雲は、どんよりと重く垂れ込めている。今、コッホ社の連絡船の甲板に立ち、寒風に吹かれながら、ヴィクターとクリミアとは沖に見える時計島へと向かっていた。


    「ゴーレムには……見えねえな」


    　呟つぶやいたヴィクターの目線の先にはガタイのいいコッホ社の社員がいる。


    　作業着を着た社員たちはメンロの港から積み込んだ荷を船上で整理して並べ替えていた。


    「ですから、我々はゴーレムなど作っておりませんよ」


    　傍かたわらのクリミアに話しかけたつもりだったのだが、答えたのは背後のニクラスだった。


    「確かに弊社の社長は、ガマエを活かした魔術的な発明を考案しておられました。ですが、そんなもの作っては審問所に目をつけられてしまいます。一つも作っておりませんよ」


    「だが、港で流れてる噂は何だ？　コッホ社の社員が人間離れした動きをして、腕に触ったら鉄みてえに冷たかったっつう……」


    「ああ。それですか。ちょっと、君」


    　事もなげに言って、ニクラスは社員の一人を手招いた。


    「この方に腕をちょっと見せてやってはくれないかね」


    　そう言われ、社員の男は、自身の左腕を掴つかむ。ぐっ、と力を入れると、左腕が肩の付け根から、すぽっと外れた。「あっ!?」と、クリミアとヴィクターが驚きの声を上げる。


    「義手ですよ。この義手は三トンまでの重さのものを持ち上げられます。この者は肉体労働者ですので、腕を義手に交換しているんです。腰や両脚にも機巧的改造が施ほどこされていますよ」


    　ニクラスの説明に、ヴィクターは言葉を失い、まじまじと腕の外れた労働者を見た。


    「この者に限りません。弊社の社員の半数は職種に応じた機械的肉体改造を受けております」


    「つまり港のもんは鉄の義手を触ったから冷たく感じたっつうことか……？」


    　義手を嵌はめ直し、仕事に戻っていく社員を、ヴィクターは驚きの眼まな差ざしで見送った。


    　ここまで精巧で傍はた目めに人間の腕と変わりなく見える義手など初めて目にしたのである。


    「な、なるほどな……。だが、人間離れした動きをしたのを港のもんが見たっつうのは……」


    「それは、おそらく島で流行してる病を発症したのでしょう……」


    「病？」と、これに医師であるクリミアが反応する。


    「港で労働者の方が発症したという症状はエルマーさんとは違う症状のようですが？」


    「ええ。エルマーのあの遅くなる病は島で流行している病のひとつに過ぎません。他にも様々な症状の者がいます。私の症状もエルマーとは異なりますし……」


    「え？　あなたも病に罹かかってるんですか？」


    　クリミアはまじまじとニクラスを見る。


    「はい。私だけじゃありません。時計島に住む者で病に罹っていない者はおりません」


    「あの方も、あの方もですか？」


    　クリミアが、船上で働く労働者たちを一人一人指差す。


    「はい。あの者たちは比較的症状が軽度の者……あるいは症状が落ち着いている者です。私も今は症状が落ち着いていますが、一昨日までは寝込んでいて起きることができませんでした。定期船が途絶えていたのは島の外との交渉役である私が動けなかったからです」


    「寝込んでいたって……大丈夫なんですか？　いや、あなたの症状とは何なんです？」


    　クリミアが心配そうな目でニクラスを見る。


    「ちょっと、説明が難しいのですが……簡単に言えば、長く寝込んでしまう症状です。まあ、私の症状や社員たちの症状に関しては、後々島をご案内しながら説明致しますよ」


    　腑ふに落ちぬようだったが、クリミアは取り敢えず頷うなずいた。


    「なあ。連絡船が途絶えてたのは、あんたが寝込んでたからなんだろ？　何で役員がわざわざ荷物の積み下ろしする連絡船にいちいち同行しなきゃならねえんだよ」


    　ヴィクターがずっと疑問だったことを口にする。


    「唯一この船だけが我が社の窓口ですから、余計な情報が漏もれ出ぬよう慎重を期して私のような者が直接立ち合うことにしているんですよ」


    「いや、そもそもどうしてそうまでして社内の事を秘密にしたがる？　特許申請前の発明を盗まれたくねえって話は聞いたことがあるが、それにしたって極端過ぎんだろ」


    　この問いに、ニクラスは、うーんと腕を組んで唸うなる。


    「説明が難しいのですが、弊社の理念……いや、社長の意向とでもいうものでして……」


    「社長の意向？　ゲルハルト・コッホのか？」


    「はい。社長は少々──と、いうよりかなり風変わりな方でして……。もともと発明一筋の方で、まあ、天才にありがちな世を嫌う傾向とでもいったものでしょうか。『自分だけの時間が流れる箱庭的理想郷を造り、そこに閉じこもりたい』というお考えを幼少期から抱いてらしたのです。それで、時計島を買い取り、本社を移して外部との接触を拒み続けているんです」


    「つまり、時計島はそのコッホの言う『箱庭的理想郷』ってことか？　だから外には何も出さず、外からも何も入れたくないってか？」


    　ヴィクターが呆あきれ顔を作る。


    「コッホってのは変わり者だな」


    「ええ……。仰おつしやる通り、変わり者です。ただ、世に稀まれな天才だというのは確かですよ。何かアイデアが浮かぶと、何日間も居館に一人閉じこもり、出て来たと思えばとんでもない発明を思いついていて、我々を仰天させる──そんな困った方でした……」


    　ニクラスの口調はその天才に振り回されている心労もあるが、どこか誇らしげでもあった。奇人に違いないが、コッホとはどこかしら人を惹ひきつける魅力を持った男なのかもしれない。


    「もしかして、コッホってやつは死んでんじゃねえのか？」


    「え？　なぜ、そう思いましたか？」


    「手紙は読めねえ。面会もできねえ。役員にすら会わねえ。死んでるとしか思えねえよ。おまえらは会社のブランドである天才コッホの死を隠している。違うか？」


    　核心をついたつもりだったが、ニクラスは、うーむ、と困ったように唸り出す。


    「死んでは……いないはずなんですよ。何とも……答えようのないことになっておりまして」


    「は？　何だそりゃ？」


    「そのことについても後々説明致します。とにかく社長は我々とはまるで次元の異なる方でして……何をお考えになり、何をなさろうとしているのか、どうも計り知れないのです。ヒルデ様が御存命の頃は、まだお話が通じたのですが……」


    「ヒルデ様？」


    　ふいに聞き馴れぬ名が出て来た。


    「ああ、失礼しました。ヒルデ様というのは社長の妹君でして社長の発明を世に売り込み、見とめさせた陰の功労者ですよ。ワンマンな社長と我ら役員とをよく繋つないで下さりました」


    「御存命の頃ってことは、もう亡くなったのか？」


    「ええ。急性灰白髄炎を患わずらいましてね。鉄の肺に長いこと繋がれておりましたが……」


    「鉄の肺？　なんだそりゃ？」


    「かなり古いタイプの人工呼吸器ですよね？」


    　と、答えたのはクリミアだった。


    「鉄製のタンク内に呼吸不全の患者を入れ、タンク内の圧力の変化で胸郭を動かし、呼吸を補助する機械。気管挿管型の人工呼吸器の普及で、今はほとんど使われていないはずです」


    「ええ、そうです。よくご存じで。その鉄の肺を発明したのが、若い頃のうちの社長でして、発明のきっかけとなったのが、ヒルデ様の急性灰白髄炎だったんです」


    　急性灰白髄炎といえば別名ポリオの名称で知られるウイルス感染症だ。


    　感染すると脊せき髄ずいの灰白に炎症が起きる。患者によっては肉体の麻ま痺ひへと症状が進行することがあり、重篤なものになると自立や呼吸、嚥えん下げが困難になり完全な麻痺状態に陥る場合もある。


    「呼吸器の麻痺を患わずらったヒルデ様は社長の発明した鉄の肺によって命永らえました。不自由な身ではありましたが、社長の相談役であり、我々と社長とを繋つなぐ存在でした。しかし、そのヒルデ様も病状の急激な悪化で、ずいぶんと前にお亡くなりになりました……」


    　波間に投げられたニクラスの眼まな差ざしには、深い憧どう憬けいの光が込められていた。


    　ヒルデという女性がどういう人物であったのかヴィクターには想像することしかできない。


    　ただ、ヒルデを語り懐かしむニクラスの面おも持もちから、大きな包容力と温かみを持った女性だったのではないかと、ヴィクターには思われるのだった……。


    　と、そんな時、ふいにクリミアが声を発した。


    「あれ？」


    　クリミアの目は前方に近づく時計島に向けられている。


    「……何だか、この光景以前にも見たことがあるような気がします……」


    「あん？　まさか時計島に前に来たことがあるっつうのか？」


    「そんなはずは……ないんですけど……。いや……この風景というよりも、今のこの場面──ヴィクターとニクラスさんと会話しながら船に乗っている……この状況に覚えがあるんです」


    「既視感デジヤヴユってやつじゃねえのか？」


    「ああ、そんな感じです。まあ、気のせいでしょう……」


    　そう言ったクリミアだったが、どこか不可解の念を拭いきれないような様子があった。


    



    　やがて船は、時計島の岩壁から張り出した埠頭へと到着した。


    　船を降り、案内されるまま埠頭を岩壁の方へと進む。すぐに鉄製の扉に突き当たった。


    　喇らつ叭ぱ形の器具が扉の右上にある。その器具に向け、ニクラスが名乗った。


    「ニクラス・ボッホマン」


    　すると、鉄の扉が触れもせぬのに自動で左右に割れ開いた。


    「さ。お入りください」


    　促され、ヴィクターとクリミアは内に入る。


    　扉の内は真まっ直すぐどこまでも続くような長い廊下だった。


    「誰だれかどこかから見ていたのか？」


    　先程、ニクラスの名乗りを聞き、扉を開けた存在について、ヴィクターは尋ねたのだ。


    「いいえ。無人ですよ。自動機械が私の声紋を認識して扉を開けてくれたんです」


    「声紋？　自動機械？」


    　目を丸くするヴィクターの足元から、ふいに何らかの機巧が動き出す音が聞こえて来た。


    　床が前方に向けて動き出す。クリミアとヴィクターはよろめき転びそうになった。


    「な、何です？」


    　クリミアは慌ててバランスを取り、足元を見る。そうしている間にも床は三名を乗せたまま前方に進んでいた。どうやら床面がベルトコンベヤー状の作りになっているらしい。


    「ははは。驚きましたか。動く床でして、これも社長が考案したものです。歩かなくともただ立っているだけで、廊下を進むことができるわけですよ。便利でしょう」


    　やがて、前方に小さな部屋が見えてくる。床に運ばれるまま、三名はそこに入った。


    　自動的に部屋の戸が閉まり、身に軽い浮遊感を覚える。部屋全体が上昇し始めたらしい。


    「昇降機です。断崖の内を一気に昇っております」


    　間もなく三人を乗せた昇降機が停止する。昇降機の戸がゆっくりと開かれた。


    　青白く眩まばゆい光が差し込んで来て、一瞬クリミアとヴィクターは、目を眇すがめる。


    　屋外であった。そこに広がっていたのはいくつものコンクリート造りの建物が林立する光景である。白く塗られたそれらの建物は装飾性がまるでなく、冷たく無機質な印象を受ける。


    　各所に備え付けられた不思議な青白い輝きを放つ電燈がより風景を冷え冷えと見せていた。


    　地面はタイルで覆われており、中央には前方と後方、それぞれの方向へと向かう二列の動く床が備え付けられている。その床に乗って幾人もの社員が移動する姿が見えた。


    「まるで町だな……」


    　ヴィクターが呟つぶやいた。だが、町というには活気がなさ過ぎる。行き交う人々の服装は白い作業着に統一されており、その顔つきもどこか表情に乏しい。


    「ええ。千人近い社員がこの島で暮らしていますからね。町のようなものです」


    「千人？　そんなにか……!?」


    　島の外での噂うわさでは数百人と聞いていた。確かに千人もいれば一つの町と言っていいだろう。


    　社員の一人が三人の横をすり抜けて通っていった。


    　三人には一いち瞥べつもくれず、まるで見えてすらいないような態度である。


    「余よ所そ者ものの俺たちがいるってのに、まるで無関心だな……」


    「弊社の社員は自身の労働以外のことには関心を示しません。労働以外のことに意識を向けるのは時間の無駄だと生まれた時から教育されているんですよ」


    「だが、不審者が入って来たらどうすんだよ？　こんなに無反応じゃ危ねえだろ」


    「不審者を見つけ撃退するのは、警備の労働についている者やセキュリティ機械の職務です」


    　ニクラスが目を向けたのは建物の角だ。そこに体のラインがわかるほど薄くぴったりした全身鎧よろいを身に着けた人物が置物みたいに凝然と佇ちよ立りつしている。


    「あれが警備担当者です。全身に戦闘に適した機械が埋め込まれ、電気警棒で武装しています。セキュリティ機械が不審者を発見すれば駆けつけていって捕らえます。先日、島の裏の浜辺に鉄鎚マルテルが侵入しまして、それを捕らえたりなどしました」


    「鉄鎚!?　鉄鎚を捕らえたのか？」


    「ええ。弊社がゴーレム製造を行っているという噂うわさを鵜う呑のみにして調査に入ったようです」


    　ヴィクターは驚嘆の眼まな差ざしをじっと立つ鉄の塊みたいな警備員へ注いでいた。


    　今までに幾度も鉄鎚と遭遇し、ヴィクターはその超絶の身体能力と人間離れした異能力に苦戦を強いられて来た。それを常人が捕らえたとは到底思えない。


    「信じられねえな……」


    　ヴィクターは同意を求めようとクリミアへ目を向ける。


    　クリミアが目を見開き、唖あ然ぜんと立ち尽くしていることに気がついた。


    「どうした？」


    　クリミアは、はっと我に返る。


    「あ……。いえ……。この風景……一度どこかで見たことがあるような気がして……」


    「あん？　またデジャヴュか」


    　クリミアの顔には強い戸惑いが浮いている。デジャヴュなどとという心理的錯覚とは思えぬほどに、クリミアは今現在目の前にある風景に見覚えがあったのだ。


    　白い建物の林立する街並み。青白い照明。あの不吉な夢で見た街並みそのものではないか。


    　不安そうに見つめて来るヴィクターの視線に気がつき、クリミアは急いで話を逸そらした。


    「あの。今、ここを歩いてらっしゃる方々はみんな妖病ダムヌム・ミナトウムに感染しているんですか？」


    　船の上で、ニクラスは社員の全員が何らかの症状を発症していると言っていた。しかし、行き交う社員たちは傍はた目めに病を患わずらっているようには見えない。


    「ええ。そうです。そもそも、こんな時間にこの場所を歩いていること自体おかしいんです」


    　よくわからぬニクラスの返答にクリミアもヴィクターも首を傾かしげる。


    「まあ、それについてはおいおい説明致します。さあ、行きましょう」


    　ニクラスは動く床の上にクリミアたちを誘った。三人を乗せて床はどこかへ進み続ける。


    　ふと、ここでヴィクターはあることに気がついた。


    「温かいな……」


    　空を見上げれば相変わらず曇った初冬の寒空が広がっている。だが、不思議と寒さを感じない。先程、船に揺られていた時は凍こごえるような寒さを身に感じていたものだが。


    「この島の地下には大掛かりなボイラー設備があり、島全域に空調設備が完備されております。故ゆえに冬暖かく、夏涼しく、年中通して一定の気温を保ち続けているのですよ」


    「空調設備？　年中気温が一定だって？　そんなことが……」


    「あっ。あれ、何です？」


    　と、クリミアが指差したのは地面を這はいまわる皿を伏せたような形をした機械だった。


    「あれも社長が考案したものです。ああやって動き続けながら塵ちりやゴミを回収しています」


    「そ、そんなものが……？」


    　クリミアとヴィクターの驚きを呑のみ込むように、前方にトンネルが現れた。


    　床に運ばれるまま、三名はトンネルの内へと入っていく。


    　点々と青白い照明の灯ったトンネルをしばし進むと、急に眩まばゆい空間へと出た。


    　林の内だった。林の真ん中を動く床が通っている。


    　木々の向こう側には地平線まで続く花畑が広がっていた。空は先程までの曇天はどこへいってしまったのかと思われる程の抜けるような蒼そう天てんである。


    　林の木々の枝に生なるのは、林りん檎ご、葡ぶ萄どう、オレンジ、桃、その他見たこともないような異郷の果実。それら色々の異なった種類の果物が一つの木の枝に同居して実っているのだ。


    　その向こう側の見渡す限りの花畑には青赤黄色緑色と宝石を鏤ちりばめたような色とりどりの花々が繚乱と咲き乱れている。花畑の内に遠くちらほらと動物の姿が見えた。


    　蒼あおい色の象がいた。緑色のキリンがいた。桃色の鹿の群れがいた。


    　さらに空を見上げれば、ゆらゆらと宙を舞う有翼の女性や幼児の姿がある。


    　宗教画の内にしか存在し得ぬはずの天使やキューピッドが飛び交っていたのだ。


    　現実には有り得ぬ美しき夢幻風景がトンネルを抜けたこの場所に広がっていたのである。


    　ヴィクターは極楽浄土かと錯覚させられる景観に圧倒され、言葉を失ってしまう。


    「驚かれましたか？　ここは人工庭園──つまり、全て作り物です」


    　ニクラスがいたずらっぽく言った。


    「つ、作り物……？」


    「ええ。屋外のように感じられたかもしれませんが、ここは室内です。これらの木々や花は樹脂や粘土で精巧に造った無機物なのです」


    「だ、だが、この空……あの地平線は……？」


    「天井に色のついた照明を当てて空のように見せています。ずっと続いているように見える花畑も、実は十メートルほど先に壁があるんです。壁に近づくにつれて物のサイズが小さくなっており、人間の目の遠近法を騙だましているわけです」


    「あの動物や天使も作り物なのか？」


    　ヴィクターの指差したそれらは、まるで作り物とは思えぬ本物の生き物のようだった。


    「ええ。作り物ですよ。半分は自動機械で、半分は投影した映像です」


    「え、映像？　あれがか!?」


    「空調設備や声紋認証、自動掃除機などもそうですが、弊社には公表していない様々な技術が存在します。島の外とは技術レベルに百年ほどの隔たりがあると我々は自負しております」


    　ニクラスは得意げに言って、にこにこ頬笑んだ。


    「うちの社長は遊び心の強い方でしてね。御自身の夢の世界をこの島に再現しようと、このような庭園を築かれました。島の各所に趣向の異なったいくつもの人工庭園が存在しています」


    「で、でも……どうして、こんなすげえ技術を公表しないんだ？」


    「社長の意向なんです。社長が発明を行うのは金かね儲もうけのためじゃないんです。社長の理想とする『箱庭世界』の発展のためなんです。つまり、これらの技術はこの時計島のためだけに存在するものであり、世に広めるためのものではないのですよ」


    　この言葉を聞き、ヴィクターはつくづくコッホという人間が変わり者だと呆あきれかえる。


    「まあ、外部から、こういったものを造れないかと発注されれば、依頼に応じ、発明品を発表しますがね。ですが、こちらから外にはあまり出しません。医療器具に関しては別ですが」


    「医療器具だけはどうして別なんだ？」


    　コッホ社といえば革新的な医療器具を次々と世に送り出しているイメージがある。ここ半世紀ほどで世界の医療技術のみが不均等に発展したのはコッホ社のおかげと言っていい。


    「これもやはり社長の意向なんです。社長には遥はるかな未来の優れた科学をその目で見、体感したいという夢がありまして。そのためには御自身が未来まで長生きしなければならない」


    「つまり、人類の延命──世界全体の医療技術の底上げによって自分を含む人類全体の寿命を延ばしたいってコッホは考えてるっつうことか？」


    「そうです。それで医療器具だけは積極的に教会病院に公表しているんです。その器具の臨床データを教会より提供していただくことにより、さらに優れた医療器具を開発できるんですよ。社長自らを百年二百年と長生きさせる医療技術をこの世に生み出すためにね……」


    　物もの凄すごい話だ──そうヴィクターは思った。コッホはこの時計島のみならず、世界そのものを自身の夢想のままに作り変えようとしているかのようである。


    　ふと、ヴィクターは傍かたわらのクリミアに目をやった。


    　先程からクリミアは一言も発さず、ただ目の前で繰り広げられている風景を呆ぼう然ぜんと眺めている。この驚きよう愕がくの人工楽園風景に言葉を失っているというわけではなさそうだった。


    「どうした？」


    「あ、いえ……何でもありません」


    「まさか、この風景も一度見たことがあるって言うんじゃねえだろうな？」


    　クリミアは、しばし黙る。その後、神妙な表情で無言のまま頷うなずいた。


    



    　やがて、動く床は一同を再び薄暗いトンネルへと導いた。


    　トンネルを抜けると再び屋外に出る。そこには時計島の無機質な建築物とは異なる古びた城塞のごとき館が聳そびえ立っていた。ここまで来て、三名はようやく動く床から降りる。


    「社長の居館でございます」


    　クリミアは館の内から伸びた鐘楼を見上げる。そこに大時計が備え付けられていた。


    「あの時計……時間は、正しいんですか？」


    　時計は十の数字を指していた。メンロの港を船で発ったのが確か九時だったとクリミアは記憶している。それから一時間しか経っていないとは思えない。


    「あの時計はずれていますよ。正しい時間は、十四時を少し過ぎたぐらいです」


    「ずれてる？　合わせないんですか？」


    「それが、合わせられないんです。あの時計はちょっと特殊なもので、ずれても自動的にずれを直す機能があるのですが、その機能そのものが壊れてしまったらしく……」


    「自動的にずれを直す？　どういう絡から繰くりなんだよ？」


    　ヴィクターに問われ、ニクラスは困ったような顔をする。


    「わからないんです。あれは社長がお一人で作り、お一人で取り付けたものでして、我々にはさっぱりなんです。そもそも、あの鐘楼に入る方法自体、社長しか知らないんですよ」


    「じゃあ、社長はどうして直さない？　やっぱりコッホは死んでるんじゃねえのか？」


    　ニクラスは慌てて手を振って否定する。


    「いえいえ、生きておりますよ！　……たぶん」


    「たぶん？　なんだそりゃ？」


    「それについて説明するためにここへご案内致しました。さ。中にお入りください」


    　ニクラスは二人を館の内に誘った。


    　重く大きな扉を開くと、そこにエントランスがある。


    　クリミアたちの目を引いたのは、エントランス中央にある巨大な機械であった。


    　無数の歯車や発ば条ね、鉄管、電線などが組み合わさったそれは、天井まで続く高さがある。機械中央にオルゴールのそれを見るような無数のピンのついた大きなドラムがいくつも並んでおり、白い厚紙状のものを回しながら絶えず動作し続けていた。


    「弊社の中枢解析機関です。社員の健康状態、労働実績、設備の運用状況、商品開発状況など、社のあらゆる情報がここ、社長の居館にある解析機関に集められ解析・記録されています」


    「凄すごいですね……」


    「ここであなた方にしていただきたいのは、この解析機関への声紋の登録です。この島の施設のほとんどは声紋認証によって出入りが可能なものでして、登録されていないと入れない場所もあります。ですので、ここで登録していただきたいのです」


    　説明し、ニクラスは解析機関に歩み寄り、操作盤のごときものを弄いじる。機械の内より喇らつ叭ぱ状の形をしたものが出て来た。


    「ここに向けて声を出して下さい。あー、という程度でいいです」


    　手招きされ、クリミアとヴィクターは順繰りに言われた通りにする。


    　ニクラスは、再度、文字盤を弄いじると二人へと顔を戻した。


    「登録しました。これで重要な施設やプライベートな施設以外ならば、どこにでもあなた方は出入りできるようになりました。とはいえ、あまり勝手に歩き回ったりはしないで下さいね」


    　クリミアとヴィクターが頷うなずくのを確認すると、ニクラスは顔を引き締めた。


    「さて。では、こちらへいらして下さい」


    　ニクラスは、解析機関の横を抜け、奥にある扉の方へと歩み出した。


    　クリミアたちは扉の先、長く続く廊下へと入る。扉を閉めると、恐ろしく静かになった。


    　いくつか部屋が並んでいたが、どれも無人だった。掃除は行き届いていたが、人の生活している気配はまるで感じられない。どうやらこの広い屋敷には住む者が誰だれもいないようである。


    　しばし歩むと廊下の脇わきに大きな鉄製の樽のようなものが置かれているのが目に入った。


    「鉄の肺ですね……」


    　クリミアは、冷たいそれにそっと手を触れてみる。


    「かつてヒルデ様が入っておられたものです。ヒルデ様がお亡くなりになった今も社長は廃棄することができず、ここにこうして置き続けております」


    　寂しげにニクラスがそう言った時、ふいに静まりかえっていた館内に、ジジッ、というノイズ音が鳴り響いた。天井付近に設置されてあるスピーカーから聞こえて来るようである。


    『ジジ……ジジジ……かいだ……のごだ……にか……さんば……やのつ……』


    　男の声のようなものが流れ出て来る。何かをしゃべっているようだが、途切れ途切れで内容がよくわからない。暫時、その声は流れ続け、ブツ、という音ともに消えた。


    「何だ？　今のは？」


    　怪け訝げんそうに眉まゆを寄せ、ヴィクターが問うた。


    「社長の声です。録音されてあるものが、数十分おきに流れるようになっているんです」


    「何でそんなもんが流れるんだよ。だいたい何を言ってたんだ？」


    「いや。私どもにもよくわからないのですよ。社長が引きこもられたその日からこんなものが流れるようになって……一体何なんだと我々も首を傾かしげていて……」


    　クリミアはニクラスの言葉の中に気になる部分を見つけた。


    「引きこもられた？　コッホさんはどこかに引きこもっているんですか？」


    「え？　あっ、そうなんです。そのことをお話ししようと思ったのです。ついて来て下さい」


    　そう言って、ニクラスは足を速める。やがて一同は地下へと続く階段を下り始めた。


    　暗い階段を下りること数分、鉄てつ扉ぴへと突き当たる。取っ手も鍵かぎ穴もないのっぺりとした扉だ。


    「ここです。この扉の奥に社長はおられます」


    　ニクラスが扉を手で示した。


    「ここに？　ここに引きこもってるっていうのか？」


    「はい。もう長いこと閉じこもったまま出て来ないんです」


    「出て来ない？　それで、誰だれも社長に会えないって……そういうことなのか？」


    　散々社長に会えない理由を焦じらされた結果の真相は、実に単純なものだったのだ。


    「入れないのか？」


    「ええ。入れません。この扉を開けるには暗証番号を打ち込む必要があります。ですが、それを知っているのはこの中に引きこもっている社長だけでして……」


    　ヴィクターは試しに扉に手をやり、力を入れてみる。扉は、ぴくりとも動かなかった。


    「無理やりに開けようと思っても無駄ですよ。この部屋は、災害時のシェルターとして作られたもので、社長曰いわく、世界が滅びても壊れないそうです」


    「どれだけの期間、閉じこもってるんです？」


    「かれこれ、もう五年になりますかね」


    「五年!?」


    　先程、ニクラスが「たぶん生きている」と答えた意味がようやくわかった。すなわち、コッホ製造社の社長ゲルハルト・コッホはこの地下室に閉じこもったまま生死不明なのである。


    「そもそも、どうして引きこもっちまったんだ？」


    「わからないんですよ。ある日、急に役員を集めたかと思ったら、今後の方針を事細かに記した大量の書類を出して来て『私は、地下にこもる』とだけ言って、以来出て来ないのです」


    「いやいや。もう死んでるだろ？　だって五年だぜ？」


    「普通ならばそう思うべきなのですが……外ほかならぬ社長のことです。閉じこもる前なんて、とても生き生きしていましたし、到底死んだとは思えないのですよ」


    　ニクラスが肩を落としながら続ける。


    「愚ぐ痴ちを言うようですが、その後の我々はたいへんでしたよ。社長がこんな状態なのを外に知られるわけにはいきませんし……。新しい商品の開発も滞っています。社長が残した設計図を元に商品を作ろうとしていますが、あまりに難解で、常人には理解しがたいところがあるんです。ようやく二年前に発光半導体電燈の実用化に成功したのがやっとでして……」


    　改めてヴィクターとクリミアは固く閉ざされた扉へと目をやる。


    　稀代の大天才発明家は、果たしてこの鉄の扉の向こうで何をやり続けているのだろうか……。


    



    　館の外に出た時にはすでに陽は傾き始めていた。時刻としては十五時半。初冬のこの時期は日の暮れるのも早い。十六時には陽が沈み切るだろう。


    　三人は再び動く床に乗って無機質な街並みの内を進んでいた。


    「さて。これより、あなた方をお泊めする施設にご案内致します。とは言っても来客などない島ですので、社員宿舎の空き部屋ということになりますが」


    　クリミアが口を開いた。


    「あの。まだ、この島で蔓まん延えんしている妖病ダムヌム・ミナトウムの話を伺ってません。エルマーさんの遅くなる病は、一症状に過ぎないという話ですが、結局、どんな病が、この島で流行ってるんですか？」


    　クリミアの目は行き交う社員たちに向けられていた。妖病に罹かかっているようには見えない。


    「おお、そうでした。それをお話ししなければなりませんね」


    　ニクラスはうっかりしていた、といった風に慌てて話し出した。


    「まずですね。この時間に社員が道をうろついていること自体が異常なのです」


    　それは島に来たばかりの時にも聞いたことだった。


    「今は、十五時四十分です。昼労働者は、とっくに各々の持ち場について労働を開始している時間です。労働の終わる十八時までは、昼休憩以外に持ち場を離れないのが決まりです。それにも拘かかわらず、こんな時間にうろうろしています。たいへんおかしい状態です」


    　が、クリミアもヴィクターもきょとんとしている。


    「……そんなに、おかしいですかね？」


    「ここを歩いている者たちは起床時間の六時ではなく、昼過ぎに起床しているんです。あるいは夜間労働者なのに、すでに起きてしまっているということですよ。変でしょう？」


    　そう言われたが、まだクリミアはぴんと来ない。


    「つまり、こういうことですか？　社員の睡眠時間が乱れている……と？」


    「おいおい。そんなもんが妖病かよ～？」


    　うんざりしたようなヴィクターの言葉に、ニクラスはむっとした様子を見せる。


    「それだけではありません。食事や排泄の時間もばらばらになっているんです！」


    「は？　食事と排泄の時間だと？」


    「社員一人一人がばらばらな時間に眠くなり、ばらばらな時間に目を覚まし、ばらばらな時間に空腹を覚え、尿意や便意を覚えるんです。異常としか言いようがないでしょう！」


    「えーと……ちょっと待って下さい」


    　鼻息の荒くなるニクラスをクリミアが制止した。


    「空腹や排泄欲求を覚える時間は、個人個人違うものでしょう？　何がおかしいんですか？」


    　冷静に問われ、ニクラスはようやく落ち着きを取り戻す。


    「……し、失礼。そうでした。島の外ではそうなのでしたね……」


    「島の外？　この島は違うのですか？」


    　クリミアが眉まゆを寄せる。


    「はい。この島の社員は、皆一秒違わず決められた時間に眠気を覚え、覚醒し、空腹感を抱き、排泄欲求を覚えるのです」


    「へ？　一秒違わず？」


    　クリミアとヴィクターの目が見開かれる。


    　その後、ニクラスの語った時計島の生活は実に驚くべきものだった。


    　まず、この時計島で暮らす千人弱のコッホ社員は昼労働者と夜間労働者にわけられる。


    　昼労働者と夜間労働者の交代で二十四時間コッホ社は可動し続けているというわけだ。


    　この島の住人はことごとく厳格に定められた時間に則のつとって生活していた。


    　決められた時間に起床し、決められた時間に食事を取り、決められた時間を労働に従事する。


    　驚くべきは、その定められた時間ぴったりの生活を住人が行っていたことだ。


    　朝は一秒違わず決められた時間に目を覚まし、眠りにつくのも一秒違わぬ時間。さらに空腹感を覚える時間や、トイレに行きたくなる時間も定められた通り一秒違わぬものなのだ。


    「それが、ここ一年で狂ってしまったんです。それぞれが勝手な時間に眠り、起き、トイレに行き、腹を空かせます。そのせいで弊社の秩序は大きく乱れてしまっているんです」


    　さも深刻そうに言うニクラスだったが、クリミアとヴィクターは、ぽかんとしている。


    「あの……。そもそも狂う前の方が異常だったように感じられるのですが……」


    「便所に行きたくなる時間まで同じっておかしいだろ。変な薬でも使ってんじゃねえのか？」


    「とんでもない！」と、ニクラスは強く首を振る。


    「この島に社が移転してからすでに何十年という時が経っております。無論、初めは今ほど全てが時間通りではありませんでした。ですが、今や社員のほとんどが島で生まれ、島の生活しか知らぬ者たちです。生まれついての習慣が社員を時間に正確な体質へと変えたんです」


    「そんなことあるのか？」


    　ヴィクターがクリミアに尋ねた。クリミアは、うーんと唸うなった後、行き交う人々へと目をやる。そこで、ふと思い立ったようにこう口にした。


    「肥満気味の方が多いようですが……」


    「はいっ。そうなんですよ！」


    　ニクラスは我が意を得たりとでも言った風に身を乗り出した。


    「妖病ダムヌム・ミナトウムの発症とともに、社員の健康状態が著いちじるしく悪化しているんです。どういう因果関係があるのかわかりませんが、病気になる者が増えているんですよ！」


    「病気？　妖病ではない疾患ということですか？」


    「はい。まずご指摘の通り、肥満──メタボリック症候群になる者が極めて多いんです。他にも、糖尿病、動脈硬化症、骨こつ粗そ鬆しよう症しよう、それにがんを発症する者が急増しています」


    「急増って……どれほどなんですか？」


    「一年前から数えれば、糖尿病が二百人ほど、動脈硬化症が百人ほど、骨粗鬆症が三百人ほど、何らかのがんに罹かかった者が五十人ほどです。肥満に至っては社員の三分の二以上です」


    「そんなに……ですか!?」


    　島に居住する社員は千人。千人中、それだけの人間がたったの一年以内に急にそれらの病を発症しているというのはさすがに異常な数字だと言っていい。


    「ええ、そんなにです。原因がまるでわからないんです。しかし、病の急増は妖病ダムヌム・ミナトウムの万延し始めた一年前からです。何か関係があるとしか思えません」


    「確かにそれは……関係がありそうですが……」


    　それだけでは推理する材料があまりに乏しいし、妖病とも思えない。


    「あの、もう少しお聞きしてもよろしいでしょうか？」


    「はい。何でも聞いて下さい！」


    「エルマーさんの肉体と意識が遅くなる病。あれこそ妖病という感じの症状ですが、あのような症状の方がエルマーさんの他にもいらっしゃるのですよね？」


    「ええ、おります。たくさんおります。遅くなる者ばかりではありません。もっと、もっと様々な──到底普通では考えられぬ症状を呈している者がいるのです！」


    「もっと様々な？　普通では考えられぬ？　それは具体的にはどんな……？」


    「ええと、それはですね……まず」


    　と、ニクラスが語り始めようとした時である。やおら、彼の目がとろんと濁った。


    　貧血でも起こしたかのように頭を押さえてふらつき出す。


    「大丈夫ですか？」


    「し、失礼。だ、大丈夫です……」


    　とは言うものの、ニクラスの身体からだはふらふらとよろめいていた。


    　やがて立ったままでいるのが困難になったのか、しゃがみ込んでしまう。


    「……し、しまった……ま、まさか……こんな時に……ね……ねむ……」


    　ニクラスの言葉が徐々に徐々に不明めい瞭りようなものになっていく。


    　ついに、頭が、かくりと膝ひざの間に落ち、動かなくなってしまった。


    「おいっ。どうした？　おいっ」


    　ヴィクターがニクラスの体を揺さぶる。すると、聞こえて来たのは規則正しい息洩れの音だった。顔を覗のぞき込んでみれば、瞼まぶたを閉じ、すーすーと安らかな寝息を発しているではないか。


    「……寝てる？」


    　ヴィクターはニクラスを揺り起こそうと試みるが、いくら揺すっても呼びかけても、ついには頬ほおを抓つねってみても、決して目を覚ますことはなかった。


    　何が起こったのか訳がわからず、ヴィクターは何らかの説明を求める眼まな差ざしをクリミアに向ける。クリミアは、しばし考え込んだ後、こう呟つぶやいた。


    「もしかして……ナルコプレシー？」


    　ヴィクターの聞いたことのない言葉だった。


    「場所や状況に拘かかわらず強烈な眠気の発作を覚え、唐突に睡眠状態になってしまう脳疾患です。覚醒状態を維持する神経伝達物質オレキシンの欠乏に原因があるという話ですが……」


    　言いながらもクリミアはしゃがみ込んでニクラスの手を取り、脈などを診始める。


    「いつになったら起きるんだ？」


    「ナルコプレシーの発作による睡眠状態はあまり長く続かないと聞いたことがあります。五分から三十分ほどで目を覚ますはずなのですが……」


    　ヴィクターは周囲を見回す。人が一人、道端で眠りこけてしまっているにも拘かかわらず、行き交う人々は見向きもしなければ、敢えて見て見ぬふりをするような素振りすらない。


    「おい」と、ヴィクターは通行人の一人を呼び止める。


    「急にこいつが眠っちまったんだ。どこか休ませてやれるところはねえか？」


    　声を掛けられた男は、きょとんとした顔つきで足元に蹲うずくまるニクラスに目をやる。


    　さして驚きもせず「あー」と納得したように言うと、それきり歩み去ろうとし始めた。


    「おい。待てよ！」


    　ヴィクターが呼びかけると、男は一度だけ振り返り、


    「すぐに回収が来るでしょう。私は労働がありますので」


    　と、だけ言って、もう振り返りもせずに動く床の上を歩み消えていってしまった。


    　ヴィクターは男のあまりにも無関心な態度に鼻白み、クリミアへ顔を戻す。


    「どうするよ？　こいつが起きるまでここで待つのか？」


    「少し、診てみます。もしかして、何か命に関わる重篤な疾患かもしれませんし」


    　そう言ってクリミアが懐より鍼はりを一本取り出した時である。


    　道の向こうより何か奇妙な機械が動く床に乗ってやって来るのが見えた。


    「あん？　なんだありゃあ？」


    　それは病院で患者を乗せて運ぶキャスター付きのベット──ストレッチャーに似た形状をした機械だった。ストレッチャーと異なるのは、鉄製のアームがいくつも備えてあることである。


    　その珍妙なストレッチャーは、見る間にこちらに近づいて来た。クリミアたちのいる場所まで来ると自動的に動く床から降りてニクラスの倒れる前までやって来る。


    「な、なんです、これ？」


    　すると、機械のアームが伸びて来て足元のニクラスを巧みに抱え上げる。


    「あっ!?」と、声を上げる間にも機械はニクラスを自身の上へ軽々と載せてしまった。


    　そのまま動く床の上に戻っていき、もと来た方向へと流れ去っていこうとする。


    「待って下さい！」


    　ヴィクターとクリミアは動く床の上を駆け、眠るニクラスを乗せたストレッチャー型機械へと追いついた。特に自動機械は二人を振り切ろうとするでもなく、あくまでも動く床の流れるまま、いずこかへ向かっていこうとしている。


    「どこかに運ぼうとしてんのか？」


    　殺風景な建物の間をストレッチャーは、どこまでもどこまでも進んでいく。


    　どれほど進んだろうか。すでに陽は完全に沈み、世界は電燈の青白い光に包まれていた。


    　やがてストレッチャー機械は、倉庫を思わせる大きな建物に入っていく。


    　クリミアもヴィクターもストレッチャーについてその建物内に進入した。


    　建物の内は広大な広間となっている。広間の内にはニクラスをここまで運んできたストレッチャー機械と同じものが大量に、そして整然と並んでいた。


    　その数、十や二十ではきかない。五十、六十はありそうである。その尽ことごとくに人間が横たえられていた。皆、口とズボンの内に機械から伸びたゴム管が挿入され、昏こん々こんと眠りにつている。


    　夥おびただしい数の眠れる人間がストレッチャーに乗せられて並べられていたのだ。


    　ニクラスを乗せた機械もその一群に加わり、そこで停止する。


    　停止すると同時にステレッチャー機械より二本の管が伸び出た。するすると蛇みたいに動き、一本は、ニクラスの口こう腔こう内に、もう一本は、ニクラスのズボンの中に入り込む。


    　クリミアがストレッチャー上で眠る別の一人へと近づき、顔を覗のぞき込んだ。


    「もしかして、この方も、この方も──ここにいる方々、みんなナルコプレシー……？」


    　自分で口にしておいてクリミアは、それを信じられぬようだった。


    　ふと、奥よりこちらへ歩んで来る靴音があることにクリミアとヴィクターは気がつく。


    　見れば白衣の男が台車にタンクのようなものを二つ載せてこちらへ向かって来ていた。


    　白衣の男は傍かたわらまでやって来ると、クリミアたちには目もやらず、タンクをニクラスの乗る機械へと接続させる。粛々と作業を終えるとそのまま立ち去っていこうとした。


    「……あの」


    　クリミアがその男に声を掛けた。男が怪け訝げんそうに振り返る。


    「お聞きしたいのですが、この施設は一体……？」


    　男は、しばらく不審げにクリミアとヴィクターをじろじろと観察する。


    「あなた方は？」


    「私は医師です。この島の病を治療するために島の外からニクラスさんに招かれました」


    「島の外？　ニクラス専務が招いたのですか？　島の外から？」


    　白衣の男は何を考えているのかよくわからぬ表情で、しばらくこちらを見つめ続けた後、何やら納得した様子を見せ、やっとこう答えた。


    「ここは眠り病を発症させた者を収容する施設です」


    「眠り病？　やっぱりナルコプレシーですか？」


    「ナルコプレシー？　それはよくわかりませんが、とにかく眠ってしまう病です。この島で流行している病の一つですね。時や場所に関係なく唐突に眠りの発作に襲われてしまうのです」


    　ここでクリミアの目が男の運んで来て機械に繋つないだタンクに向く。


    「ああ。これは流動食ですよ。眠り病の睡眠発作を起こした者はいつ目覚めるかわかりませんからね。明日か、明後日か。一週間後か。長い者では半年以上も眠り続けている者もいます。眠っている間の栄養補給のため流動食が定期的に管を通して胃に直接流れ込むようになっているんです。排泄物は肛門と尿管に接続された管からもう一つのタンクへと送られます」


    　何とない風に口にされた男の言葉にクリミアとヴィクターは仰天する。


    「は、半年!?」


    「おいおい。五分から三十分で目覚めるんじゃねえのか？」


    「ええ。そのぐらいで目覚める者もいますよ」


    　男はあくまでも淡々と語る。


    「どのぐらいの時間で目覚めるのか予測がつかないんです。すぐに覚醒する者もいれば、いつまでも覚醒しない者もいます。逆に睡眠発作が起きるまでは、二日、三日、一週間でも眠気を覚えません。長く眠らないままですと衰弱死したりしますので、二日以上睡眠発作を起こさない者は薬物を用いて強制的に眠らせることになっております」


    　聞くにつれヴィクターの内に得体の知れぬ薄気味悪さが湧わき上がって来た。


    「おい、クリミア。やっぱり、これもナルコプレシーなのか？」


    「ナルコプレシーは衰弱死するほど眠れなかったり、半年も眠り続けたりするものじゃ……」


    「もう、よろしいでしょうか？」


    　声を割り込ませたのは白衣の男である。


    「労働時間内に全てのタンクを交換しなければなりませんので」


    「あの、もう少しお聞きしていいですか？　この島の病について教えていただきたいんです」


    　男は迷惑そうに眉まゆを顰ひそめた。


    「この島の病について──とは、何です？」


    「この島には他にも様々な症状の病があると聞きました。それについて色々知りたいんです」


    「それを説明するのは、私の労働には含まれておりませんよ。第一、私が知っているのはこの眠り病のことぐらいです。他の症状については多くを知りませんし、興味もありません」


    　まるで機械のような物言いだった。それでもクリミアは根気よく問いかける。


    「では、どこへ行けばこの島の病について教えて貰もらえるのでしょう？」


    「さあ？　それは私の労働とは無関係なことなので知りません。あなた方をこの島に招いたのがニクラス専務ならば、あなた方にそれを教えるのは専務の労働でしょう」


    「そのニクラスが眠っちまってるから聞いてるんじゃねえか」


    　苛いら立だちを含み、ヴィクターは強めに声を上げる。だが男の態度は変わらない。


    「そんなこと言われましても、そもそも私の労働とは関係のないことですから」


    「関係ないって、あなたはこの方々を病から救いたいとは思わないんですか！」


    　憤いきどおりの込められたクリミアの声も男の心を動かさなかった。


    「救いたい？　いいえ、ちっとも。治療は、私の労働ではなく、島に招かれたあなた方の労働でしょう？　私の労働はこの施設の患者の健康状態を維持し、生かし続けることです」


    　開いた口の塞ふさがらぬクリミアの肩にヴィクターの手がぽんと置かれた。


    「駄目だ。話にならねえ。出よう……」


    



    　屋外に出た二人は行く当てもなく迷路のような建物の間をとぼとぼと歩いた。


    　いつしか二人は工場施設のような大きな建築物が建ち並ぶ場所へと入っている。


    　赤あか錆さびた長大なクレーンや巨大なタンクが建ち並び、ごつい重機械が方々に停車されていた。


    　人の姿はまるでなく、ただ機械が動く音ばかりが絶えず低く響いている。


    「ここの連中はみんなああなのかよ……。口を開けば、労働労働だ。しかも妖病ダムヌム・ミナトウムが流行る前までは時間ぴったりに暮らしてたんだろ？　おかし過ぎるだろ……」


    　ヴィクターがぼやいた。クリミアが浮かぬ顔で頷うなずく。


    　と、その時、ヴィクターの目が前方にひとつの人影を見つけた。


    　女性である。その姿が、ふっ、と中空にかき消えた。ヴィクターは目をごしごしと擦こする。


    　気のせいかと思った時、クリミアが「あれ？」と声を発した。


    「今、あそこに誰だれかいませんでした？」


    「おまえも見たか？　女だろ？」


    「いいえ。男性です」


    　そう言い交わした時、また、ふっ、と重機械の脇わきに人影が現れ、そして消えた。


    　二人は、周囲をきょろきょろと見回す。と、また道の先に人影が一瞬現れて消えた。


    　ここでヴィクターは、周囲に人の気配があることに気がつく。それも一人二人の気配ではない。大勢の人間が辺りにいるような──往来の喧けん騒そうの内にいるような気配の数なのである。


    　しかし、人の姿は見当たらず冷え冷えと工業建築物が、建ち並んでいるだけなのだった。


    　警戒の眼まな差ざしを辺りに注ぐと、ぱっ、ぱっ、と点滅するように人の姿が現れては消える。


    「おっ？　おっ？　何だ？」


    　残像のような人影が二人の周りに現れては消えを激しく繰り返しているのだった。


    「もしかして、超高速か？　ものすげえ速さで人が動いてんのか？」


    　どうやら、そのようだった。クリミアとヴィクターの動体視力では捉えきれぬほどの超スピードで人間が行き交っているようなのである。高速移動する人々の姿は、その人々が立ち止まった一瞬のみヴィクターたちの目に捉えられ、それで点滅するように見えているのだ。


    「超高速……？　あ!?」


    　クリミアが何かに気がつき、声を上げた。


    「これ、つまり、あれじゃないですか？　反対の症状！　エルマーさんと真逆の症状！」


    　エルマーの病は肉体と意識が五十分の一に減速されるものだった。真逆ということは──


    「つまり、こいつら意識と肉体が五十倍になってるってことか!?」


    　この一見無人に見える区画は五十倍速で動く人々の行き交う区画ということである。


    　シャッターが開放されている工場があり、道を歩みながら、その内を眺めることができた。


    　用途不明の巨大機械の前で、誰だれもいないのに機械が次々と組みたてられているのが見える。


    　まるで機械が生き物の成長するように勝手に出来上がっていくかのようだった。


    　むくむくと組み立てられる機械は、最終的にコッホ社製ガソリン自動車へと変わっていく。


    　よく見れば、長テーブルの前に残像のような人影が見えた。誰もいないように見えていたが、実は、五十倍速の社員たちが、猛烈な速度で働き、自動車を組み立てていたのである。


    「あのおっ！」と誰かしら呼び止めてみようと声を張ったクリミアだったが、立ち止まる者など誰もいない。それもそのはずだ。五十倍速の彼らに声を届けるのは不可能なのである。


    　やむなくクリミアとヴィクターは嵐のような超高速自動車組み立て工場を歩み過ぎた。


    



    　工場区画を抜けると広い広い庭園に出た。


    　芝草に覆われた庭園の内にタイル張りの歩道が続いており、二人はそこを歩む。


    　庭園には、ぽつぽつと人の姿があった。一瞬、クリミアはそれを庭園に設置された彫像か何かだと思った。なぜならば、彼らは一見して微動だにしていないかに見えたからだ。


    　歩んでいる最中の足をあげた状態で硬直する者。芝から立ち上がろうと腰を半ばまで上げた体勢で停止する者。歩んでいる最中の足をあげた状態で止まっている者……。


    　よく見れば、停止しているわけではない。じわじわと時計の分針のような低速で動いていた。


    「エルマーと同じ症状だな」


    　ここは、先程とは打って変わって五十分の一に減速された人々の集まる庭園らしい。


    　青白い街燈に照らされ、実にゆっくりゆっくりと動く人々のいる夜の庭園風景は、どこか幻想的で、まるで夢の内にでもいるような心持ちになって来る。


    　やがて、二人は庭園の中央にある広場へ到着した。


    　広場には円形の花壇があり、その周囲に鉄製のベンチが並べられている。


    「……少し休むか」


    　ヴィクターがそう言って、ベンチに腰かけた。クリミアもその隣に座る。


    　この一日、驚くべき出来事が連続していた。わけのわからないことばかりが多く、今後どうしていいのかもわからない。自然、クリミアの顔は暗くなり、気持ちも沈んでいる。


    　そんなクリミアの手をヴィクターが、ぎゅっ、と握って来た。


    　ヴィクターへと目をやると、照れくさそうにそっぽを向いている。


    「心配すんなって。何とかなるさ」


    　クリミアの不安も心配もこの長い付き合いの青年には、全てわかってしまう。


    　前回インスマ砂漠での事件のおり、二人は一度仲違いし、事件の終わる頃に仲直りをした。雨降って地固まるではないが、その一件があってから二人の絆きずなは強まっている。


    　言葉を交わさずとも互いに互いの気持ちが恥ずかしいほどに通じ合ってしまうのだ。


    　だから、今ヴィクターがクリミアを勇気づけようとしてくれているその温かい心情も、クリミアにはありありとわかる。クリミアはヴィクターの手を握り返した。


    　ベンチの上で二人はしばらく無言のまま手を握り合う。


    「……あ」


    　ふいにクリミアが声を上げる。蒼あおい目を見開き、まじまじと眼前の光景を眺めた。


    「この光景……見たことがあります」


    　クリミアは頭痛を訴えるように額を押さえ、俯うつむいた。


    　またデジャヴュを感じたのである。しかも前にも増して鮮明で生々しいものとして。


    「おい。大丈夫なのか……？」


    「ええ、心配しないで下さい。大丈夫ですよ」


    　気丈に答えたが、ヴィクターは真剣な眼まな差ざしで、じっと、見つめ続けて来る。


    　クリミアはこの相棒に隠しごとをすることができないと悟り、自身の現状を告白した。


    「……実はですね……。この島に来てから、何度もデジャヴュを覚えているんです。人工庭園の風景もそうですし、コッホさんの閉じこもっている地下室の前にいた時も、眠り病の方々を収容している施設の時も本当は感じていたんです……」


    　ヴィクターは眉まゆを顰ひそめた。


    「……デジャヴュがどんどん強くなるような気がするんです。見たことがあるというだけじゃなく、強く考えれば、これから起こることまでわかってしまいそうな気さえするんです……」


    「これから起こることがわかるだと？」


    　クリミアは遠く庭園の向こうの建物の角を指差した。


    「あそこの角から男の人が三人出て来るような気が……」


    　そう言った直後、まさにクリミアの指差したその角よりコッホ社員三名が歩み出て来た。


    　三人の社員はそのまま庭園を突っ切り、通り過ぎていこうとしている。


    「……本当に出て来たぞ」


    　ヴィクターは歩み過ぎる三人の社員とクリミアの顔とを代わる代わる見る。


    　クリミアの碧へき眼がんが散大され、次第次第にその身に震えが走り始めた。


    　心中にむくむくと湧わき上がるのは、あの悪夢の光景である。


    　白く無機質な建物の林立する街並み。青白い電燈。看護服の女。


    　夢で見たものが次々と現れていた。あれは本当にただの夢だったのか？　今、クリミアのデジャヴュが一瞬先の未来を予知した。そのデジャヴュと同じようにあの夢もまた来るべき未来を予知し得たものだとすれば？　これから先に起こり得る出来事だったとすれば？


    　夢の結末──それはヴィクターの頭部が破裂する光景。


    　クリミアは、ひし、とヴィクターに縋すがりついた。


    「お、おい。どうした？　大丈夫かよ？」


    　ヴィクターの声も耳に入らぬ態で、クリミアは震え声を発する。


    「あれはただの夢じゃなかったのかも。予知夢……？　だとしたら……だとしたら……」


    　手に触れる逞たくましいヴィクターの腕が今ひどく希薄なものに感じられた。


    　この縋すがりつく手を放せば、彼女の信頼する相棒がそのままどこか遠くに消えてなくなってしまいそうな、そんな強烈な不安に駆られる。


    「いけない！」と、クリミアは錯さく乱らんしたように叫んだ。


    「ヴィクター！　ここにいてはいけません！　ここにいたらヴィクターが……！」


    　クリミアを宥なだめようと、ヴィクターは彼女の肩を掴つかみ、引き離す。


    「おい！　どうした？　落ち着け。何があったんだ？　夢ってなんだ？」


    　クリミアはその真剣なヴィクターの顔を強こわ張ばる眼まな差ざしで凝視する。が、この後ヴィクターの身に起こった異常な変化が、クリミアをさらなる精神錯乱に誘うことになった。


    「いいから、落ち着け！　落ち着ぅぅぅ……いぃぃぃ……てぇぇぇ……せぇぇぇ……」


    　ヴィクターの声こわ色いろが不気味に低く変化し始めたのである。


    「え？」


    「……つぅぅ……めぇ……いぃ…………し………………て………………」


    　ヴィクターの唇の動きが徐々に徐々に遅くなって行く。


    「………………く……………………………………………………」


    　そして、ついに停止してしまった。ヴィクターはクリミアの肩を掴んだ姿勢のまま、クリミアを案ずる表情を凍りつかせ、その場に硬直してしまったのである。


    「え？　え？　え？」


    　クリミアは己の眼前で起こった出来事が理解できず激しい動揺に見舞われる。


    「ヴィクター？　ヴィクター！」


    　いくら呼びかけてもヴィクターは、停止したまま動かなかった。


    　しかし、よくよく見ればヴィクターの瞼まぶたがゆっくりと動いている。ヴィクターは停止しているのではない。その動きが恐ろしく遅くなっていたのだ。


    「こ、これは……エルマーさんと同じ症状……!?」


    　そう理解し、愕がく然ぜんとなった。しかし疑問がある。ヴィクターは身に宿したドゥンにより、あらゆる病原体の影響を受けぬはずだ。妖病ダムヌム・ミナトウムに感染するはずはないのである。では、なぜ──


    　はっ、としてクリミアは周囲を見回す。


    　広場を横切ろうとしていた三人の社員の姿があった。その歩む最中の体勢で三人が停止している。風にそよいでいた花壇の花も停止していた。すでにこの広場にいた五十分の一の速度の者たちを含め、クリミアの目にする全ての物が停止したように減速されていたのである。


    「違う……ヴィクターが遅くなってるんじゃない……。私……？　私の意識と体が……速くなってしまっている……？　私が、加速する妖病に感染してしまった……!?」


    　と、その時、クリミアの耳に実に不吉な、死に神の嘲ちよう笑しようとでも言うべき陰いん鬱うつな笑い声が聞こえて来た。それによって暗中に飛びそうなクリミアの意識が引き戻される。


    　──くっくっくっくっ……。ふっふっふっふっ……。きっひっひっひっひっ……。


    　広場へと入る四つの道。その四方の道の一つ一つに忽こつ然ぜんと人影が湧わいていた。


    　前方の道に総髪オールバックの男。右方の道に太った小男。左方の道に笠を被かぶった巨きよ躯くの男。後方の道に金髪長身の女性──白いコートを纏まとった計四名の人物。


    　ありとあらゆるものが減速された異常な世界の中、その四名は通常と変わらぬ動きで広場の内に歩み入って来る。クリミアとヴィクターとを包囲せんとするがごとく。


    　クリミアは慄りつ然ぜんとなって立ち竦すくんでいた。


    　知っている！　この人物らをクリミアは知っているのだ！


    　白いコートの怪人物たち──それは、あの夢の登場人物！


    　夢の内でヴィクターを襲撃していた者たちに違いなかったのである！

  


  
    第三章〈時計島──地下地獄変〉


    



    　悪夢の登場人物たちがここに全て出そろった。


    　悪夢からの使者──四人の白コートの人物は一定の距離を置きながらも、じりじりと包囲の輪を狭めて来る。この四人がクリミアとヴィクターとを狙い害する目的を持っているのはその身からむんむんと発散される並々ならぬ殺気から明らかである。


    　いつもクリミアを守ってくれているヴィクターは五十分の一の意識と速度でしか動けない状態だ。四人の人物がこの広場に進入して来たことにすら気がついていないかもしれない。


    「あれ？　クリミアが動いてるけど？」


    　ふいに小太りの男が声を上げた。唐突に名を口にされ、クリミアはびくりと身が震える。


    「よもやテンプスを扱えるのではなかろうな？」


    　そう言ったのは笠の男である。


    「いいや。そうではなかろう。この島の病に感染し、発症したのだろう。ふん。ずいぶんと都合のいいタイミングで発症したものだが……。まあ、いい。悪魔デイアブルは加速しておらぬ」


    　これを言ったのはオールバックの男だ。その言葉には強い驕きよう慢まんの色が見え隠れしている。


    　その強い眼まな差ざしに射い竦すくめられ、クリミアの身が強こわ張ばった。


    「どけ」と、オールバックの男が高邁に言った。


    「おまえごときに用はない。俺たちが狙うは、ヴィクターのみだ。どかぬとあらば……」


    　オールバックの男の額にじんわりと蒼あおい光が湧わき上がった。そこに刻まれていた縦一線の皺しわがゆっくりと開かれていく。目玉が現れた。この男は額に第三の目を有していたのである。


    　男の額の目玉より放出される禍まが々まがしい光がクリミアの白い顔を煌こう々こうと照らす。


    「待て」


    　ふいに澄んだ声がクリミアの後方からした。そこには今まで黙っていた金髪の女性がいる。


    「その娘の名はクリミアと言うのか？」


    　緊迫感に欠けるぐらい無感情な女の声だった。オールバックの男の顔に微かすかな苛いら立だちが浮く。


    「ああ。そうだ」


    「そして、そこにいる若者がヴィクターか？」


    「そうだと言っているだろう！」


    　オールバックの男が鬱うつ陶とうしげに声を放ったが、女の声こわ色いろに変化は見られない。


    「そのヴィクターを倒すのが我らの任務なのだな？」


    「そうだ！　何度言ったらわかる！」


    　女は表情を変えぬまま、何か考え込むような仕草で俯うつむいた。


    「構うでない。わしらはただ任務を遂行するのみじゃ」


    　笠の男が沈着な声を投げる。それでオールバックの男も気を取り直したらしい。クリミアへと殺意を孕はらんだ目線を戻した。クリミアは、きっ、とオールバックの男を睨にらみ返す。


    「ふん。どくつもりはないか？　ならば仕方がないな」


    　凶暴な笑みを顔に浮かべたオールバックの男の額の目より強烈な妖気が膨れ上がる。


    　咄とつ嗟さにクリミアはヴィクターを引っ張った。ぐらりと前に倒れたヴィクターの身がクリミアへと覆いかぶさる。その直後、ベンチが、ごとっと音を立てた。


    　ベンチが何か鋭利な刃物で切られたかのごとく両断されている。どういう方法を用いたのか、オールバックの男が硬い鉄製のベンチを触れもせずに切断したのだ。


    　第三の目より燐りん光こうの線を引きながらオールバックの男が残忍な笑みの貼はりついた顔を向ける。


    　クリミアはヴィクターの肩を掴つかみ、必死で引き摺り逃のがれようとするが、ヴィクターの体は重く、非力なクリミアでは遅々として進まない。


    「……オン・マユラ・キランディ・ソワカ……オン・マユラ・キランディ・ソワカ……」


    　ヴィクターを引き摺ろうとする方向より笠の男が合掌しながら陰々と念ねん誦じゆし、歩み寄って来ている。その手に並々ならぬ魔力を湛たたえた光が漲みなぎり出すのをクリミアは見た。


    　クリミアは面を巡らせ、逃れ得る方向を探す。見えたのは、肥満した小男の薄ら笑う姿だった。小男は手の内で数個の小さな玉のようなもの弄もてあそんでいる。その玉の一つ一つが淡い光を放ち、手のひらを離れ、衛星のごとく小男の周囲を浮遊し出した。


    「きっひっひっ。魔法カプセル内視鏡……。悪魔デイアブルめ。体内から破壊してやるよぉ」


    　三方を囲まれ、重いヴィクターの体を引き摺るクリミアにもはや逃げ道はなかった。


    　絶望を顔に刷はかせたクリミアの周囲で三名の白コートの妖人物が眩まばゆい魔術光を高めていく。


    「破邪っ！」と、一声、笠の男が地を蹴けって飛び出して来た。その合掌する両手は燃えるような蒼あおい光を帯びている。飛ひ燕えんのごとき速度で迫り来る笠の男から逃のがれるのはクリミアには不可能だった。せめてヴィクターだけでも守り抜こうと、その身に覆いかぶさる。その刹せつ那な──


    「ぬあっ!?」


    　驚きよう愕がくと苦痛とをない交ぜにした声を上げ、笠の男の巨きよ躯くが吹っ飛んだ。


    　ごろごろと地を転がり、顔を上げた笠の男が困惑の声を上げる。


    「お、お主……な、何をするか!?」


    　その声が向けられた場所に立っていた人物──その人物を笠の男のみならず、オールバックの男、肥満した小男、そしてクリミアまでも唖あ然ぜんとして見つめる。


    　後方にいたはずの金髪長身の女性がそこに立っていた。その顔は相も変わらぬ無表情。彼女が、クリミアとヴィクターへ攻撃を加えんとした笠の男を横から跳んできて蹴り飛ばしたのである。


    　オールバックの男が激げつ昂こうして声を上げた。


    「トロトゥーラ！　貴様！　何をする！」


    　金髪の女は、拍子抜けするほどの無表情のまま、クリミアの前へすたすたと移動し始めた。


    　その立ち位置は紛うことなくクリミアたちを守ろうとする者の立つ位置である。


    「トロトゥーラ！　どういうことだ！　答えろ！　なぜ我らを裏切る！」


    「裏切る？　これは裏切りなのか？」


    　きょとんとしたように女は言った。


    「当たり前だろうが！　我らの任務は、悪魔を抹殺すること！　なぜ悪魔を守ろうとする！」


    「それは嘘うそなのだろう？」


    　女の声はまるで当たり前のことを改めて確認したかのようだった。


    「な……!?　嘘？」


    「このクリミアという娘、そしてヴィクターという若者を見て確信した。私の任務はこの者たちを抹殺することではない。いや、この者たちは殺してはならぬ者たちだ。そうだろう？」


    　淡々と言う女へ、オールバックの男はかぶりを振って喚わめき声を上げる。


    「違う、違う！　おまえは勘違いしているぞ！　俺が信じられぬのか？　恋人の俺が!?」


    「まず、そこが信じられぬ」


    　ぴしり、と女が言った。


    「私に恋人などいるはずがない。いたとしても貴様のような男を恋人に選ぶはずもない。ゆえに貴様の言っていることは初めから何ひとつ信じることができなかった」


    「は、初めから……な、何ひとつ……！」


    　あんぐりと口を開けるオールバックの男。横から小太りの男が声を差し挟んだ。


    「だから言っただろ……。恋人って嘘うそはやり過ぎだってさー……」


    「そら。やはり嘘だったか」


    　耳ざとく聞き取った女が鋭く指摘する。


    　きっ、と小太りを睨にらむオールバック。小太りの男は失言の口を押さえて身を縮ませた。


    「私を謀たばかろうとした貴様らを信じることはできぬ。私はこの者たちを守ることにする」


    　宣言すると、女は右手でヴィクターを、左手でクリミアを引っ掴つかんだ。次の瞬間、白鳥が飛び立つような跳躍を見せ、人間二人を掴んだまま男たちの頭上を軽々と飛び越える。
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    「ま、待てっ！」


    　慌てて振り返り、三名の白コートの男が女を追って駆け出した。


    　ヴィクターとクリミアを抱えているにも拘かかわらず女の駆ける速度は衰えを知らない。


    　疾風はやてのごとく広場を跳び出ると、庭園内を疾駆する。世の常の女性とは思えぬ驚異的な膂りよ力りよくと脚力だった。瞬く間に庭園を走り過ぎ、無機質な街並みの続く区域まで駆け抜ける。


    　が、三つ目の男と笠の男もそれに劣らぬ身体能力の持ち主だった。足の遅い小太りの男を遥はるか後方に置いてけぼりにし、猛然と追走して来る。


    「おのれぇっ！」


    　三つ目の男が憎々しげな声を絞り出す。その額の第三の目が煌こう々こうと輝きを帯び始めた。


    　強烈な殺気を背に感じ、女は咄とつ嗟さに身を翻ひるがえす。跳んだその足元が横一線に切断されたのはその直後であった。ベンチを両断したのと同じ力を三つ目の男が行使したのである。


    「くそっ！　ちょこまかと！」


    　叫ぶやいなや、再度三つ目の男の額のまなこが輝きを放つ。横に跳んで躱かわした女の前方の建物に弧を描くような斬ざん線せんが刻みつけられた。


    「くそっ！　くそっ！　くそめがっ！」


    　次々と男の額が煌きらめきを繰り返した。そのたびに堅いタイルや壁面に切断孔が穿うがたれていく。


    　女はこの得体の知れぬ切断術の絡から繰くりを心得ているのか否か、その尽ことごとくを躱し、駆け続けていた。三つ目の男が術を放つ一瞬前の殺気を鋭敏に直察し、回避しているのである。


    「待ていっ。殺すつもりか」


    　術を乱射し続ける三つ目の男を制止したのはその傍かたわらを駆ける笠の男であった。


    「わしらの狙うは悪魔デイアブル一人であろう。仲間であるトロトゥーラを殺あやめてなんとする」


    「仲間だと！　あの女は裏切ったのだぞ！　この俺を！　この俺を裏切ったのだぞ！」


    　唾つばを散らしながら叫んだ三つ目の男は完全に逆上している。


    「落ち着け。ここはわしに任せよ」


    　笠の男が立ち止まり、呪じゆを唱え出した。合掌するその手が蒼あお々あおとした輝きを漲みなぎらせる。


    「喝っ！」


    　裂れつ帛ぱくの気合とともに笠の男の両の手のひらが解き放たれた。耳を劈つんざく轟ごう音おんとともに不可視の衝撃波が奔ほん騰とうする。周囲の建物の窓ガラスが一斉に砕け散った。


    　はっ、として振り返った金髪女の背中に圧倒的な衝撃が雪崩のごとくぶつかって来る。


    　女の無表情に初めて苦く悶もんの色が浮き上がった。背を打った衝撃は、女の肉体をヴィクターとクリミアごと弾き飛ばす。数間に及ぶ距離を飛ばされ、地面に転がった女は、それでも俊敏に跳ね起きて、取り落としたクリミアとヴィクターを拾い上げると迅速に逃走を再開した。


    　再度聞こえる呪言の声。笠の男がさらなる衝撃波を放とうとしているのだ。


    　女は周囲を見回す。女の目が前方左手の二つの建物の間にできた狭い路地に止まった。


    「喝っ！」の声が放たれた時、女はすでに路地に向け跳んでいる。襲い来る衝撃波を上う手まく送り風として利用し、路地の内へと飛び込んだ。休むことなく狭い路地の内を駆け抜ける。


    　笠の男と三つ目の男が路地に駆け込んだ時、女はすでに角を曲がっていた。


    　入り組んだ路地の内を、女は右に左に疾走する。が、追手を上手く撒まけたとは言い難い。むしろいつ行き止まるかも知れぬ路地に入ったことにより、袋の鼠ねずみになったと言っていい。


    　ふいに女が急停止する。袋小路に突き当たったのだ。


    「どこだ！　どこにいる！」


    　路地の内を女を捜して走る三つ目の男の声が迫っていた。


    「さて……どうする？」


    　そう女が微かすかに声を漏もらすのをクリミアは聞いた。クリミアはここまで荷物みたいに引っ張り回され、すっかり回った目で周囲を見る。奇妙な感覚がクリミアの脳裡に湧わき上がった。


    （……この場面……見たことが……）


    　例のデジャヴュだ。ふいに湧き起こったデジャヴュがクリミアに一瞬先の光景を予知させる。その光景をなぞるようにして、クリミアは右手の壁の一点へ指を向けた。


    「あ、あそこ……」


    　クリミアの指差した先──傍かたわらの壁面に取っ手のついた鉄板のごときものが嵌はまっていた。


    　女は取っ手に歩み寄り、引きあける。そこに人ひとりが横になって滑り降りれるほどの急なスロープが続いていた。スロープの先は深く暗くどこまで続いているものか見通せない。


    　女が「なぜ、これがわかった？」といった目でクリミアを見るが、クリミア自身よくわからない。唐突に湧き起こったデジャヴュのままに指差しただけだった。


    　女は一時考え込むような間を見せると、そのどこへ通じているかも知れぬスロープへと無造作にクリミアとヴィクターを投げ込んだ。


    「きゃっ！　えっ？　えっ？　えっ？　きゃーっ！」


    　クリミアの身体からだがヴィクターと一塊になりながら、傾斜の急なスロープを抗あらがうこともできぬまま滑り落ちていく。即座に女もそこへと飛び込んだ。


    　三名は絡まり縺もつれあいながら暗く深い穴底へ一気に呑のみ込まれていったのである。


    



    　クリミアたちは、長く何も見えぬスロープをどこまでもどこまでも滑り降りていった。


    　狭いスロープは途中幾重にも分岐しており、ともすると三名それぞれ別々の道へと分散されそうになるのだが、女がしっかりとクリミアとヴィクターとを掴つかみ、決して違うルートへ滑り落ちていかぬようにしてくれていた。永えい劫ごうに続くかと錯覚されたこのスリリングな滑り台を、果たしてどれほどの時間下り続けたろうか。やがて、前方に光が見えて来る。


    　ぱっ、と三つの体が投げ出されたのは広大な空間、その中空であった。


    　数間ほども落下し、叩きつけられた地面は柔らかかった。おかげで怪け我がなどしなかったが、代わりに激しい悪臭が鼻を突いて来る。見回せば辺り一面、ゴミの山だった。紙くず、木材、得体の知れぬ赤あか錆さびた機械、その他、野菜の皮や鳥の骨などなどの生ごみが積み重なっている。


    　クリミアは口中に侵入した生ごみを咳き込んで吐き出した後、はっとした。


    「ヴィクター？」


    　ヴィクターを捜し、周囲を見回す。すぐに見つけた。壊れた木箱に埋もれるようにしてヴィクターの青白い姿がある。クリミアはヴィクターの元へと駆け寄った。


    　ヴィクターは人形のように硬直している。停止しているように見えるが、じわじわと姿勢が変化していた。その顔は驚いたような表情をしている。通常の速度──クリミアの五十分の一の意識速度のヴィクターは瞬間移動させられたかのような感覚を覚えているのだろう。


    「ヴィクター！　ヴィクター！　ヴィクター！」


    　クリミアはヴィクターの身を掴つかみ、繰り返し激しく揺さぶった。


    　しかし、ヴィクターは反応を示さない。心まで通じ合っていたクリミアとヴィクターとは五十倍の意識速度で遠く隔てられてしまっていたのであった。


    　クリミアの肩には広場でヴィクターに掴まれていた力強い感触がまだ残っている。しかし、それも徐々に薄れ消え始めていた。寒風のような心細さがクリミアの胸を凍いてつかせていく。


    　今、クリミアはこの異様な病の蔓まん延えんする島にたった一人になってしまったのである。


    　これからどうすればいいのか。自分の意識の加速は治るのか。


    　途方もない不安感がクリミアを苛さいなみ始めていた。


    「なるほど。あの穴はゴミを捨てる穴であったか……」


    　ふいに声がして、クリミアは顔を上げる。あの金髪長身の女性が泰たい然ぜんと壁面を見上げていた。


    　壁面には、ぽつぽつと無数の穴があいており、どうやらその穴の一つからこの空間に落ちて来たようだった。おそらくこの空間は、時計島の地下深くにあるゴミの集積所なのだろう。


    　クリミアは身を強こわ張ばらせた。


    　正体不明の金髪女性。彼女の纏まとう白コートはヴィクターの命を狙った三人の男たちと同じものだ。襲撃直前に裏切ったようだが、そもそもはあの男たちと仲間だったようである。


    「あ、あの……あなたはいったい……？」


    「トロトゥーラ」


    　味も素っ気もなくそう名乗った。クリミアは改めてトロトゥーラと名乗ったその女を見る。


    　首が長い。足が長い。手が長い。指が長い。対して金色の髪は短か過ぎるほど短く刈り込んでいる。顔立ちの均整が取れていることを美しいというのならばとてつもない美人と言えるのだが、多少の歪ゆがみを愛らしさというのならば、まるで愛らしさのない容貌だと言っていい。


    「あなたは、何者なんですか……？」


    　そう問いかけるが、愛らしさのない顔は表情すら浮かべない。


    「実は、私も自分が何者なのかよくわからぬのだ」


    「は？」


    「この世界に来る前の記憶がまるでない」


    「記憶がない……？　い、いえ、この世界って？」


    　まるで世界の外からやって来たかのような発言である。


    　ここでクリミアが思い出したのは以前インスマ砂漠で出会った人魚シレーヌだった。その人魚たちはこの星の外、木星の月からやって来たと言っていた。もしや、このトロトゥーラも──


    「宇宙人ですか？」


    「はっはっはっ」


    　間の抜けたクリミアの問いにトロトゥーラは表情を一切変えず、声だけで笑った。本当におかしくて笑ったのかどうか判然としない声である。


    「……かもしれぬ。何も覚えていないのだ。ただ、こことは異なる世界から私はやって来た」


    「こことは、異なる世界って……？」


    「さあな。何も覚えていないのだ」


    　まるで噛かみあわぬ会話である。


    「あの……。なぜ、この世界にやって来たんです？」


    「覚えていない。あの連中は黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプスを抹殺するためだと言っていたが、嘘うそのようだ」


    　黙示録の悪魔といえば、聖教の経典に載る世界を滅ぼす魔王の名である。以前にもヴィクターは黙示録の悪魔と教会勢力に勘違いされ、鉄鎚マルテルに襲撃されたことがあった。


    「私とヴィクターを襲ったあの人たちは何者なんです？」


    「わからぬ。気がつけばあの三つ目の男と共にいた。私とあの連中は古い知り合いらしいのだが覚えていない。ただ、名は聞いた。三つ目が、魔法光力学療法師フィンゼン、小太りが遠隔手術支援ゴーレム療法師ラエネク、笠の男が魔法体外衝撃波療法師クスマウルだそうだ」


    「光力学療法？　遠隔手術支援ゴーレム？　体外衝撃波療法？」


    　頭に魔法とつくことから考えると魔ま術じゆつ療りよう法ほうなのは間違いなさそうである。しかし、どれひとつとしてクリミアの聞いたことのない療法名だった。


    「あなたも魔法医師メデイサン・ドウ・マージなんですか？」


    「私は魔法助産師だ」


    　それならば聞いたことがあった。魔ま術じゆつ的てきな力を用いて妊婦の出産を助ける職能者である。


    「とはいえ赤子を取り上げたことは一度もない。いや、あるのかもしれんが覚えていない。少なくともこの分野を学んだのは子供を取り上げるためではない。ワクヤ式を習得するためだ」


    「ワクヤ式……？　ワクヤ式乳房管理柔術ですか？」


    　ワクヤ式乳房管理柔術とは看護流柔術と双璧を為す医学的格闘術である。


    　看護流柔術よりも遥はるかに歴史が古く、前世紀に起こった宗教戦争のおり、魔法助産師であるワクヤ・ソトミーが、戦渦に巻き込まれた妊婦たちを守るために編み出したものだ。その技術は乳房マッサージからの応用であるため、乳房管理柔術の名を付けられている。


    「あの……トロトゥーラさん。あなたは異世界から来たのではないのではないですか？」


    「なぜだ？」


    「いや、だって、それでは異世界にもワクヤ・ソトミーさんがいたことになりますよ」


    　トロトゥーラは少し無言で考え込んだ。


    「わからぬ。戦いの技術の他は何も覚えていないのだ」


    　何を尋ねても覚えていないという答えばかりが返って来る。


    　それでも、もう一つだけ尋ねたいことがあり、クリミアは問うた。


    「今、私は意識と肉体が加速しています。この島の病に感染してしまったようなんです。でも、あなたや私たちを襲った方々も同じように加速していますよね。あなた方も同じ病に……」


    「わからぬ」と、予想した答えが返って来た。


    「わからぬが、あの連中は自由に意識と肉体を加減速させる術を心得ているらしい。その力を用い、この島の強固な警備を潜くぐり抜け、侵入することができた」


    「自由に意識と肉体を加速？」


    「その技術を連中は〈テンプス〉と呼んでいた」


    　これも聞いたことがない名称だった。異世界の特殊な魔術マジーであろうか。


    「私も使えたらしいが忘れてしまった。私の今の肉体や意識の加速は、あの三つ目の男フィンゼンによって施ほどこされたものだ。ゆえに元に戻る術も私は覚えておらぬ」


    　クリミアは、落胆の吐息を吐いた。


    「本当に何も覚えていないんですね……」


    「ああ。何も覚えていない。だが、貴様のことは知っている」


    　どきり、としてクリミアは、トロトゥーラの顔に目をやる。


    「そこのヴィクターのこともな」


    「私とあなたとは初対面ですよ。たぶん、ヴィクターも……」


    「そうなのか？　とにかく私は貴様らを知っている。貴様らを見て思い出したことがあった」


    　トロトゥーラの無表情な眼まな差ざしが、じっとクリミアを見る。


    「死の運命の回避」


    　その一言によって戦せん慄りつ的にクリミアの内に想起されたものがあった。


    　あの悪夢の光景。白コートの男たちによって頭部を粉砕されるヴィクターの姿。


    　──ヴィクターの死する姿。


    「死の……運命……の回避？」


    　強こわ張ばる口で喘ぜん息そく病みの吐息のようにクリミアは呟つぶやく。


    「ああ。それが私に与えられた本当の任務だった。それだけは思い出した」


    　クリミアの顔が蒼そう白はくになっていく。


    　メンロの町で見た悪夢はやはり予知夢。ヴィクターには死の運命が待っている。


    　涙がクリミアの涙腺の奥より湧わき上がって来た。せめて自分のこの嫌な予感がただの杞憂であるということをトロトゥーラの口から聞きたいという一心で涙に濡れた声音を絞り出す。


    「誰だれが……誰の……死の運命なんですか!?」


    「覚えていない。だが、これだけは確かだ。その青年は、今、命の危機にさらされている」


    　それは暗に「死の運命」がヴィクターにあると告げているようなものだった。


    「そんな……。そんな……」


    　去来する絶望に、クリミアは、ぽろぽろと涙を零こぼし、ついには泣き崩れる。


    「だが」と、思いの外ほか強い声が涙するクリミアの頭上に振って来た。


    「ヴィクターをやつらに殺させはしない。絶対に私がヴィクターを守る」


    　クリミアは泣き濡れた顔を上げる。


    　見上げたトロトゥーラの瞳ひとみの奥に燃えるような光が宿っているのをクリミアは見た。


    　クリミアはトロトゥーラの不可解な情熱に唖あ然ぜんとなった。正体不明で記憶すらないこの女性は、どうしてヴィクターを守るなどと言うのだろうか。任務と言っていたが、今のトロトゥーラの瞳の輝きにはただの任務以上に強い決意が込められているように感じられるのだ。


    （ヴィクターを守る……）


    　クリミアは再びヴィクターへと目線を向ける。いつもクリミアを守り助けてくれていたヴィクターは、今、憐あわれなまでにゆっくりとしか動いていなかった。そんな赤子のごとく無力なヴィクターを見ているうちにクリミアの中に言い知れぬ愛いとしさが湧わき上がる。


    （生きている……。ヴィクターは、まだ死んでなんていない……。生きている）


    　クリミアの見た予知夢のごとき悪夢。トロトゥーラの語った予言のごとき死の運命という言葉。それらは今まで強い恐怖としてクリミアを苛さいなんでいた。


    　だが、次第次第にクリミアの鼓動は動揺のそれから勇敢のそれへと変わってゆく。


    　ついさっきまで泣きべそをかいていた少女の瞳に凛りん然ぜんたる光が灯った。


    「私も……」


    　クリミアが、ぎゅっと拳こぶしを握る。


    「私も絶対にヴィクターを死なせたりはしません」


    　決然と言った。トロトゥーラの表情のない顔が微かすかに笑んだような気がする。


    　が、すぐにそれは厳しさを秘めたものへと変わった。


    「では、共に死ぬか？」


    「え？」


    「……生きて守り抜けるほど、敵は容易な相手ではない」


    　トロトゥーラはすでにこれから始まるであろう襲撃者との激闘を予感しているのである。


    　クリミアは、ごくりと息を呑のんだ。


    



    　一方、フィンゼンとクスマウルは置いてけぼりにしていたラエネクの元へ駆けていた。


    　逃げるトロトゥーラを追い、あの路地裏のゴミ捨て穴の前まで辿たどりついた二名だったが、その穴内部の幾重にも分岐した複雑さ、そして果てしない深さから、不用意に飛び込むべきではないと判断したのである。だが、追うのを諦あきらめたわけではない。ラエネクの異能の力を借りて、標的であるヴィクターの居場所を確実に探知した上で追走せんと考えたのだ。


    　ラエネクの遠隔手術支援ゴーレム〈ダヴィンチ〉──あのナース服のゴーレムは一度発見した目標を念波を用い、常に捕捉し続ける。生あい憎にくダヴィンチは、自動修復を終えこの島へ向かっている最中だったが、ラエネクとダヴィンチは念を通じてつながっているはずだ。


    　ヴィクターがどこに逃げようと、ラエネクは常にその居場所を把握し続けているのである。


    　駆けること暫時、二名は道端に座り込むラエネクの肥満した姿へと到着した。


    　すぐにでもトロトゥーラを追いたいフィンゼンは叱しつ咤たするような声をラエネクへぶつける。


    「おい！　悪魔デイアブルは今どこだ！　やつの居場所を教えろ！」


    　が、不思議なことにいくら叫び掛けてもラエネクは目線を地面に落としたまま動かない。


    「おい！　デブ！　何を、ぼーっとしている！　おい！　おい！　なぜ、応えぬ！」


    　ラエネクに掴つかみかかり、激しく揺さぶるフィンゼンをクスマウルの手が止める。


    「何やら様子がおかしいぞ」


    　見ればラエネクの身が硬直したように動いていない。


    「もしや、こいつ……減速しているのか？」


    　どうやら、ラエネクは通常よりも意識と肉体を遅くさせ、五十分の一に減速しているようだった。加速しているフィンゼンたちからすれば停止しているに等しい状態になっている。


    「こいつ、何でこんな時に減速などしているのだ？　これでは話が通じぬぞ」


    「よし。わしが無理やりに戻そう」


    　クスマウルがラエネクの額に大きな手のひらを載せる。しばし念ねん誦じゆすると、手のひらが蒼あおい光を放ち出しラエネクの内に浸透して行った。


    「や？　おかしい……。いくらやってもテンプスが反応せぬ……」


    　クスマウルが怪け訝げんそうな表情を見せ、手のひらを放した。


    　フィンゼンがクスマウルに代わって、ラエネクの額に手をやり、念誦する。


    　今度は反応があった。ラエネクの身がどんどんと加速され、フィンゼンらと同じだけの速度まで到達する。目をぱちくりさせ、ラエネクは目の前のフィンゼンを見た。


    「あ……フィンゼン。な、なぜか急に減速されて……」


    　と、ラエネクが口にした時である。急激に彼の肉体がさらなる加速を帯び始めた。姿がぶれて見えるほどに、ちょこちょこと動いたかと思うと、次の瞬間またもや減速を開始する。


    「テンプスが上う手まく……うぅぅ……ごぉぉぉ……いぃぃ……て……く…………れ…………」


    　再び、ラエネクは停止してしまった。フィンゼンの顔が強こわ張ばる。


    「な、何だ？　どういうことだ？」


    　フィンゼンは己の額へ手を持っていき、魔力を送る。


    　自身のテンプスの具合を確かめるために一時的に加速を解こうと試みたのだ。


    　が、それによって生じて来たのは吐き気を催すような恐ろしい眩暈めまいである。脳内を回虫が高速で這はいずりまわるような感覚を覚え、ひとつ間違うと制御を失い暴走してしまいそうだった。


    「うっ、うげえっ！　なんだあ？」


    　慌てて、フィンゼンは術を停止させる。


    　はあはあと恐怖の形相で息を荒くするフィンゼンを見、クスマウルが神妙に頷うなずいた。


    「なるほどの……。おそらく、わしも同じであろう。わしらのテンプスは島の妖病ダムヌム・ミナトウムの影響を受け、制御の利かぬものになってしまっておるようじゃな……」


    「な、何！　では、俺たちは加速したまま戻れぬということか!?」


    　フィンゼンが動揺の浮いた顔をクスマウルに向ける。


    「案ずるな。島を離れれば、また制御を取り戻せるであろうぞ。が、島を出るまではいたずらに術を掛けて刺激せぬ方がよいやもしれぬな。暴走して如い何かな症状を現すかわからぬぞ」


    　フィンゼンは目の前で停止したように減速されたラエネクに目をやる。


    「くそ！　こいつとも意思の疎通ができぬ。悪魔デイアブルの居所を尋ねることができぬではないか！」


    「意思の疎通ならばできよう。筆談を用いればの」


    「馬鹿！　どれだけ時間が掛かると思っているんだ！　こいつから位置情報を聞き出した頃には悪魔どもはとっくの昔に別の場所に移動しておるわ！」


    「然らば、ダヴィンチが到着するのを待つのはいかに？　ダヴィンチは自動で悪魔めを追尾しておる。ダヴィンチはゴーレムゆえ妖病の影響は受けぬ。通常の速度で動けるはずじゃ」


    「ええい！　それも駄目だ！　筆談よりは早かろうが、結局ダヴィンチも俺たちやトロトゥーラの五十分の一の速度でしか動けんだろう！　ダヴィンチではトロトゥーラに追いつけぬ！」


    「左様か……。なればやむなし……」


    　自じ若じやくとして言うとクスマウルは、歩み出した。


    「おい。どこへいく」


    「どこ、と？　知れたこと。悪魔めを追って穴に入るのじゃ。結局、人は己の目と耳で何かを探し、己の足で向かわねばならぬということよ。これ人生の真理なり。ナム……」


    　そんなよくわからぬことを言うと、クスマウルは笠を深くかぶり直し、口中にて何やら念ねん誦じゆしながら歩みを再開した。その後ろ姿を見ながらフィンゼンは舌打ちをする。


    　苛いら立だちを噛かみしめ、フィンゼンはクスマウルの後を追うのであった。


    



    　その場にはラエネクだけが、ぽつんと残された。


    　加速世界の中では停止して見えるラエネクだが、当然彼は減速されているだけで意識もあり、思考もしている。しかし、その思考は自身の陥った状況により乱れに乱れていた。


    「あああーっ！　今、一瞬フィンゼンとクスマウルが見えたと思ったのに消えちゃったよ！」


    　この惑乱の叫びも五十分の一の速度でしか発されない。


    　彼の使役するゴーレム〈ダヴィンチ〉は、現在、自動修復を終え時計島に向かって泳走中である。ダヴィンチからは常に悪魔の位置情報が念波によって送られて来ていた。


    　悪魔はこの島の地下深くにいる。そして常に移動し続けている。ここまで正確に敵の位置を把握していながら、素早く追うことも仲間に居場所を教えてやることもできないのだ。


    「と、とにかく、ゆっくりでもいいから追うしかないか」


    　ラエネクは駆け出す。彼としては全力で走っているつもりだが、傍はた目めにはのろのろと蝸牛かたつむりが歩むようにしか見えぬだろう。


    「ぎゃーっ！　埒らちがあかないよぉーっ！」


    　叫んだ直後、はたと思い至る。


    　ポケットに手を突っ込むと、直径一センチほどの玉のごときものをいくつか取り出した。


    「これを……この魔法カプセル内視鏡ゴーレムを使えば……」


    　この粒状の小さな物体はこう見えて天才的ゴーレム術者であるラエネクが魔法ナノテクノロジーの粋を集め作り出した極小のゴーレムである。


    　通常は術者──すなわちラエネクの念を通じ操るものなのだが、自動追尾に切り替えれば減速されたラエネクの意識に関わりなく通常速度で悪魔デイアブルの元へと向かうはずだ。また仲間の元までこのカプセル内視鏡が追いつければ敵の位置情報を伝えることができるかもしれない。


    「よおし……これに賭けるか……」


    　ラエネクは一時カプセル内視鏡を握りしめ、念ねん誦じゆする。間もなく手の内のカプセルが淡い光は放ち出し、ラエネクの手のひらを離れ、流星のごとき速度で飛行していった。二つはフィンゼンとクスマウルの元へ、三つは悪魔の元へ向かって……。


    「頼むぞ……悪魔をやっつけてくれ……」


    　祈るがごとく口にして、ラエネクはまっしぐらに飛んでいくカプセルを見送った。


    



    　ゴミ集積所を出たそこはさながら巨大機械のはらわたであった。


    　巨大な歯車が幾つも組み合い、ごろごろと低く鈍い音を立てて回っていた。大蛇のごとく長く野太い鉄管群が、高く高く上層へ、深く深く下層へ幾重にも分岐しながら伸び、その間にずらりと並んだ無数のピストンが忙せわしなく上下している。時計島のテクノロジーを起動させ続ける膨ぼう大だいな機巧装置が地下世界に詰め込まれていたのである。


    　今、クリミアたちはそれらの機械の間に設けられたキャットウォークの上を進んでいた。


    　この場所は果たしてどれほど地下深い場所なのだろうか。スロープを滑り落ちた時間がだいぶ長かったことを考えると、かなり地上から離れた場所であるに違いない。


    「いたずらに歩いたところで仕方がないな」


    　ふいにヴィクターを肩に担ぎながら前を歩むトロトゥーラが立ち止まった。


    「目的が必要だ。この島から脱出するか？　それとも、やはりやつらを殲せん滅めつすべきかな」


    「殲滅って……殺すんですか!?」


    　さらりと言ったトロトゥーラの言葉に、クリミアはびっくりする。


    「だ、駄目ですよ！　私は医師です。人の命を奪うなんてもっての外ほかです！」


    「なるほど、道理だな」


    　あっさりと頷うなずくトロトゥーラ。本当に何を考えているのかよくわからない女性だ。


    「では、どうする？　やつらを始末せぬというなら、いつまでも追い回されることになるぞ」


    　クリミアは一時考え込み、しばらくしてこう言った。


    「テンプス……というものが気になっています」


    「ほお。テンプスが？」


    「ええ。人間の意識と肉体を加速させたり減速させたりする技術……。それと同じ現象がこの島で、そして私の身にも起こっています。あの方々の使うテンプスという技術と、この島に蔓まん延えんしている病とは何らかの繋つながりがあるようにしか思えないんです……」


    「それで？」


    　トロトゥーラの言葉は、抑揚がないため、どこか冷たく感じられる。


    「この島の病の原因を解明することが、敵の正体を知ることにも繋がると思うんですよ。正体がわかれば、何か対策が立てられるかもしれません」


    「なるほど。納得した。納得したがそれで何をする？」


    「もう一度、コッホさんの居館に行ってみようと思うんです。ちょっと今になって気になり出したことがあって……」


    「わかった。行こう」


    　即座に頷くと、トロトゥーラはもう足を速めていた。


    　即断即決と言えば聞こえがいいが、何も考えていないようにも感じられる。


    　やがてクリミアたちは上層と下層へ続く鉄階段へと突き当たった。鉄階段は吹抜けの縦穴のごとき空間に螺ら旋せんを描くように組まれている。吹抜けの空間を見下してみれば螺旋階段が無限の円環を描きながら地の底まで続いていた。上を見上げれば、遥はるか頭上に天井が見える。


    　一階層、二階層、三階層と……十階層ほど上ったところで階段が途切れた。


    　クリミアたちはその階層の長く複雑に分岐された廊下を歩むことになった。


    　施せ錠じようされた部屋が点々と続く廊下を歩んだかと思うと、ボイラーの立ち並ぶ施設に出る。施設を抜けると、また廊下。廊下を進むと上と下へ続く階段があり、その階段を数階層分上ると、また階段が途切れ、うねり分岐するキャットウォークを歩む。


    「まるで迷路ですね……」


    　時計島の広大な地下施設はあまり計画的に作られたものではないらしい。いくつもの通廊や施設が無秩序に繋がり合い、迷宮のごとき様相を呈している。


    　幾度かコッホ社の社員とすれ違うこともあった。だが、加速の内にあるクリミアたちからはほとんど停止しているような存在であり、道を尋ねることはおろか会話することすら叶わない。


    　やがて、クリミアとトロトゥーラは固く閉ざされた鉄てつ扉ぴに突き当たった。


    「ここからは、先に進めぬようだな……」


    「待って下さい。開けられるかも……」


    　トロトゥーラを引き止めると、クリミアは扉を観察する。すぐに扉の脇わきに喇らつ叭ぱ状の機械が突き出ているのを見つけた。クリミアはその喇叭状の機械へ口を持っていき、声を発する。


    「あっ、あーっ。クリミア。クリミア・ポーヴァルレです。あーっ」


    　すると、閉ざされていた扉がゆるゆると自動でスライドして開き始めた。


    　一分ほどの時間を掛けて扉が開き切る。五十倍に加速されているクリミアたちが一分と感じたということは、実際には一秒とちょっとほどの高速で開いたということだ。


    「貴様、どうやって開けたのだ？」


    「声紋認証です。登録されているんでした。加速された声でもちゃんと認証してくれたみたいです。私の声でほとんどの施設に入れるみたいですよ」


    　そうして、二人は扉の先へと歩を進めた。通過すると扉は自動的に閉まる。


    　扉の先には夥おびただしい数の排管らしきものに壁面が覆われた長い廊下が続いていた。廊下には一定間隔で戸が並んでいる。戸にはガラス窓がついており、室内を覗のぞくことができた。


    　戸の内は広めのロッカーほどの狭い空間である。その内に下半身裸の男が円柱状の便座に腰かけていた。男の口こう腔こう、そして股こ間かんと肛門にゴムパイプが挿入されている。


    　加速されているクリミアの目に、この男は停止しているように見えた。


    「おトイレ……？」と、一時思ったクリミアだったがトイレの戸に中を覗けるガラス窓があるというのは解せぬし、中の男に挿入されているゴムパイプの理由もわからない。


    「排泄疾患14……」


    　呟つぶやいたのはトロトゥーラである。戸に嵌はまっているプレートの文字を読み上げたのだ。


    　見回せば、この通路に並んだ全ての小部屋にパイプを挿入された人間が収容されている。


    　二人が不解の念に目を見交わした時、彼女らの耳に微かすかに聞こえて来る音があった。


    　コリコリコリコリコリ……。


    　音のした方向──通路の先に目をやると、大きめの排管の陰に誰だれかがしゃがみ込んでいた。


    　女である。長い黒髪をしたその女性は手の内の何かを一心に齧かじっているようだった。


    　通常速度で動いて見えるということはこの女性もまたクリミアたち同様に加速症状にあるということだ。と、いうことは会話が成立するということである。


    　クリミアは女性に地上に出る道を尋ねようと思い、歩み寄った。


    「すみま……」


    　言いかけて、クリミアは息を呑のんだ。その女性が齧っているものが何かわかったのである。


    　女性には手の指が一本もなかった。女性は自分の指を齧り、食っていたのだ。


    　ぞっ、としてクリミアは後ずさる。女性がクリミアたちに気がつき、顔を上げた。青白い唇の間から小指が覗いている。弾かれたように女性が立ちあがり、一散に駆け去っていった。


    「あっ！　ま、待って！」


    　怖おぞ気けを感じつつも、クリミアはその女性を追って走っていた。トロトゥーラも後に続く。


    　排管に覆われた通路はうねうねと曲がりくねり、幾重にも分岐していた。入り組んだこの排管迷宮を駆ける内に、クリミアたちは女性の姿を見失ってしまう。


    　十字路で立ち止まった二人の耳に微かすかに呻うめくような声が聞こえて来た。


    　──開けてぇぇー。ここを開けてぇぇー。


    　──ひもじくて死にそうだわぁぁー。


    　右手の通路の突き当たりに奇怪な人の集団が見えた。


    　突き当たりに扉があり、その扉に十四、五人ほどの人間が群がり一塊になっている。


    　男もいた。女もいた。固く閉ざされた扉に縋すがりつき、まなこを散大させ、何事か喚わめきたてるような形相で硬直している。鉄てつ扉ぴを掻かきむしるその手は尽ことごとく指の先端がなかった。


    　その群像の内に蠢うごめくものがある。集団のうちの四人ほどはクリミアたち同様に加速される病を発症しているらしい。クリミアたちの耳に届いた呻き声は、その四名の声だった。


    「ここを開けてくれぇぇぇぇー……」


    「死にそうぅぅぅぅー……。お腹が空いて死にそうだぁぁー……」


    　口は大きく叫ぶようだが、放出される声音は、ぜえぜえと掠かすれ消え入りそうなものだった。


    　喘ぜん息そく病みのような声が叫ぶに叫べぬこの者らの怨えん嗟さと絶望を強調しているかのようである。


    　クリミアが恐る恐る近づくと、四名が一斉に振り向いた。異様な光を帯びた八つの目玉がクリミアを凝視する。血走り、見開かれたその眼球に宿るのは、禍まが々まがしいまでの貪どん欲よくの色だった。


    「……食べ物」


    　一人がぼそりと言った。クリミアへと指の先端のない手のひらを差し出して来る。


    「あんた、食べ物を持ってないか？　腹が減って死にそうなんだ……」


    「食べ物ですか？　持っていませんが……」


    　すると、四名はすぐに二人から興味を失ったらしく、また扉に向けて呻き声を上げ始めた。


    「開けてぇぇぇぇぇー……。くれよぉぉぉー……。食べ物ぉぉぉー……」


    　尋常ならざる様子にクリミアは戦せん慄りつを覚えるも、心配にもなり、声を投げかけた。


    「どうしたんですか？　事情を聞かせて下さい」


    「俺たちはろくに食い物を貰もらっていないんだ……。このままじゃ餓死しちまう……。この扉の先に食糧庫があるんだ……。ここさえ開けば……食い物にありつけるんだ……。く、食い物をくれぇぇぇっ！　このままじゃ、飢え死にしちまうぅぅっ！」


    　叫ぶと、その男は自分の手のひらをがじがじと噛かみ始めた。手の皮が裂け、血が滲にじみ出す。


    　空腹のあまり、男はついに自分自身を食いだしたのである。


    　他の者も同じだった。自分の足の指や腕、太ふと腿ももに噛みつき食い千ち切ぎろうとし始める。


    「ちょっ、や、やめて下さい！　私ならここを開けられるかもしれません！」


    　堪たまらなくなり、クリミアは扉の脇わきの喇らつ叭ぱ状の機械へと跳びついた。


    「クリミア。クリミア・ポーヴァルレ！」


    　クリミアの声紋を認証し、扉が開き始める。待てぬとばかりに、加速された四名がどっと扉の隙すき間まに殺到した。加速されていない他の者たちもまたゆるゆると外へ向けて動き始める。


    「ひゃっはぁぁぁー！　食べれる！　腹いっぱい食べれるぅぅぅー！」


    　正に狂喜乱舞といった様子で四名が雪な崩だれ出ていった。見る間に扉の向こうの廊下を躍るような疾走で一散に駆け消えていく。トロトゥーラが無感情に尋ねて来た。


    「本当に開けてしまってよかったのか？」


    「で、でも、とても見ていられませんでしたし……」


    　とにかく、二人も扉を潜くぐり、先に駆けていった四名の後を追ってみる。


    　しばし、進むと第43食糧庫と表示された矢印付きの看板があった。四名はそこへ行ったらしい。そちらへ向かうと、果たして食糧庫の入り口らしき戸があり、開け放たれている。


    　近づくと、内より複数の獣が腐肉を貪むさぼるような音と息づかいとが聞こえて来た。


    　クリミアとトロトゥーラは食糧庫を覗のぞき込む。


    　広い空間に鉄筋を組んで作られた棚が並んでいた。皮袋や木箱などが、ぎっしりと収納されており、それらに食材が入っているのだろう。そこに先程の四人の男女がいた。


    　木箱をこじ開け、皮袋を引き裂き、中の食材を貪り食っている。


    　生の野菜をがりがり齧かじっているのはともかくとして、生肉までもそのまま食い千ち切ぎり、口の周りを肉から滲にじみ出た生臭いドリップで真っ赤に染めていた。


    　どいつもこいつも人の形相ではない。血眼を散大させ、一心不乱に食材を喰くらい続けるその顔は飢餓地獄から迷い出て来た貪どん欲よくな餓鬼のそれを見るかのようだった。


    「は、腹が減った！　は、は、腹が減ったわぁ！」


    「喰っても喰っても、は、腹がいっぱいにならん！」


    　言葉に反し、彼らの腹は見る間にぶくぶくと膨らんでいく。摂取した食べ物が胃の許容量を超え、腹の皮を押し上げているのである。やがて胃をはち切れんばかりにした食物は食道まで埋め尽くし、ついには口に指を突っ込めば詰まった食べ物に触れられるほどとなった。


    　当然、嘔おう吐とする。食ったものを全て、げえげえと吐き出し、薄寒い食糧庫に胃酸の臭いが漂い出した。が、それでも彼らは食べるのをやめようとしない。空になってしまった腹を再びいっぱいにしようと食べ物を掴つかみ取る。自身の吐いた物すらも啜すすり嘗なめ始める始末だ。


    　食っては吐きを延々と繰り返し、見る間に大量の食材を吐と瀉しや物へと変えていってしまう。


    　立ち竦すくむクリミアの背後に、ふいに人の気配が現れたのはそんなおりだった。


    　振り返れば、そこに全身を薄い金属鎧よろいに固めた人物が二人立っている。


    　地上でも見たコッホ社の警備員だった。警備員は無言のままクリミアの横を歩み過ぎる。加速されている者たちなのだろう。彼らの腕には電光を放つ警棒が握られていた。


    　警備員は無我夢中で暴食を続ける者たちの傍そばまで歩んでいくと、無造作に警棒を当てる。


    　ばちんっ、という電気の流れる音と共に、警棒で触れられた者は瞬時にして失神した。


    　他の三名も同じように警棒による電気ショックで気絶させると、ぐったりとしたその身を担ぎ上げる。淡々とそこまでの作業を為し終えると、機械的なマスクで覆われた顔をようやくクリミアとトロトゥーラへと向けた。


    「扉を開けたのは君たちかね？」


    　怒っているという風でも、咎とがめているという風でもないただ尋ねたといった口調だった。


    「え、ええ。お腹が空いていると言っていましたので……」


    「間に受けてはいけない。この者たちはちゃんと日に三度充分な食事を与えられている」


    「え？」と言って、クリミアは気絶し警備員に抱え上げられた男女を見た。


    「空腹病だ。いくら食べてもこの者たちは空腹感が消えない病なのだ。激しい飢餓感を常に抱き続けている。食糧庫から遠ざけねば、島の食糧を食い尽くしてしまう」


    「空腹病……？」


    「この辺りの階層はあまりうろつかないでいただきたい。この辺りは重篤な症状のため社の秩序を乱しかねない者たちの住まうエリアだ。勝手に彼らを解放されては敵わない」


    　それだけ言って、警備員二名は空腹病の者たちを担いで食糧庫を出ていこうとする。


    「あの！　重篤な症状って……どんな？」


    　慌てて呼び止めると警備員は一度立ち止まり、ぽつりと言った。


    「……乱れてしまっているんだよ」


    　警備員はマスクの顔でクリミアをじっと見る。


    「定まっていたはずの睡眠時間が乱れ、眠り病を発生させた。決まっていたはずの食事時間が乱れ、空腹病が生まれた。逆もある。空腹感を覚えることを忘れてしまい、栄養失調で命を落とした者がいた。排泄時間もだ。延々排泄し続ける者がいたかと思えば、一切の排泄欲求が消え去り、医療機器に繋つながねば排泄できぬ者もいる……」


    　聞くにつれ、クリミアの表情が強こわ張ばっていった。


    「つまり……この島の病とは本来時間で縛られていた社員の生活習慣の極端な乱れ──病的なまでに極端な乱れ、ということですか……？」


    「そういうことだ」


    　素気なく言うと、二人の警備員は今度こそ立ち去っていってしまった。胃酸の酸っぱい臭いが漂う食糧庫内には、クリミアと、ヴィクターを担いだトロトゥーラだけが残される。


    　放心の面おも持もちで立ち尽くすクリミアの脳内には様々な思いが交錯していた。


    　睡眠時間が乱れ、何か月も目を覚まさぬ者。空腹感が乱れ、餓が狼ろうのごとく食物を摂取し続ける者。排泄欲求が乱れ、延々排泄し続ける者……。


    　厳格に定められていたコッホ社の生活習慣の乱れは異常極まる疾患として現れているのだ。


    　重ねて不可解なのは、生活の乱れと並行して現れている意識と肉体の加速や減速である。先程の空腹病の者たちの内にも加速されている者がいたし、警備員も加速されていた。


    　生活の乱れと意識速度の加減速──この二つの繋つながりがまるでわからない。


    「そろそろ行くか？」


    　今まで置物みたいにクリミアの長考が終わるのを待っていたトロトゥーラが口を開いた。


    　クリミアは考えるのをやめ、頷うなずく。と、そこでクリミアは「あっ」と声を上げた。


    「……さっきの警備員の方に、地上までの道を聞いておけばよかった……」


    　暫時、無言で見つめ合った後、二人は慌てて廊下へと飛び出す。


    　辺りを見回すも、もう警備員の姿はどこにもなかった。
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    　しばし、彷徨さまよった後、クリミアたちが次に迷い込んだのは実に異常な空間であった。


    　網膜が焼け付くほどに全てが真っ赤な風景がそこに展開されていたのである。


    　果ての見渡せぬほど広大な鍾乳洞だった。天井や地面から針のごとき鍾乳石が生え、林立していた。しかもその全てが深紅に塗られているのである。


    　さらにこの洞穴には赤く塗られた高さ十数メートルにも及ぶ巨像が群立していた。


    　腕が数本ある像。首が三つある像。牛や象、猿、豚、犬、馬の首の像。などなど……。


    　このおかしくなりそうな世界は、すなわちゲルハルト・コッホが夢想し、作成した人工庭園のひとつに違いない。地上でクリミアが見た人工庭園がコッホの夢の具現化だとすれば、この地下の人工庭園は悪夢の具現化と言っていいだろう。


    　問題はそれらの巨像の足元にて展開されている生々しい光景であった。


    　累々と夥おびただしい数の全裸の男女が転がり、絡まり合っている。性交しているのだ。


    　一人の女に複数の男が挑んでいる場面があった。逆に一人の男に幾人もの女が群がっている場面もあった。どの者も満面に興奮と恍こう惚こつとを浮かべ、淫いん蕩とうに酔いしれる表情は正気を失しているかに見える。加速された意識の内にあるクリミアには、洞穴の各所で行われるそれらの行為は停止しているがごとき超低速に映っていた。


    　よくよく見れば、交合する男女の一部は生きた人間ではない。人に似せて──特に性器を異常なまでに精巧に似せて作られた球体関節人形が交り性交に参戦していた。


    「な、何でしょう……ここ？」


    　クリミアは目のやり場に困り、俯うつむきながらその内を歩む。


    　しばし歩むと痴ち態たいをみせる男女たちの間に一人ぽつんと座り込む人物が見えた。


    　白衣を纏まとい眼鏡を掛けた野暮ったい印象の三十代前半ほどの女である。


    　眼鏡の女性は加速症状にある者らしく周囲とは異なり通常速度であった。


    　一体の人形の腹部を開き、内部の機巧を器具を用いていじくっている。クリミアたちに気がつき一時顔をあげるも、コッホ社員特有の無関心さからすぐに作業へと意識を戻した。


    「すみません」


    　クリミアはその女性の傍かたわらまで歩み寄り声を掛ける。


    「ここは……？　ここの人たちは何なんです？　あなたは何をやってるんですか？」


    　女は気だるげに顔を振り向かせた。


    「私？　発情病者のための性欲解消自動人形に不具合が生じたので修理してるんです」


    　それだけ言って、もう二人を無視し始めた女性に、クリミアは再度声を掛ける。


    「あの、お忙しいところすみません。発情病って何です？」


    「は？　発情病を知らないんですか？」


    　女は鬱うつ陶とうしそうな顔をしたが、それでも説明してくれた。


    「常に発情期になってしまっている病ですよ。発情期でもないのに強烈な性衝動を覚えているんです。放っておけば目に付いた異性を凌りよう辱じよくするのでこのエリアに隔離しています」


    　聞くだに凄すさまじい病だ。クリミアは周囲で交合を続ける男女を改めて見回す。


    　が、発情病とやらの凄まじさはともかく、女の説明にクリミアは気になる部分を見つけた。


    「発情期？　発情期でもない？　それってどういう……？」


    　発情期といえば、ほぼ全ての生物に見られる繁殖適性時期のことである。


    　動物のメスは主に排卵期に合わせて発情期となり、何らかの発情サインを出す。サインを受け取ったオスはメスに対して性的興奮を覚えるようになり、性行為を行うのだ。オスメス共に発情期以外では性的興奮を覚えぬものが多い。


    　が、人間は例外だ。排卵期に関わりなく性交するし、性的欲求も随時抱くようになっている。


    　女の言葉は、まるで人間にまで発情期があるような言い方だった。


    「どうって……そのままの意味ですよ。わからないんですか？」


    　そう言った後、女はクリミアをじろじろと見、納得したようにひとつ頷うなずいた。


    「ああ、なるほど。あなたはまだ子供だから知らないのですね」


    　女は幼児に言い聞かせるような口調で語り始めた。


    「いいですか？　人には人生で何回か発情期があるんですよ。優秀な労働をする者ほど発情期は多いのです。その限られた発情期が重なった男女同士が交配して新しい社員を生むのです。発情期の重なりは同じ職種の男女同士に限られます。逆に能力のない社員は生涯一度も発情できません。あなたも子供を産みたいなら一生懸命労働して実績を残すのですよ」


    　クリミアは、ぽかんとしてしまった。トロトゥーラが口を開いた。


    「……この世界の男女の営みは、そのようになっているのか？」


    　慌ててクリミアは首を振る。


    「ち、違います！　人間に発情期なんてありませんよ！」


    「あら。そんなこと言うなんて、あなた、初心うぶなのですね」


    　くすっ、と笑い女が言った。その後、周囲を見回し、侮蔑的に顔を曇らせる。


    「ここにいる者たちは発情のルールから外れ、常に強い性的興奮状態になってしまっています。そのせいで無秩序に成績や職種に関係なく遺伝子が交配され、社員が生み出されてしまっているんですよ。かといって性交を禁止すると、強いストレスから衰弱したりしますので、やむなく同じ意識速度の患者同士を住まわせて好きなようにさせているのです」


    　意識速度ごとにわけるのは、一緒にすれば、速い者が遅い者を一方的に凌りよう辱じよくするからだろう。


    「この性欲解消自動人形は多少なりとも無秩序な交配を防ぐためのものです。ある程度、自動で動き、求められれば幾通りもの性技を実行できるようになっています。もっとも発情病者たちは人形だけでは満足しきれず最終的には人間同士での行為に戻りますが……」


    　女は気だるげに溜ため息いきを吐つく。


    「発情病者だけじゃありませんね。一年前から女性はみな発情期でもないのに排卵し、男女とも随時性欲を抱くようになっています。無秩序に男女が性交し、社員が生まれ、増えている。管理する我々はたいへんですよ。出産日まで予測のつかぬものになってしまったのですから」


    「え？　出産日も定まっていたんですか？」


    「当たり前でしょう。妊婦は決まった日、決められた時間に一斉に分ぶん娩べんするものですよ」


    　クリミアはもう言葉が出て来なかった。病が蔓まん延えんする前、睡眠、食事、排泄だけでなく、女性の生理や生殖行為、果ては出産日までもが定まった時間通りに行われていたのである。


    　女の説明によれば、男女の発情期の重なり合うのは同じ職種の者同士だという。すなわち、異なった職種の男女同士は発情期のずれによって時間的に生殖を隔離されている。


    　しかも、優秀な成績を収める者だけが発情するとか。つまり、優等な遺伝子を持った者同士が必ず交配し、その職種に秀でた遺伝子を有する者だけが生まれて来るようになっていたのだ。


    「ところでここで何をしているんです。あなたたちはこの階層の労働者じゃありませんよね」


    　ふと、女が険のある声で尋ねて来た。責め立てるようなその声に、クリミアは我に返る。


    「ええと……あの……実は、道に迷っていまして……」


    「は？　道に？　無関係なエリアに入るからですよ」


    「え、ええ。すみません。それで……地上までの道を教えていただきたいのですが……」


    　女はあからさまに嫌そうな顔をする。


    「この辺りの階層は入り組んでるから口で説明なんてできませんよ」


    「じゃあ……あの……案内してもらったりとか……」


    「はあ!?　それは私の労働じゃないでしょう！　私には私の労働があるんですよ！」


    　ぴしゃりと言って作業に戻ろうとしたが、何事か思い立ったように顰しかめ顔を上げた。


    「この先に加速症状の発情病者のエリアがあります。間違っても開けないで下さいね。開けた途端に患者が溢あふれ出て、目に付いた異性を犯し始めますから。あなたも襲われますよ」


    　それだけ言うと、もうクリミアには目を向けず作業に没頭し始めた。


    「私も……襲われる……」


    　ふと視線を感じ、クリミアは周囲へと目を向ける。発情病の男どもがこちらを見ていた。


    　クリミアは数分ほどここで立ち話をしている。加速状態のクリミアは動いていれば通常速度の者たちからは見えぬが、五十秒立ち止まれば一秒だけ目に留まることになのだ。数秒ほどの間だが、彼らはクリミアとトロトゥーラの姿を目撃していたのである。


    　明らかに二人を性の対象として見る目であった。クリミアは、ぞっ、とする。


    「行きましょう」


    　そうトロトゥーラに言って、クリミアは歩み出す。


    　トロトゥーラと並び、眼鏡の女から数間ほど遠ざかった時であった。


    



    『──社員が減少……補充……産めよ……増やせよ……』


    



    　ふいに声が聞こえた気がした。


    　物理的音声というよりも精神的音声──念のごときものが脳裡に飛来したといった風だった。


    「今、何か……？」


    「きゃあああああああああああああっ！」


    　突如、魂たま消ぎる絶叫が迸ほとばしった。


    　反射的に、クリミアは背後を振り返る。悲鳴を上げたのは先程の眼鏡の女だった。


    　女に裸の男数人が群がり、暴れるその身を取り押さえている。発情病の男たちだ。女の衣服を乱暴に引き千ち切ぎりながら、巨像の陰に引き摺っていっている。


    「な、何が……!?」


    　周囲を見回すと、乱交の姿勢を硬直させていた男たち女たちの肉体が、じわりじわりと解凍されるように動き出していた。むんむんたる熱気と淫臭が湧わきかえり、男女の腰を振り合う速度が、愛あい撫ぶし合う速度が、接せつ吻ぷんし合う速度が、律動するように加速され通常速度に達していく。


    　クリミアの真横から数名の男が飛びかかって来た。先程まで止まったような低速でしか動けなかった男どもが野獣のごとく剽ひよう悍かんな動きでクリミアとトロトゥーラに殺到して来る。


    「きゃっ！」と、悲鳴を上げたクリミアの目の前で男の身が弾き飛ばされた。トロトゥーラが、男へと鋭い蹴けりを叩きつけたのである。男を一人倒してもトロトゥーラは休まない。長い脚による鞭むちのごとき蹴り技で瞬時にして周囲数人の男たちを地へと沈めた。


    「気を抜くな」


    　トロトゥーラが抑揚のない、だが緊迫した声で言った。彼女は担いでいたヴィクターをその場に降ろすと、周囲に油断ない眼まな差ざしを巡らせる。


    　この広大な洞穴の見渡す限りの男どもがのそのそと迫り寄って来た。湯気のごとく裸体より淫いん蕩とうの気を放ち、荒淫に濁ったまなこで二人を御馳走でも見るかのように見つめている。


    「お、おおおお、女……新しい女だ……。ちち、乳を揉みてえ……。股またに突っ込みてえ……」


    　酩めい酊ていしているかのような呂ろ律れつの回らぬ声で怪しからぬことを口走る彼らの股こ間かんのものは凶器のごとくそそり立ち、白濁の液体をぽたぽたと滴したたらせている。


    　女たちが錯さく乱らんしたように躍り上がった。男たちに縋すがりつき、股こ間かんをすりつける。


    「抱いてー！　どうして途中でやめるのー！」


    　何名かの男は女たちの哀願に応えその場で行為に及び始めるも、多くの男は抱き飽きた古い女よりも新しく迷い込んで来たクリミアたちへと興味が向いていた。


    　絡みつく女を突き飛ばし、じりじりとクリミアらの方へと歩み寄って来る。


    「な、何で……!?　ここの方たちは、加速されていないはずじゃ……!?」


    　男どもの視し姦かんを受け、クリミアは怖おぞ気けを感じ、トロトゥーラへ身を寄せた。


    「やめて！　やめて！　い、いやだ！　いやだぁーっ！　劣等な遺伝子孕はらみたくないーっ！」


    　巨像の陰に引きずり込まれた眼鏡の女の絶叫が続いていた。その巨像の裏側に男どもがぞろぞろと入っていっている。新しく手に入った女体を味わおうと群がり集まっているのだ。


    「た、助けないと……」


    「無茶を言う。だが、やってみる」


    　そのトロトゥーラの言葉を合図としたように、男どもが一斉に雪な崩だれ駆けて来た。


    「離れるな」


    　短く言って、トロトゥーラはクリミアの手を引いて走り出した。

  


  [image: ]


  
    　前方より襲い来る男に首を刈るような上じよう段だん蹴げりを叩き込む。クリミアへ手を伸ばす男を回し蹴げりで昏こん倒とうさせ、行く手を塞ふさぐ二名の男の毛け脛ずねを掬すくうように下段蹴りを放ち転倒させた。クリミアの手を握るトロトゥーラは向かい来る男どもを尽ことごとく蹴り技のみで撃退している。クリミアを巧みに庇かばいながら、瞬く間に眼鏡の女の連れ込まれた巨像の裏に到着した。


    　そこに十数人の男どもが群がり山になっていた。この群集の内に眼鏡の女はいるのだ。


    　トロトゥーラはクリミアの手を握るのとは逆の手で、男たちの首根っ子を引っ掴つかみ、一人二人と投げ捨てていく。やがて、男たちに埋もれていた眼鏡の女をようやく掘り当てる。


    　無惨に衣服をはぎ取られ全身白濁の精汁に塗まみれた女は半ば喪そう心しんの態であったが、パンティだけは穿はいたままだった。最後の一線だけは死にもの狂いで守り抜いたのであろう。


    「れ……劣等遺伝子……やだ……」


    　うわ言みたいにそう口にすると意識を失った。


    　トロトゥーラは左腕で失神した女を抱え上げ、続々と向かい来る男どもを蹴り倒しながら巨像の裏より脱出する。と、そこで愕がく然ぜんたる光景を目にすることになった。


    「ヴィクター！」


    　クリミアの叫び声の発された先で硬直するヴィクターの身が宙にゆらゆら揺れながら洞穴の奥へ遠ざかっていくではないか。


    　発情病の女たちであった。女たち数人が獲物を捕獲した原始人さながらに、性の対象である若いヴィクターを抱え上げ、わっしょいわっしょいどこかへ運び去ろうとしていたのである。


    　トロトゥーラは不覚の念に唇を噛かんだ。眼鏡の女を助けに走る際、男性であるヴィクターならば身の危険もあるまいとその場に置いて来ていたのである。


    　ヴィクターまでの距離を幾人もの発情病の男どもが遮さえぎり、こちらを窺うかがっている。


    　トロトゥーラはクリミアと眼鏡の女の二人で手が塞がっていた。足手まとい二人を連れて発情病の男どもの間を掻かい潜くぐりヴィクターまで助けるのは容易ならぬことである。


    「クリミア」


    　鋭い声に、クリミアは弾かれたようにトロトゥーラへ向き直る。


    「あれが見えるか？」


    　トロトゥーラの指差したのはヴィクターが連れ去られていくのとは逆方向だった。


    　そこに巨大な鍾乳石の壁があり、扉がある。おそらく、そこがこの人工庭園の出口であろう。


    「あの扉を開けて外に出ろ」


    「で、でも……ヴィクターは？」


    「安心しろ。私が連れ戻す。行くぞ」


    　行くぞ──の意味がわからず戸惑いを見せたクリミアの身体からだが、ふわりと浮き上がった。トロトゥーラがクリミアの身体を右腕だけで持ち上げたのである。


    「え？　え？　ちょっと、何ですか？　何を……」


    　次の瞬間、トロトゥーラは、ぶんっと一振りクリミアを扉目がけて投げつけた。


    「きゃあっ！」


    　クリミアの華きや奢しやな身体からだがボールみたいに男どもの頭上を飛び越え扉へと激突した。


    　何とも乱暴な方法だが、これでクリミアはこの淫いん猥わいの巣の脱出口まで一瞬で辿たどりつけたことになる。顔面をもろに打ちつけ、鼻血を流し朦もう朧ろうとするクリミアに叱しつ咤たが飛んで来た。


    「早く扉を開けて外に出ろ！　ヴィクターを助けたらすぐにゆく！」


    　すでにトロトゥーラはヴィクターへ向けて駆けだしていた。左肩に眼鏡の女を担ぎ、長い脚で文字通り男どもを蹴け散らしていく。


    「わ、わかりました！　ヴィクターをお願いします！」


    　滴したたる鼻血を手の甲で拭うと、クリミアは扉横の喇らつ叭ぱ型の機械へ飛びついた。


    「クリミア！　クリミア・ポーヴァルレ！」


    　扉がクリミアの声紋を認証し、のろのろと横にスライドして開き始めた。


    　後方の男どもが、クリミアを逃がすまいと駆けてくる音を背中に聞く。接近して来る獰どう猛もうな気配を受け、扉が開くまでの時間が恐ろしく長く感じられた。


    　が、扉が開き切った時、クリミアはその場に慄りつ然ぜんと立ちつくすこととなる。


    「お、おおお、女……女がいた……。や、ややや、やりてぇ……やりてぇ……」


    　開いたそこに幾人もの男たちの妖光のごとく輝くまなこがあったのである。


    　欲情に濁った眼まな差ざしのその全裸の男どもは、発情病患者たちに違いなかった。


    　自縛したように動けぬクリミアへ、わっ、と叫んで男どもが掴つかみ掛かって来る。華奢な身体が床に押し倒された。野獣のごとき魔手がクリミアの衣服を強引にはぎ取らんとする。


    「やっ！　いやっ！」


    　悲鳴を聞きつけたトロトゥーラが、はっとして振り返った。


    　ヴィクターを追うことをやめ、方向転換して駆けつけて来る。目の前の男を蹴り倒し、扉の前まで瞬時に飛んで来ると、クリミアの上に伸し掛かる男どもを尋常ならざる膂りよ力りよくを用い、掴んでは投げ、掴んでは投げ、尽ことごとく投げ飛ばす。


    　手を貸して立ち上がらせたクリミアの身は恐怖で痙けい攣れんしたように震えていた。


    　扉からは続々と発情患者の男どもが進入して来ている。


    　さらに、その男どもの後方より、低く錆さびを帯びた念ねん誦じゆの声が響いて来た。


    「……オン・ギャク・ギャク・ウン・ハッタ……オン・ギャク・ギャク・ウン・ハッタ……」


    　トロトゥーラはクリミアを庇かばうようにして身構えた。その鋭い目線の先、扉の向こうの発情病者たちの背後より、むんむんたる妖気を発散させながら悠然と歩み来る巨きよ躯くの男がいた。


    「ほお。これは何たる巡り合わせか……」


    　そう言って、被かぶった笠を、くいっと上げた沈ちん毅きなる馬面。


    　襲撃者の一人──魔法体外衝撃波療法師のクスマウルであった。


    　クリミアはクスマウルの姿を見、目をむく。


    　なんと、クスマウルの巨体に五人の裸女が絡みついていたのである。しかもその内の一人はクスマウルの首へ腕をまわし、腰へ脚を絡め、尻を振りながら恍こう惚こつの表情で嬌きよう声せいを発していた。


    　すなわち、今まさに女とクスマウルとは交合中だったのである。


    



    　ここまでのクスマウルの足取りを説明せねばなるまい。


    　フィンゼンとともにゴミ穴から地下へと下ったクスマウルはそこでフィンゼンと別れている。二人固まってヴィクターを捜すよりも手分けすべきだというフィンゼンの提案からだった。


    　クスマウルは体外衝撃波療法師──衝撃波を自在に生み出せる術者である。


    　衝撃波を一点集中されれば尿管内の結石を破砕させることも可能であり、また以前トロトゥーラを追撃していた時のごとく攻撃的なソニックブームに変えて対象にぶつけることもできる。


    　さらには衝撃波を減衰させることによって如い何かな音波も生み出すことも可能であった。


    　彼は時計島の声紋認証セキュリティに気がつき、能力を用いて自身の声を一度聞いたことのあるクリミアの声に変えて声紋認証で施せ錠じようされた扉を開錠して来たのである。


    　この階層までやって来たクスマウルは加速症状の発情病者の隔離施設を開き、解き放ってしまった。すなわち、今扉の向こうより現れた男どもはもともと加速症状を持っていた発情患者であり、クスマウルの身に絡みついている女どももまた同様だったのである。


    　しかし、奇怪なのはクスマウルが発情している女を拒むことなく受け入れ、しかも交合しながらここまで歩んで来たという異様な事実だ。森しん厳げんにクスマウルはこう語る。


    「無欲無欲と口で言うは易やすし。しかし行うは難し。むしろ、煩悩の果てにこそ悟りあり。淫楽地獄の苦く悶もんより善女を救済し得るのもまた功く徳どくであろう。む、むむむぅ！」


    　ふいに唸うなり出し、クスマウルは女の尻を掴つかみ、餅もちのようにこねながら自身の腰へと押しつける。女が、ひーっ、と絶叫のような嬌声を迸ほとばしらせた。「喝っ！」の気合いと共にクスマウルは女の内に精を迸らせた。気の入った女が、力を失い、クスマウルの身体からだからずり落ちる。


    「次の者、これへ」


    　厳げん粛しゆくなクスマウルの声を受け、別の女がクスマウルの体に縋すがりついた。一度精を放っても衰えることを知らぬクスマウルの巨根に自ら腰を沈め、切なげな声を上げ始める。


    　クリミアは目の前で行われている交合を直視するに堪えず、赤らめた顔を背けた。


    　が、トロトゥーラはあくまでも変わることない無表情。冷やかな声をクスマウルへ放った。


    「その状態で私とやり合うつもりか？」


    「お主がそのつもりならば、そうしよう。むしろ、今わしは女人との交合により心気冴さえわたり、覇は気き充じゆう溢いつたる状態ぞ。お主こそ女人二人を守りつつ戦うつもりかの？」


    　女人二人とは言うまでもなくクリミアと失神し抱え上げられている眼鏡の女のことだ。


    「悪魔デイアブルはどこぞ？　共に居ぬところを見ればどこぞに隠したな？　悪魔の居場所を教えれば、無益な争いはやめ、お主らには何もせぬ。のお。教えてくれぬか？」


    　クリミアは、ちら、と後方へ目をやった。ヴィクターは女たちに担がれたまま、洞穴の遥はるか先まで遠ざかっていっている。クスマウルはまだそれを見つけていないのだ。


    「断る」


    　トロトゥーラが即答した。クスマウルは穏やかに瞳ひとみを閉じる。


    「左様か。なれば、やむなし」


    　途端、クスマウルの手のひらの内に強烈な魔力が漲みなぎった。口中より滑り出る呪言とともに合掌するクスマウルの手が蒼あおい輝きを放ち始める。


    　その時すでに、トロトゥーラは眼鏡の女を抱えたままクスマウルに向け跳んでいた。


    　空を裂く飛び込み回し蹴げりがクスマウルの首根へと飛来する。さっ、と後方に跳び退のき躱かわすクスマウル。数名の女をしがみ付かせているにも拘かかわらず驚くべき身の軽さであった。


    　地へ足を着くとともに「喝っ！」の一声。クスマウルの手のひらより轟ごう然ぜんたる衝撃波が放たれた。トロトゥーラとクリミアは咄とつ嗟さに身を伏せる。頭上を不可視にして破壊的なエネルギーが掠かすめ通り、背後で衝撃波に巻き込まれ発情病の男どもがばらばらと飛ばされる。


    　再度の衝撃波を放とうと即座に念ねん誦じゆを開始するクスマウル。


    　蹶けつ然ぜんと跳ね起き、トロトゥーラは次なる術を放たせまいとクスマウルへ駆け向かった。


    　が、一手、クスマウルが速い。トロトゥーラがクスマウルの目前まで肉薄した時、勁けい烈れつな一喝の声が迸ほとばしった。真正面からトロトゥーラ打った二波目の衝撃は、背後のクリミアを巻き込んで後方へと吹っ飛ばし、床へ叩きつける。


    　痛みを堪こらえて身を起こしたクリミアとトロトゥーラの目の前で、クスマウルが凝然と立ち尽くし、遠方へ目を向けていた。クスマウルの円らな目線が向いている先──衝撃波のとばっちりを食った発情病の男どもが累々と打ち倒れ、洞穴の先まで見渡せるようになっている。そこに女たちに担がれながら運ばれていくヴィクターの姿がありありと見とめられたのだった。


    　にやーっとクスマウルが凄絶に笑んだかと見るや、地を蹴ってヴィクターへ駆け向こう。


    「待て！」


    　トロトゥーラがクスマウルを追って駆けた。その後をクリミアが追う。


    　女数人をしがみ付かせるクスマウルと眼鏡女を抱えるトロトゥーラ──双方、人を抱えているにも拘わらず風のごとき俊足だ。


    　が、荷物の少ないぶんトロトゥーラの方が速かった。クスマウルがヴィクターへあと数メートルのところまで接近した時、トロトゥーラの跳び蹴りがクスマウルの後頭部に飛来する。


    　殺気を察知し、蹴りこそ躱したクスマウルだったが、跳び込んで来たトロトゥーラに体当たりされ、押し倒された。立ち上がらんとするクスマウルの首へトロトゥーラの長い脚が絡んで引き倒す。二名、額に青筋立てながら地面にて激しいもみ合いを繰り広げ始めた。


    　追いついて来たクリミアへトロトゥーラが苦く鳴めいにも似た声を放つ。


    「ヴィクターを追え！」


    　トロトゥーラの声を浴び、鞭むち打たれたようにクリミアは駆け出した。


    　目線の先に一際大きな巨像があり、ヴィクターたちはすでにその裏側に回っている。


    　その場所で、女どもが醜みにくいヴィクター争奪戦を行っていた。


    　金切り声が響き合い、女どもの手によってヴィクターはもみくちゃにされている。男一人を奪い合う裸女どもの形相は殺意すら孕はらんでいた。哀れヴィクターは衣服をはぎ取られ、パンツ一丁の無惨な姿。女たちは最終防衛線たるパンツまで脱がせんと手を伸ばしていた。


    「ちょっ！　やめて下さい！　ヴィクターを返して下さい！」


    　クリミアは相棒の貞操の危機を救わんと、果敢にも騒擾の渦中に飛び込んだ。


    　と、女が、キーッ、と猿みたいな威い嚇かくの雄お叫たけびを上げ、クリミアの頬ほおを引っぱたく。


    　頬を打たれた痛みに、一瞬、唖あ然ぜんとしたクリミアだったが、その面がわなわなと震え始めた。柔にゆう和わなクリミアの心中に、彼女にしては珍しい燃えるような怒りが沸々と湧わき上がって来る。


    「ヴィ……ヴィ……ヴィ……」


    　クリミアの眦まなじりがつり上がり、白い面輪が紅潮する。


    「ヴィクターに触るなぁぁぁー！」


    　自身の頬を張って来た女に掴つかみ掛かり、懐から引っ張り出したのはすでに輝きを帯びた一本の鍼はりである。それを怒りにまかせて女の肩口に突き立てた。


    　鍼を刺された女が力を失いへなへなとくずおれていく。麻酔の魔術マジーを用いたのだ。本来医療以外では人に使わない術だが、この時のクリミアは頭に血を上らせている。


    　なぜ、これほどまでの怒りをクリミアが現したのか。その理由は次の一言に集約されていた。


    「私のヴィクターに変なことするなぁぁぁー！」


    　お淑しとやかな彼女とは到底思えぬ剽ひよう悍かんな動きでクリミアが躍り上がった。執しつ拗ようにヴィクターの体を弄もてあそばんとする女どもに飛びかかり、鍼を突き刺す。女たちも無抵抗ではなかった。お愉しみを邪じや魔まして来る小こ癪しやくな小娘をビンタし、引っ掻かき、髪を掴み、突き飛ばして来る。


    「くきいいいいいぃぃぃっ！」「ひきいいいいいぃぃぃっ！」「しゃきいいいいぃぃぃっ！」


    　けたたましい奇声が交錯し、女たちとクリミアとは、もみ合い、へしあい、しっちゃかめっちゃかなことになっている。ヴィクターを守らんとするクリミアの毅然たる声も女たちの絶叫に呑のみ込まれていくのであった……。


    



    　ぱっ、と閃せん光こうが走ったように、トロトゥーラとクスマウルは同時に跳び退のき距離を取った。


    　すでに眼鏡女を傍かたわらに降ろし身構えるトロトゥーラの五体からは陽炎かげろうのごとき闘気が漲みなぎり溢あふれている。その気迫に発情病者たちも近寄ること叶わず、怖おじけたように退いていっていた。


    　クスマウルは自身にしがみつく女をそっと地に降ろす。


    「お主ら、今しばらく離れておれ。ことが済んだらまた相手してやろうぞ」


    　クスマウルにくっついていた女どもは、あれほどの欲情を見せていたにも拘かかわらず不思議と従順にクスマウルより離れ、四方へと散っていった。


    「では、やるかよ、トロトゥーラ」


    　そう告げるとともにクスマウルの口より呪じゆの声が流れだした。


    　トロトゥーラはクスマウルの術の発動を待たない。ひとつ床を蹴けって、クスマウルまでの数間の距離を一跳足に縮める。長い脚での鞭むちを振り回すような鋭利な蹴りの連功が次々と放たれた。巨体に似合わぬ俊敏な動きで躱かわし続けるクスマウルは澱よどみ無く呪の詠唱を続けている。


    　見る間に輝きを増すクスマウルの手のひらより、並々ならぬ魔力が漲みなぎり出すのを感得するも、トロトゥーラの心に焦りは生まれない。衝撃波の射程範囲はすでに見切っているのだ。


    　クスマウルの手の内の光が充分な光量に達した瞬間、トロトゥーラは横っ飛びに身を躱す。


    　遅れて放たれる「喝っ！」の声。衝撃波があらぬ方へと飛んでいき、完全に隙すきだらけとなったクスマウルの顎あご目がけ、ワクヤ式必殺の豪脚を叩き込まんとしたその刹せつ那な──


    　強烈な衝撃がトロトゥーラの背にぶつかった。背骨が折れたのではないかという錯覚とともに、トロトゥーラの身がく、の字に曲がりながら弾き飛ばされ、巨像へと叩きつけらる。


    　痛みに耐えながら起き上がったトロトゥーラの目は驚きよう愕がくに見開かれていた。


    　彼女は確かにクスマウルの衝撃波を躱したはずである。しかし、衝撃波は思ってもみない方向──彼女の真後ろから襲って来たのだ。その場所へとトロトゥーラは素早く目を向ける。


    　そこに立っている者がいた。虚ろな瞳ひとみで佇ちよ立りつする素っ裸のその人物はクスマウルにしがみ付いていた発情病の女である。その女の全身が煌こう々こうと蒼あおい輝きを帯びていた。


    　他の女たちも同じである。皆、白はく蝋ろうのごとき肌より蒼い魔術光を妖々と立ち昇らせていた。


    「体外衝撃波魔ま術じゆつ〈子種共振〉」


    　トロトゥーラの疑念に答えるようにクスマウルが森しん厳げんと声を張った。


    「共振。すなわち、振動する物体にその物体の固有振動数と一致する周波数の力を加えた時、振幅が増大する現象。わしは衝撃波療法師ぞ。如い何かな周波数も自在に作り出せる。見よ！」


    　と、クスマウルが裸女たちを指差す。


    「あれらの女人の内にはわしの精汁が宿されておる。わしはいたずらに精を放っていたのではないぞ。魔ま術じゆつ的てき力を内包させた精汁を放っていたのだ。今、わしの精汁は女人の子宮内にて卵子と結合し、衝撃波魔術を使い得る新しき命へと変じておる。その子種の固有振動数と一致する周波を放てば、共振現象によりルンが増幅し、わし同様の衝撃波を放ち得るのだ」


    　長々と解説し「わかったか？」という目線を向けて来る。


    　が、わかろうはずもない魔界の理屈。ただ、これだけは理解した。今、この場にいる女たちはクスマウルの望むままに衝撃波を放つことができるということである。


    　女の数は五人。彼女らはトロトゥーラを遠巻きに扇を描くがごとき位置に立っている。すなわち、トロトゥーラは気がつかぬうちにクスマウル必殺の魔陣に包囲されていたのだ。


    「さあて、トロトゥーラ。引導を渡してくれようぞ……」


    　クスマウルが念ねん誦じゆし始めた。彼の手のひらのみならず女たちの裸体もまた輝きを強め始める。


    　トロトゥーラはクスマウルの詠唱を妨害せんと疾駆した。が、先程受けたダメージが、動きを鈍らせている。クスマウルの元へ到達する前に詠唱が終了した。


    「喝っ！」


    　六方より襲い来る津波のごとき衝撃波を躱かわし得るすべをトロトゥーラは持たなかった。


    　まともに衝撃波をぶつけられ、その身が再度石像へ叩きつけられる。


    　クスマウルの誦する声は鳴りやまない。合掌し、念誦しながら一歩一歩距離を詰めて来る。


    　女たちも同様に合掌し、包囲の輪を狭めて来た。さながら教祖に付き従う狂信者のごとく。


    「喝っ！」の声が発されたのは、ようやくトロトゥーラが立ち上がった時だった。


    　雪な崩だれ来る衝撃波に、再び飛ばされるトロトゥーラの肉体。


    「……オン・ギャク・ギャク・ウン・ソワカ……オン・ギャク・ギャク・ウン・ソワカ……」


    　クスマウルは容赦がなかった。徹底的にトロトゥーラをいたぶり続けるつもりである。


    　トロトゥーラは幾度となく浴びせかけられる衝撃波に、骨に罅ひび入り、口中からは血を吹き、ぼろきれのごとき様相になっていく。ついに立ち上がること叶わなくなり、床面に倒れ伏した。


    　ここで、ようやくクスマウルは念誦の声を止めた。


    「もうよかろう……」


    　力無く上げられたトロトゥーラの面は、血を滲にじませていたが、それでも瞳ひとみの光は失われていなかった。その光は屈服せぬという確固たる意志が込められた輝きである。


    「なにゆえか？　なにゆえ、お主は悪魔デイアブルを守らんとするか？」


    　クスマウルの言葉には強い憐憫の情が含まれていた。


    「わしにお主を殺させるな。命懸けてまで守らねばならぬ者か、悪魔は？」


    　トロトゥーラが苦痛とともに声を絞り出す。


    「ならぬ……。ヴィクターは、死んではならぬのだ……。ヴィクターは……拠り所……」


    「拠り所？」


    　クスマウルが疑念の声を上げた。が、トロトゥーラもまたどこか驚いたような表情を浮かべている。自分がなぜそう言ったのかわからない。そんな顔つきであった。


    　それは、彼女の失われた記憶の深淵よりふいに浮かび出た言葉だったのである。


    「聞かせよ。悪魔が拠り所とは如い何かな意味か？」


    　クスマウルが倒れるトロトゥーラへと歩み寄る。トロトゥーラの傍かたわらまでやって来て、しゃがみ込んだ時、ぱっ、とトロトゥーラの身が跳ね上がった。


    　卒然と放たれたトロトゥーラの回し蹴げりをクスマウルは、後方に跳び退いて躱す。


    「ぬうっ！　力尽きたと見せたは、わしを引きつける偽りか!?」


    　距離を置いたクスマウルをトロトゥーラが疾走し、追撃する。


    　執しつ拗ように蹴りを繰り出すも、俊速で動くクスマウルに攻撃を当てることは叶わない。


    「もはや情けは無用！　往生させてくれようぞ！」


    　言うが早いか、クスマウルは呪じゆの詠唱を開始する。見る間に光を帯び始める大きな手のひら。トロトゥーラの連功を涼風のごとく受け流し、ついに詠唱を終了させる。


    「喝っ！」と、叫ぶ一瞬前にトロトゥーラは身を躱かわしていた。しかし、五方向に散った女どもより放たれる衝撃波の圏内からは逃のがれていない。圧倒的な衝撃波に身を打たれ、今度こそトロトゥーラは力尽きるかと思われた。が、そうはならなかった。


    「なっ!?」


    　衝撃波を放ったのはクスマウルただ一人。女たちからは放たれなかったのである。


    　驚目を見開いたクスマウルは見た。女たちの腹部に蒼あおく輝く鍼はりが刺さっているのを……！


    　鍼は女どもの経穴セフイラを突き子宮内のルンの流れを乱している。これにより子種の固有振動数が変化していた。今、クスマウルが送った周波では共振が起こりえない。衝撃波は放たれない。


    　巨像の陰より凛りん然ぜんたる眼まな差ざしがクスマウルを射るがごとく見つめていることに気がつく。


    　女たちへ鍼を放ったのはその眼差しの主───クリミアだった。


    　彼女の傍かたわらにはヴィクターが転がっている。発情病の女どもを尽ことごとく麻酔にかけ、醜みにくいヴィクター争奪戦に勝利した彼女はヴィクターを連れて密かにここに戻っていたのである。


    （そうか！　力尽きたと偽ったは、鍼を打たせる時を稼ぐため……！）


    　と、ここまでのクスマウルの思考は衝撃波を放ってから数瞬にも満たない刹せつ那なの内に駆け巡ったもの。この一時の混乱がクスマウルに隙すきを作る。


    　我に返ったその途端、クスマウルの両膝ひざに激烈なトロトゥーラの蹴けりが炸さく裂れつした。


    　激痛に苦痛の声を迸ほとばしらせ、クスマウルは前のめりに倒れる。それでも何とか両手で起き上がろうとしたクスマウルのこめかみに、容赦なくトロトゥーラは下段蹴りを叩き込んだ。


    　ぐしゃっ、と鈍い音がしてクスマウルの身が動かなくなる。


    　トロトゥーラは、昏こん倒とうし床に伸びたクスマウルを冷たい眼差しで見下した。


    「貴様ごときに命懸けるほど私は安くない」


    　言い捨てると背を向ける。そして蹌そう踉ろうたる足取りでクリミアの方へと歩んでいった。

  


  
    第四章〈聴診器のジレンマ〉


    



    「あの……大丈夫なんですか？」


    「何がだ？」


    　トロトゥーラは振り返りもせずにそう答えた。


    「怪け我がです。せめてもう少し休んだ方がよかったんじゃないですか？」


    「この程度、負傷の内には入らぬ」


    　トロトゥーラの歩みは平然としており、確かに怪我人のそれではない。


    　クリミアとトロトゥーラは地上を目指し歩み続けていた。失神していた眼鏡の女は安全そうな場所へ残して来ている。外傷はないので、いずれを目を覚ますだろう。


    　クリミアはクスマウル戦で傷ついたトロトゥーラの怪我の状態を魔術マジーを用いて精密に検査しようとしたが、彼女は「時が惜しい」と頑なに断っている。


    　クリミアはせめてヴィクターを自分が担ぐと申し出たが、トロトゥーラはそれすら拒否した。クリミアでは重いヴィクターを背負ったまま地上まで歩き通すのは無理であろうと。


    （不思議な人……）


    　クリミアはこの謎なぞめいた女性に対する印象が少しずつ変わって来ている自分に気がつく。


    　初めの頃、トロトゥーラの無表情無感動、抑揚なき口調からこの女性を冷徹な機械のごとき人物だと思っていた。だが、眼鏡の女性を見殺しにしなかったことや、クリミアの危機を幾度も救ったことから、その鉄面皮の裏に思いの外ほか強い優しさが秘められていることがわかって来た。


    　ただそれを表に出さない。いや、出すすべを知らない、実にチグハグな女性なのである。


    「トロトゥーラさんはかつてご自分のいた世界のことを何も覚えていないんですよね？」


    　そう尋ねたのは、この女性がどうしてこのような人物になったのか知りたくなったからだ。


    「ああ。だが、徐々に思い出して来た」


    「え？　思い出して来た？　どんな世界だったんです？」


    「妖物モンストルとの戦いに明け暮れた世界だった。ひと時も気の休まらぬほどにな」


    　クリミアは息を呑のんだ。


    「私のいた世界では妖病ダムヌム・ミナトウムが異常万延していた。私の任務は妖物を狩ることだった。いや、私に限らぬな。魔法医師メデイサン・ドウ・マージは妖病を治療するよりも妖物を駆逐することを使命としていた。貴様のように戦うことを知らぬ魔法医師など一人もいなかったはずだ」


    　クリミアはトロトゥーラに守られてばかりの自分を顧み、申し訳ない気持ちになる。


    「すみません……」


    「気に病むな。おかしいのは私のいた世界の方だ。本来医師は戦う者ではないはずなのだ。妖よう病びよう者しやを殺すのが魔法医師の使命──そんな世界は間違っている。そう教えられた」


    　話しながらトロトゥーラの失われている記憶が少しずつ蘇よみがえって来ているようだった。


    「教えられた？　誰だれに？」


    　トロトゥーラは問われたことを思い出すために数秒の時間を要した。


    「兄……だな」


    「お兄さんがいるんですか？」


    「いた……と思う。ああ、そうだ。兄だ。兄は魔法医師メデイサン・ドウ・マージでありながら妖病ダムヌム・ミナトウムを患わずらっていた」


    「魔法医師なのに……妖病を？」


    「ああ。故ゆえにな、私のいた世界では、虐げられる存在だった。だが、それでも妖病者を癒すことを諦あきらめなかった。私はそんな兄を誰より強いと思い、誇りに思っていた」


    　クリミアはもっとその兄のことを聞きたくなったが、ここで会話は中断されることとなる。


    　階段が一つの扉に突き当たったのだ。


    　扉を開けて入ると、そこはどこか明るい雰囲気のある施設だった。床には装飾的に淡く色付けされた絨じゆう毯たんが敷かれ、壁面も花や蝶ちようの意匠の施ほどこされた壁紙が貼はられている。


    　中央には全面ガラス張りの部屋があり、その部屋を回廊のごとく廊下が囲っていた。


    　硝子の部屋の内にはいくつもの小さなベッドが並んでおり、そのベッド上であどけない寝顔を見せているのは生まれたばかりと思われる小さな赤ん坊たちである。


    「助産施設……ですかね？」


    　廊下の壁際には点々と部屋がある。その一つを覗のぞき込んでみた。


    　部屋の内にはベッドが二つ。ベッドの上にはそれぞれ赤子を胸に抱き、授乳する女性の姿があった。加速された意識の内にあるクリミアたちの目にその母子は止まっているように見える。幼いわが子に乳を与える母の顔は深い慈しみに満ちていた。


    「母か……」


    　トロトゥーラのその呟つぶやきはどこか寂しげである。


    「トロトゥーラさん、お兄さんの他にご家族は？」


    「母がいたが、亡くなった」


    　悪いことを聞いてしまったと思い、クリミアは言い淀んだ。


    「羨うらやましいな」


    　ぽつり、とトロトゥーラが言う。


    「この赤子がだ。私の母は私を愛していなかった。母を思い出そうとしても、よい印象は蘇って来ない。母はただ厳しく、冷たく、私を強き戦士に育てることしか念頭になかったようだ」


    「そんなこと……」


    「私のいた世界はそういう世界だった。特に魔法医師の血を引く私は妖物モンストルと戦う戦士になることだけを期待されて育てられた。母の愛情など受けたことはない。私に愛情を注いでくれたのは、年が離れ、稀まれにしか会えぬ兄だけだったな……」


    　トロトゥーラは遠くを見るような目をする。


    「兄がいなければ私は心持たぬ戦闘機械と化していただろう。いや、心など持たぬ方がよかったろうかな……。ゴーレムのごとくただ従順に戦いに赴おもむき、力尽きたならば従容と死を受け入れる。私の世界で望まれる戦士とは人ではない。心持たぬゴーレムなのだ……」


    　クリミアはトロトゥーラという女性のチグハグさの理由がようやくわかった気がした。


    　戦士として育てられた経験が彼女から表情を奪い、妖病ダムヌム・ミナトウムの身でありながら患者を癒し続ける魔法医師メデイサン・ドウ・マージの兄が、冷たい無表情なトロトゥーラという入れ物の中に強い熱情をふき込んだのだ。


    　その相そう剋こくにトロトゥーラは苦しんでいるのかもしれない。戦うだけのゴーレムに成りきれぬ己に、熱い心を持ちながらゴーレムであらねばならぬ己に……。


    　が、クリミアの内にむらむらと湧わき上がって来たものはトロトゥーラに対する同情などではなく、自身でも理由のわからぬ憤いきどおりだった。


    「……トロトゥーラさんは何のために生きているんです」


    「私はただ戦うために育てられた。戦士であるが故ゆえに生かされている存在だ」


    　即答したトロトゥーラへ、クリミアは激しく首を振る。


    「生かされている──なんて言葉使っちゃ駄目です。生かされている人なんていないんです。人はみんな生きているんです。自分の意志で」


    　トロトゥーラはきょとんとしたような顔つきになる。


    「私は医師です。医師はたまに勘違いしてしまいます。自分の力で患者を生かすのだと。でもそれは傲ごう慢まんです。患者が生きるのは患者自身の力でです。医師はただ生きたい患者をお手伝いするだけ。生きるか死ぬか、どう生きるか、それを決めるのは患者自身なんです」


    「私は患者か？」


    　つい医師としての信念が口をついて出てしまったことを指摘され、クリミアは顔を赤らめた。


    「つ、つまりですね！　戦士として育てられたから、こう生きなきゃいけないとか、戦士だから生かされているとか、そういうのは違うって言いたいんですよ！　患者でもそうじゃなくても、誰だれかによって生かされてる人なんていなくて……どう生きるかは結局その人の意志なんですよ！　私、この島に来てからずっと引っかかってたことがありました！」


    　興奮から、クリミアの言葉は支離滅裂になり始めた。


    「この島には素晴らしい設備があり、社員の健康が管理され、妖病の蔓まん延えんする今も、患者は機械の力によって介護され、死なぬようにされています。でも、誰一人として自分の意志で生きようとしていないんです！　生かされていることに従っているんです！」


    　そこまで喚わめきたてて、クリミアはかぶりを振る。


    「じゃ、なくて……。コッホ社の人たちが生きようとしてないんじゃなくて……コッホ社というものが機械を使って人間を傲慢に生かそうとしている──そう感じちゃうんですよ。どう生きるかという個人の意思をみんな取り去って、ただ死なぬようにさせる機械を作って……」


    　クリミアの言葉を遮さえぎるように、ふいにトロトゥーラが言った。


    「兄が言っていたのを思い出したな。最近の医師は聴診器を使えぬ者が多い、と」


    「は？」


    「なるほど。熟練が必要な聴診技術など身に着けずとも優れた検査機器があれば患者の体内状況を知ることができる。聴診器を用いての聴診技術は、無用の長物と化して来ている」


    　なぜ急に聴診器の話などし始めたのかわからず、クリミアはぽかんとしてしまう。


    「が、兄は言っていた。それによって失われたものが多いとな。それは患者との触れ合いだ。直接患者の体内の音を聞かなくなった医師は、患者をただのデータとしてしか見られなくなってしまう。貴様のいうところの生きている患者を見失う。生かしていると思うようになる」


    　そこで一旦トロトゥーラは間を置き、


    「生かしている。そうだな。自立呼吸の困難な者を人工呼吸器に繋つなぎ、食事の取れぬ者を経管栄養器に繋ぎ、生かし続ける。そのような生き方を患者が望むか否かを問う前に機器は生まれ存在してしまっている。この島の有様はそれを想起させる」


    「……私は決して医療機器を否定するわけでは……」


    「ジレンマがあると言いたいのだろう？」


    　さらりとトロトゥーラは言う。


    「高度な医療機器の開発により、多くの患者が救われている。そしてさらなる開発が望まれる。それは事実だ。だが、何か大切なものを置き去りにしてしまっているような気がする……」


    「トロトゥーラさん……そこまで考えてらっしゃったんですね……」


    　クリミアの声は嘆息と共に発された。


    「いいや。全く考えていない」


    　クリミアはずっこけそうになる。


    「全て兄の言っていた言葉だ。貴様が言いたいことが兄と同じような気がしてな」


    「あ……。ああ、そうなんですか……」


    　結局何を言いたかったのかよくわからなくなってしまっていた。つまるところ戦士としてしか生きられないと言うトロトゥーラにそんなことはないと言いたかっただけなのだが……。


    「しかし、響いたぞ」


    　トロトゥーラの言葉に、クリミアは目を丸くする。


    「人を生かそうとするのは傲ごう慢まんか……。なるほど、人は己の意志で生きるものか……」


    　何やらクリミアが伝えたかったこととは、異なる部分に納得してしまったようである。


    「あのー……。トロトゥーラさん……」


    　と、クリミアが言おうとした時、ふいに脳中に奇妙な感覚が飛来した。


    （この光景……どこかで……）


    　例のデジャヴュだった。唐突に始まった既視感はいつになく強烈であり、数秒先に起こり得る出来事を先取りしてクリミアに伝えて来る。得体の知れぬ焦慮の念が去来し、クリミアは先取りされた未来の情景をなぞるように動いていた。部屋の一つに魅入られたように入る。


    　例によって、部屋には寝台が二つあり、子を抱いた母親がいた。


    　トロトゥーラが怪け訝げんそうな面おも持もちでクリミアについて部屋に入って来る。


    「トロトゥーラさん。ヴィクターをこのベッドの下に入れて下さい」


    「は？　なぜだ？」


    　それにクリミアは答えられない。デジャヴュの見せる数秒先の未来では、クリミアはそのように行動しているからだ。デジャヴュの予測する通りにしか動けないかのようだった。


    「とにかく、早く！」


    　不審げだったが、トロトゥーラは言われるままにヴィクターをベッドの下へと入れた。


    　そうして、クリミアは部屋を出る。そこでデジャヴュが終わった。


    「どうした？　どうしてヴィクターをあそこに隠した？」


    「わかりません……。急に……デジャヴュが……。デジャヴュに操られるみたいに……」


    　その時、突如としてトロトゥーラがクリミアを突き飛ばした。


    　半瞬後、かっと何かが煌きらめいてクリミアの立っていた真横の壁面に一直線の斬ざん線せんが穿うがたれた。


    　わけもわからず立ち上がったクリミアの見たのは廊下の先へと鋭い眼まな差ざしを向けるトロトゥーラの立ち姿だった。目線の向く先に白い影法師のごとく佇たたずむ者がいる。


    　額に第三の目。面上に一脈の殺気を湛たたえたその人物。


    　──魔法光力学療法師フィンゼン。


    　クリミアのデジャヴュはこの襲撃を予測し、ヴィクターを隠させたのである。


    



    　さて、このフィンゼン。各所声紋認証によって閉ざされた扉を如い何かにして潜くぐって来たのか。彼はクスマウルのごとく声紋を偽証する術を持たぬはずだ。


    　答えは簡単である。ぶち破って来たのだ。


    　彼の不可思議な術──手を触れずにものを切断する術の前には固い鉄てつ扉ぴも紙のごとし。


    　無論、セキュリティ機械の網羅された時計島の扉を破壊すれば、武装した警備員が駆けつけて来る。警備員の内には加速された者もいたはずだ。それらをどうやり過ごして来たのか。


    「──殺して来たな」


    　トロトゥーラが静かに──だが、内に嫌悪を隠しながら言った。戦闘者トロトゥーラはフィンゼンの肉体にこびりついた殺人を犯した直後の者特有の気配を鋭敏に察知していたのだ。


    「教えろ。悪魔デイアブルはどこだ」


    　高邁にフィンゼンが言った。クリミアは部屋の寝台の下に隠したヴィクターを背中で窺うかがう。


    　直後、フィンゼンの額の目が、かっ、と輝いた。クリミアの足元の床に切断孔が刻まれる。


    「言え。言わねば、その小娘を殺す」


    　と、言った後、フィンゼンは邪悪そのものといった笑みで口の端を吊つり上げる。


    「いや。殺すか。その小娘を殺せば、おまえが悪魔デイアブルを助ける意味も無くなろう」


    　その理屈がわからず、トロトゥーラは眉まゆを顰ひそめる。


    「ふん。思い出せぬか？　クリミアを殺した後にゆっくりと教えてやろう。その小娘さえ亡き者にすれば、おまえは悪魔を殺すより他なくなるのだからな！」


    　フィンゼンの額の目が再度攻撃的な煌きらめきを放つ。トロトゥーラがクリミアを抱きかかえ、跳び下がった。床に刻まれた斬ざん線せんに目をやった彼女は何事か感づいたかのごとくこう言った。


    「なるほど。光力学療法か」


    　──光力学療法。すなわち、光。


    　眼光という言葉が示す通り、生物の眼球は、微弱な光を発する発光体である。


    　フィンゼンは通常のそれよりも数倍強い眼光を発する第三の目を有する者であった。


    　しかし、そもそも第三の目とは何ぞや？


    　脊椎動物の祖先はもともと二つの外側眼と一つの頭頂眼の三つを持っていた。


    　外側眼は現在の脊椎動物の両目に当たるものである。頭頂眼は現今の生物でヤツメウナギやカナヘビなどが、僅わずかに残しているが、ほとんどの脊椎動物は進化の過程で消失している。


    　しかし、完全に消失したわけではなく、その痕跡は脳内に残った。松果体がそれに当たる。


    　フィンゼンは母体内での発生過程で先祖返りを起こし、松果体が額から露出し、頭頂眼──第三の目となって生まれついた実に珍奇な人間なのであった。


    　フィンゼンは己のみが持ち得る特異な頭頂眼の強い光を魔術マジーを用いて増幅させる術者なのである。しかも、その光を励れい起き状態にし、誘導放出させ、不可視の光線として発射できるのだ。


    　すなわち──レーザー光線。


    　レーザー焼しよう灼しやくによる脱毛、刺青いれずみ除去、鼻粘膜を焼くことによる鼻炎の治療、緑内障治療、さらには人体を切開することなくがん細胞のみを焼き切ることも可能なのである。


    　光エネルギーを高め集光すれば、人体を焼くのみならず、一刀両断せし得る鋭利な刃やいばとも化す。クリミアたちを幾度も襲ったのはこのレーザー焼灼切断魔ま術じゆつに外ほかならなかったのだ。


    「ほお。俺の光力学魔ま術じゆつ〈光だんびら〉の絡から繰くりを見抜いたか？」


    　感心したようにフィンゼンは言う。その燃える眼が、くわっ、と見開かれた。


    「見抜いたところでどう抗あらがう！　むしろ抗うすべのなきことに気がついたであろうがっ！」


    　煌めきを放つ不可視の殺人光線。さっ、とトロトゥーラがクリミアを横抱きにして身を翻ひるがえす。


    　立て続けにフィンゼンの額が煌めきを放ち、床に、壁に、天井に、切断線が描きつけられた。


    　トロトゥーラは鳥の羽ばたくがごとくクリミアを抱いたまま、巧みに廊下を縫ぬって回り、それらを尽ことごとく躱かわしていく。が、その様は猟銃の一斉射撃の内を逃げ惑う窮きゆう鳥ちようのごとく危ういものだった。トロトゥーラの頬ほおを肩を足をレーザーが擦さつ過かし、無数の切り傷を作ってゆく。血が流れ出ぬのは切断面を瞬時に焼しよう灼しやく蒸散するレーザー攻撃ゆえであろう。


    「わははははっ！　踊れ！　踊れ！　さあさあ、逃げられぬよう足を切ってやるぞ！　腕を切ってやるぞ！　クリミアの屍しかばねの横で、四し肢しのないおまえを俺のものとしてくれる！　幾回幾十回と犯してやる！　頑固なおまえの心が折れ、俺のものになると泣いて頼むまでなぁ！」


    　糞くそ野郎ここに極まれりの台詞せりふを吐き出し、さながらその想像により激しく射精するがごとく眼光レーザーの猛襲は、さらにさらに苛か烈れつさを増す。


    「トロトゥーラさん！　私を放して下さい！」


    　クリミアが絶叫した。肉弾戦に特化したトロトゥーラがフィンゼンを倒そうとするならば、敵の能力を掻かい潜くぐり、接近戦に持ち込まねばならない。しかし、クリミアを抱えた自由の利かぬ身ではそれも困難だ。クリミアを放さねば万に一つもトロトゥーラに勝ち目はない。


    「案ずるな」


    　トロトゥーラの言葉が聞こえたか聞こえぬか、クリミアの身体からだがふわりと横に飛ぶ。


    　部屋の一つへ投げ込まれたのだ。ヴィクターを隠したあの部屋である。


    　すぐさまトロトゥーラが部屋へ飛び込んで来た。その額より血が流れ顔面を伝って顎あご先まで流れている。物もの凄すごい出血だ。流れた血は瞬く間に血だまりを作る。


    「トロトゥーラさん！　血が！」


    　驚いて声を放ったクリミアだったが、同時に不解の念を覚える。


    　いつの間にトロトゥーラは額を傷つけられたのだろう。そんな場面をクリミアは見ていない。クスマウル戦の時、そこに擦かすり傷程度の傷は負っていたような気もしたが……。


    　見ればトロトゥーラの身が淡く蒼あおい光を帯びていた。唇が僅わずかに動き、何事か念じている。


    （魔法？　トロトゥーラさんが魔法を……？　魔法を使って出血を増大させている？）


    　床にできた赤い血溜まりが、トロトゥーラの念ねん誦じゆに呼応して、すーっ、と白濁していく。


    　目を見開くクリミア。が、その驚きの顔が凍りつく。トロトゥーラの背後のベッドの下から足が出ていた。ヴィクターの足である。上う手まく隠したつもりが隠しきれていなかったのだ。


    　急いでシーツを引っ張ろうとした時、部屋の外より不敵な嘲ちよう笑しようの声が聞こえて来た。


    「くっくっくっ……。どこに逃げ込んだとて同じよ」


    　開け放たれた戸の前に、ゆらりと死に神のごとくフィンゼンが姿を現す。クリミアは慌ててヴィクターの足を我が身で隠した。が、その動作をフィンゼンに見られてしまう。


    「何だ？　今、何を隠した？」


    　そう言った後、合点がいったという風に三つの目を細める。


    「そうか。そこか。その下に悪魔デイアブルを隠しているのだな？」


    　ひやりとした汗がクリミアの額を滴したたり落ちた。息もできない緊張に体が強こわ張ばっていた。


    「馬鹿め！　ベッド諸共、両断してくれるわ！」


    　奔ほん騰とうする一いつ閃せんの怪光。


    　ぱっ、と血の飛沫しぶきが舞い上がった。くるくると回転して宙に飛んだのは人間の腕である。


    「ぎゃああああああああっ！」


    　劈つんざくような叫きよう喚かんが迸ほとばしった。


    　しかし、それはクリミアではない。トロトゥーラでもない。ヴィクターでもない。


    「ぬあっ……あがっ……う、腕が……お、お、お、俺の腕があぁぁぁ！」


    　自身の足元に転がった腕を瞠どう若じやくの眼で見下しているその男は、なんとフィンゼンであった。


    　彼の右腕が切断され、肩口より、ぼたぼたと夥おびただしい血液が溢あふれ出ている。


    　フィンゼンが額より魔術マジーを放たんとしたその刹せつ那な、クリミアの後方より矢のごとく放出されたものがあった。それがフィンゼンの腕に命中し、切断したように見えたのである。


    　その放出されたものが、中空で凝固し浮遊していた。白い円盤状のものである。


    　それは高速で回転しているらしく、ぶんっ、ぶんっ、と空くうを切る回転音が響いていた。


    「魔法助産術〈血ち千ち切ぎり〉」


    　無表情なるトロトゥーラの口より冷たく発されたのは異様な術名であった。


    　カッ、とトロトゥーラの目が見開かれる。その瞳ひとみが蒼あおい輝きを放ったかと見るや中空に浮いていた白い円盤が、ギュンっ、と猛回転しながらフィンゼンへと襲い掛かった。


    「くうっ！」と呻うめいて、フィンゼンは自身の右腕を拾い上げ、部屋を飛び出る。


    　円盤がフィンゼンを追って飛んでいく。その後を追ってトロトゥーラも部屋を駆け出た。


    　赤いものを点々と廊下に滴したたらせながら、転げるように逃げるフィンゼンを白い円盤は生き物のごとく宙を舞い、追尾する。それはさながら意思を持ち飛行する回転ノコギリだ。


    　強い恐怖と疑念を三つの目に宿し、フィンゼンは襲い来た円盤を危ういところで躱かわす。


    「私は、魔法助産師。乳汁を自在に操る術を心得ている」


    　トロトゥーラの瞳が、きんっ、と輝いた。


    　回避した円盤が弧を描き戻り、またもフィンゼンを襲う。咄とつ嗟さに竦すくみ下がるフィンゼン。


    「乳汁を高速回転。その回転速度はマッハ三。鉄をも切断し得る。況いわんや、貴様の素っ首をや」


    　またトロトゥーラの瞳が光った。円盤が彼女の言葉を現実のものにせんとするがごとくフィンゼンの喉元目がけ飛んでいく。身を捻って躱したフィンゼンの鼻を円盤が掠かすめて通った。


    「乳汁……？　こ、この助産施設の女どもの乳汁……!?」


    「いいや。生あい憎にく、魔術を用い生成した乳汁しか操れぬ。これは私の血。乳汁とは血液より生成されるもの。血液を術を用い乳汁へと変性せしめた。血千切りとは、すなわち乳切り」


    　そうトロトゥーラが解説する間にも血潮から生じた乳汁円盤は、幾度も幾度もフィンゼンを襲う。逃げ惑うフィンゼンの切断された右肩口より、血が滴り床を汚していた。


    「そら、貴様はそうやって私の術の弾丸を増やしてくれている」


    　冷酷に言った後、トロトゥーラは口中にて念ねん誦じゆする。その身より蒼い光が湧わき上がり出したかと思うと、床に点々と散ったフィンゼンの血が呼応するように発光し始めた。


    　嫌な予感に後ずさったフィンゼンの目の前で床面の鮮血が乳白色に染まっていく。染まりきったと見るや宙へと浮き上がり、ぶんぶんと音を立てて猛回転し始めた。


    「行け。その外道を切り刻め」


    　トロトゥーラの瞳ひとみが光を放ち、新たに生まれた十数という乳汁円盤が一斉にフィンゼンへと殺到し、目も覚めるほどの勢いで縦横無尽に斬きりかかる。


    　フィンゼンは跳び下がりながらレーザーを放った。連射される眼光レーザーが向かい来る乳汁円盤を次々と蒸散させるが、フィンゼンからとめどなく溢あふれ滴したたる血液がすぐさま新たな円盤と化す。フィンゼンは背を向け、逃げるように駆け出した。


    　トロトゥーラは佇ちよ立りつしたまま夥おびただしい乳汁円盤を操作するため精神を集中させる。無数の乳汁を操作するためには精神集中が必要なのである。
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    　クスマウル戦でこの術を使用しなかったのはクスマウルの広範囲に衝撃波を放てる技を用いれば容易に乳汁円盤たちを一網打尽にされ、無防備なまま反撃される恐れがあったからだ。


    　が、今、逃げ惑うフィンゼンは飛び交う円盤をひとつひとつ撃ち落とすことしかできない。


    「ふ……不覚だ。お、おまえが、ま、まさか、このような技を使えるとは……」


    　円盤から逃げつつ、あえぎあえぎフィンゼンが言った。肩口からは、未いまだに滾々と出血が続いている。円盤を身に受けずともフィンゼンはいずれ大量出血で行動不能となるだろう。


    「だ、だが、これで勝ったと思うなよ……！　お、俺は光力学療法師だぞ」


    　フィンゼンが迫り来る円盤を三つ同時に打ち落とす。さらに飛来する四つの円盤から逃のがれんとして身を転がせた。フィンゼンの背が一つの部屋の戸口にぶつかる。


    　フィンゼンを追い詰めるように、十数という円盤が彼を取り囲むように浮遊する。


    　フィンゼンは三つの目玉をいっぱいに見開き咆ほう哮こうした。


    「おっ……俺は光力学療法師だぞぉぉぉっ！」


    　フィンゼンは何を思ったか血を滴したたらせる肩口へ切断された右腕を押し付けた。


    　肩口へあてがった腕へ額の頭頂眼を向ける。頭頂眼より蒼あおい光線が放出され、血の滲にじむ肩口をなぞるように動いた。


    　そこへ一気に押し寄せる円盤たち。フィンゼンの五体は円盤の猛撃によって微み塵じんに切り刻まれるかと思われた。が、フィンゼンは自身の右手にある部屋の戸をひっつかみ開け放つ。


    　開かれた戸が盾となり、乳汁円盤は戸板へと衝突した。


    「何!?」と、驚きを顔に刷はかせたのはトロトゥーラだった。その驚きの理由──それはフィンゼンが右腕を用いて戸を開いたからである。切断されていたはずの右腕を用いて……！


    　フィンゼンが円盤によって粉砕された戸板の裏より転がり出、俊敏に立ち上がる。


    　驚くべし！　右腕が落ちることなく左肩へ接着されているではないか。さらに接着された右手の指がぴくぴくと動いていたのである。満面に脂汗を浮かべながら、フィンゼンが言った。


    「く、くふふ……。ま、間に合った……」


    「嘘うそ……」と、声を漏もらしたのは戸口より顔を覗のぞかせ、戦いを見守っていたクリミアだった。


    「まさか、切断肢の再接着を一瞬で……!?」


    　切断された指や四し肢しを繋つなぎ直し、再び動くようにする術技は存在する。


    　だが、それは微小血管吻合や神経縫ほう合ごうなどの極めて精密な作業が必要であり、戦いの最中に今のような短時間で行えるようなものではないはずなのだ。


    「ティ、生体組織溶接テイツシユ・ウエルデイングだ……」


    　未いまだ荒い息を吐きつつも、フィンゼンはクリミアへ不敵な笑みを向ける。


    「み、見たか。レーザーの収束性を用いれば微細な毛髪にすら文字を刻むほどの細密な作業が可能だ。微小血管吻合や神経縫合のごとき超微小手術マイクロサージヤリーも俺にとっては朝飯前ということさ」


    　三つの血走る目玉で動じることなきトロトゥーラの無表情を憎々しげに見やる。


    「これでもう俺の血から新たな乳汁は作れまい！」


    　叫ぶやいなや、トロトゥーラに向け眼光レーザーを放出した。トロトゥーラを守るように乳汁円盤が集結し、不可視のレーザー光線と乳白色の円盤が中間地点でぶつかりあい相殺する。


    　二名は休まない。一弾二弾とレーザーを、乳汁カッターを放ち合い、躱かわし合う。


    　瞬く間に床面や壁面に無数の斬ざん線せんが幾条にも幾条にも走り刻まれる。


    　フィンゼンは向かい来る円盤を躱しつつも、それらをひとつひとつ着実に撃墜してゆく。


    　目に見えて乳汁円盤の数が減少し始めた。それとともにレーザーは術に集中するトロトゥーラへも襲い来るようになる。レーザーを躱かわす一瞬、術の継続が途切れ、乳汁円盤の動きが停止する。その隙すきを逃のがさず、フィンゼンはさらに円盤をひとつふたつと撃ち落としていった。


    　トロトゥーラはレーザーを躱しつつ、自身の額に指で触れる。止まっていた彼女の出血が術によって再開され、床へ滴したたった。自身の血によって血ち千ち切ぎりの弾丸を補充し始めたのである。


    「い、いけない……」


    　廊下を飛び交う恐るべき攻撃魔法にクリミアは部屋を出ることができなかった。


    　自身の血液を武器とするトロトゥーラの顔が青ざめていくのは、クリミアの目にも明らかである。時が掛かれば掛かるほどトロトゥーラは消耗し、出血多量で行動不能になるだろう。


    　さらにクリミアは気がついた。トロトゥーラの戦い方には躊ちゆう躇ちよがある。


    　施設中央の全面ガラス張りの部屋──そのガラス壁に幾重にも切断線が穿うがたれていた。


    　幸い中にいる赤子に累は及んでいないが、いつガラスが割れて赤子たちへ降り注いでいくか知れたものではない。トロトゥーラの躊躇ためらいの理由はこれだった。


    　トロトゥーラは乳汁カッターがガラス壁に当たらぬように気を使って攻撃しており、また、フィンゼンの眼光レーザーが狙い誤ってそちらへ向かわぬように極力ガラス壁とは反対の壁面に身を寄せて戦っていたのだ。対するフィンゼンはお構いなしにレーザーを乱射している。


    「せめて、私が赤ちゃんを……」


    　赤ん坊を壁面から遠ざけてやるだけでも、だいぶトロトゥーラは戦いやすくなるはずである。


    　クリミアはガラス部屋の入り口を探し、視線を巡らせた。回廊の反対側にそれはある。


    　が、入り口を見つけると同時にクリミアの目を見開かせるものも見つかった。


    　すぐ目の前のガラス壁──そこに歪いびつな四角形型の穴が開いている。フィンゼンのレーザーが幾度か命中することによってガラスがくりぬかれていたのだ。


    　外れた四角いガラスが、ガラス部屋の内側に浮いている。そのガラスがゆっくりと下降して見えるのは、クリミアが加速された意識の内にあるからだろう。下降するガラスの真下には、眠れる赤子を載せた寝台があるではないか。ガラスの鋭利な角が赤子に向いている。


    　ガラスが赤子へ落下するまでどれほどだろう。通常時間で一秒にも満たぬ時間だとすると、加速されたクリミアにとっては三十秒かそれほどか。


    　気がつけばクリミアは激しい攻撃魔法が交錯する廊下へ迷いなく飛び出していた。


    　はっ、としたトロトゥーラの真横をクリミアが全速力で駆け抜ける。


    　一瞬、戦いから意識の逸それてしまったトロトゥーラへすかさずフィンゼンのレーザーが襲う。


    　咄とつ嗟さに身を躱そうとしたトロトゥーラだったが遅かった。太ふと腿ももに強い熱を感じたかと思うと、それは激烈な痛みへと変わり前につんのめって倒れる。激痛がトロトゥーラの術の継続を切断した。中空に浮いていた円盤が瞬時にただの乳汁と化し、びちゃびちゃと床に落ちる。


    　夢中で駆けるクリミアはトロトゥーラが倒れたことに気がつかなかった。回廊を廻り込み、ガラス部屋の戸を勢いよく開けると赤子を載せたベットがずらりと並ぶ間を縫ぬって走る。


    　落下するガラスが寝台へ突き刺さったのは、クリミアが赤子を抱き上げる一瞬後だった。


    「間に合った……」


    　安あん堵どの顔を上げたクリミアがガラス壁ごしに見たのは、太ふと腿ももを押さえ蹲うずくまるトロトゥーラの姿だった。切断こそ免れたもののトロトゥーラの太腿はごっそりと肉が抉えぐられている。


    　クリミアの顔が一気に色を失った。自身の不用意な行為が招いた結果を一瞬間で思い知る。


    「ト、トロトゥーラさん……！」


    　トロトゥーラが苦く悶もんに歪ゆがんだ顔をクリミアへ向ける。


    「に、逃げろ……」


    　見れば、フィンゼンが頭頂眼を輝かせ、薄笑いを浮かべながらクリミアを見ていた。


    　この邪悪なる三眼の妖人がガラス壁ごしにクリミアをレーザーで射ぬかんとしているのは明白である。クリミアは、じりじりと後ずさるも、すぐに腰が寝台へとぶつかった。


    「ふふふ……。悪魔デイアブルを世に産み出した悪女クリミアめ……」


    　それは未熟だったクリミアの行った治療魔ま術じゆつの失敗が、ヴィクターを妖よう病びよう者しやへ変えてしまったことを言っているのだろうか。見る見るフィンゼンの頭頂眼が輝きを増していく。


    「悪魔を殺す前に、悪女に断罪を下してくれるわ」


    　と、卒然、三名の視界が真っ赤に染まった。


    　誰だれかの鮮血が迸ほとばしったわけではない。施設の照明が赤色に変わったのだ。


    　唐突に赤く変じた照明にクリミアもトロトゥーラも戸惑いの眼まな差ざしを周囲へ彷徨さまよわせたが、フィンゼンはすでにその照明の意味を知っているらしく、ちっ、と不快げに舌打ちする。


    「もう来たか。鬱うつ陶とうしい」


    　途端、施設の入り口の扉が、サーっ、と横に開いた。


    　扉の外より雪な崩だれ込んで来たのは、全身を薄い鎧よろいで包んだコッホ社の警備員たちである。皆、意識の加速された者であり、手には青々と輝く電気警棒を握っていた。


    「セキュリティが破壊行動を感知した！　ただちに破壊行動をやめ、投降せよ！」


    　隊長格と思われる警備員が高らかに声を発する。


    　この赤い照明は警告灯だったのだ。フィンゼンとトロトゥーラの放ち合った魔術マジーが施設を傷つけ過ぎたため、施設内のセキュリティが発動し、警備員たちを呼び寄せたのである。


    「特にそこのおまえ！」と、警備員が指差したのはフィンゼンであった。


    「おまえの行った複数エリアでの破壊行動及び警備員の殺害を監視カメラが捉えている！　島外からの侵入者だな！　殺人、器物破損、無断侵入により厳罰に処されることを覚悟せよ！」


    　フィンゼンが警告灯の存在を知っていたのは、別の場所でも同じような騒動を起こして来たからだったのである。フィンゼンは喚わめきたてる警備員へ侮蔑の眼差しを向けた。


    「邪じや魔まするな。蛮族ども」


    　その言葉とともに、警備員一名の首が切断されて宙に飛んだ。


    　一時、動揺を見せた警備員たちであったが、即座に気を引き締め直す。


    「敵は何らかの兵器を使用しているぞ！　火器の使用を許可する！　包囲しろ！」


    　隊長の下知とともに警備員の半数が迅速に回廊を廻り込み、フィンゼンを挟撃する陣を敷いた。腰に携帯していた短銃を抜き取り、一斉に筒先をフィンゼンに向ける。


    　フィンゼンの額が一いつ閃せんした。放たれた不可視の光線によって瞬時に三名の警備員の首が飛ぶ。


    「攻撃して来たぞ！　撃て！　撃てぇ！」


    　隊長の叫びと共に警備員たちが一斉射撃を開始した。


    　雨あめ霰あられのごとく飛来する弾丸をフィンゼンは白コートを翻ひるがえしながら俊敏に躱かわしていく。躱しながらもレーザーを撃ち放ち、警備員を斬ざん殺さつする。首が、腕が、切断され、面白いように飛び交った。一斉掃射は疾速のフィンゼンにはまるで通じず、包囲の陣形も瞬く間に崩れ去る。


    　それでも、施設の入り口からは次から次へと新たな警備員が駆け込んで来た。ここまでにフィンゼンが行って来た狼藉を知る彼らは、島中に散っている全警備員を呼び寄せているのである。


    　激しい闘とう諍じようの中、クリミアはガラス部屋を出て、蹲うずくまるトロトゥーラの元へと駆けつけた。


    「トロトゥーラさん！　大丈夫ですか！　私のせいで！」


    　トロトゥーラは苦痛の浮いた顔をクリミアに向ける。


    「構わん……。それより、今の隙すきにヴィクターを連れて……逃げろ……」


    「トロトゥーラさんも……！」


    　クリミアはトロトゥーラに肩を貸して立たせてやる。


    「……置いて行け……」


    「駄目です！　一緒に行くんです！」


    　断固として首を振るクリミアだったが、トロトゥーラに体重を預けられた彼女はよろよろとしか動けない。それでもクリミアは一歩一歩、必死で歩んだ。


    　早くヴィクターを回収し、この場を離れ、安全な場所まで逃げねばならない。


    　フィンゼンは警備員たちとの戦いに夢中で、二人がヴィクターの隠された部屋に向かっていることに気がついていない。逃げるには今が好機なのである。


    　が、間もなく部屋へと到着しようとした時、警備員二名が戦線を離脱し、駆けつけて来た。


    「待て。何をしようとしている？」


    　厳しい声で尋ねられた。


    「わ、私はこの島の病を治療しに招かれた……」


    「知っている。クリミア・ポーヴァルレ。おまえの声紋は登録されている。だが、そちらの女。おまえは登録されていない。さらに、おまえは施設内で破壊行為を働いた。クリミア・ポーヴァルレ。おまえは侵入者と行動を共にしている。無断で島内に招き入れたな？」


    「ち、違います！　この方は私を助けてくれていて……」


    「問答無用。おまえはすでに来客ではなく処罰対象だ。捕縛する」


    　警備員の一人がクリミアの肩を掴つかみ、ぐい、と引っ張った。


    　その手を横からトロトゥーラが掴んだかと見るや、警備員の体が一回転して床に叩きつけられる。どこにそんな元気が残っていたのか、トロトゥーラが警備員へ投げ技を食らわせたのだ。


    「抵抗したな！」


    　残る一人の警備員が電気警棒を振り上げた。トロトゥーラはその腕を捕り、背負い上げるようにして警備員を地面へ叩きつける。


    　さらに警備員数名が駆けて来た。トロトゥーラは苦痛に眉まゆ根ねを顰ひそめながらも身構える。しかし、太ふと腿ももの痛みに耐えて何とか立っているような状況だった。


    「トロトゥーラさん！　無理です！　ここは大人しく投降しましょう！」


    　クリミアが叫んだ時、ふいに声が響いて来た。


    



    『──侵入者……異分子……破壊行為……排除する……』


    



    　それは発情病の宿舎でも聞こえて来た声である。


    　まるでテレパシーでも受信したかのようにクリミアの脳内に直接届いて来る声だ。


    　一時、立ち尽くしたクリミアの視界に異常が現れたのはその直後である。


    　駆け寄って来る警備員の動きが加速し始めたのだ。その警備員だけではない。フィンゼンと戦う者らも含め、全ての警備員の動きが、まるでフィルムを早回ししたかのように速度を増していき、ついには掻かき消えて見えなくなったのである。見える者と言えば、トロトゥーラとフィンゼンのみ。その二名もこの異常に気がつき困惑を面に表している。


    （警備員さんたちの動きがさらに加速された？　いえ……違う……）


    　ガラス部屋の内にいる赤ん坊たちが通常速度で動いているのが目に入った。


    （私たちの加速が消えた……!?）


    　目前の風景が、急速に乱れた。肉体を浮遊するような感覚が襲い、目にするもの全てが混ぜっかえしたように高速で流れていく。三半規管を揺さぶられ、吐き気を覚える。


    　耐えきれなくなりクリミアは目を閉じた。


    　目を閉じてから感覚として数秒後、肉体の浮遊感が消えたことに気がつく。


    　怖々と、クリミアは瞼まぶたを開いた。


    「どこ……ここ？」


    　クリミアの立っていたのは見知らぬ場所だった。


    　目の前には鉄格子。傍かたわらにはトロトゥーラが唖あ然ぜんとして膝ひざをついている。


    　薄暗いこの場所は牢ろう獄ごくだった。何な故ぜか唐突に加速の消えた二人は警備員たちによって一瞬間に何処いずことも知れぬ場所にある牢獄へと移動させられてしまっていたのである。

  


  
    第五章〈時の牢ろう獄ごく〉


    



    　その頃、イングリドはガッラードの町にいた。


    　イングリドは乗合バスの待合所にてたった今やって来た異装の人物と向き合っている。


    　漆黒のローブを身に纏まとい、鳥の顔を模したような奇怪な仮面を被かぶったその男は結社の諜ちよう報ほう員いんにして魔法医師メデイサン・ドウ・マージの情報伝達員──ペスト医師であった。


    「じゃあ、やっぱり、やつはこの町に来ているの？」


    　イングリドの問いにペスト医師は仮面の顔を頷うなずかせる。


    「特徴に合致する男が町の宿に一泊していた。宿帳にはフィンゼンの名で署名されている」


    「フィンゼン……」


    　イングリドは助産院で出会った男の事を思い出す。白コートにオールバック。額に第三の目を持つ妖人物。その男は生まれたばかりのフレデリークの子供をかどわかして去ったのだ。


    （あたしのせいで赤ちゃんが……）


    　目の前でおめおめと赤子を攫さらわれ、イングリドは責任を感じている。赤子を誘拐した男を捜し出そうと、すぐさまペスト医師と連絡を取った。結社の諜報員であるペスト医師の情報網を利用し、特徴が一致する人物を捜してもらうことにしたのである。


    　そして、それらしい人物が助産院にほど近い町の停留所から、このガッラード行きのバスに乗ったという報告が入ったのはつい昨日のことだった。


    「やつは何者なの？」


    「わからん。魔術師マージのようだが結社には所属していない。さらにフィンゼンには仲間がいる。金髪長身の女性と一緒だったと宿の主人が言っていた。また、乗合バスの停留所で、笠を被った大柄な男と小太りの男の二人と合流しているのを目撃した者がいる」


    「赤ちゃんは？」


    　イングリドは最も気にかかっていたことを尋ねた。


    「……いない」と、冷静な中にも、どこか暗然としてペスト医師は答える。


    「この町に来た時にはすでにいなかった。ここまでのどこかに隠したか、あるいは……」


    　最悪の事態を想像し、イングリドは表情を青ざめさせた。


    　人身売買組織に売り飛ばされたというだけならばまだ捜し出す手立てもあろう。しかし、フィンゼンが魔術師ではなく忌いまわしい妖術師だったならばどうだろう。自身の邪悪な妖術儀式の供く物もつとして強いルンを持つ赤子を攫ったのだとしたら、今頃、赤ん坊は……。


    　イングリドは首を振って悪い考えを追い払った。気をしっかりと持ち直し、こう問う。


    「で。やつはこの町のどこにいるの？」


    「この町にはいない。メンロ行きの乗合バスに乗って町を立ったようだ」


    「メンロ……!?」


    　メンロと言えば、クリミアたちがゲルハルト・コッホに会うために向かった町ではないか。


    （何か……関係があるの？）


    　額に指を当て、考え込むイングリド。


    　その背中が、ぴりっ、と火に炙あぶられるような気配を感得した。


    「……メンロだな」


    　猛獣の唸うなるような声がして、イングリドは戦せん慄りつ的に振り返る。そこに修しゆ羅らが立っていた。


    　見上げるような長身。岩塊のごとく筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの肉体。湧わいた耳みみ朶たぶ。殺意を孕はらんだ双そう眸ぼうが篝かがり火びのごとく爛らん々らんと輝いている。深紅の毛髪が、強烈な怒気に炎のごとく揺らめいていた。ごりごりと牙きばを歯ぎしりさせる音がする。みしみしという音は、筋肉が内面の忿ふん怒ぬに呼応し膨張する音だった。怒れるその形相の凄すさまじさは、鬼と言っても魔と言っても足りぬ程に兇きよう悪あくである。


    「フ、フレデリーク……」


    　そう。常人ならば到底持ち得ぬような猛気を発散させるこの人物は、赤子を攫さらわれたフレデリークであった。彼女もイングリドとともにこの町に来ていたのである。


    「宿で待っててって言ったのに……。赤ちゃん産んだ後なんだから、あんまり動いちゃ……」


    　そのイングリドの言葉をフレデリークは聞いていない。のしのしとペスト医師に近づいていく。ペスト医師は巨大熊に追い詰められるような威圧感を覚え、後ずさった。


    「おい、こら。……そいつは、メンロにいるんだな？」


    　恫どう喝かつするように尋ねられ、ペスト医師はこくこくと覆面の首を縦に振った。


    「……ぶっ壊す」


    　フレデリークはそう低く呟つぶやきペスト医師に背を向けた。子を攫ったフィンゼンをぶっ壊す。ぶっ殺すではなく、ぶっ壊すというところに凄すごみを感じる。


    　歩み去って行こうとするフレデリークへ、イングリドは慌てて声を投げた。


    「フ、フレデリーク！　メンロ行きのバスはそっちじゃないって！」


    　物凄まじい顔でフレデリークが振り返った。


    「……のろい」


    　と、一言。フレデリークが駆け出した。巨体とは思えぬ豪速である。駆けるその脚が速過ぎて見えない。砂さ塵じんを巻き上げ、往来の人々を跳ね飛ばしかねぬ猛速度は、さながら猛牛の突進を見るがごとし。実際、走るバスを一台二台と追い抜いていく。


    「ま、待って！　あ、あたしもいくぅー！」


    　すでに道の果てまで消えていってしまったフレデリークの姿を追ってイングリドも走り出した。二十メートルほど走ったところで、立ち止まる。


    「あ、あたしは、バスで……いいわよね」


    　イングリドは、とぼとぼと停留所へと引き返した。


    



    
      ◆

    


    



    　気がつけば、ヴィクターは暗く狭い場所にいた。


    　花壇のある広場で魔法医師メデイサン・ドウ・マージたちに襲撃されてから、実は六分ほどしか時間が経過していない。


    　加速された意識の内にいるクリミアたちにとってはおよそ五時間ほどの時間として体感されていたが、ヴィクターにとってはほんの六分の出来事だったのである。


    　あの広場でクリミアの肩に手を置き、落ち着かせようとした途端に目の前の風景が目まぐるしく変化した。六分間続いた風景の混濁に目を回し、ようやく治まったかと思えばこの暗闇やみの内にいたのである。すごく狭い。その狭い場所に横たわっている。


    （どこだここは？　ベッドか？　ベッドの下にいるのか？）


    　そう気がつき、ヴィクターはベッド下より這はい出る。


    　途端に女の悲鳴が響いた。ベッドの上に赤子を抱いた女がいる。自身の座るベッドの下から見知らぬ男が出て来たものだから、仰天し、恐慌状態になったのだ。


    「わっ！　わわっ！　す、すまねえ！」


    　慌てて部屋を飛び出し、廊下に出た。そこで目を見開く。


    　廊下は惨さん憺たんたる有様だったのだ。壁に、床に、天井に、さらには施設中央にあるガラス部屋のガラス壁にも、鋭利な刃物で抉えぐったような切断線が無数に刻まれている。


    　しばしの呆ぼう然ぜん自失の後、ヴィクターは呟つぶやいた。


    「……クリミア……。クリミアはどこだ……」


    　彼の守るべき相棒がここにいない。広場でのクリミアの取り乱した様子が頭に残っていた。


    　胸中にて不安が鎌首をもたげ、目の前の壊滅的な廊下の惨状がその不安を助長させる。


    　気がつけば、ヴィクターは駆け出していた。


    　助産施設を抜け、クリミアを捜し、長く続く廊下をひたすら走る。


    　何度か閉ざされた扉にぶつかったが、音声認証のことを思い出し開くことができた。幾度か社員とすれ違ったが、コッホ社員特有の無関心さゆえ誰だれもヴィクターに気を留めようとしない。


    　今、ヴィクターはどことも知れぬ薄暗い通廊の続く一角へと迷い込んでいた。


    　壁面から床面まで鉄でできたその一角は、壁や天井をうねうねとパイプが這い回る人ひと気けない場所だった。地じ唸うなりのごとく機械が動作する音が絶えず響いている。


    　ここまで我武者羅に走り続けて来たヴィクターだが、はたと駆ける足を止めた。


    　いたずらに走り回ったところでクリミアは見つけられぬと、ようやく気がついたのである。


    「くっそぉ……。どこなんだよ、ここは？」


    　そう呟き、ヴィクターは周囲を見回しながら歩む。鉄の床を踏む硬質な音が冷たく響いた。


    「あなた……」


    　ふいに背後から声を掛けられた。驚いて振り返ると、後方にある小部屋から見知らぬ少女が顔を覗のぞかせている。十歳ぐらいの幼い少女であった。


    「あなた……気をつけなさい。危険が迫っていますよ」


    　それだけ言うと、少女は部屋の内に顔を引っ込めた。


    「何？」


    　気になることを言われたヴィクターは少女を追ってその部屋へと入る。


    　部屋の内には鉄の箱がいくつも積み重ねられていた。その箱の一つに少女が腰掛けている。


    　ヴィクターは「おや？」と思った。少女の顔立ちが変わっていたのである。先程、十歳ぐらいに見えた少女が、もう少し幼く六歳ぐらいになっているような気がしたのだ。


    「おい。何だよ。危険が迫ってるってよ」


    　不審を覚えつつも、ヴィクターはそう尋ねた。が、少女は首を傾かしげる。


    「危険が迫ってる？　私、そんなこと言ったの？」


    　少女は少し考え込み、変なことを言い出した。


    「ごめんなさい。私、過去を思い出せないの。未来しか思い出せないの」


    「は？」


    「私、普通とは逆なの。過去の記憶がない代わりに未来の記憶があるの。そういう病なのよ。私は未来の記憶のままにしゃべっているだけ。本当は、何もわからないわ。自分がしゃべるであろうことが、頭に思い浮かぶの。その通りにしゃべって、行動しているだけ」


    　ふと見ると、少女の顔が話し始めた頃よりも心なしか幼くなっているように見えた。


    　ヴィクターは何やら薄気味悪くなって来る。


    「私はこの病気のせいでずっと遡さかのぼっている。島の病気。遡る病気。遡り方にも色々ある。過去を忘れながら一気に遡る人もいる。そういう人は自分が遡ったことに気付かない。気付かないから、知られていないけど、この島にはたくさん遡っている人がいるのよ。でも、私はそうじゃない。未来を記憶して過去を知らない。老人から時とともに赤子に若返る……」


    「そ、そうかい。悪いが、俺は先を急ぐんでな……」


    　強引に話を打ち切り、ヴィクターは早はや々ばやと部屋を出た。


    　これ以上意味不明なことを口走り続けるこの不気味な娘と関わり合いたくなかったのである。


    「気を付けてー。あなたに危険が迫っているわー。あなたを鉄の看護師が襲うわよー！」


    　ふいに背に投げられたその言葉にヴィクターは、はっ、とする。


    （鉄の看護師……？　メンロの港で俺を襲ったゴーレム？）


    　ヴィクターは部屋へと駆け戻った。そこに信じられぬものを見る。


    　少女がいなかった。代わりに少女のいた鉄の箱の上には──赤ん坊がいたのだった。


    　驚きよう愕がくするヴィクターの目線の先で、赤ん坊はあどけなく笑っている。と、その時だ。


    「病巣を確認しました。切除します」


    　その声はすぐ真後ろからだった。


    　咄とつ嗟さに振り返ったヴィクターは嫋たおやかな微ほほ笑えみを浮かべた色眼鏡の女性を見た。


    　ナース服を纏まとったその女は紛うことなくメンロの町でヴィクターを襲撃したあのゴーレムである。その腕が大きく振りかぶられていた。


    「なっ!?　おまえ、どうして……!?」


    　と、驚きの声を上げる間もなく、鉄拳が振り降ろされた。跳び退のき、部屋の外へと転がり出たヴィクターの立っていた鉄の床がナースの拳こぶしによりひしゃげる。ナースがゆっくりとヴィクターを振り返った。色眼鏡の奥の赤い光点が無機質にヴィクターへと向けられる。


    「病巣を確認しました。切除します」


    　お決まりの台詞せりふをナースが発した頃、ヴィクターはすでに廊下を駆けていた。


    　突然に出現したナースから逃のがれようと我武者羅に一直線の廊下を走り抜ける。


    （あいつ、メンロ港から俺を追って来たのか!?　どうして俺がここにいるとわかった!?）


    　無論ヴィクターはこの遠隔手術支援ゴーレム〈ダヴィンチ〉に自動追尾機能が備わっていることを知らない。メンロで一度破壊されたダヴィンチは自動修復機能によって蘇よみがえり、魔術的探知機能によって常に位置情報を捕捉しているヴィクターを追って海を渡って来たのである。


    　ダヴィンチは、地下深くにいるヴィクターまでの最短距離を計算し、ルートを選択して来た。


    　最短距離──すなわちそれは地上を経由せず地下からこの場所への侵入である。


    　時計島の地下には海洋へと下水を排出する管があった。常人ならば到底潜ることの叶わぬ深海に設けられた下水管をこの人造の女は水流や水圧をものともせずに通過して来たのである。


    　ダヴィンチは不思議と即座に追うことをせず、すでに二十メートル先まで距離を離したヴィクターを凝然と見つめ、その唇より声を漏もれ出させた。


    「ガソリン車椅い子すモードに変形します」


    　ダヴィンチの左右の脇腹部分が、がぱりと開いた。内より車輪が出て来て地面に降ろされる。尻を後方に突き出すような不自然な体勢をとったかと思うと、尻穴より鉄管が伸び出て来た。


    　バルルンっ、と激しいエンジン音がダヴィンチより発されたかと聞こえた後、尻の鉄管が火を噴き上げる。車輪が急回転を始め、ナースが猛然たる勢いで走行し始めた。


    「なっ、何だと!?」


    　振り返った廊下の後方より、火炎を噴き上る車椅子と化したダヴィンチが爆走して迫って来た。僅わずか数秒で時速百キロまで加速し、ヴィクターに追いついた時には二百キロに達している。


    　時速二百キロの体当たりをまともに背中に受け、ヴィクターの体が前方に弾き飛ばされた。


    　優に十数メートルを吹っ飛ばされ、鉄の床に叩きつけられた。常人ならばこれだけで即死するようなダメージを受けるも、そこは妖病ダムヌム・ミナトウムによって常人離れした耐久力を持ったヴィクターだ。即座に飛び起き、逃走を再開しようとする。


    　が、ダヴィンチは待ってくれなかった。再び超高速の突進が襲い来る。


    　寸でで躱かわしたヴィクターを掠かすめ、残像を引きながらダヴィンチが廊下の先へと飛んでいった。


    （どこか……どこかに逃げ込まねえと……）


    　直線の廊下の続くこの場所では、あの高速体当たりを延々食らい続けることになるだろう。


    　遠く廊下の先を眺めやると、横へ曲がる角を発見した。それはダヴィンチの真後ろにある。


    　ヴィクターはダヴィンチへ向かって疾駆した。迎え撃つようにダヴィンチが疾走して来る。


    　衝突するかと見えた一瞬、ヴィクターは床を蹴けって跳躍した。ダヴィンチは高速走行をすぐに停止させられず遥はるか後方まで飛んでいっている。


    　振り返られる前に、ヴィクターは横道へと飛び込んだ。そこには上と下へ続く階段がある。


    「しめた！」と思い、ヴィクターは階段を駆け上った。あの車輪ではこの階段を上れまい。


    　駆け上りながら、一時、後方を振り返る。ダヴィンチが階段の手前まで来て止まっていた。


    　一、二度、階段の一段目にこつこつと車輪をぶつけた後、こんな言葉を口にする。


    「キャタピラー車椅い子すモードに変形します」


    　ダヴィンチの二つの車輪の骨組みが分解された。車輪の形状が変化し、ベルト状の履板を歯車が回転させる造りへと変わっていく。変化し尽くしたところで、ダヴィンチは追撃を再開し始めた。無限軌道上に変形した車輪は柔軟に段に乗り上げ、高速の芋いも虫むしを見るがごとき妖あやしいまでのスピードで猛然と階段を上って来るではないか。


    「おいおい、嘘うそだろっ！」


    　ヴィクターは必死で階段を逃げ駆け上る。


    　幾階層過ぎたか覚えがないほど上った時、階段が途切れ、鉄の扉にぶつかった。


    　ヴィクターは扉を開け放ち飛び出した。扉を出たヴィクターは、一時自分が追われていることも忘れ、息を呑のむ。そこに不可思議な世界が広がっていたのである。


    　真っ赤な空。左右に高い断崖が聳そびえていた。どうやら深い渓谷の底にいるらしい。


    　地面には針のように尖とがった大小様々な大きさの紫水晶が草のごとく生えており、さらに人の背丈よりも大きな毒々しい模様の茸きのこが密生して森のごとくなっていた。


    （屋外に出た？　いや、何だここは？　地獄にでも迷い込んだか？）


    　一瞬、そう思ったヴィクターだったが、すぐに思い直す。


    　地上で見せられた天国のごとき人工庭園の風景。おそらく、ここはそういった庭園の一つなのであろう。高い断崖も遠近法を欺いた絡から繰くりで、赤い空も天井に当てられた照明に違いない。


    「悪趣味なもん作りやがって……」


    　呟つぶやくと同時に走り出す。背後からは恐るべき鋼鉄ナースが迫っているのだ。


    　直後、ダヴィンチが扉から飛び出て来る。奇怪な人工風景になど目もくれず、ただヴィクターのみを色眼鏡の奥のレンズに映し、キャタピラーを猛回転させ、まっしぐらに追って来た。


    　ヴィクターは茸の密生する内へと逃げ込む。そこで立ち止まった。


    　地面から生える紫水晶により足場が悪く、かつ樹木のごとく林立する巨大茸によって入り組んだここならば、敵も先程の二百キロの加速はできまい。迎え撃つならばここであった。


    　ダヴィンチは茸きのこの森の前で一時停止すると、変形を開始する。


    　車椅い子すモードから人間型へと戻った。待ち構えるヴィクターへ、悠然と距離を詰めて来る。


    　歩みながら、その機械の腕が割れ始めた。内より甲殻類の歩脚状のアームが伸び出て来る。


    「病巣を確認しました。切除します」


    　お定まりの台詞せりふとともに地を蹴けって疾駆するダヴィンチ。


    　ヴィクターは茸の間を縫ぬうようにして横に駆けた。アームが鞭むちのごとく宙を踊り追撃する。


    　ここでヴィクターは唐突にダヴィンチへと駆ける向きを変えた。アームがそれを追おうとした時、がっき、と茸へアームが絡まってしまう。これを狙ったヴィクターの動きだった。


    　アームを絡ませ無防備となったダヴィンチ本体へ、ヴィクターは一気に突進する。


    　一発、顔面に当て身を叩きつけ、地面へと突き倒した。即座に起き上がろうとするダヴィンチを地に押しつけるようにして馬乗りになる。ここまでの体勢を作り出せば、あのメンロ港での一戦と同じだ。ダヴィンチの頭部を壊れるまで殴り続けるだけである。


    　ひたすらヴィクターはダヴィンチの顔面へ拳こぶしを叩き込む。


    　色眼鏡が割れて散り、ダヴィンチの嫋たおやかな半面が砕け、内部の機械がむき出しになった。


    　と、ヴィクターの周囲に蛍のごとく燐りん光こうを発する小さなものが三つ、宙を漂い寄って来る。


    　その三つの発光体が一斉にヴィクターの口の中に飛び込んで来たから堪たまらない。


    「ぬあっ！　うげっ……！」


    　仰天し、ダヴィンチを拘束する力を緩めてしまう。その隙すきを逃のがさず、俊敏にダヴィンチはブリッジの姿勢を取り、ヴィクターを跳ね飛ばした。地面を輾てん転てんしたヴィクターは唐突に口こう腔こう内に突っ込んで来た発光体を嘔え吐ずきながら口に手を突っ込んで掴つかみ取り投げ捨てる。


    　一時、地面を転がったそれは再び浮き上がり中空を舞いながらヴィクターへと飛んで来た。


    「くそっ！　何だよ、これ！」


    　この発光体はラエネクの放った魔法カプセル内視鏡ゴーレムであった。


    　ヴィクターを自動追跡し、ついに今、ここまで追いついて来たのである。


    　このカプセル内視鏡ゴーレムは本来患者の体内に進入させて消化管内の検査、及び治療を目的とするものだが、敵対する存在の体内に侵入させれば、内部から肉体を破壊することもできる。今、この三つのカプセル内視鏡の行おうとしていることはまさにそれであった。


    　ヴィクターは腕を振り回し払い除けようと試みるも、カプセル内視鏡どもは巧みにヴィクターの手を躱かわし口腔を目指して飛来して来る。口を閉じれば、鼻や耳を執しつ拗ように狙って来た。


    　視界を飛び交う発光体の向こう側で、ダヴィンチがゆらりと立ち上がる姿が目に入る。


    　半面が砕け、物もの凄すさまじい顔へと変じているその口が、ぞっとするほど嫋やかな声を発した。


    「病巣を確認しました。切除します」


    「ちっ！　くそがっ！」


    　ヴィクターはダヴィンチに背を向けて駆けだしていた。カプセル内視鏡ゴーレムの参戦により、ダヴィンチをこの場で倒すのは不可能と見、再び逃走へと転じたのである。


    「くそっ！　これじゃあ、クリミアを捜すどころじゃねえぞ！」


    　真っ赤な空の下を逃げ走るヴィクターは悪夢の内にいるのではないかと錯覚していた。


    　そう、まさに悪夢。今、ヴィクターが逃げ、駆けていく方向。それはクリミアの見た悪夢の光景──その時、その現場へと向かっていることをヴィクターは知しる由よしもないのであった。


    



    
      ◆

    


    



    　クリミアとトロトゥーラは目前に並ぶ鉄格子を長いこと呆ぼう然ぜんとして眺めていた。


    　ここは時計島のどの辺りなのか？　どうして急に肉体の加速が消えたのか？　ここから自分たちは出してもらえるのだろうか？　ここに閉じ込めて自分たちをどうするつもりなのか？


    　様々な疑問が生まれ、二人は麻ま痺ひしたようになっていた。


    　ゆえに、彼女らがこの広くもない牢内に先客がいることに気がつくまで時間が掛かってしまったのもやむを得ぬことだろう。彼女たちがようやくその存在に気付いたのは、牢奥の薄うす闇やみから苦しげな呻うめきが聞こえて来た時である。


    「うぅうぅ……あ……あれあ……」


    　照明の光が届かない牢中の暗闇に誰だれかが横たわっていた。目を凝らして見れば黒衣を纏まとった中年男性である。その黒い服は神父服に外ほかならない。男は聖職者なのだ。


    　男は横になったまま身じろぎする。身を起こそうとしているらしいが、できぬようだった。


    「あなたは……？」


    　クリミアは男の元に歩み寄る。男は人形のように無表情だった。口を利こうとして唇をぱくぱくさせるが、呂ろ律れつが回らず、上う手まく声が出ないようである。


    「もしかして……表情筋が……麻痺している？」


    　呟つぶやいた後、クリミアは「あれ？」と思った。この人物を見たことがある気がしたのである。


    　トロトゥーラが痛む太ふと腿ももを押さえながら寄って来た。男を一目見ると微かすかに眉まゆを顰ひそめる。


    「この男、鉄鎚マルテルだぞ」


    　クリミアの顔が強こわ張ばった。男の黒衣の胸の部分──そこに金糸で槌つちの紋章が刺し繍しゆうされている。


    　聖庁特殊異い端たん審しん問もん官かん〈鉄鎚〉──魔術師マージにとっては不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵である。


    「マ、鉄鎚……！　も、もしかして、この人……!?」


    　クリミアは戦せん慄りつ的にこの人物のことを思い出した。


    　かつてブルックという町に治療に赴おもむいた時のことである。彼女の患者を狙い幾度も襲撃を繰り返して来た三名の鉄鎚がいた。この人物はその三名の内の一人──確か名はブロー。


    　切っ先の無い異形の剣を振るいヴィクターの首を刎はね、クリミアと彼女の患者を恐ろしい牢ろう獄ごくへと叩き入れた。クリミアの治療しようとしていた患者は、この男に捕らえられることによって処刑された。さらにこの男は何十人という罪なき民衆の首を斬きって捨てたらしい。


    「う……うぬ……あ……あ……あの時の……妖術師……!?」


    　ブローの方でもクリミアに気がついたようだった。散大されたまなこにじわじわと憎悪の念が湧わき上がるのがありありと見て取れる。


    「お……おのえ……異端……」


    　ブローは身を起こそうとして、上う手まく動かぬ腕で体を持ち上げんとする。しかし、すぐにバランスを崩し、倒れてしまった。ブローは自由にならぬ己の手を忌いま忌ましげに見る。


    「こ……この身あ……動けあ……」


    　息も絶え絶えであった。呼吸すら上手くできぬように見受けられる。その様子を怯おびえた目で見つめていたクリミアだったが、何事かに気がついたように眉まゆを顰ひそめた。


    　クリミアの顔から怯えが消え、張り詰めた緊張感が刷はかれていく。


    「球麻ま痺ひ……？　運動障害……。眼球運動障害は見られない……。もしかして……」


    「あ……あぐ……ああっ……」


    　やおらブローが呻うめいた。目を見開き、開いた口がわなわなと震えている。宙を掻かくように麻痺した両腕が、苦く悶もんを訴えて上げられた。


    　クリミアは咄とつ嗟さにブローの口元に耳を持っていく。呼吸が止まっていた。


    「いけない！　呼吸障害です！」


    　叫び、クリミアが懐に手を突っ込んで、鍼はりを一本取り出した。素早く呪じゆを唱えると、輝き出した鍼をブローの喉に突き刺そうする。呼吸を補助する魔術マジーを施ほどこそうとしているのだ。


    　鍼持つクリミアの手を背後からトロトゥーラが掴つかんで止める。


    「待て。こいつは、鉄鎚マルテルだぞ。鉄鎚を助けるのか？」


    「鉄鎚でも人間です！」


    　毅然と言い放つと、クリミアは呻き悶もだえるブローの喉へ鍼を突き立てる。途端、蒼あおい光が伝導し、ブローの喉から口元にかけての経絡パスを体表面に浮き上がらせた。鍼より、すーすーと空気が漏もれ出る音がする。ブローの呼吸を魔術を宿した鍼が代替しているのだ。


    　ブローの顔より苦悶が消える。しかし、代わって強い憎念が浮き上がって来た。


    「おのれっ！　我に何をした！　邪悪な妖術ソルセルリーを今すぐ解け！」


    　魔術により舌の麻痺が一時的に回復したブローが激げつ昂こうして喚わめきたてる。喉に刺さった鍼を引き抜こうと、手を上げるも、腕の麻痺は癒されておらず不可能だった。


    「落ち着いて下さい。あなたは、おそらくＡＬＳによる呼吸筋の麻痺を起こしています。その鍼を抜けば、呼吸ができずに酸欠死してしまいますよ！」


    「えーえるえす？　そは、なんぞ！　忌いまわしき呪じゆ詛その名か!?」


    「説明します。ですから落ち着いて下さい」


    「聞くまいぞ！　聞くまいぞ！　異端の理論など耳の穢けがれよ！　去れ！　異端者！」


    「聞いて下さい！」


    　叱しつ咤たするようにクリミアは声を張った。


    「筋委縮性側索硬化症──通称、ＡＬＳ。運動ニューロンの障害による神経変性疾患。つまり、あなたは病気です！　それもかなり重篤な！」


    「何？　重篤？」


    　ブローは喚わめくのをやめる。だが、その目には疑わしげな様子があった。


    「この病気に罹かかると運動ニューロンが侵され、随意筋が萎縮し麻ま痺ひするんです。ここまで症状が悪化する前、指先に痺しびれを感じたり、食事中に噎むせたりすることがあったはずです」


    　ブローには思い当たる節があった。


    「なにゆえ、我は左様な病に……」


    　と、尋ねてしまったのは、クリミアの言葉の真剣さについ流されてしまったからだった。


    「グルタミン酸の過剰が原因と言われています。ですが確かな病因はわかっていません」


    　クリミアにはわからぬが、ブローがＡＬＳを発症させた原因は、彼の必殺剣〈雲くも之の耀きらめき〉にあった。肉体の反射を限りなく繰り返すことによって放たれる神速の技は、運動ニューロンに強い負担を掛け、使用すればするほどに神経を蝕むしばまれていたのである。


    「ニクラスさんが言っていました。侵入した鉄鎚マルテルを捕らえたと。それは、あなただったんですね。ここまで症状の悪化したＡＬＳを抱えた体で、どうやって島に入り込んだんですか？」


    　ブローは何か考え込むように一時黙った。その後、口を開く。


    「我は、ここにどれほどいるのか？」


    　クリミアは怪け訝げんな顔をした。自分でそれがわからぬのだろうか、と。


    「ニクラスさんの口ぶりでは、ごく最近のことのように言っていたような気が……」


    「何？　ごく最近？　我はもう数年はここにいるものと思っていたぞ。我がこの島に来た時は、まだこの身は自由であったのだ」


    　クリミアは眉まゆ根ねを寄せる。ＡＬＳは一度発症すれば進行が速い病だ。発症から二、三年で全身の麻痺に至る。とはいえ、数日やそこらで今のブローほどに増悪するとは思えない。


    「我はどうなるのだ……。我のこの病はこの後どうなるのだ？」


    「全身の随意筋が麻痺し、呼吸筋の委縮によって呼吸ができなくなり……いずれは……」


    　クリミアは先を言うのを躊躇ためらう。ブローは動揺を見せず、ただこう泰たい然ぜんと問うて来た。


    「……治す手立てはないのだな？」


    「残念ながら教会医学では、ＡＬＳを根本的に治療する方法はありません」


    「ふっ。死など恐れぬわ。すでに我はこの命、神に捧げておる。惜しむらくは黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプスヴィクターめをこの手で討滅できなかったことよ……」


    　クリミアの顔がぴくりと動いた。ヴィクターを殺そうとしている男へ次の言葉を言うべきか否か一時の逡しゆん巡じゆんを抱くも、結局クリミアはこう語りかける。


    「……教会医学では治せませんが、魔法医学イアトロマジーを用いれば治せます」


    「魔法……医学と？」


    「はい。今、私の魔術マジーによってあなたの喉から口元に掛けての運動ニューロンを回復させています。ただし、これは一時的なもので数日すれば元に戻るでしょう。長期の魔術治療が必要です。結社病院に入院していただき、何年もかけて継続的な治療を行えば、根治も可能です」


    　ブローの顔に強い嫌悪と敵意とが生まれた。


    「邪悪な悪魔結社にて妖術治療を受けろと!?　我は神の使徒ぞ！　異端の術にて命永らえるほど卑ひ怯きよう未練な男と思ってか！　左様な破戒を犯すぐらいならば、自ずから死を選ぶわ！」


    「私は妖術師ではありません。魔術師マージです。魔術と妖術ソルセルリーは違います」


    「何が違う！　神を冒ぼう涜とくし、左道を以もつてして人民を誑たぶらかし、呪じゆ詛そする輩に違いはあるまい！　うぬが、あの忌いま忌ましい悪魔デイアブルヴィクターと行動を共にしていたことからも明白よ！」


    「ヴィクターは悪魔じゃありません！」


    　相棒への侮辱の言葉に怒りを覚え、クリミアは声を強くした。


    「ヴィクターは病気なんです！　病気でああいう体になってしまってるんです！　ヴィクターに限りません。あなた方が妖物モンストルと呼んでいるものは全て病気なんです！」


    　ふん、と、ブローはクリミアの言を一笑に付した。


    「言うに事欠いて何を抜かすか。左様な虚言、童でも信じぬわ」


    「あなたは鉄鎚マルテルのお仕事をしながら、今まで何も違和感を抱かなかったんですか？」


    　ブローの口元が、ぴくり、と動く。


    「あなたは人が妖物化する原因を誰だれかの呪詛や妖物化した方の不信心として処理して来たんじゃないですか？　ですが、いくら探しても妖術師なんていなかったり、妖物化した方も信仰心に疑いがなかったりしたこともあったんじゃないですか？」


    　ブローの目が僅わずかな狼狽に揺らいだ。


    「さ、左様なことはない。調査すれば必ずや妖術師や、呪詛した者の存在はあった……」


    「心からそう言えますか？　あなたの信じる神に誓ってそう言えるんですか？　罪なき人を審問所に連れて行き、拷問の末に無理やり妖術師だと自白させたりはしていませんか？」


    　ブローは、言葉に詰まった。


    「いいですか。妖物とは病です」


    　そうしてクリミアは語り出した。妖病ダムヌム・ミナトウムなるものの絡から繰くり。それを治療する魔法医師メデイサン・ドウ・マージという職能者。ルンを用いるのが魔術師であり、ドゥンを用いるのが妖術師であるということ……。


    　クリミアの言葉を聞くにつれ、ブローの木彫りのような顔が青ざめて来た。


    　虚言と言うにはあまりに理が通っており、語る少女の眼まな差ざしは曇りないのである。


    　そして、クリミアの指摘した違和感をブローは少なからず抱いた経験があったのだ。


    　しかし、全てを聞き終えたブローが放った言葉は結局こうである。


    「悪魔よ、去れ……。悪魔はいつも言葉巧みに誘惑せんとしてくるものよ……」


    　クリミアは徒労感を覚え、溜ため息いきを吐ついてブローから離れる。こちらの言葉に完全に耳を閉ざしてしまっている鉄鎚マルテルを説得したところで仕方がないと思い直したのだ。


    　クリミアはブローに背を向け、目下治療しなければならない怪け我が人の方へと目を向ける。


    「トロトゥーラさん。足を見せて下さい」


    　トロトゥーラはクリミアへ長い足を投げ出すと、躊躇ためらいなくズボンの左脚部分を引き裂いた。露あらわになったのは眼光レーザーによってごっそりと焼き抉えぐられた太ふと腿ももである。


    　クリミアは鍼はりの魔術マジーを用いて、殺菌、鎮痛、自己治癒力の増強などの処置を施ほどこし、破いたトロトゥーラのズボンの切れ端を包帯代わりにして傷口を縛った。


    「これで充分に歩ける」


    　トロトゥーラは処置を受けた足をパンパンと叩いてみせる。


    「無理はしないで下さいね」


    「いいや。多少の無理はせねばならん。ここを脱出せねばならぬからな……」


    　トロトゥーラの言う通りだった。いつまでも閉じ込められたままではいけないのである。


    　残して来たヴィクターが気がかりだった。襲撃者に見つけられてはいないだろうか？


    　襲撃者といえば、意識速度が通常に戻った時、フィンゼンも戻っていたように見受けられた。


    　そもそも、どうして急にあのタイミングで加速が消えたのか？


    　発情病のエリアでも、突然、そこにいた男女の肉体が加速された。助産施設でも、発情病者の宿舎の時も、加減速が始まる前、不思議な声を聞いている。あれは何だったのだろう？


    　考えねばならぬことは山積みなのである。


    



    　奇妙な現象が起こり始めたのは、間もなくのことであった。


    　ふと天井を見上げると、つい一秒前までなかったはずの蜘く蛛もの巣がそこに掛かっていた。突然、何もなかった床面に瞬間移動して来たかのように鼠ねずみが現れた。と、思えば、格子の外を駆けるゴキブリが、止まっているかのような低速で動いているのを目にした。


    　これらの現象が示すのは、クリミアとトロトゥーラの意識が、不定期に加速されたり減速されたりを繰り返しているということである。そして、それは二人同時に起こっていた。


    「何が……起こっているんでしょう……」


    　そう声を漏もらしたクリミアは、今現在自分の意識が加速されているのか、減速されているのか、はたまた通常通りのものなのかもわからなくなっている。


    　困惑するクリミアとトロトゥーラに、ブローが、ぼそりと陰気な声でこう呟つぶやいた。


    「時の牢ろう獄ごく……。この牢の内は、時が狂っておる……」


    　その発言から察するに、ブローもまた彼女らと同時に意識の加減速を体験しているらしい。


    　と、そんなおり、今まで誰だれもいなかった格子の向こう側に、忽こつ然ぜんと警備員の姿が出現した。


    　はっ、と目を見張るクリミアをまじまじと観察し、警備員はこう言う。


    「ほお。うつったようだな……」


    　それだけ言って去っていこうとする警備員を、クリミアは格子に取りついて呼び止めた。


    「待って下さい！　うつったって、どういうことです？」


    　警備員が歩みを止めて振り返った。


    「私は加速症状の者だ。私の声が聞こえているということは、今、おまえは加速されている。ついさっきまで、おまえは減速の内にあった。つまり、おまえは断続的に加速症状と減速症状が移り変わる変動症状になっているのだ」


    「変動症状……。そういうものも……」


    「ある。その鉄鎚マルテルもまた変動症状だ。おまえたちはその男に変動症状をうつされたのだ」


    　クリミアは牢の奥を振り返った。ブローは関心がないかのように壁の方を向いている。


    　変動症状──つまり、この島に来てからブローの肉体と意識は加速されたり減速されたり、あるいは、通常速度に戻ったりしていたのだ。だとすれば、彼の急激なＡＬＳの増悪の説明がつく。意識と肉体の加減速を繰り返していたブローの肉体は、通常とは異なる時間の内にいたのだ。通常ならば、数週間ほどの時間をブローは数年として体験し、病勢が進行したのである。


    「うつるんですか？　意識や肉体の速度の変化が？」


    「うつる。二名以上の異なる速度の者が長く共にいると速度が同じになることがあるのだ」


    　それだけ言って、警備員は再び立ち去っていこうとし始めた。


    「すみません！　私たちはどうなるんです！　いつになったら出してもらえるんです！」


    　警備員は、振り返り、


    「わからん。今、役員が集まっておまえたちの処分について話し合っている」


    「ヴィクターはどうしていますか？　ヴィクター──私の友達が命を狙われているんです！　ヴィクターもどこかに閉じ込められているんですか!?」


    　が、警備員の姿が、ここで、ふっ、と掻かき消える。


    　クリミアの意識速度は、またも減速されてしまったのだった。


    



    　その頃、フィンゼンはクリミアたち同様に捕らえられ牢へと閉じ込められていた。


    　クリミアたちとは遠く離れた別の階層にある牢に入れられたのは、相争っていたフィンゼンとクリミアたちを遠ざけた方がいいという警備員たちの判断からだった。


    　幾人もの警備員を殺あやめたフィンゼンは、超危険人物とみなされている。手足を拘束され、レーザーを放てぬよう、頭頂眼ごと頭部をゴムバンドで縛られていた。


    　牢の内に芋いも虫むしみたいに転がされ、身動き一つ取れぬフィンゼンは、屈辱と怒り──そして、強い焦燥で、歯が砕けんばかりの歯ぎしりを上げている。


    　こうやっている間にも、トロトゥーラたちは憎い悪魔デイアブルヴィクターを連れてどこかに逃のがれてしまっているかもしれない。一刻も早く脱出せねばならないのである。


    　しかし、いくら脳のう髄ずいを搾しぼってみても、ここを逃のがれ出るすべは浮かばぬのだった。


    　たとえ拘束を解ほどき、この牢を出ることができたとしても、現在通常の意識速度にあるフィンゼンはすぐに加速された警備員に捕らえられるだろう。


    （そもそも、なぜ加速が消えた？　消える直前、女の声が聞こえたような気がしたが……？）


    　そう思い、つと目線を鉄格子へ向けると、何か蒼あおく発光しながら浮遊するものが見えた。


    　その蛍みたいな小さな発光浮遊体は、格子をすり抜け、フィンゼンの傍かたわらまで漂って来る。


    「こ、これはラエネクのカプセル内視鏡ゴーレムか……!?」


    　ラエネクがフィンゼンとクスマウルに放ったカプセル内視鏡は通常速度で飛行していたため、今まで加速されているフィンゼンに追いつけなかった。しかし、今、フィンゼンは通常速度に戻っている。それによって、ようやく追いつくことができたのだ。


    　漂い寄り、フィンゼンの耳に付着したカプセル内視鏡は、輝きを強くする。


    『フィンゼン。フィンゼン。聞こえる？』


    　ラエネクの声だった。カプセル内視鏡を通して遠方より念を送って来ているのである。


    「ぬ？　ラエネクか？　おまえ、減速されていたのではなかったのか？」


    『うん。減速されて、どうにも戻れないから、思い切ってテンプスを破壊してみたんだ。加速はできなくなったけど、通常速度では動けるよ』


    「おまえ！　どうして、すぐにそうしなかった！　今まで何をもたもたしていた！」


    　フィンゼンの怒鳴り声に念話の向こう側でラエネクが竦すくみ上がる気配があった。


    『ご、ごめん。でも、やっと追いつけた。これで悪魔デイアブルの位置情報を送れるよ』


    　するとフィンゼンの脳内に映像が流れ込んで来た。無機質な地下通路を駆ける後ろ姿が見える。


    　脳裡に投影されている映像は今まさに逃げるヴィクターを追い掛けるダヴィンチの人造のまなこが捉えた映像であった。映像が見えるばかりではなくヴィクターが、どれだけ離れた距離にいるのか、どの方角にいるのかといった位置情報までも感覚的に教えてくれている。


    「馬鹿っ！　なぜ、もっと早くこれを俺に見せなかった！」


    『え、え、何何？　今、どうにかなってんの？　ちょっ、ちょっと待って……』


    　ラエネクはしばらく沈黙した。


    『なるほど。今、君の姿を確認したよ。カプセル内視鏡じゃ、その拘束を壊せそうにないよ』


    「役立たず！」


    『で、でも、任せて。必ず僕がダヴィンチで悪魔を倒してみせる。敵を倒したら、ダヴィンチを助けに向かわせるよ。じゃあ、遠隔操作に専念するから念話を切るね』


    「おい！　待て！」と、叫ぶも、一方的に念話は途切れた。


    「ダヴィンチは一度悪魔に敗れておるではないか！　あいつになど任せておけるものか！」


    　フィンゼンはここまでありありと敵の居所を探知していながら身動き取れぬ我が身の情けなさに獣のごとく吼ほえ散らした。喚わめきながら拘束された肉体をばたばたと捩よじらせる。そんなことをしたところで拘束が外れるはずもないと知っているにも拘かかわらず。


    　が、意外なことが起こった。外れるはずもない拘束具が、ぱっ、と外れたのである。


    　直後、突如としてフィンゼンの脳裡に激しい眩暈めまいが襲ってきた。脳内を羽虫が飛び回るような吐き気を催す激しい眩暈である。


    「げげえっ！」と、嘔え吐ずくような声を喉奥から迸ほとばしらせた後、眩暈が治まった。脂汗の浮いた顔を持ち上げた時、そこに今までいなかったはずの人物が座していることに気がつく。


    「ふむ。上う手まくいったようじゃな」


    　そう満足げに言ったのは笠を被かぶった馬面の男──クスマウルだった。


    「な？　クスマウル？　なぜ、ここに？」


    「悪魔デイアブルめを追って歩き回っておる途上で、警備員どもを目にしてのぉ。隠れて、窺うかがっておったら、加速の消えたお主を引っ立てていくではないか。それで後をつけて来たのよ。ようやく警備員どもがいなくなり、お主を助け出せたというわけじゃ」


    　泰たい然ぜんと語るクスマウルを、フィンゼンは睨にらみつける。


    「なぜ、警備員どもを倒してすぐに俺を助けなかった！」


    「お主は考えなしに暴れ過ぎじゃ。ゆえに騒ぎを大きくし、こうして捕らえられてしまう」


    「なんだと……」


    「冷静に観察すれば、堅固に見えるこの時計島の警備は実に穴だらけよ。音声認証さえ偽証できればどこにでも侵入でき、警備員もこちらを疑わん。さらに、施設を破壊したり、警備員の直接目に触れぬ場所で諍いさかいを起こしても警報は鳴らぬ」


    　洗脳のごとく規則で縛られたコッホ社員たちは破壊行為や暴力沙汰を起こすことはほとんどない。ゆえに島の内側への警備は弱いのだ。警備員も警報が鳴らぬのに行動するのは「労働でない」とコッホ社員特有の考えを持っており、積極性がないのである。


    「わしはことを起こすのを避け、警備員と争ってお主を助けはせなんだのだ。さすれば見よ。警備員の声音を偽証するだけで、容易に牢内に侵入できたではないか」


    　フィンゼンは、ぐうの音も出ない。話題を逸そらそうとして、こう尋ねる。


    「……俺の加速を復活させたのもおまえか？」


    「うむ。何とかやれたの。しかし、やはりこの島では、テンプスが思うように動いてくれぬ。お主を加速できたのも、たまたまじゃろうな。しかし、お主、何ゆえ加速が……痛つつつっ」


    　足を組み替えたクスマウルが、ふい苦く鳴めいを発した。


    「どうした？」


    「いや、なに。大事ないわ。トロトゥーラめにやられての。未いまだ痛みがあるのじゃ」


    「何？　トロトゥーラにやられた？　おまえ、トロトゥーラと争ったのか？」


    「うむ。見事に負けたがな。悪魔めも取り逃がしたわい」


    　そこでフィンゼンは、はっ、と重要なことを思い出した。


    「悪魔デイアブル！　そうだ！　悪魔の居場所！　わかるぞ！」


    　指差したのは、耳元に付着するカプセル内視鏡だ。


    「おおっ！　ラエネクの！」


    　二名は、ざっ、と同時に立ち上がる。


    「ぐずぐずしてはおれん！　悪魔を追うぞ！」


    



    　クリミアたちは断続的な意識速度の変動を幾度も体験していた。


    　加速したり、減速したり、通常のものに戻ったり……。その変化は十数回にも及んでいる。


    　もっとも、動き変化するものの少ない牢内では、その変動を感得できる手段がほとんどないため、もしかすると気がつかぬうちにもっと意識速度の変動は起こっているのかもしれない。


    　減速されたまま、おそろしく長い時が経過してしまったかもしれない。あるいは、加速されていて、ほんの数分しか経っていないのかもしれない。まさにここは「時の牢ろう獄ごく」であった。


    　クリミアはこの時の流れの一定せぬ異常な牢内で、ひたすら考えに耽ふけっていた。


    （意識速度がうつる……うつる……。うつる──というより同期する……？）


    　警備員の言葉がきっかけになり、何かわかりそうだった。


    　しかし、あと、一歩。あと一歩というところで答えが出て来ない。


    　気を抜けば、メンロの宿屋で見たあのヴィクターの頭部が四散する夢の光景が浮かんで来た。


    　こうして閉じ込められ、ヴィクターと離れている間にもヴィクターの「死の運命」の魔影は、刻一刻と不気味に這はい寄って来ているような気がしてならないのである。


    「少し頭を休めろ」


    　ふと、トロトゥーラが言い、クリミアは思索の海への潜水から浮上させられた。


    　トロトゥーラの顔には表情がない。だが、どこかしらクリミアを案ずるような気配があった。


    　見ればトロトゥーラの手に冊子のようなものが握られている。


    「あの、それは？」


    「ん？　ああ、これか。そこの隅に落ちていた」


    　どうやら、教会医大の発行している医学誌のようだった。


    「どうして、そんなものが……？」


    「さあな。囚人の退屈凌ぎに置いているのではないか？　さして面白くもなかったがな」


    　トロトゥーラが冊子をクリミアに投げ渡す。


    　この冊子はブローが時計島に潜入するに際し持って来ていたものだった。ブローは牢に入れられた当初、暇ひまを持て余してこれを読み、そのまま放り出していたのである。


    　クリミアは冊子を開き、ページをめくってみた。内容はコッホ社により発明され、教会病院に取り入れられ始めた発光半導体電燈についての特集記事が大半を占めている。


    　それによれば、発光半導体電燈は強い光を発するわりに熱が生じ難く、手術室で重宝されているのだとか。さらにこの珍奇な照明の発する強い光は鬱うつ症状や認知症の改善に効果があることが明らかになり、光療法なるものをやり始めている医院もあるのだという。


    　感心しながらページをめくると、次のような表題が目に飛び込んで来た。


    『発光半導体電燈の人体に及ぼす悪影響』


    　その記事は一つの臨床例を冒頭に載せていた。発光半導体電燈の明るさを気に入ったある医師が、自身の研究室や医院、自宅の照明を全てこれに取り換えた。多忙で夜更かしの多いこの医師はほぼ二十四時間この照明を消灯せずに使用し続けたのだとか。


    　その結果、医師は不眠症状を訴えだし、ノイローゼになった上、体調を崩したのだという。


    （不眠症状……？）


    　クリミアは夢中で記事を読み進める。読むにつれ、クリミアの目が見開かれていった。


    （時間……加減速……同期……不眠症状……メタボリック症候群……発光半導体電燈……）


    　思考の海に断片的に漂っていた情報が、記事の内容によって次々と接続されていく。


    　全てを読み終えた時、クリミアは冊子をばさりと手から取り落としてしまっていた。


    「わかりました……！」


    　きょとん、とするトロトゥーラの手を取ると、クリミアはまくしたてるように声を発する。


    「わかりました！　この島の妖病ダムヌム・ミナトウムの正体が！　眠り病や空腹病、発情病がどうして起こっているのか！　どうして意識が加速したり減速したりするのか！」


    「何？　敵の使うテンプスの正体もわかったのか？」


    「ええ！　おそらく！　だとすれば……」


    　と、そこまで口にしてクリミアは口を噤つぐんだ。


    　鉄格子の前に人影が現れたのである。人影は、三名の警備員だった。警備員たちは、マスクの顔を向け、クリミアとトロトゥーラをじろじろと観察し、冷たくこう言い放った。


    「出ろ」


    「え？　出してもらえるんですか？」


    「ああ。そちらの背の高い女。おまえの破壊行為は、あの三つ目の男から身を守るための正当防衛であることが監視カメラの映像から明らかになった。しかし無断で島に侵入したことに変わりはない。そして、その侵入者と行動を共にしていたクリミア・ポーヴァルレも疑わしい」


    「え？　私たちはどうなるんですか……？」


    「島からの強制退去だ。だが、島外でも常に弊社の雇った諜ちよう報ほう員いんの監視下にあると思え」


    「強制退去……？　私、この島の病の正体がやっとわかったんですよ！」


    　しかし、警備員は首を振る。


    「おまえの存在があの三つ目の男を島内に呼び寄せてしまったのは疑いようもない。これ以上、おまえを島に置いておくのは危険だと上が判断したのだ。治療依頼は取り消された」


    「そんな……」


    「今から牢を開ける。抵抗は無駄と思え」


    　警備員の内二名が短銃を腰から抜き、トロトゥーラへと向ける。残る一名が牢の戸を開けた。


    　クリミアは牢の奥を振り返る。そこにブローが横たわっていた。


    「……あの方は、どうなるんです？」


    「あの鉄鎚マルテルに関しては未いまだに上の決定が下されていない。今しばらく拘留する」


    「あの方はＡＬＳを発症し、呼吸筋が麻ま痺ひしています。ここから出して、人工呼吸器に繋つないであげることはできないのでしょうか？」


    　ブローの身がぴくりと動いたような気がした。


    「上に報告しておく」


    　警備員はそうとしか答えなかった。


    　クリミアはしばらくじっとブローを見つめていたが、思い立ったように傍かたわらまで歩み寄る。


    「……ブローさん」


    　呼びかけるも、ブローはそっぽを向いたまま応えない。


    　クリミアは懐より紫色に輝く小石を取り出し、麻痺したブローの右手に握らせた。


    「ガマエという霊石です」


    　クリミアがヴィクターの妖病ダムヌム・ミナトウムを治療するために集めているものである。その内の大切なひとつを、クリミアは宿敵である鉄鎚ブローへと与えようとしているのだ。


    「ぬうっ！　邪悪なる異端の呪具か！」


    「違います。あなた方、聖教の方が『神の石』と呼ぶものです。あなたの信じる神様でいいです。その神様を思いながら、この石に祈り、念じ続けて下さい。石の霊力が、多少ではありますが、あなたの症状を改善させるかもしれません」


    　ブローは手の中の紫色の石に目をやる。そこで、目を見開いた。


    　霊りよう獄ごくの塔──伝説の鉄鎚ラ・ピュセルが数百年の時を引きこもり暮らしていた塔の内に、この宝石によく似た紫色の石でできた彫像群が安置されているのを見たことがあったのである。


    　今、掌中にある宝石が、あの聖なる塔の内の彫像と同じものなのだとすれば、確かに異端的なものではあり得ない。改めてブローはクリミアの顔へ目を戻す。


    「うぬは、なぜ我を助けんとするのだ……？」


    「私は医師ですから……」


    　信じられぬ、といった眼まな差ざしでクリミアを見つめ続けるブローを残し、クリミアは立ち上がり、格子の外へと歩んでいく。クリミアは一時振り返り、ブローへこう声を投げた。


    「お大事にボン・レタブリスマン。ブローさん」


    



    　三人の警備員に連れられ、クリミアとトロトゥーラは地上へ向かう廊下を歩まされていた。


    　前に警備員が一人先導し、その後ろにクリミアが続く。トロトゥーラの背には二名の警備員の短銃が突きつけらていた。この状態ではさすがのトロトゥーラも抵抗できぬだろう。


    「あの……」


    　クリミアが口を開くと「黙って歩け」と、無下に一蹴された。


    　問いたかったのはヴィクターのことである。彼もまた同様に捕らえられているのか。このまま地上に出れば、ヴィクターと再会できるのか。それが気がかりなのである。


    　やがて、昇降機に載せられた。じれったいほどゆっくりと昇降機は地上へ向けて昇っていくが、意識が加速されていることを考えれば、かなりの速度で上昇していると言っていい。


    　昇降機が停止し、地上へと到着する。戸が開き、歩み出たそこは夜だった。


    　発光半導体電燈に照らされ久しぶりに見る無機質な街並みは、煌こう々こうと明るい。


    　ふいに警備員たちが立ち止まった。


    　警備員のマスクより、ザーザーとノイズ音が漏もれ出て来る。微かすかに人の声のごときものが混じっていた。どうやらマスク内に仕込まれた無線機が、何事かを受信しているようである。


    　クリミアは耳を澄ました。ノイズ混じりで聞き取り難にくいが、断片的に内容が聞こえて来る。


    『……破壊行為……ヴィクター・フランク……地上13区域にて……自動機械と交戦……』


    「ヴィクター!?」


    　気になっていた相棒の名が出て来て、ついクリミアは声を上げた。


    「ヴィクターがどうしたんです？　ヴィクターはどこにいるんです？」


    「地上エリアにいることが確認された。何らかの人型自動機械に追われているようだ。自動機械が今しがた破壊行為を行ったため、警報が鳴っている」


    「自動機械……？　もしかして、看護服のゴーレムじゃ!?　助けに……」


    「落ち着け！　すでに近場の警備員が向かっている。皆、加速症状の者だ。加速されていない自動機械など容易に鎮圧できるだろう。ヴィクターもすぐにおまえたちと合流させてやる」


    　だが、クリミアの内には不吉な予感が湧わき上がっている。


    　クリミアの見た悪夢で、ヴィクターは看護服のゴーレムと争っていた。そして、あの夢の景色は時計島の地上の無機質な街。刻限は夜だったはずだ。条件が全てそろっている。


    　警備員たちがクリミアを先に進ませようと小突いた時、再度、無線機が何事かを受信した。


    『……三つ目の男……地上13区域……警備員を多数殺害……応援要請……』


    　警備員たちの間に明らかな動揺が流れた。互い互いにマスクの顔を見合わせあう。


    　クリミアが真っ青になって問うた。


    「何があったんです？　三つ目の男って聞こえましたよ？　多数殺害とも。それに地上13区域って、ヴィクターがいるところと同じじゃないですか!?」


    「うるさい！　おまえには関係のないことだ！　勝手に無線を聞くな！」


    「その三つ目の男はヴィクターを狙ってるんです！　早く助けないと、ヴィクターが！」


    「心配するな！　警備員が向かって……」


    　そこまで叫んだ時、ぱかんと間の抜けた音が鳴り、警備員が地面に倒れ伏した。その真後ろでトロトゥーラが脚を振り上げた姿勢で立っている。警備員の頭に蹴けりを叩き込んだのだ。


    「お、おまえ！」


    　残る二名の警備員が銃の引き金を引こうとする。ぶんっ、と空を切るような音がして、しなやかな連続蹴りが、短銃を構える二人の後頭部に飛来した。二名も先の一名同様に地へ沈む。


    　昏こん倒とうして倒れる警備員を静かに見下ろして、トロトゥーラは言った。


    「地上までの案内ご苦労だった」


    　抵抗不可能と思われた彼女だったが、実は抵抗できないふりをしていただけだったのである。


    　直後、ワンワンと耳を劈つんざく警報が鳴り渡った。


    『地上10区域昇降機前にて警備員三名が暴行を受けました。当該区域及び、隣接する区域の警備員は、ただちに現場へ急行して下さい。繰り返します……』


    　警備員に攻撃を加えたため、マスク内に仕込まれた警報機が反応したのだ。


    　警報音の鳴り響く周囲に顔を巡らせ、トロトゥーラが素早く言う。


    「さて、邪じや魔まが来る前にいくぞ。ヴィクターを助けに13区域とやらへ」


    「でも……13区域って……どっちにいけば……」


    　昇降機の前には四つの道が放射状に伸びていたのだ。標識があるわけでもない。


    　と、クリミアの脳裡に突然の偏頭痛のごとく湧わきおこる感覚があった。


    　例のデジャヴュである。デジャヴュは数秒先の未来をクリミアに見せた。


    　その未来で、クリミアは四つの道の内、最右の道の方へと駆けていっている。


    「あっちです！」


    　言うが早いか、クリミアはデジャヴュの光景をなぞり、その道へと駆け出していた。トロトゥーラは唐突に行く先を示したクリミアを怪け訝げんに思いつつも、その後を追って走る。


    　嫌な予感がした。クリミアは今始まったこのデジャヴュ──これがあの悪夢──ヴィクターの死する悪夢の始まりの場面のような気がしてならないのだった。


    



    　ヴィクターが足を止めたのは、五つの道の交わる広場である。


    　彼の顔に蛍のごとく浮遊するカプセル内視鏡がひとつ漂って来た。ヴィクターは激しく飛びまわって口中へ侵入してこようとするそれを避け、躱かわし、ついに掴つかみ取り、握り潰す。


    　ダヴィンチの襲撃より逃のがれながら、ヴィクターはいつしか地上に出ていた。


    　執しつ拗ようにヴィクターの体内に侵入せんとして来る三つのカプセル内視鏡をヴィクターは逃げながら一つ一つ捕まえ、破壊して来た。そしてついにここで最後の一つを握り潰したのである。


    （あとは……）


    　自身の駆けて来た道の先へと緊迫の顔を振り返らせるヴィクター。


    　青白い電燈に照らされた街路に立ち、歩み来るナース服姿がある。


    「病巣を確認しました。切除します」


    　嫋たおやかにそう口にするのは反面の割れた恐るべき機械女ダヴィンチだった。


    　スレンダーなダヴィンチの姿態が歩みながら変形していく。腕が割れ、蛇のごとくうねる数本のアームへ。脚が割れ、鋼鉄の車輪へ。尻穴が割れ、パイプが突き出る。


    「さあ、化け物。きやがれ……」


    　足を開き身構えたヴィクターはここでダヴィンチと決着をつけると腹を決めていた。


    　ドルルンっ、という爆音とともに、ダヴィンチの身が震える。次の瞬間、引っ張ったゴムを解き放つような猛然たる突進がヴィクターへと襲い来た。


    　ヴィクターは躱かわさない。両の足裏に力込め、真正面から豪速の突撃を受け止めた。


    　ばんっ、という衝突音。巨大な鉄球をぶち当てられたような衝撃に、全身の骨が軋む音を聞きながら、ヴィクターは跳ね飛ばされんとするのを渾力をもって踏みとどまる。


    「うおおおおっ！」


    　ヴィクターはダヴィンチの胴体に回した両腕と腰と膝ひざとに、全力を込めた。


    　ダヴィンチの体が持ち上がり、ぎゃりぎゃりと車輪が空回りする。アームがヴィクターへ攻撃を加えんと一斉に舞い踊った。が、それよりも速く、ヴィクターは地を蹴けっている。一時飛び上がると、ダヴィンチを地面に叩きつけるようにして押し倒した。


    　ヴィクターが馬乗りにならんと身を動かすも、ダヴィンチは巧みに横転して逃のがれる。逃がさん、とばかりにヴィクターは、背中にしがみつき、ダヴィンチの顔面を地面に押しつけた。


    　ダヴィンチはアームを滅茶苦茶に動かし、ヴィクターの背中に打ちつける。


    　背に炸さく裂れつする猛攻に耐えつつ、ヴィクターはダヴィンチの後頭部を滅多殴りにし始めた。


    　一発、二発、三発と殴りつけたところで、ヴィクターの腰に何かが絡んでくる。ダヴィンチの両脚だ。ダヴィンチの腰や膝は尋常な人間では有り得ぬ方向に曲がり得るのである。


    　腰に絡んだ両脚が物もの凄すごい力でヴィクターを引っ張った。僅わずかにヴィクターの身が浮き、ダヴィンチとの密着が緩む。そこで、くるりとやはり関節を無視してダヴィンチの胴体が回転した。


    　ヴィクターは咄とつ嗟さにダヴィンチの胴体に脚を絡め、両腕で敵の首を抱え込む。


    　上になり下になり、攻守が目まぐるしく入れ替わった。それが果てしなく繰り返される。


    　しかし、不可解。この戦いの行われている現場に警備員が駆けつけようとしているのではなかったのか？　警備員はいったいいつやってくるのか？


    　警備員は来ない。警備員たちは同時多発的に起こった三つの警報を聞いていたからだ。


    　一つはヴィクターとダヴィンチによる警報。一つはトロトゥーラが警備員三名に攻撃を加えたことによる警報。そして、三つ目はフィンゼンによって起こった警報だった。


    　警備員たちは三つの内で最も緊急性の高いと思われる場所へ直行していたのである。


    



    　フィンゼンとクスマウルが地上の無機質な街並みの内を並走していた。


    　駆ける背後には、四し肢しを、首を、胴を切断された警備員の屍しかばねが累々と転がっている。


    　行く手に次々と湧わくように警備員が立ち塞ふさがり、後方からも新たな警備員が追って来た。


    「邪じや魔まだ、蛮族どもめ！」


    　フィンゼンは眼光レーザーを連射し、駆けつけて来る警備員を次々と斬ざん殺さつしている。


    　クスマウルによって脱獄を果たしたフィンゼンは、ヴィクターを追って地上に向かうも、警備員に発見され、警報を鳴らされた。フィンゼンはクスマウルが身を隠して穏便にことを収めようとするのを無視し、警備員を片っ端から返り討ちにし始めたのである。


    「フィンゼン、無駄な殺生はやめい！」


    　クスマウルがそう諌いさめるもフィンゼンは聞く耳持たない。


    「殺した方が手っ取り早かろうが！　早く向かわねば、また悪魔デイアブルに逃げられるぞ！」


    　フィンゼンの内には毒々しく煮え滾たぎる憎念がある。


    　蛮族と罵ののしるこの世界の者どもに捕らえられ、無様に拘束されて牢へ入れられた恥辱ももちろんだが、それ以上にトロトゥーラへの屈折した悪情が彼の胸中に業火を燃え滾らせていた。


    　端正な容姿と天才的魔法医師メデイサン・ドウ・マージの素質を持つフィンゼンに惚れぬ女などいなかった。


    　彼を見る女どもの目にはいつも賛美と崇拝の輝きがあった。


    　だが、そんな彼に惚れることなく、興味すら抱かぬ女が一人いた。トロトゥーラである。


    　自信家のフィンゼンは自分に惚れない女がいることが許せなかった。


    （あの鉄のような女を惚れさせてみたい！　冷徹なあの女を寝所にて散々に弄もてあそんでみたい！）


    　このような感情を恋と呼ぶのならば、実に異常な恋情をトロトゥーラへ抱くようになったのだ。しかし、いくら言い寄っても、彼女は素気無く拒絶し、侮蔑の眼まな差ざしすら向けて来る。


    （鉄だ！　あの女は鉄だ。冷たい鉄の心を持った女だ。俺に惚れぬことがその証拠だ）


    　心中にて悪あく罵ばを吐きつつも、トロトゥーラへの執着はますます強まっていったのだ。


    　今、そのトロトゥーラがよりにもよってあの黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプスを守ろうとしている。


    　彼女のヴィクターを守らんとする必死の情熱はこれまで見て来た通りであった。


    （俺に対して心開かぬ女がなにゆえ悪魔めにそこまで心寄せるか！）


    　世に災いをもたらす悪魔ヴィクターへ、その災いとは無関係が憎念が湧きかえる。


    「殺してやるぞ、悪魔……。悪魔を殺せば、おまえの鉄面皮はどう変わる、トロトゥーラ？」


    　次から次へと行く手を塞ぐ警備員たちをヴィクターででもあるかのごとく殺さつ戮りくしながら、三つ目の悪念鬼は、徐々に徐々にヴィクターとダヴィンチとが相争う広場へと接近していた。


    　クリミアの見た悪夢のその時その場所へと……！


    



    　知っていた。知っていた。知っていた。


    　すれ違う停止したようなコッホ社員も知っていた。視界を過ぎゆく街並みも知っていた。夜天に瞬く星の形も知っていた。全てにクリミアは見覚えがあった。


    　強烈なデジャヴュ──いや、これはあの悪夢だ。悪夢の内で、ヴィクターの元に向かおうと必死で駆けているあの場面を今まさにクリミアは追体験している。


    　初めて駆ける場所なのに、どの角をどう曲がればよいか、わかってしまう。


    　あの夢のままに、寸分違わず、自由意思など存在せぬかのようにクリミアは駆けている。


    　このまま駆け続ければヴィクターの元へと間違いなく辿たどりつけるという確信があった。


    　だが、いいのだろうか？　このデジャヴュはヴィクターへと繋つながっているのと同時にヴィクターの「死の運命」とも繋がっている。この既視感の紐ひもを辿り続けてもいいのだろうか？


    　この先に進まねば、ヴィクターはあの襲撃者たちに殺される。しかし、進んだ先に待つのも、ヴィクターの死の情景だ。行ってはならない。だが、行かねばならない。


    　相反する気持ちが、クリミアを苛さいなんでいた。


    　前方で道が折れている。クリミアは、どきり、とした。その角だ。その角を曲がれば、あの光景が待っている。ついに運命の瞬間に自分は辿りついてしまったのだ。


    「ヴィクター！」


    　夢の通りに叫ぶクリミア。果たして、角を曲がったその場所にあの風景があった。


    　白い建物に囲まれた広場。青白い電燈に冷々と照らされたその場所に絡み合い低速で格闘する二つの姿がある。ヴィクターとナース服の女。あのままだ。夢のまんまの光景だ。


    （夢と同じなら、あそこに……）


    　と、目線を向けた建物の陰に二人の白衣の男──フィンゼンとクスマウルの姿があった。


    　クリミアの精神に暗い絶望の帳とばりが降りて来る。


    （もう駄目！　この後……この後は運命の通りにしかならない！）


    　身が竦すくんで動けなくなった。脳内にはこの後起こることが確定している破滅的未来の光景が次々と展開されている。胸中よりじわじわ湧わき上がって来るのはもはや恐怖を通り越して空虚だった。今や感情や思考すらもデジャヴュに支配された通りにしか動き得ない。


    　クリミアの心は停止していた。自由意思を失った虚無の魂で、クリミアはただの運命の傍観者と化している。今、クリミアは心ない人形のごときもの──ただ、ただ、運命の命ずるままにヴィクターの死を見届けるだけのもの──従容と運命を受け入れる奴隷のごときものに過ぎなかったのだ。その時──


    



    「運命など信ずるな。人は己の意志で生きるもの──そう言ったのは、貴様だろう」


    



    　呪縛から解かれたように、クリミアは、はっと我に返る。


    　振り向けば、そこにトロトゥーラがいた。トロトゥーラが唖あ然ぜんとするクリミアの横を駆け抜ける。建物の陰から飛び出したフィンゼンとクスマウルからヴィクターを守るためだった。


    　クリミアは時が停止したように感覚していた。


    　なかったことなのである。夢の中でトロトゥーラはあんなことを言わなかった。


    （運命など信ずるな。人は己の意志で生きるもの──そう言ったのは、貴様だろう）


    　その一言をもってして、あれほど己を苛さいなんでいたデジャヴュが途切れたことに気がついた。


    （わからない……。この先の光景がわからない……？）


    　だが、そのわからなさは不安よりも霧が晴れたような感覚をクリミアに与える。


    （未来がわからない。つまり──どうにでも変えることができる！）


    　デジャヴュの束縛の消えたクリミアは、今、己の自由意思でもって行動することができる。


    　絶望が晴れ晴れと霧散する。代わって湧わき上がって来たのは燃えるような勇気だった。


    　覆せるのだ。悪夢とは異なる未来を実現できるのだ。


    （考えるんです！　今、私が何をすべきか！）


    　クリミアは一瞬間に激しく思考を巡らせる。悪夢ではこの後どうなった？


    　トロトゥーラが二人の襲撃者の内の一名を足止めする。しかし、もう一名がヴィクターを襲う。それを防ごうとクリミアが駆け出した時、クリミアの動きが遅くなる……。


    （遅くなる……？　変動症状が、私とトロトゥーラさんを減速してしまう!?）


    　顔を上げ、戦況を確認する。トロトゥーラがフィンゼンを足止めしていた。


    　争う二人の傍かたわらをすり抜け、クスマウルがヴィクターへと駆け向かっている。


    　その手のひらが蒼々とした輝きを纏まとっていた。クスマウルは衝撃波を直接不死身のヴィクターの頭部に叩き込み、粉砕せんとしているのである。


    　この後だ。この後、間もなくクリミアの意識は減速されてしまうはずだ。


    （どうする？　限られた時間で、私は何をすればいい？）


    　麻酔の魔術マジーの込められた鍼はりを放つか？　いいや、敵は魔法医師メデイサン・ドウ・マージだ。麻酔魔ま術じゆつを身に受けたところで、即座に解除する術を知っているだろう。一時の足止めにしかならない。これから減速症状に見舞われるとすれば、一時の足止めでは減速している隙すきにヴィクターを殺されてしまう。


    （一時ではない足止め……。一時ではない足止め……。足止め……。敵を止める……？）


    　電流が奔はしり抜けるがごとくクリミアに閃ひらめくものがあった。


    （敵の加速を止める！　できる！　私の推論が正しければ！）


    　迅速にクリミアは、懐より二本の鍼を掴つかみ取る。


    　ヴィクターへと向かうクスマウルの動きが加速された。すでに減速が始まり出したのだ。


    　クリミアの精神が冴さえ渡る。鍼の投とう擲てき術、ドゥン除去術、そして解かい剖ぼう学的知識。その三つが総動員された神業的鍼がクリミアの手から放たれた。


    　向かうはヴィクターの目前に迫ったクスマウルの眉み間けん。かっ、と突き立つ音が聞こえたか聞こえぬか、確かな命中を確認せぬうちに、クリミアはもう一本の鍼を投げていた。二投目はフィンゼンの眉間である。投げると同時にクリミアは叫んでいた。


    「ヴィクター！　危ない！」


    　その叫びが発されたのはクリミアの意識の減速が進み、通常速度にあるヴィクターとちょうど同じになった時点である。この僅わずかな時間にクリミアができたのはここまでだった。


    　直後の展開をクリミアは見ることができなかった。瞬く間に通常の五十分の一まで減速されたクリミアの視界は嵐のごとく高速にかき混ぜられたからである。


    　だから、自分の行った行為が運命を変え得たか否か、それを即座に確認できなかった。


    　この減速を止める方法をクリミアは知っている。知っているが、止めた時に見えた風景がやはりヴィクターの死の光景であったらどうしようかという不安がクリミアを躊躇ためらわせた。


    　やがて意を決し、クリミアは三本目の鍼はりを懐より取り出す。


    　念ねん誦じゆして輝き出したそれを、クリミアは目を閉じて自分自身の眉み間けんに突き立てた。


    　鍼の効用が充分自分へと及んだのを意識した時、クリミアはゆっくりと瞼まぶたを開く。


    　瞳ひとみを開き見えたもの──そこに心配そうなヴィクターの顔があった。


    「おい。大丈夫か？」


    　そう尋ねて来たヴィクターに、クリミアは抱きついていた。

  


  
    第六章〈テンプス〉


    



    「ヴィクター！　危ない！」


    　ふいに耳じ朶だを打った叫びに、ヴィクターはダヴィンチと争う手を止めた。


    　途端、己に迫り来る強烈な殺気を感得する。咄とつ嗟さに殺気の流れ来る方角へ面を向ければ、すぐ真横に笠を被かぶった男が青々と輝く手のひらを振りかざし迫っていた。


    　笠の男──クスマウルの眉間には鍼が突き刺さっている。痛みにやや顔を顰しかめつつも、光放つ手のひらをヴィクターへと叩きつけんとしていた。


    （クリミアの鍼……!?）


    　と、思ったのと、反射的にヴィクターがクスマウルへ拳こぶしを放ったのは同時だった。


    「な!?　動いて……」


    　そうクスマウルが驚きを見せた直後、その横っ面にヴィクターの拳が叩き込まれる。


    　クスマウルの前歯が数本折れて飛んだ。それでもクスマウルは暗中に意識飛ばんとする刹せつ那な、強烈な執念で輝く手のひらを突き出す。


    　が、脳天揺さぶられ朦もう朧ろうたる意識の内で放たれた一打は狙いを誤った。衝撃波魔術の込められた手のひらが直撃したのはヴィクターと絡まり合うダヴィンチの脇腹だったのである。


    　轟ごう音おんが鳴り渡り、ダヴィンチの鋼鉄のボディが一時バウンドして動かなくなった。


    　ゼロ距離で放たれた衝撃波がダヴィンチ内部の機巧を破壊してしまったのである。


    　執しつ拗ように己に掴つかみかかって来ていたダヴィンチの力が急速に途絶え、ヴィクターはダヴィンチを撥ね退のける。俊敏に身を起こしたヴィクターは見た。


    「クリミア……？　いつの間にここに……？」


    　まず、減速されて硬直したようになっているクリミアの姿、同様の状態で蹴けりを振り上げた姿勢を停止させる金髪長身の女性──トロトゥーラの姿、そしてそのトロトゥーラの向こう側で、鍼はりの刺さった眉み間けんを押さえ、悶もだえ蹲うずくまる三つ目の男──フィンゼンの姿である。


    　先程ヴィクターに食らわされた一撃で倒れ伏したクスマウルを含め、この四名はヴィクターにとって、今までいなかったのに忽こつ然ぜんと出現したかに見えた。


    　困惑するヴィクターの目線の先でフィンゼンがよろめき立ち上がる。


    　フィンゼンは目の前で減速されているトロトゥーラを張り飛ばすと、面を背けたくなるような物もの凄すさまじい形相で、硬直しているクリミアを睨にらみつけた。


    「おのれ……クリミア！　稀代の悪女……殺してやる！」


    　この発言、そしてトロトゥーラへと振るった暴力、この二つからヴィクターは瞬時にしてこの場にいる何者が敵で、何者が味方か理解したのだった。


    「てめえ！　クリミアを殺すだと！」


    　怒鳴り声を聞き、フィンゼンはヴィクターへと驚きよう愕がくの顔を向ける。


    「な？　悪魔デイアブル？　どうして動いているのだ……？　ま、まさか！」


    　フィンゼンは己の眉間に刺さった鍼に触れる。


    「お、俺の加速が消えている!?　鍼がテンプスを破壊したのか!?」


    　仰天の声をフィンゼンが迸ほとばしらせた時、すでに拳こぶしを振り上げたヴィクターが肉薄していた。


    「ぐぎゃっっ！」


    　鼻っ面に鉄拳をぶち込まれ、フィンゼンは数間先まで吹っ飛んだ。


    　フィンゼンを殴り飛ばしたヴィクターは即座にクリミアの元へ馳せ寄った。


    　クリミアは石化したように動かない。減速症状に陥っているのは明らかだった。


    　ずるる、と背後から地を擦する音がする。ダヴィンチが動いていた。内部の機巧を半壊されながらも、未いまだ活動を停止せず、立ち上がらんとしていたのである。


    　ダヴィンチだけではない。クスマウルとフィンゼンの二名も、頭部に受けた衝撃に意識朦もう朧ろうとしながら、戦意を喪失せずよろよろと起き上がろうとしていた。


    　ヴィクターは減速されているクリミアを抱え上げる。低速のクリミアを守りつつ正体不明の敵三体を相手にする困難を避け、この場から走り去ろうと判断したのだ。


    　しかし、ふと足を止める。


    （こいつは……？）


    　フィンゼンに張り倒されたトロトゥーラがいることに気がついたのである。


    　何者かわからぬが、どうやら敵ではなさそうだ。ならば見殺しにするわけにはいかない。


    　ヴィクターはクリミアを抱えたままトロトゥーラの元に馳せ寄ると、彼女を肩に担ぎ上げ、一散に街路を駆け出した。


    　と、ここまでがクリミアが減速されている間に起こった出来事である。


    



    　今、クリミアたちは、人ひと気けなくひっそりと静まり返った路地に身を隠していた。


    　警備員たちの走り騒ぐ声も聞こえない。三つの警報が同時多発的に鳴り、蜂はちの巣をひっくり返したような騒ぎになっていたのが嘘うそのようだ。


    　この静寂の原因は、フィンゼンがあの広場に向かう途上でほとんどの警備員を殺してしまったことによる死の静寂であるということをクリミアたちは知しる由よしもない。


    　深しん閑かんたる路地裏にて、クリミアはヴィクターに抱きついたまま離れることができずにいた。


    　クリミアのデジャヴュは消えている。クリミアを苛さいなんでいたヴィクターの死の運命は、もはや回避され、遥はるか彼方に遠のき霧散していた。


    　強い安あん堵どと達成感、そしてヴィクターの胸に頬ほおを埋うずめる安心感がクリミアの張りつめていた精神を温かく解きほぐしていく。気を抜けばこのまま眠ってしまいそうだった。


    　ヴィクターはクリミアの銀髪を優しく撫なでる。ここまでのクリミアの冒険をまだヴィクターは聞かされていない。だが、それでもヴィクターはわかった。今、腕の内にいる少女がその小さな体で命がけで自分を守り抜いてくれたのだということを。


    「ご苦労さん」


    　ヴィクターは優しさと万感の感謝を込めて、そう囁ささやいた。


    　クリミアは頬を薄らと染め、照れ隠しのようにこう言う。


    「私だけじゃないんですよ。トロトゥーラさんが私を助けてくれたんです」


    「トロトゥーラさん？」


    　ヴィクターは傍かたわらで減速されたまま硬直している金髪長身の女性に目を向ける。


    「こいつのことか？　誰だれなんだ？　この女は？」


    「あ……そうですよね。ヴィクターはわからないんですよね」


    　そうして、ようやくクリミアはここに至るまでの経緯をヴィクターに語った。


    　全てを聞き終えたヴィクターは不思議そうにトロトゥーラの整った顔を見る。


    「この……トロトゥーラってやつは俺に会ったことがあるって言ってんのか？」


    「ええ。ヴィクター、覚えがあります？」


    「いいや。さっぱりだ。初対面だと思うがなぁ……」


    「とにかく、トロトゥーラさんの減速症状を解きますね」


    　クリミアは名な残ごり惜しげにヴィクターから離れると、鍼はりを一本取り出す。念ねん誦じゆすることによって蒼あおく輝き出したそれをトロトゥーラの眉み間けんに慎重に突き立てた。


    　凍結したようになっていたトロトゥーラの瞳ひとみに光が宿る。減速の消えたトロトゥーラはきょろきょろと周囲を見回し、クリミアとヴィクターの姿を確認した。


    「危機は脱したようだな」


    　と、だけ言う。ヴィクターに対して何か言うでも、思うでもないようだった。


    「あの、トロトゥーラさん……」


    「何だ？」


    「トロトゥーラさんはヴィクターと会ったことがあるんですよね？」


    「いや。ないかもしれん」


    　呆あつ気けなく以前の発言を撤回され、クリミアは口をあんぐり開ける。


    「貴様。私と会ったことがあるか？」


    　トロトゥーラが尋ねたのはヴィクターである。実質、初対面といっていい女性に唐突に質問され、一瞬ヴィクターはどぎまぎして言葉に詰まった。


    「あ……。いや……。俺は会ったことねえと思うが……」


    「だろ？　ならば、きっと会ったことがないのだろうよ」


    「い、いや、トロトゥーラさん。だって、ヴィクターを拠り所だって言ってませんでした？」


    　トロトゥーラは腕を組んで考え込み、首を捻ってこう言った。


    「会ったことはないが……知っている。会ったことがあるというのは勘違いだった。拠り所……というのも、よくわからんな。拠り所にしていたのは、私じゃないような気がする」


    　クリミアは呆あきれかえってしまう。


    「それよりも、そろそろ教えてもらえぬか？」


    　と、トロトゥーラがクリミアへ目を向ける。


    「この島の妖病ダムヌム・ミナトウムのこと。どうして貴様が今、私の減速を消すことができたのか」


    　言われ、クリミアはそれについて説明する機会をずっと失っていたことを思い出した。


    「そうですね」


    　と、クリミアは姿勢を正す。


    「時計島に蔓まん延えんしている病──それは時間の病なんです」


    　そうして、クリミアは時計島に蔓延する病の真相について語り出したのであった。


    



    「体内時計というものをご存じですか？」


    　まず、クリミアはそう言った。ヴィクターとトロトゥーラは同時に頷うなずく。


    「夜になると眠くなったり、飯の時間になると腹が減るってやつだろ？」


    「そうです。人を時間のわからない室内に監禁したとして、それでもほとんど正確に眠る時間になると眠くなり、食事の時間になると食事を取るそうです。体内時計とは思った以上に正確なんです。でも、体内時計がどういう仕組みで行われているかは、知ってますか？」


    　ヴィクターは少し考え込み、答えた。


    「いや。わからん」


    「近年、研究が進み、体内時計は時計遺伝子の働きで生じていることがわかってきました」


    「時計遺伝子だと？」


    「はい。すなわち、生き物には時計みたいに時を刻む遺伝子が備わっているということです。しかも一種類ではなく複数種類の時計遺伝子の存在が確認されています」


    「遺伝子がどうやって時間を計るんだよ」


    「ちょっと難しい話になってしまうのですが……。ええーと、大おお雑ざつ把ぱに説明しますね。時計遺伝子は大きく二通りの働きをするものに分けられます。ひとつはタンパク質を合成するグループ。もうひとつはタンパク質の合成を抑制するグループです」


    　クリミアは順繰りに二本の指を立てた。


    「合成するグループがタンパク質を作り続け、ある一定量に達すると、抑制するグループが合成を抑える命令を出します。抑えることによってタンパク質が減少すると、再び合成するグループが合成を始めるんです。この合成、抑制、合成のリズムで生物体は時を計っています。その周期はおおよそ二十四時間。これが体内時計──概日周期サーカデイアンリズムと呼ばれるものなんです」


    　サーカディアンリズムという言葉はヴィクターも聞いたことがあった。


    「体内時計を持っているのは人間に限りません。動物や昆虫、植物やカビも持っています。時計遺伝子を利用し、日周のみならず、月周や年周のリズムまで計測し、発情期や排卵期、開花時期などを知ります。体内時計は生物にとってなくてはならないものなんです」


    　そこまで語ると、クリミアはなぞなぞでも出すようにこう言った。


    「では、この時計遺伝子は体内のどこにあるでしょうか？」


    「脳……か？」


    「はい。ですが脳だけじゃありません。実は全身の細胞に存在しているんです。つまり、人間の体とは夥おびただしい数の時計の塊なんですよ。ですが、そのたくさんある時計がひとつひとつ勝手に違った時を刻み始めたら大変ですよね。なので、全身にある時計遺伝子を制御する中枢が必要になります。その中枢がここにあるんです」


    　クリミアが、とんとんと指で叩いたのは自分自身の眉み間けんだった。


    「そこは……!?」


    　それはクスマウルやフィンゼンの加速を止めた時に鍼はりを打ち込んだ場所。そして、クリミアとトロトゥーラの減速を消した時に打ち込んだ場所に違いなかった。


    「この奥に視交叉上核という器官があります。脳の視床下部に存在する米粒ほどの大きさの器官ですが、全身の時計遺伝子のずれを調節し、命令する重要な中枢になっているんです」


    「つまり、その視交叉上核に……」


    「ええ。この島に蔓まん延えんしている妖病ダムヌム・ミナトウムの元凶、ドゥンの核があったんです。ルンに擬態し魔術マジーによる検査から巧みに隠れていました。つまり時計島の妖病とは、視交叉上核に寄生し、体内時計を操作するドゥンによって発症した妖病なんですよ」


    　今まで妖病と安易に決めつけることを控えていたクリミアが、ここで初めて断言した。


    「妖病が蔓延する前のコッホ社の生活を思い出して下さい。一分一秒違わず決められた時間に目を覚まし、眠りにつき、排泄して、空腹を覚え、さらには発情期や女性の排卵、妊婦の出産日時までも正確に定められていました。この異常なまでの時間への正確さはドゥンによって体内時計を操作されていたからだったんです」


    　トロトゥーラが口を開いた。


    「つまり、ここ一年で妖病が蔓延したのではなく……それ以前からこの島の住人はドゥンに感染し、生活の全てを操作されていたということか？」


    「それってよ。誰だれかが意図的に感染させて、生活を操作しようとしたとしか思えねえよな？」


    　そう言ったヴィクターはその誰かが何者か、察しがついていた。


    「そいつはゲルハルト・コッホ──コッホ社の社長だな？」


    　クリミアは少し迷ったあげく、暗然と頷うなずいた。


    「おそらく……そうでしょうね……。このドゥンの感染力はとても高いです。全ての社員に感染させるのもさして難しいことではなかったでしょうね……」


    「このドゥンはいったい何を媒介にして感染しているのだ？」


    　そう尋ねたのはトロトゥーラだった。


    「おそらく体内時計の同期です。この病が体内時計に関わる物だと気がついたのは、ブローさんの症状が私たちにうつったことからです。あれは、うつったというよりは同期したんです」


    「同期って、どういうことなんだ？」


    「体内時計は他者や集団に交わると、その集団の体内時計と同期することがわかっているんです。女性が集団生活をする修道院なんかでは、そこで暮らす修道女の生理の時期が重なるようになることがあります。これなんか凄すごくわかりやすい体内時計の同期現象です」


    　ふむ、とひとつ口にして、トロトゥーラが言う。


    「つまり、この島のドゥンは人と人の体内時計が同期する時に感染する──つまり、この島の時間を過ごすだけで感染するということか？」


    「その通りです。感染法はそうだとして、問題はどうしてドゥンによって定められていた社員たちの時間が、今のような乱れた状況になってしまったかです」


    「どうしてなんだ？」


    「それを説明するには、まず視交叉上核がどうやって全身にある時計遺伝子のずれを調節しているかを話さなければなりません。ずれを調節するためには、まず視交叉上核自体が正確な時間を知らなければなりませんよね。その方法は何だと思います？」


    　トロトゥーラとヴィクターが答えられないのを確認すると、クリミアは言った。


    「簡単です。太陽の光を浴びることなんです。太陽光に含まれる青く強い波長の光を目が捉えると、視交叉上核は朝が来たことを知り、そこで一旦体内時計をリセットさせます。つまり、視交叉上核はずれた体内時計の針を毎朝太陽の蒼あおく強い光によって合わせているんです」


    「青く……強い光？　もしや……」


    　トロトゥーラの目線が向いたのは路地の外で煌こう々こうと輝く発光半導体電燈であった。


    「はい。その通りです。その本来太陽光にしか含まれていなかったはずの青く強い波長の光が、コッホ社の開発した発光半導体電燈に含まれているんですよ」


    　クリミアが懐から一冊の冊子を引っ張り出した。牢に落ちていた教会発行の医学誌である。


    「この雑誌に書かれていました。この雑誌では青く強い光をブルーライトと名付けています」


    　爽やかな印象のあるネーミングである。だが、決して爽やかなだけのものではなかった。


    「目がブルーライトを捉えると、視交叉上核が、朝が来たと誤認してしまうんです。夜間、浴び過ぎると、本来夜に分泌されるはずの眠気物質メラトニンの分泌が止まり、不眠症状を起こすことがわかっています。それだけではなく長時間ブルーライトを浴び続ければ、視交叉上核によるリセット機能が乱され、体内時計が狂ってしまうんです」


    「体内時計が……狂う？」


    「夜に食事すると太るという話は聞いたことがありますよね？　これは時計遺伝子の内で脂肪を溜め込む働きのあるものが夜間に増えるからです。体内時計が狂えば、昼でも脂肪を溜め込むようになってしまいメタボリック症候群になります」


    　以前クリミアは、この島の社員に肥満している人が多いと指摘していた。


    「肥満に伴い高血圧や脂質異常、動脈硬化が亢進されます。また時計遺伝子の異常がインスリン分泌を減少させ糖尿病を引き起こすこともわかっています。それに人間は体内時計に合わせて骨代謝を行っています。これが乱れれば骨こつ粗そ鬆しよう症しようになります。さらに体内時計の乱れは異常細胞を作り易やすく細胞死アポトーシスを正常に行わせなくなるといいます。つまり発がん率が上がるんです」


    　ヴィクターは目を見開く。動脈硬化症、糖尿病、骨粗鬆症、そして、がん……。これらは全てニクラスが語っていたここ一年でコッホ社員が発症した疾患の数々ではないか。


    「おいおい。そのブルーライトってのは、まるで殺人光線じゃねえか」


    「いいえ。決して悪いものではありません。朝にちゃんと浴びれば、むしろ乱れた体内時計を調節しますし、この冊子に書いてあるように鬱うつや認知症の改善にも効果があるんです」


    「だが、この島の社員どもが発症している疾患はブルーライトに原因があるんだろ？」


    「それだけで、ここまで多くの発症者が出るはずはありません。体内時計が乱れると発症しやすいというだけで、必ず発症するというわけじゃないんです。問題はドゥンの存在です」


    　ここで、クリミアは一息入れるように間を作る。


    「ドゥンがブルーライトによる体内時計の乱れと連動して暴走してしまってるんです。暴走したドゥンは極端な形で概日周期を狂わせています。先に上げた疾しつ病べいもそうですし、睡眠周期の極端な乱れが眠り病を、空腹周期の異常な乱れが空腹病を、発情周期を極端な形で発現させて発情病を……。これらは全て暴走したドゥンによって引き起こされたものなんです」


    「だが、意識や肉体の加速や減速はどう説明する。敵の使うテンプスとは何だ？」


    　冷静に尋ねて来たのはトロトゥーラだった。


    「テンプス──とは、おそらくこのドゥンの名です」


    「テンプスが……ドゥンの名？」


    「はい。間違いないでしょう。このテンプスの驚異的なところは、体内時計のみならず、人間の意識的な時間までも操作し、それを物理的な時間へと変えてしまうということです」


    　トロトゥーラもヴィクターもこの説明の意味がわからなかった。


    「そもそも意識的時間とは個々人や状況によって異なっているものです」


    「いや……、クリミア、わからねえよ。今言ってる意識的時間ってのは体内時計のことじゃねえんだよな？　一秒とか、一分とか、一時間とか、そういう時間のことだよな？」


    「はい。その時間です。その一秒や一分をどれだけの長さに個人が体感するかは一定していないということです。例えば、楽しい時間は、早く過ぎ去りますが、苦しい時間は、長く感じられるでしょう？　そういう時間感覚を今、意識的時間と呼んでいます」


    　この説明はわかり易やすかった。ようやくヴィクターは納得する。


    「こんな説があります。生物の体感する時間は体重の四分の一乗に比例する。小さな鼠ねずみは時間を速く感じ、大きな鯨くじらは時間をゆっくりに感じているということです」


    　人や動物は個人個人、一匹一匹、別々の速さで時間を感覚しているということである。


    「その意識的時間を視交叉上核に巣くったドゥン──テンプスは、操作します。さらに、操作したままに物理的な速度に変えてしまうんです。つまり、人間の意識的時間を五十倍に加速させたり、五十分の一に減速させたりして、肉体もそれと同じにしてしまうんです」


    「とんでもねえドゥンだな…………」


    　吐息と共にヴィクターはそう声を漏もらし、続けて問うた。


    「って、ことは加速や減速の症状も、ブルーライトによるドゥンの暴走なのか？」


    「そう考えて間違いないでしょう。そして、ヴィクターを狙っている異世界からの魔法医師メデイサン・ドウ・マージたちはこのテンプスを自分自身の視交叉上核に寄生させ、自在に操っているようです」


    「それで貴様は敵の視交叉上核に直接鍼はりを刺してドゥンを除去したというのか？」


    　トロトゥーラが微かすかな驚きを口元に表しながら問うた。


    「ええ。テンプスは耐性型ですから直接核を刺さないと除去できませんでした。本当に視交叉上核なのか自信がなかったんですが、体内時計を操作するとすればそこしかないな……と」


    「いや、貴様。米粒ほどの器官を減速されながら狙って、続けて二人も命中させたのか!?」


    　あの一瞬で、狙い過あやまたず打つのは並大抵でない集中力と解かい剖ぼう学的な知識が必要である。


    「大したやつだ……」


    　トロトゥーラが呆あきれたようにそう言った時である。ふいにクリミアとトロトゥーラの視界に異常が表れた。ヴィクターの姿がぶれて霞み始め、その声が聞こえなくなる。


    「何だ？　まさか、また減速し始めたのか？」


    「……やっぱり、ですね」


    　冷静にクリミアは自身の眉み間けんに鍼はりを刺す。すると、クリミアの視界が通常のものに戻った。


    　すぐさま、トロトゥーラにも同様の処置を施ほどこす。減速を解除されたトロトゥーラのみならず目の前で唐突に減速し始めた二人を目にしたヴィクターもまた困惑の表情を浮かべていた。


    「なぜだ？　テンプスは除去したのではなかったのか？」


    　疑念に眉間を顰ひそめつつ、トロトゥーラは問うた。


    「また感染したんです。この島の時間を過ごす限り、何度でも感染するでしょう」


    「おいおい。じゃあ、どうすりゃいいんだよ？」


    「大元を何とかするしかないでしょうね。コッホさんはテンプスを用いて社員の時を操ろうとしました。操ろうとしたのならば、操るための中枢が必要です。つまり、どこかに社員ひとりひとりに感染しているテンプスを制御する大元のドゥンの核が存在するはずなんです」


    「大元のドゥンの核……？」


    「場所はだいたい察しがついています。たぶん、あそこです」


    　クリミアが指差したのは建ち並ぶ無機質な建築物の向こう側だった。そこに発光半導体電燈の照射を受け、夜なお明るく島の全区域より望むことができる鐘楼の大時計がある。


    「あの時計は自動的に時間を調節する機能があったとニクラスさんが言っていました。でも、それが今狂ってしまっている。何かに似ていませんか？」


    　クリミアの言葉にヴィクターは、はっとなる。


    「太陽光で時間を調節する……視交叉上核？　ブルーライトによって狂ってしまった……？」


    「そうです。あの大時計はこの時計島全体の時を操作する巨大な視交叉上核なんです」


    　断言するクリミア。だが、ヴィクターは信じられない。


    「あれは機械だろう？　それが視交叉上核だって？　機械にもテンプスは寄生するのか？」


    　ヴィクターへクリミアは、悲しげに曇った顔を向けた。


    「あれは機械じゃありません。おそらく──人間です」


    



    　クリミアたちは遠くに見える居館の鐘楼を目指して歩んでいた。


    　クリミアとトロトゥーラの眉間には青く輝く鍼が刺さったままになっている。テンプスの感染を防ぐためだ。少々不恰好だがやむを得ない処置だった。


    　やがて三名はコッホの居館の前へと辿たどりつく。館の門は閉ざされていたが音声認証で開けることができた。まだクリミアとヴィクターの登録は取り消されていなかったようである。


    　館の内に入りエントランスの巨大解析機関の横をすり抜け、屋敷の奥へと進んだ。


    「来たのはいいが、どうする？　鐘楼はコッホしか入り方がわからねえじゃねえか？」


    「えーと、ですね……。どこかに録音機はありませんか？」


    　クリミアのこの言葉にヴィクターもトロトゥーラも首を傾かしげた。


    「録音機を発明したコッホさんのお家ですし、あると思うんですけど……」


    　すでにクリミアは部屋部屋を覗のぞいて回り始めていた。


    　腑ふに落ちぬものを覚えつつもヴィクターとトロトゥーラも協力して録音機を探して回る。


    　間もなく一つの部屋で旧式のコッホ社製録音機が埃ほこりをかぶっているのを発見した。


    「使い方、わかります？」


    　クリミアの問いに、トロトゥーラが頷うなずいた。


    「わかるが、何か録音するのか？」


    「少し待てば、この屋敷の内に声が流れると思うんです。それを録音したいんです」


    「声って……あのわけわかんねえコッホの声か？」


    　ヴィクターは初めにこの館に来た時に館内に流れた途切れ途切れの声を思い出した。


    「そうです。いつ流れ出すかわかりませんが、流れたらすぐに録音を開始して欲しいんです」


    　録音する意味がまるでわからぬヴィクターとトロトゥーラだったが、クリミアには何か確信めいたものがあるらしい。三人は、しばらく放送が始まるのを待つ。


    　十五分ほどした頃、天井近くにある喇らつ叭ぱ型機械から、ジジッ、というノイズ音が漏もれ出した。


    「あっ！　始まりました。トロトゥーラさん、お願いします！」


    　トロトゥーラは即座に録音スイッチを押す。断片的なコッホの声が流れ始めた。


    『ジジ……ジジジ……かいだ……のご』


    　途端に、クリミアが大声を上げた。


    「わーーーーーーっ！」


    　仰天してヴィクターがクリミアを見る。


    『……にか……さんば……』


    「わーーーーーーっ！」


    『……やのつ……』


    「わーーーーーーっ！」


    　ヴィクターはクリミアの頭がおかしくなってしまったのではないかと疑う。


    　やがて、放送が終了した。クリミアは立て続けに大声を上げ過ぎて、けほけほと咳き込む。


    「何だったんだ？」


    「けほ、けほ……。連続聴効果って……知ってます？」


    「連続聴効果？」


    「人の脳には補正作用があるんです。視覚で説明するとわかり易やすいと思うのですが……」


    　そう言って、クリミアは録音機の置いてあった部屋の書机の前にいく。そこに置いてあった羊皮紙とペンを使って何かを書き始めた。書いたものをヴィクターとトロトゥーラに見せる。


    「これ、何が書いてあるかわかります？」


    　と、言って羊皮紙をヴィクターとトロトゥーラに見せて来る。


    　羊皮紙の左上に書き掛けの放物線のようなものが書かれていた。少し開けて右側に丸みを帯びた「７」のようなものがある。下部にはＶ字が書かれていた。


    「いや……わからん」


    「じゃあ、こうすればどうでしょう」


    　クリミアは羊皮紙を書机に戻すと、机の上にあった筆立てや文箱を羊皮紙の上に置いた。


    「お？　ハートだ」


    　羊皮紙の上には筆立てや文箱に隠れるように「♥」マークが書かれていた。


    　クリミアは羊皮紙の上の筆立てや文箱をどける。するとハートマークが先程の放物線と「７」と「Ｖ」に戻った。つまり最初に見せられたのは一筆書きしたハートマークの線を所々途切れさせた図形だったのである。二回目は途切れた部分に筆立てや文箱を載せた状態だった。


    「途切れ途切れのハートマークは、何だかわからなかったけど、その途切れた部分に遮しや蔽へい物を置いた途端にハートマークだとわかったんじゃないですか？」


    　ヴィクターは羊皮紙の図形の上の筆立てを置いたり離したりしてみる。物を置いた途端に、その置いた部分の下に途切れた線が隠れているように見えるのだ。


    「これは、視覚情報に対して脳が補正を加えているからなんです。遮蔽物がないと、脳は途切れた線を別々に認識します。でも途切れ部分に遮蔽物を置けば、補正して全体として認識するんです。これは聴覚にも当てはまります。トロトゥーラさん。録音機を再生して下さい」


    　クリミアの指示に従ってトロトゥーラが、録音機の再生スイッチを押した。


    　録音機の内で何かが回転する音がするとともに、あのコッホの意味不明な声が流れ出て来る。


    　が、即座に「わーーーーっ」というクリミアの絶叫がその声をかき消すように重なって来た。


    　喧やかましくて聞き取り難にくい。だが──


    『……階段の五段目……二階、三番目の部屋の机の裏……二階廊下の四つ目の柱……』


    　微かすかにではあるが、途切れていたはずの言葉が意味のあるものとして聞き取れたのだ。


    『……三階の彫像……書斎の本棚、右から五つ……三階、二つ目の部屋、マットの裏……三階、バルコニー……二階、廊下の鎧よろい……一階、トイレ、便座裏………………鉄の肺…………』


    　録音機の再生が止まった。唖あ然ぜんとして顔を見合わせるヴィクターとトロトゥーラ。


    「どういうことだ？　何言ってるのかわかったぞ？」


    「これが連続聴効果です。先程のハートマークと同じです。途切れ途切れの情報の空白に障害物を置くことで全体を認識できるようになる……。つまり途切れていた声の静寂部分に雑音を入れることによって脳の補正作用を働かせ、言葉として聞き取れるようにしたんです」


    　まるで魔法のような人間の耳の不思議、脳の神秘にヴィクターは言葉もなかった。


    「ニクラスさんはコッホさんのことをすごく遊び心のある人だと言っていました。その遊び心が連続聴効果を利用した暗号をこの屋敷の中に残させたんです」


    「暗号……？」


    「はい。コッホさんの言葉はいくつかの場所を示していました。そこへいってみましょう」


    　さっそくクリミアは歩き出していた。まず最初にコッホが示していた「階段の五段目」へといってみる。調べてみると階段の隅に小さく「６」という数字が書かれているのを見つけた。


    「ありました。次は、『二階、三番目の部屋の机の裏』です」


    　その場所へいき、調べると「３」という数字がある。


    　そうやって、クリミアたちは館の内を巡り歩いた。コッホの声の示された場所に行くと必ず数字が書かれているのを見つけることができる。そうして、最後に「鉄の肺」──かつて、コッホの妹ヒルデが繋つながれていた旧式の人工呼吸器を調べてみた。


    　鉄の樽のようなその機械の内側に「５」の字があった。


    　最初から順番に並べると「６３７０５３３１０５」という十桁の数字が完成する。


    「これが暗号……。もしかして鐘楼の扉を開ける暗証番号か？」


    「あるいはコッホさんがいる地下室の番号かもしれません。まず鐘楼へ行ってみましょう」


    　三人は館に直結されている鐘楼へと向かった。


    　館の奥側に鐘楼の内に入る鉄てつ扉ぴがあり、扉の横に数字の並んだ文字盤があった。


    　先程の暗証番号を打ち込んでみるも、扉が開く気配はない。


    「数字を並び換えなきゃいけないんでしょうか？　だとしたら途方もないですよね……」


    「並び換える前に、先に地下室の方で試してみようぜ」


    　そういうことになり、三人は地下へと移動した。


    　地下──コッホが五年にも及び閉じこもり続けているという冷たく硬い鉄扉の前に改めて立ったクリミアは文字盤を押そうとして指を止める。


    「勝手に開けてしまってもいいんでしょうか……」


    　この期に及んでのクリミアの躊躇ためらいに、ヴィクターは呆あきれて言った。


    「構うことねえよ。コッホの撒まいたドゥンのせいで、今、島がたいへんなことになってんだ。その収拾をつけるために鐘楼に入る方法を聞きに入って何がわりいんだよ」


    　まだ躊ちゆう躇ちよを残しつつも、クリミアは文字盤に暗証番号を打ち込んだ。鉄扉の内で何らかの機巧が作動する音が聞こえて来る。間もなく、鉄扉が、サーっと横にスライドした。


    「開いた……」


    　三人は室内へと足を踏み入れた。ひんやりとした狭い部屋である。


    　コッホの姿は見えない。部屋の壁面は棚で覆われている。その棚には紙の箱がずらりと並べられていた。ひとつを引き出して開けてみると中には映写機のフィルムが収められている。箱にはラベルが貼はってあり「何月何日、何々をした際のこと」と、日付と題名が書いてあった。


    　壁の一角にスクリーンらしき白布が垂らしてあり、距離を置いて映写機が置かれてある。


    　さらに奥に部屋があるらしく木製の戸があった。コッホは奥の部屋にいるのかもしれない。


    「お邪じや魔まします……」と、細い声で一応そう言って、クリミアは戸を開き中を覗のぞき込んだ。


    　そこもまた狭い部屋である。机があり、本棚があり、寝台がある。


    　机の椅い子すに誰だれか座っていた。椅子に座る後ろ姿はぴくりとも動いていない。


    「あのー……」と、声を掛けるも反応はなかった。


    　室内へと入り、椅子に座る人物へと近づく。頭の禿はげた初老の男であった。かなりの高齢で、顔には深い皺しわが刻まれているが、肌の色艶つやはよく、座する姿には威厳がある。


    「ゲルハルト・コッホ……」


    　ヴィクターが呟つぶやいていた。雑誌か何かで写真を見たことがある。その写真よりも老いていたが、この老人は確かに発明王ゲルハルト・コッホに違いなかった。


    　奇妙なのは、コッホの体がまるで微動だにしないことである。瞼まぶたを見開いたまま、机の上の書物に視線を硬直させている。まるでよくできた蝋ろう人形のようだった。


    　クリミアはコッホに触れてみる。体温はあった。生きている。だが、瞬きをしていない。減速症状の者でもゆっくりと瞬きをするのが確認できるはずなのだが……。


    「……私はこの老人を知っている……」


    　ふいにそう言ったのはトロトゥーラである。彼女の顔はいつになく神妙だった。


    「コッホさんは有名人ですからね……」


    「違う！　私は以前この老人と会っている」


    　思いの外ほか強いトロトゥーラの言葉に、クリミアは目を丸くする。


    「え？　コッホさんとトロトゥーラさんが……？　どうして？」


    「……何か、思い出しそうだ……。忘れてしまっていたことが全て思い出されそうだ……」


    　呻うめくように言いながら、トロトゥーラはふらふらと戸を開けて、前の部屋へと戻っていく。


    　トロトゥーラは棚のフィルムの箱のひととひとつを指でなぞりながら確認し始めた。


    　ある一カ所で指が止まる。トロトゥーラは「見ろ」というように二人を振り返った。


    　箱のラベルにはこう書かれてある──『テンプスの記録１』と。


    　棚には『テンプスの記録２』『テンプスの記録３』『テンプスの記録４』と、８までテンプスの記録と書かれたフィルム箱があった。『１』の日付は三十年前のものである。


    「テンプスの記録？　こ、これ、見れますか？」


    　トロトゥーラは頷うなずきを返し、箱を開けてフィルムを取り出す。そして、映写機へとフィルムをセットした。フィルムがカラカラと回り始め、壁面の白布に映像を投影し始める。


    　しばし、雑然とした映像が流れた後、ひとつの部屋がモノクロームで映し出された。


    　この部屋である。現在とは異なりテーブルが置かれていた。テーブルには向かい合って二人の人物が座っている。一人はコッホ。もう一人は冴さえない顔の白髪の青年である。


    　その青年を目にし、クリミアとヴィクターは同時に驚きよう愕がくの声を漏もらしていた。


    「ヘルメス！」


    　そう。その白髪の青年は、クリミアたちが関わって来たいくつかの事件の裏で暗躍していた男──妖術医師メデイサン・ドウ・ソルシエ〈医師たちの主ニンギシユデイザ〉ことヘルメス・トリスメギストスだったのである。
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    　映像の中のコッホは若々しい。


    　額が後退しているものの、今ほど禿はげあがってはおらず、髪の色も黒々としている。映像は三十年前のものなのだ。この時のコッホの年齢は四十代の初めほどだろうか。


    　奇妙なのはヘルメスだった。クリミアは半年ほど前にこのヘルメスと出会っている。その時のヘルメスと三十年前の映像の中のヘルメスは寸分たがわぬ姿をしていたのだ。


    　そのヘルメスの異常性の意味について考える間もなく、映像の中のコッホが口を開いた。


    「……部外者との会話は全て映像で記録させてもらう」


    　狷けん介かいな声でそう告げた。ヘルメスはにっこりと笑う。


    「ええ。構いませんよ」


    　外部との接触を断っている時計島にどうしてヘルメスがおり、どんな経緯でコッホと面会しているのかはこの映像からはわからない。


    「僕がコッホさんをお訪ねしたのはですね。コッホさんの望みを叶えるお手伝いが僕にできるんじゃないかと思ったからなんです」


    「望み？　ふんっ！」


    　コッホは鼻で笑った。


    「おまえのような手合いには今まで幾度も会って来た。わしに取り入って美う味まい汁を啜すすりたいというハイエナのような手合いにな。わしに望みなどないわ。帰れ！」


    　コッホの悪あく罵ばもどこ吹く風で、ヘルメスは微笑し続ける。そして、ずばりこう言った。


    「コッホさん。あなた、未来を見てみたいとお望みなんじゃないですか？」


    「なっ……!?」


    「いえ、あなたが医療器具ばかり世間に発表しているのは、どうしてかな、と思いまして。もしかして医学の発達を後押しして、御自身の延命を期待しているんじゃないかと……」


    　それだけで果たしてわかるものだろうか。まるで心を読んだかのようなヘルメスの眼力である。


    「コッホさんは時を超える機械を発明しようと試みられたことがあるんじゃないですか？」


    　まなこを見開いたコッホの態度は、図星を突かれた者のそれだった。


    「しかし、天才発明家であるあなたと言えども、それは不可能だった。だから、あなたは世界の医療技術を発達させるなんていう遠回しな方法で未来を見ようとしているんですよね？」


    　やんわりとした声だが、それは断言しているに等しい言葉だった。


    「ですが、その方法であなたの辿たどりつける未来はどれほどの未来でしょうかね。せいぜい十年、二十年……。未来を見たというにはほど遠い未来……」


    　コッホは仏ぶつ頂ちよう面づらを作り、憮ぶ然ぜんと顔を背けた。


    「ですけどね……。僕は信じているんですよ。コッホさんの才能と情熱があれば、人が百年先、二百年先の未来を垣かい間ま見る方法を編み出せるんじゃないかって……。そして、是非ともその偉業を成し遂げて欲しいんです。そのささやかなお手伝いをさせて欲しいんですよ」


    「ふん。……で、何がしたいのだ。わしの助手にでもなるのか？」


    　と、コッホが背けていた顔を戻したのは、ヘルメスの持つ一種独特の柔らかな雰囲気に惹ひき込まれ始めた証拠であった。


    「いえいえ。到底、僕にはコッホさんの助手なんて務まりませんよ。僕の知っているのは医学だけです。ただ、普通とはちょっと毛色が違う医学ですが……」


    「毛色の違う医学だと？」


    「はい。それをコッホさんなら活かしてくれるんじゃないかなあ、と僕は、思うんです」


    　そうして、ヘルメスが足元の大きなリュックから取り出したのは小さな薬瓶びんだった。


    「ドゥンです。ウイルスのようなものと思って下さい。妖物モンストルと呼ばれるものはすべからくドゥンによって生じます。そのドゥンの一種がこの薬瓶に入っています」


    「そのドゥンとやらが妖物モンストルを生み出しておると？　わしも教会の連中が言う呪じゆ詛そだ、不信心だ、という理屈は非科学的であり、何らかの医学的原因があると思ってはいたが……」


    「ああ！　やっぱり、あなたは僕が見込んだ通り、通念に囚われぬ方ですね！」


    　ヘルメスは嬉うれしそうに目を細める。そうして、ドゥンなるもの、妖病ダムヌム・ミナトウムと妖物の理屈、教会が異端と排斥する魔術マジーというものの絡から繰くりを語り出した。初め、半信半疑だったコッホもヘルメスの爽やかな弁舌にいつしか興味深そうな顔つきへ変わっていく。


    「この瓶びんの中のドゥンはかなり珍しいものでして、結社の記録にもないものです。と、言うのも、これが普段寄生しているのは密林の沼沢地に生息するイモリの一種のみだからです」


    「それに寄生されるとどうなるのだ？」


    「どうにもなりません。実に無害なドゥンです」


    　さらりとヘルメスは言った。


    「いや、どうにもならないというよりはそれほど大きな被害を寄主にもたらさないんです。このドゥンは体内時計の同期現象を媒介にして感染します。ゆえに群れで生活する生物にしか寄生しません。このドゥンの行うことは実に奇妙でして、その寄生した群れの体内時計──そして、意識的時間を一定にさせてしまうんですよ」


    「……？」


    「つまり、このドゥンに寄生された生物集団は、皆、同じ時間に睡眠を取り、同じ時間に空腹を覚えるようになります。さらに時を感じる長さまでも一定にしてしまうというわけです。ね？　森の奥のイモリの群れがこんな症状を現していても誰だれも困らないでしょう？」


    　無邪気に笑うヘルメス。


    「いや、それはわかった。だが、そのドゥンと未来にゆく方法とどんな関係が……」


    「時間を一定にするということは──時間を操る能力を持っているということですよ」


    「時間を……操る？」


    「時を操るドゥン。故ゆえに僕はこのドゥンを──〈時間テンプス〉と名付けました」


    　その名は遥はるか遠い国の忘れられた魔法の言葉のようにこの場に響いた。


    「このテンプスは体内時計や意識的時間を一定にさせるだけじゃないんです。その意識的時間を宿主の実際の時間に変える力もあるんです。もっとも、意識的時間と実際の時間との間には、さして差異はありませんから傍はた目めにはわかりません。ですが、このテンプスにもっと大きく意識的時間を変化させればどうでしょう？」


    「意識的時間を限りなく遅くさせれば、宿主だけが周囲と異なり、時間の経過が遅くなる。例えば、普通の人間が十年を経過するうちに、宿主だけは一日しか経過しない、と」


    「そうです！　そういうことですよ。さすがはコッホさんだ。それをすることができれば、百年も二百年も、短い時間で経過してしまえるんです。もちろん老いることなくですよ！」


    　コッホは歓喜に顔を膨らませようとする。が、すぐに仏ぶつ頂ちよう面づらへと戻ってしまった。


    「……信じられぬな」


    「ですよね。やっぱり、信じられませんよね……」


    「考えてみれば、テンプスだとか、ドゥンだとか、時を操るだとか、とても信じられた話ではないわ！　危うく詐欺師の虚言に惑わされるところであった！　帰れ！」


    　ヘルメスは、困ったような顔で、ぽりぽりと頭を掻かいた。


    「仕方ありませんね。では虚言ではないという証拠をお見せしなければ……」


    　そう言ってリュックから取り出したのは木の籠かごだった。籠の内には鼠ねずみが三匹入っており、ちゅうちゅう鳴きながら元気に駆け回っている。


    「テンプスを寄生させたマウスです」


    　そう説明すると、ヘルメスは籠の蓋ふたを開け、鼠を一匹掴つかみ出した。


    　鼠の眉み間けんの辺りに人差し指を当てると、何事か念ねん誦じゆし始める。ヘルメスの指が蒼あおく発光し、その光が鼠へと伝達された。すると、今までヘルメスの手の内から逃のがれ出ようと激しく身み悶もだえしていた鼠の動きが、徐々に徐々にゆっくりになってゆくではないか。


    　ヘルメスは机の上に鼠を放した。鼠は、生物的に有り得ぬようなスローモーションでテーブル上をゆっくりゆっくり進み始める。コッホは絶句して言葉が出て来ないでいた。


    「ルンを用いてマウスに寄生したテンプスに刺激を与えました。テンプスはびっくりしてマウスの時間を減速させてしまったようです」


    　すぐにマウスは元の速度に戻り、テーブルを飛び降りて棚の陰に隠れてしまった。


    「このようにルンによる刺激でテンプスに干渉することができるんです。干渉できるならば操作することも可能だと思いませんか？」


    　立ち上がり、ヘルメスは呆ぼう然ぜんたる態のコッホへ歩み寄ると、手を取り薬瓶びんを握らせた。


    「コッホさん。これはあなたに差し上げます。どうか、あなたの夢──実現させて下さい」


    　心奥まで沁しみ渡るような眼まな差ざしがコッホを見つめて来る。


    「お、おまえはいったい……何者なのだ？　な、何が目的だ？」


    「目的なんてありませんよ。人助けは僕の趣味。そう。ただの道楽なんですから」


    　春風のような微笑をそよがせ、ヘルメスはコッホの手を放し、リュックを背負い上げた。


    「では」の一言を最後に、ヘルメスは映像画面の外へと歩み出ていく。


    　白布に投影された映像の中には唖あ然ぜんと立ち尽くすコッホだけが残された。


    



    　映像が終了し、フィルムが空回りする音が響く。


    「ヘルメスの野郎……。今回の件にも絡んでやがったか……」


    　敵意をむき出しにするヴィクターの目の前で、トロトゥーラが無言で『テンプスの記録１』のフィルムを外し、『２』を取りつけ、映写機を起動させる。


    『２』以降の内容はテンプスをコッホが試行錯誤しながら実験し続けるその記録であった。


    　ルンによって干渉できるというテンプスだが、魔術師マージでないコッホは当然ルンを操ることができなかった。それゆえに、まずコッホが行ったのは魔術書の収集である。


    　ルンを操作する魔術マジーのシステムを知り、機械的に再現できぬものかと調べ始めたのだ。


    　やがてコッホが目をつけたのは霊石ガマエであった。ガマエを機械に組み込めば魔術の使えぬ者でもテンプスを操作することが可能なのではないかと考えたのである。


    　コッホはガマエを手に入れるため、そしてガマエの知識を収集するためにハーネマンら三名のガマエ研究者と接触し、その活動資金を援助し始めた。


    　その甲斐あって、コッホはガマエを入手することができたのである。


    　ガマエ入手以降コッホのテンプス研究は飛躍的に前進した。マウスを用いての実験では自在にその意識速度や体内時計を操作することができるようになったのである。


    　さらに新たな発見があった。ひとつの生物集団に同期して寄生するテンプスだが、その集団の一個体に集団全体の時間を統御するメインとなる存在が必ず生じるということである。


    　つまり、そのメインテンプスを操作すれば集団全体を操作できるということだ。


    　この新発見に、コッホはある悪あく魔ま的てきインスピレーションを受ける。


    （社員全員に寄生させれば、その時間を自由に操作できるようになるのではないか？）


    　このようなことを考えたのには理由がある。「自分だけの時間が流れる箱庭的理想郷」を作りたいと思い、時計島に会社を移転させたコッホだが、実情は上う手まくいっていなかった。


    　発明に没頭すると寝食を忘れて働き続けるコッホと同じだけの熱心さで労働する者はおらず、体力や気力の状態、社員一人一人の個性によって労働実績は異なった。時に不平不満を述べる者がいるのはまだいいとして、特許申請前の発明を島の外へ盗み出す者までいる始末だ。


    　コッホ社創立当初の小さな工房での活動とは異なり、大所帯となったコッホ社はすでにコッホの意のままにならぬものへと化していたのである。


    　テンプス操作法の研究が完成し、コッホがめでたく未来までいくことができたとしよう。


    　しかし、コッホ社を放置すれば数百年の未来へと至った時、彼の理想郷である時計島は、すでにコッホの望まぬ別のものに変貌してしまっているのではないか。


    （ああ！　社員全てがゴーレムのごとく従順で、その振る舞いや時間に至るまで我が自由になればよいものを。百年二百年と変わらず規律正しきままであってくれればよいものを！）


    　この思いこそがコッホに社員総テンプス寄生計画を想像せしめたのである。


    　昼労働者、深夜労働者などその職種に合わせて違ったスケジュールの時間をテンプスに命令させねばならない。また、さらなる時計島の発展のために無作為な社員同士の恋愛や性交渉を避け、よりよき社員が生まれて来るよう時間的生殖隔離を行うアイデアも組み込むつもりであった。その他もろもろの膨ぼう大だいにして複雑な情報を処理し、管理する必要がある。


    　そのためにコッホは巨大な解析機関を作り出した。


    　この巨大解析機関と全社員に寄生させたテンプスに命令を下すメインテンプス操作装置とを組み合わせれば、コッホの壮大な全社員時間制御計画は完成するのである。


    　が、実行に移す段になってコッホは二の足を踏んだ。彼の倫理が邪じや魔ましたのである。


    　テンプスは生物にしか寄生しない。また、種の異なる生物集団同士では同期しないのだ。


    　つまり、メインテンプス操作装置を作ろうと思った場合、テンプスを寄生させた生きた人間の肉体を解析機関や操作機械に組み込まねばならないのである。


    　無論、組み込まれた人間は、もはや人とは呼べぬ生きているだけの機械部品と化すだろう。


    　これは奇人コッホをして実行を躊躇ためらわせる魔界の発想だったのである。


    　コッホは悄然として操作装置の作成を断念せざるを得なかったのだった。


    



    『テンプスの記録』はついに最後の『８』まで辿たどりついた。


    　まず映ったのは憔しよう悴すいの影が濃いコッホの顔である。コッホはわななく唇でこう語り始めた。


    「おお……ヒルデ。ああ、ヒルデよ……。発明しか脳の無いわしをここまで支え続け、ついにはここまでの栄華を与えてくれた聡明にして愛しき妹よ……。


    　ああ！　おまえに打ち明けるべきではなかった！　おまえに打ち明ければ、おまえが何と言うかは容易に想像がついたはずであろう！　ああ、おまえはこう言った！


    『是非、わたくしの体をメインテンプス操作装置の部品としてお使いくださいまし』と！


    『病体のわたくしはもはや兄上様のお役には立てませぬ。せめてこれからは操作装置となりて、我が子のごとき社員の生の営みを見守り生かすことに精進したく存じまする。悲しまれるな、兄上様。無用と思い定めていたこの身が、数々の医療機械を世に送り出し万民を生かしているコッホ社の尊いお仕事のお役に立てることをヒルデは嬉うれしく思うのでございます』と。


    　できるものか、ヒルデよ！　他の誰だれを犠牲にしようと、おまえだけは犠牲にできぬ！」


    　ここで、映像は途切れた。しばし空白のごとき映像が流れた後、コッホの顔が映し出される。


    　その顔は先程よりも、いっそう凄愴であり、鬼気すら帯びていた。


    「ヒルデが死んだ」


    　これを見ていたクリミアたちは自然と息を呑のんでいた。


    「いいや。死んではおらぬ。ヒルデは自ら鉄の肺のスイッチを切って自殺を図ったのだ。すぐさま、わしは鉄の肺を起動させたが、脳を損傷し二度と意識戻らぬ者となった……」


    　ぽろぽろと、コッホは涙を零こぼす。


    「おお、ヒルデ！　おまえはわしの理想のためにその身を捧げてくれたのだな！　無駄にはせぬぞ。無駄になどするものか！　せめておまえをメインテンプス操作装置として永えい劫ごうに生かし続けよう！　決して死ぬことない存在にしてやろう！　兄を許せ、ヒルデ！」


    　そうしてコッホはヒルデの肉体を利用しメインテンプス操作装置を作成したのである。


    　時を支配するという象徴的な意味から、装置を鐘楼に造ることに決め、大時計と接続させた。


    　かくして太陽光により自動的に時間調節をする大時計──メインテンプス操作装置は、完成し、全社員時間制御計画が、ついに実行に移されたのである。


    　すでに、テンプスを用いた意識速度の超減速によって未来へと旅立つ準備はできていた。


    　だが、すぐに未来へ向かうわけにはいかない。コッホ不在中も正しくメインテンプス操作装置が社員の時間を統御し続けるか経過を観察する必要があったのだ。


    　やはり、初めは様々な不具合が生じ、その都つ度どコッホは調整を繰り返した。


    　いつしか完全に不具合が見られなくなり、そして念のため、さらに幾年かの歳月を経過観察に費やした時、ようやくコッホは未来へと旅立つ決意が固まったのである。


    　最後に映ったコッホの顔は未来へと向かう期待と希望で、溌はつ剌らつたる明るさに満ちていた。


    「これよりわしは未来へと向かおうと思う。とりあえずは二十五年後へ。二十五年刻みでいける限りの未来へと向かうつもりだ。超減速を用いれば二十五年の経過も半日ほどだろう。


    　わしのテンプスは社員全員に広がっているテンプスとは異なるグループにし、この部屋自体も影響を受けぬように細さい工くしてある。同期して不具合が生じてはたいへんだからな。


    　しかし、おお、ヒルデ！　わしの夢が実現したのもおまえの犠牲あってのことだ！　感謝する！　感謝するぞ！　鐘楼の扉の暗証番号は、おまえの誕生日、聖教暦一六五一年三月十三日を逆にした『３１３１５６１』にしておいた。耄もう碌ろくしたわし自身が忘れぬよう、ここに映像として残しておこう。さあ！　今よりわしは、旅立たん！　遥はるかなる未来へ！」


    　勇躍するコッホの若々しい声で映像は途切れ、全映像記録は終了したのである。


    　クリミアは我知らず息を漏もらし、コッホのいる奥の部屋へと目線を向けた。


    「コッホさんは、今、未来へ向かって、想像を絶するぐらいの減速の内にあるんですね……」


    　途方もない思いにかられ、クリミアもヴィクターもそれきり言葉がなかった。


    　が、二人の傍かたわらでわなわなと痙けい攣れんしたように身を震わせている者がいる。


    　トロトゥーラだった。彼女は今までに見せたことのない愕がく然ぜんたる表情を浮かべている。


    「思い出した……」と、わななく口でトロトゥーラが言った。


    「私はこの男に会っている。いや、会うのだ。二十五年後に……時を超えて来たこの男に」


    「え？」


    「私は二十五年後の未来からやって来た」


    　クリミアがその不可思議な言葉の意味を問おうとした時、突如、怨えん嗟さに満ちた声がした。


    「思い出したか、トロトゥーラ……」


    　振り返ったそこ──開け放たれたままの地下室の入口に、三つの白い影が映写機から放たれる光に不気味に蒼あおく照らされながら立っていた。フィンゼン、クスマウル、ラエネク──三名の襲撃者たちである。ヴィクターとトロトゥーラが迅速に身構えた。


    　フィンゼンが悠然と、だが表情の裏にふつふつたる憎念を隠し室内に歩み入って来る。


    「思い出したならばわかろう。悪魔デイアブルヴィクターを生かしておいてはならぬということを……」


    　ヴィクターが悪態を吐つくように口を挟む。


    「けっ。俺が黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプスだっつうデマを、てめえは信じてるってのか？」


    「デマではない！　おまえは真実黙示録の悪魔よ！」


    　一時、激げつ昂こうするも、フィンゼンは表情を蛇のごとき笑みに取って代わらせる。


    「俺たちはすでに今後二十五年の人類の辿たどる歴史を知っておるのだ。これよりおまえがどうなるか。おまえのその病がどんな意味を持っているか……」


    「ヴィクターの病の意味？」


    　ぴくり、と身を震わせたクリミアへ、フィンゼンが物もの凄すさまじい目つきを返す。


    「悪女クリミア。貴様に教えてやろう。貴様の魔術マジーの失敗で生み出され、その男の内に宿った百八種のドゥンは、いずれ、その男を世にも悍おぞましき悪魔デイアブルへと変貌させるぞ」


    　その程度のことは予想がついていた。実際、ヴィクターはドゥンの抑制が利かなくなった時、幾度も悪魔化を遂げている。


    「が、それだけではない。その男が完全に悪魔と化した時、内に巣くった百八つのドゥンは、その男の肉体より解き放たれ、大感染を開始するのだ」


    「大感染……？」


    「その感染力の凄まじさ、目に余るものだ。通常では考えられぬようなありとあらゆるものを媒介とし、瞬く間に伝染する。伝染とともに変異を繰り返し、数万種へと分化していく。人のみならず、鳥獣や魚、虫や植物、菌類に至るまでがドゥンに侵され、妖物モンストルと化す。生命という生命は尽ことごとく姿を変え、時を置かずドゥンは、この星全土へと感染し尽くす……」


    　そこで、フィンゼンは一時口を噤つぐみ、目を伏せ、どこか厳げん粛しゆくに次の言葉を発した。


    「──感染爆発パンデミツクだ」


    　クリミアも、当のヴィクターも言葉が出て来なかった。


    　ようやく、青ざめた唇でクリミアが口にできたのはこの一言のみである。


    「……嘘うそです……」


    「嘘ではない。俺は二十五年後の未来から来たのだ。全てを知っている」


    「み、未来から来たなんて、そんなこと信じられません！」


    　フィンゼンは陰いん鬱うつな含み笑いでクリミアの叫びを笑殺し、奥の部屋へと目を向ける。


    「ゲルハルト・コッホ……。その男が二十五年後に見る世界とは、科学の発達した夢の世界などではないぞ。俺たちのいた──病魔に侵され荒廃した人類終しゆう焉えんの未来なのだ」


    　フィンゼンは語り出した。二十五年先の未来に到達したコッホのその後の足取りを……！


    



    　──二十五年後。


    　コッホは己の超減速を解除し通常意識速度に戻り、この地下室を出た。


    　が、どうしたことだろうか。彼の築き上げた箱庭的理想郷である時計島は、無惨な瓦が礫れきの廃墟と化していたのである。さらには、海が干上がり時計島とメンロとが陸続きになっていた。


    　何が起こったのか理解できぬまま、コッホは時計島から徒歩でメンロの港の方へと向かった。


    　空を覆い尽くす雲は毒々しい赤色で、世界は鮮血のような赤景である。繁茂する草花は奇怪にねじくれ、食虫植物のごとく口と牙きばとを備えていた。


    　メンロの港につくも墓標のごとく半壊した廃屋の林立するゴーストタウンとなっている。


    　そこで、コッホは瓦が礫れきの陰よりふいに躍り出て来た一匹の妖物モンストルに襲われた。醜しゆう怪かいなその妖物は爬は虫ちゆう類るいとも魚類とも菌類ともつかぬ形容すべからざる忌いま忌ましい姿をしたものだった。


    　あわや、その妖物に食い殺されんとした時、コッホを救った者があった。


    　すなわち、それがトロトゥーラ、フィンゼン、ラエネク、クスマウルだったのである。


    　トロトゥーラたちは混乱するコッホにこの世の有様について語り聞かせた。


    　黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプスヴィクターの覚醒により、世界は妖病ダムヌム・ミナトウムが猖しよう獗けつを極める魔界と化している。


    　すでに地上人類のほとんどが死に絶え、あるいは妖物化し、残った人類は妖病の魔の手が未いまだ及ばぬ一部の地域に身を寄せ合うようにして暮らし、何とか命脈を保っていた。


    　しかし、日々着実に人類の数は減少している。もはや人類滅亡は必至となっていたのである。


    　愕がく然ぜんとしたまま人類が暮らすコロニーへと連れていかれたコッホは、数日間言葉一つ発せぬまま過ごした。数日後、気分の落ち着いた彼は、ようやくぽつぽつと己の出自を語り始める。


    「わしは二十五年前の過去から来た者なのだ……」と。


    　初め、眉まゆに唾つばして聞いていた魔法医師メデイサン・ドウ・マージたちだが、この老人の語り口からそれが真実であると理解するようになった。そんなおり、ラエネクがこう言い出したのである。


    「過去から未来に来られるのなら、未来から過去へ向かうことはできないの？」


    　つまり、黙示録の悪魔覚醒以前に戻り、その覚醒を阻止することができれば、人類滅亡の現在を変えることができるのではないか、と言うのだ。


    　テンプスによる未来旅行の絡から繰くりを考えれば、このアイデアが不可能なことだとすぐにわかる。あくまでコッホは意識時間を超減速させ、時の経過を一瞬に体感しただけなのだ。


    　だが、過去に戻るというラエネクのアイデアは天才発明家コッホの情熱に火をつけた。


    　──体内時計によるタイムスリップ！　面白い！


    　以後、コッホはテンプスによる時間遡そ行こうの研究に没頭し始めたのであった。


    　人間の肉体にはその時々に受けた感覚刺激が記憶として残っている。


    　テンプスを用い、その感覚刺激を尽ことごとく再現させれば、それはその人物を過去のその体験した風景の場所へと立ち返らせることができるのではないかとコッホは、考えた。


    　感覚刺激的過去の風景へ立ち返ることが、果たして物理的に過去へと戻ることと同意味か否か、それは甚だ疑問だが、手探りの研究の中で唯一の取っ掛かりがそれのみだったのである。


    　結論から言おう。テンプスにより肉体と意識を遡行させることを可能であった。


    　それは二通りの異なる症状となって現れた。


    　一つは記憶を失いながら肉体が若返っていく症状（生理学的代謝の逆行）。


    　もう一つは未来を記憶していて過去を知らず、老いた状態から赤子の状態へと向かうアベコベの存在になる症状（物理学的エントロピーの逆転）。


    　が、この二つの症状はどちらもコッホらの望むものではなかった。これらは個人の意識と肉体が過去の状態へと戻るだけであり、過去の時間点へと飛び戻ることではないのである。


    　問題はさらにあった。過去へ遡そ行こうした者がいて、それをどう観測するのか、ということだ。


    　たとえ遡行したとしても、その者は記憶を失ってかつて自分のいた時間点に立ち返るだけなのだから、他者はおろか遡行した本人すらも意識することができないのだ。


    　こうして研究は難航したのである。


    　が、マウス実験を繰り返すうちに、とある不思議な現象の観測に成功した。


    　テンプスを寄生させたマウスが学習せぬはずの事柄──板で作った迷路のどの道を通れば餌えさのある地点へ辿たどりつけるか──を知っていたのだ。すなわち、このマウスは迷路を抜けて餌に辿りついた未来の記憶を保持したまま過去へと遡行したマウスだったのである。


    　実験が進み、明らかになったのはマウスが未来の記憶全てを残したまま遡行したのではないということだ。記憶の一部をデジャヴュという形で想起して迷路を攻略し得たのである。


    　だが充分に希望が持てた。記憶を残したままの過去への遡行は可能なのである。


    　また、この発見は感覚刺激的遡行が、物理的遡行と同意味であることすら示していた。


    　コッホはさらに長い時──五年の月日を研究に費やし、ついに完全な記憶を残したまま生物を過去へと遡行させる方法を実現させたのである。


    「……それは……！」


    　ここまでの話を聞いて、クリミアは気がついた。


    　マウスが時を遡さかのぼり、未来の記憶をデジャヴュという形で想起させて迷路を攻略した、という現象には身に覚えがある。クリミアもまた時計島に来てからデジャヴュを繰り返し覚え、最終的にそのデジャヴュに助けられてヴィクターの命を救ったのだ。


    　これらの事実が示すことは一つである。クリミアは時を遡っていたのだ。


    　おそらく、ヴィクターが死んだ時点からメンロの町の宿屋で目覚めた時点まで。


    　つまり、クリミアはメンロの町で悪夢を見た時には、すでにテンプスに感染していた。


    　いつ感染したかと言えば、未来で感染したのである。時計島の暴走したテンプスの影響で、クリミアは一度時を遡行し、そしてもう一度時計島へと戻って来ていたのである。


    



    　フィンゼンの語りは続く。


    　完成されたテンプスによる時間遡行法により、ついに過去へ戻り黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプスの覚醒を防ぐ計画が現実化されたのである。しかし、この困難な任務に志願する者は、トロトゥーラ、フィンゼン、クスマウル、ラエネクを含む十名しかいなかった。


    　と、言うのもテンプスによる時間遡行は遡行者を若返らせながら過去へと向かうものであり、黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプス覚醒以前に生まれている者でなければならないからである。


    　また、実験室では数週間までの遡そ行こう実験は成功しているが、十数年に及ぶ長時間の遡行は未知であった。何が起こるのかまるで保証がなく、多くの者が怖おじ気けづいたのである。


    　それでも志願したトロトゥーラたち十名は、精鋭と言っていいだろう。


    　十名は複雑なテンプス操作法の訓練をし、見事に習得した。


    　計画はこうである。記憶を残したまま十名は若返りながら二十五年前の過去へと戻る。


    　戻った時点でテンプスを操作し、自分の肉体を急加速させ遡行前の年齢に戻るのだ。


    　二十五年という時は最年少であるトロトゥーラとフィンゼンの生まれた年に合わせたものだ。


    　年長のクスマウルはもう五年過去へ戻ることも可能だったが、何が起こるかわからぬ長時間の遡行を可能な限り短くした方がよいだろうという理由で足並みをそろえることとなった。


    　こうして十名は過去へと旅立ったのである。


    　しかし、やはり二十五年もの長時間の遡行には不具合が生じた。


    　トロトゥーラは記憶がほとんど消えてしまい、クスマウルも僅わずかに失った。


    　さらに、他の六名の同志はその存在すらどこかへ消えてしまったのである……。


    



    　ここまでの長い話を語り終え、フィンゼンは再びトロトゥーラへと向き直った。


    「わかったか、トロトゥーラ。我らの使命が黙示録の悪魔覚醒前の抹殺であるということを」


    「この期に及んで偽りを抜かすな！」


    　トロトゥーラが一喝した。


    「私たちの目的はあくまでも悪魔デイアブル覚醒の回避！　抹殺ではなかったはずだ！」


    「ふん。おまえはそう主張し、悪魔を覚醒前に殺すべきだという我らの説得を頑なに拒み続けて来たな。だから、我らは偽ったのだ。おまえの主張を聞き入れるふりをし続けた。過去にさえ戻ってしまえば、悪魔をどうしようがこちらの自由だからな」


    　フィンゼンは端正な顔を実に卑しげなものへと変えた。


    「トロトゥーラ、思え。俺が時間遡行に失敗し記憶失った赤子のおまえをわざわざ急加速させ成人に戻してやった意味を。それは俺の愛ゆえだぞ。おまえを思うゆえに俺は、おまえを捨て置くことができなかった。言ってみれば俺は恩人だ。その俺に盾突くのか？」


    　汚らわしげにトロトゥーラは眉まゆ根ねを寄せる。


    「貴様が何と言おうと、私はヴィクターを殺させはせん。ヴィクターは拠り所だ！」


    　フィンゼンは内に秘めた憎念をついに露あらわにし、怒鳴り散らす。


    「何が、拠り所だ！　なぜ、そうまでして悪魔を庇かばう！　悪魔を生み出した悪女を守る！」


    「違う！　兄は言っていた。ヴィクターは決して悪魔ではなかった。クリミアも悪女ではなかったと！　自分はその二人に救われた。邪じや眼がんの病に罹かかった自分にクリミアは真っ向から向き合ってくれた。重い妖病ダムヌム・ミナトウムを抱えながら世界から逃げることなく生きていたヴィクターの姿に感動したと！　その二名の姿に勇気づけられたからこそ、兄は前を向いて歩んで来れたのだと！」


    　この叫びを聞きながら、クリミアとヴィクターはある予感を抱き、徐々に徐々に瞳ひとみを驚きに見開いていく。次の言葉がクリミアたちの予感を決定的なものとした。


    「我が兄ハーヴェイにとってクリミアとヴィクターは拠り所であったのだ！」


    　クリミアとヴィクターは、唖あ然ぜんとして口を開いた。


    　そう、トロトゥーラは悪夢館で出会った邪じや眼がん少年ハーヴェイ・ヴォーカンソンの腹違いの妹──すなわち、生まれたばかりのフレデリークの子供だったのである。


    「私は兄の拠り所を絶対に守る！」


    　凛りん然ぜんと言い放ち、最強の看護師の娘トロトゥーラは床を蹴けって飛び出した。

  


  
    第七章〈生かし、生かされる時計〉


    



    　その存在は、泥濘ぬかるみのごとき微睡まどろみの内から目を覚ました。


    　その存在は、本来意識や意思など持たぬはずのものであり、生命とも機械ともつかぬ存在であった。いや、意識や意思はあったのかもしれない。


    　機械的人工知能。増殖増大したドゥンの生存本能。人間ヒルデの精神。


    　それら全てが溶解し、混ざり合い、澱よどみ、渦巻き、泡立ち、時に形を成して浮かび上がる。


    　その浮かび上がった一時のみ、歪ゆがんだ不定形の意識のごときもの生じるのだ。


    　しかし、その意識もすぐさま分解され、また混沌へと還かえっていく。


    　これだけは、確かだ。この形を成し、形を失う意識の澱みは、壊れてしまっている。


    　この存在の持つ視交叉上核へ、昼夜に渡り照射され続けているブルーライトが壊したのだ。


    　それでも、この存在はその混濁した思考で、己の職務を全うしようとし続けていた。


    　コッホ社員の時の操作。乱心した思考によって操作された支離滅裂な結果は、加速症状、減速症状、遡そ行こう症状、眠り病、発情病、空腹病などなどを生み出した。


    　さて、今、数時間ぶりに再び意識を凝固させたこの存在は愕がく然ぜんとしていた。


    　社員の数が激減していたのである。


    　前に意識を取り戻した時にも減少していた。島への侵入者が社員を殺傷したからである。


    　その対処として、この存在は発情者たちを加速させ、性交を助長し、社員を増やそうとした。


    　だが、その次に意識を持った時には、さらに社員が減少していた。


    　今度は侵入者の加速を解除させ、排除しようとした。


    　そして今再び目覚めた時、さらに多く──百人近くの社員が殺傷されているではないか！


    　減少した社員を補充せねばならない。社員を交配させ、新たな社員を生み出さねばならない。


    　全社員を発情させるのだ。女たちに排卵させるのだ。受精させるのだ。


    　メインテンプス操作装置──意思持つ大時計は、呪じゆ詛そするがごとき強烈な命令を時計島の全ての人間の視交叉上核へと送信し始めたのであった。


    



    
      ◆

    


    



    　眼光レーザーが床に斬ざん線せんを穿うがった。衝撃波が家具を砕け散らせた。内視鏡カプセルが光線を引き、飛び交った。三名の未来から来た暗殺者ターミネーターどもはこれを最後の決戦と思い定め、その異能の限りを尽くし、猛襲を繰り返す。


    　トロトゥーラとヴィクターも負けてはいなかった。看護流柔術とワクヤ式柔術の二大医学格闘術の最強タッグは常識はずれな魔法医師メデイサン・ドウ・マージたちの攻撃を次々と防いでいく。


    　しかし、戦闘能力のないクリミアを守りながらのハンデは如い何かんともしがたい。


    　次第次第に防戦一方になり出したヴィクターとトロトゥーラはついに一時退却を決断した。


    　屋敷の外へと駆け出したヴィクターたちを、フィンゼンらが猛然と追撃する。


    　時計島の無機質な街並みを走る内に、一同は奇妙な光景を目の当たりにした。


    　路上に人が倒れている。男と女だ。二名は絡み合い縺もつれ合っている。通り過ぎ様ちらりと見れば、何と性交しているのであった。一時の不可解の念は即座に驚きよう愕がくへと移り変わる。


    　駆ける道々に累々と夥おびただしい数の男女が転がり、睦むつみ合い、腰を振り合っていたのだ。


    　と、見るや、立ち並ぶ建物という建物の戸が開き、うじゃうじゃとコッホ社員たちが溢あふれ出て来た。彼や彼女の顔は泥酔したように赤らみ、目は濁っている。興奮の極みに達した形相で、息荒く、涎よだれ垂らし、目に付いた異性に飛びかかり、その場で痴ち態たいを見せ始めた。


    　この怪事はこの場所に限ったことではない。今、時計島の全ての区域で、全社員が猛烈な性衝動を覚え、全島あげての大乱交騒ぎを開始していたのだった。


    　相手を見つけられぬ男数名が、走るトロトゥーラとクリミアに目を付けた。


    「は、は、は、孕はらませろぉぉぉーっ！」


    　怪しからぬ咆ほう哮こうを上げ突撃して来る。瞬く間にトロトゥーラの蹴けりと、ヴィクターの投げ技で撃退されたが、後から後からさかりのついた男どもが押し寄せて来た。


    「みんな、発情病に罹かかってる？　メインテンプスの暴走……？」


    　数名の男どもを蹴り伏せ、トロトゥーラが冷静に問うて来る。


    「この騒ぎ、どうすれば治まる？」


    「メインテンプスの核を破壊するしか……」


    　クリミアは、ずいぶんと遠のいてしまった時計島の鐘楼を振り返る。


    　振り返ったことにより、三名の追撃者たちの姿も確認することができた。


    　襲撃者たちが二十メートルほど後方で額を押さえ苦しげに身をよじらせている。


    　クリミアとトロトゥーラは眉み間けんに魔法の鍼はりを刺しっぱなしにしているためテンプスへの感染を防げているが、後方の三人は再び感染されていたのだ。三人は耐え難い性衝動──周囲に転がり睦むつみ合う男女の群れに加わりたいという強烈な欲求に必死で耐えていたのである。


    　これを好機とクリミアたちは近くの入り組んだ路地へと逃げ込んだ。


    「ぬううっ！　破壊しろ！　操作しようとするな！　テンプスを破壊するのだ！」


    　そう叫び、フィンゼンは己の頭頂眼の奥に強烈なルンを送り込む。


    　集中照射されたルンが視交叉上核に巣くったテンプスを除去し、フィンゼンはようやく抗あらがいがたい性衝動から逃のがれ得た。ラエネクもクスマウルもそれに倣ってテンプスを除去する。


    　三名はクリミアたちの逃げ込んでいった路地に向かって駆けた。


    　路地に到着するまで幾人もの発情した女に足止めされたが、全てを蹴け散らす。


    　路地を覗のぞき込めば、そこは幾重にも分岐し迷路のごとくなっていた。


    「くそっ！　どこへいった！」


    「大丈夫」と、言ったのはラエネクだ。


    「今もダヴィンチが悪魔デイアブルの位置情報を僕に送り続けているよ。こっちだ！」


    



    　狂乱は地下でも行われていた。施設という施設で男女が抱き合い、乱れあっている。


    　そんな中、相手を見つけられずあぶれてしまった女が男を求めてふらふらと歩んでいた。


    　彼女の足が向いたのは地下牢である。無人の牢屋をひとつひとつ男の姿を捜し巡っていた女は一番隅の牢の暗がりに男が一人横たわっているのを見つけた。


    「抱いてーっ！　あたしを抱いてーっ！　孕はらませてーっ！」


    　女は牢の格子に跳びつき喚わめき散らすが、牢の奥の男は身じろぎひとつしない。


    「抱いてーっ！」と、再度叫んだ女の足元、格子の向こう側の床に突然、文字が浮き上がった。


    『没収された我が剣を持って参れ、さすれば抱いてくれん』


    　血で書かれた文字である。牢内の男が自らの指を切り、そこに書いたのであろう。


    　瞬時に文字が現れたということは男は加速症状の者だ。


    　女は『抱いてくれん』の一文に狂喜し、文字に書かれた剣を探す。その剣とやらはすぐに見つかった。牢に入れられた者からの没収品を保管する部屋が近くにあるのである。


    　女は小躍りしながらその長大な切っ先のない奇妙な剣を牢格子の前に持っていった。


    　と、次の瞬間、女の手より剣が忽こつ然ぜんと消える。


    　目の前の鉄の格子が切断され、ごとり、と落ちた。人ひとり通れるほどの隙すき間まができる。


    　牢から男が消失していた。女は傍かたわらを一いつ颯さつの風が吹き抜けたようにしか感じなかった。


    　言うまでもなく、牢の内にいた男とは鉄鎚マルテルブローである。今、彼は加速された意識の内で時計島の地下を駆けていた。その手には紫色の輝きを放つガマエが握られている。


    　牢内にてブローはガマエに念じ続け、身を蝕むしばむ麻ま痺ひ症状を駆けることができるまでに回復させていた。もっともガマエを手放せばすぐに症状がぶりかえして来るだろうが……。


    　ブローにも発情衝動の命令は当然来ていたが、ガマエに念じ続けることによって退けていた。


    　今、五十倍速で走り続ける沈ちん毅き重厚なブローの顔の裏には激しい煩はん悶もんがある。


    　牢内でクリミアに語られた妖病ダムヌム・ミナトウムの真実……。そして忌いむべき異端者に命救われた己……。


    「おのれ、異端者。我の信仰をかき乱しおって……。悪魔デイアブルの誘惑。打ち砕いてくれん……」


    　迷いを噛かみ潰すようにそう呟つぶやいたブローは、果たしてどこへ向かって駆けるのか……。


    



    　入り組んだ路地の内にも発情した男や女はいた。


    　その者らは駆けるクリミアたちを目にするや無我夢中で飛びかかって来る。


    　それらをいちいち撃退しながらの逃走は実に遅々として進まなかった。


    　後方より強烈な殺気が迫っている。フィンゼンらがすでにこの路地内に進入しているのだ。


    　どうすべきかと歯は噛がみした頃合い、やおらヴィクターの身が、ざっ、と一瞬間で、地に倒れ伏す。直立姿勢から俯うつぶせ姿勢まで瞬間移動させられたとでもいった奇怪な感覚であった。


    　首を上げたヴィクターのまなこは同様に倒れ伏すクリミアとトロトゥーラを発見する。立ち上がらんとするも、何か見えぬ手に抑え込まれているかのようで叶わない。


    「きゃっ、な、何です？」


    　悲鳴を上げるクリミアの服が不可視の手によってぐいぐいと引かれていた。トロトゥーラとヴィクターもまた、自身の衣服を強引に引き脱がさんとする力を感じている。


    　ヴィクターは見た。残像のごとくぶれながら、己に伸し掛かりにんまりと淫靡に笑う女の顔を。クリミアとトロトゥーラの上に覆いかぶさり点滅する好色な男の影像を。


    　ヴィクターたちは加速症状の発情病者に捕まってしまっていたのである。今、五十倍速で動く発情病者たちはヴィクターたちを取り押さえ、ことに及ぼうとしていたのだ。


    　手を振り回し、足を突出し、必死で抵抗を試みるも、加速された者たちからすれば超低速に映っていることだろう。気がつけば衣服が捲まくり上げられ裸の胸元が露あらわにされてしまっていた。


    「てめえっ！　クリミアから離れろ！」


    　激しい怒りを迸ほとばしらせるも、ヴィクターは悲しいまでに身動きが取れない。そして、危機に危機が重なって、さらに絶望的な声がヴィクターの耳に届いて来たのであった。


    「病巣を確認しました。切除します」


    　驚目を見張ったヴィクターの瞳ひとみが、そこに歓迎すべからざる存在を映し出した。


    　半面が割れ、内部機械がむき出しになった形相。破損により脚を引き摺りながらも、赤いランプの灯るレンズでこちらを爛らん々らんと凝視し、歩み来るナース服姿。


    　ラエネクの操る遠隔手術支援ゴーレム〈ダヴィンチ〉が道の角より姿を現したのだ。


    「ち、畜生……こんな時に……！」


    　やがて、ダヴィンチはヴィクターの真横まで到達する。ヴィクターの頭部を叩き潰さんと鋼鉄の右腕が振り上げられた。死を確信し、ヴィクターが目を見開いた時である。


    　 ──ぱっ、と中空に光流が奔はしった。


    　直後、ダヴィンチの鉄の肉体が頭頂から股また下まで真っ二つに立ち割られた。


    　力を失い、完全に停止したダヴィンチが左右に分かれて倒れ崩れる。


    「な、何が……？」


    　さらに奇跡は続いた。三人の上に乗り上げていた加速病者たちが、先程まで高速でぶれて見えていたにも拘かかわらず、ふいに実体を持って凝固したのである。加速病者たちは失神し無様に伸びていた。加速された何者かがダヴィンチを両断し、発情者たちを昏こん倒とうさせたのである。


    　空間に幻像のごとくぶれながら、一人の帯刀した男の姿が見えた。


    「ブローさん!?」


    　漆黒の神父服。胸元に燦さん然ぜんと輝く金かな槌づち紋様。沈ちん毅き重厚な顔立ち。


    　ヴィクターたちを救ったのは、宿敵であるはずの鉄鎚マルテルブローだったのである。


    　ブローは陰いん鬱うつな眼まな差ざしでクリミアを一いち瞥べつすると、姿をかき消させた。


    「……異端者に借りは作らぬ」


    　そうブローが言い残した声は、通常速度のクリミアに届くことはなかった。


    　この後、島を脱出し、ガマエの霊力でテンプスを打ち消したブローは、しかし、この時計島の事を聖庁に報告しなかった。それどころか、聖庁に戻ることすらせず失踪したのである。


    　妖病ダムヌム・ミナトウムの真実を知った彼は、鉄鎚としての活動に迷いが生じ、流浪の身となったのだ。


    　不治の病を抱えた迷える鉄鎚がこの後、どう関わって来るかは、また別の話である……。


    「わあっ！　ダヴィンチがやられた！　悪魔デイアブルの位置がわからなくなったよー！」


    　ふいに聞こえて来た甲高い声に、クリミアたちは我に返る。


    　ラエネクの声だ。三人の魔法医師メデイサン・ドウ・マージたちはもうすぐそこまで迫っている。


    「いけ」と、鋭く言ったのはトロトゥーラだった。


    「貴様らはこの路地を廻り込み館に戻れ。メインテンプスを破壊し、この騒動を治めろ」


    　クリミアはトロトゥーラの表情に悲ひ愴そうな決意を見て取った。


    「私は連中を引き付けておく」


    「そんな……たった一人であの三人を相手にするんですか……!?」


    「貴様ら二人を救う。それが私の任務だ」


    　言うが早いか、トロトゥーラはラエネクの声が聞こえた方へと駆け出していた。


    「トロトゥーラさん！」


    　クリミアはトロトゥーラの背に声を投げる。彼女は振り返らなかった。遠ざかっていく無言の後ろ姿はなぜか儚はかなく、クリミアに今生の別れを告げているかのように感じられた。


    　もう一度その名を呼ぼうとしたクリミアの肩をヴィクターが掴つかむ。


    「行こうぜ。この騒動を止めによ……」


    　クリミアの顔が一時泣き出しそうに歪ゆがんだ。だが、表情を、きっ、と引き締め直す。


    「はいっ！」


    　と、応えた時には、凛りん然ぜんたる魔法医師メデイサン・ドウ・マージの顔になっていた。


    



    　クリミアとヴィクターはトロトゥーラとは逆方向の通路を抜け、コッホ館へと駆け戻った。


    　館の扉を潜くぐると、外の喧けん騒そうが嘘うそのように静まり返っている。


    　館の内を駆け、やがて鐘楼へと入る扉の前に辿たどりついた。


    「暗証番号は……」


    「覚えています」と、驚嘆すべき記憶力で、クリミアは扉横の文字盤を手早く叩いた。


    　入力し終えると、起動音とともに扉が横に開く。


    　扉の内は照明などなく薄暗い。石造りの螺ら旋せん階段が遥はるか上まで続いていた。


    　二人は手摺りの無い螺旋階段を踏み外さぬように注意を払いながら上っていく。


    　ごうん、ごうんと機巧が動く音が低く鈍く響いていた。やがて二人は階段を上りきる。


    　鐘楼の頂上──メインテンプス操作装置の設置されている空間へと辿りついたのだ。


    　そこに、巨大な──あまりにも巨大な機械の塊が待っていた。


    　恐竜の骨格のごとき鉄管、巨人の牙きばのごときピストンが絶えず上下し、直径三メートルはあるのではないかという歯車がいくつも組み合わさり、巨木の幹ほどもあるバネが林立している。


    　見る者に畏怖の念すら抱かせる神々しいまでの威容であった。が、それらの機械のところどころに接続されているガラス管を目にした時、神々しさは禍まが々まがしさへと変化する。


    　ガラス管内には実に悍おぞましいものが浮遊していたのだ。腸、肺、肝臓……臓器の数々である。


    　機械中央に一際大きなガラス管があった。その内に安置されているのは白く艶めかしい女性の裸体である。しかし、首がない。首のあるべき位置に、小さな米粒ほどのものが浮遊しており、それに数本の電線が刺され、巨大機械へと繋つながっていた。視交叉上核である。


    　これらの臓器の数々──その全てが生きていた。ばらばらにされてなお生きているのである。


    　この巨大機械はメインテンプス操作装置であると同時に、このバラバラの臓器──すなわち分解されたヒルデ・コッホを生かし続ける生命維持装置に違いなかったのだ。


    　機械と生命体とが混然一体となったその姿は、まさに延命機械の極致の姿だった。


    　この存在を構成するもう一つの要素が姿を現したのは、次の声が響き渡った直後である。


    『──私はコッホ社を生かし……コッホ社に生かされる存在……』


    　途端、薄暗かった室内が、ぼおっ、と赤い光に包まれた。


    　巨大機械を覆うように赤く発光する何かが一斉に湧わき上がって来たのである。


    　──花だった。無論、尋常な花ではない。虚影のごとく薄らと透けて見える。さらに厚い花弁に囲まれているのは眼球であった。瞳どう孔こうが縦に割れた猫科動物の目玉を思わせるものである。その縦長の瞳孔が時計の秒針のごとく一秒刻みに規則的に回転していた。機械に絡まった蔓つる草くさのような茎が回虫の群れのごとく絶えずぐねぐねと蠢うごめき続けている。


    「テンプス……。ここまで増大している……」


    　現出された魔界の花畑を目にし、慄りつ然ぜんとしてクリミアは声を漏もらした。


    　本来不可視のはずのドゥンが肉眼で見えている。すなわち、この鐘楼に寄生したドゥンは濃密濃厚なまでに増悪されたエネルギーを持ち得ているということであった。


    『──おお……。美しくも炫げん耀ようたる医療機械の花時計……』


    　再度聞こえたその声はひとつの物体が発したというよりも巨大機械の全体より滲にじみ出たように聞こえた。それは発情病者やクリミアの速度が変化した時に聞こえた声に他ならない。


    『──咲き乱れるこの花々が、私を生かし続け、コッホ社を生かし続ける……。果ては、この世の人民という人民を遍く医療機械の御光りで照らし、生かし続けよう……』


    　ざわざわと、テンプスの花弁が暴風に煽あおられたように揺れる。


    『──この天界の花園、決して散らせはすまいぞ……』


    　テンプスの蔓が一気に躍り上がった。数十の茨の鞭むちとなり、唸うなりを上げながら襲い来る。


    「くっ！」と、ヴィクターがその鞭打を弾かんと蹴けり足を振り上げる。が、蹴りは蔓を透過し、虚しく空くうを切った。幻のごとく触れることのできぬ蔓が、ヴィクターの首に絡まった。強烈な締め付けが、ぎしり、とヴィクターの脛骨を鳴らす。


    　ヴィクターが喉奥より苦く鳴めいを絞り出した時、流星のごとく光るものが飛来し、絡まる蔓に突き立った。魔力の込められたクリミアの鍼はりである。ぼお、と鍼は光を強め、ヴィクターを絞殺せんとしていた蔓を光の粒子に変えて消滅させた。咳き込みながらヴィクターは飛び退すさる。


    「目に見えていても、ドゥンは、ドゥンです！　魔術マジーを用いねば干渉できません」


    　クリミアは光を帯びた一本のメスをヴィクターに投げ渡す。


    「魔力を込めたメスです。それでならドゥンに攻撃できます」


    　ヴィクターは受け取ったメスをちらりと、見る。


    「このメスでドゥンを攻撃するってのは、わかったがよぉ……」


    　ヴィクターは目の前で毒蛇のごとく中空を妖あやしく揺れ動く蔓の群れへと目を向け直した。


    「この機械ごとぶっ壊しちまった方が早いんじゃねえのか！」


    　その言葉が終わるか終らぬか、再度、蔓が、殺到して来た。メスを振り回し、ヴィクターは襲い来る蔓の猛攻を薙ぎ払う。クリミアも鍼を立て続けに投とう擲てきしながら防いでいた。


    　ヴィクターは一度床を蹴って跳躍する。うねり狂う蔓を掻かい潜くぐり、巨大機械へと接近した。背よりも高い歯車の前に来て、渾力を込めた拳こぶしを振り上げる。


    「駄目！」と、ヴィクターの拳を止めたのはクリミアの悲痛な声だった。


    　反射的に振り返ったヴィクターへ、投げ槍のごとく蔓つるが飛び来る。寸ででそれを弾き返し、ヴィクターはクリミアの傍かたわらまで跳び下がった。


    「何でだよ！　こいつをぶっ壊せば、外の騒動は収まるだろうがよ！」


    「駄目です！　この機械はヒルデさんの生命維持装置でもあるんです！　機械を壊せば、ヒルデさんが死んでしまいます！　機械を壊さずにドゥンだけを除去するんです！」


    　怒鳴り合う二人のやりとりを邪じや魔まするように触手のごとく蔓どもがうねり飛んで来た。


    　メスを一ひと薙なぎすると、ヴィクターはクリミアを左腕に抱え上げ、蔓を躱かわして飛び回る。


    「死んじまうっつっても……あんな、ばらばらな状態で生きてるって言えんのかよ！」


    「それでも生きているんです！　生きているなら、死なせるわけにはいきません！」


    「じゃあどうすんだよ！　こんだけの数を全部メスと鍼はりで除去なんてできんのか？　しかも」


    　ヴィクターの前後から蔓が挟撃を仕掛けて来た。身を回転させたヴィクターのメスが蒼あおい光の楕円を描き、蔓が切り払われる。


    「しかも、こうやって攻撃までして来てんじゃねえかよ！」


    「考えがあります」


    　クリミアが顔を引き締め直す。


    「この部屋全体に……ドゥンを取り囲むようにして魔法陣を作ります。魔法陣を用いて、この空間全体にドゥン除去術を施ほどこすんです。それで一気にドゥンを除去します」


    　ヴィクターが眉まゆを顰ひそめた。その術技ならば今まで幾度も目にして来ている。


    　患者を囲むように鍼を床に刺し、魔法陣を構築するのだ。魔法陣内のドゥン全てに除去術を施す術技である。だが、強耐性の核を形成するタイプのドゥンには効果が見られないはずだ。


    「ドゥンの核を間接的な除去魔法なんかで、一網打尽にできるわけねえだろが！」


    「普通の方法ならそうです。でも、これを使えば……」


    　そう言って、クリミアがポケットから掴つかみ出したのは紫色に輝く数個の鉱石である。


    「ガマエです。鍼ではなく、ガマエを用いて魔法陣を構築します。ガマエの霊力を利用してルンを一点集中させるのと同じぐらいの超増強を図るんです。さらにあの中に……」


    　と、指差したのは巨大機械の方だった。


    「テンプスを操作するガマエが内蔵されているはずなんです。外部に配置したガマエと呼応させ内部のガマエにもルンを放出させます。内と外からの強烈なルンの放射を用いれば……」


    　にやり、とヴィクターが笑う。そこにさらなる蔓が躍り込んで来た。一打、二打と襲い来るそれを、ヴィクターは巧みに躱し距離を取る。


    「なるほどな。で、どうすりゃいい？」


    「長い集中時間と詠唱時間が必要です。その間、私は無防備になってしまいます」


    「つまり、いつものパターンか？」


    「ええ。いつものパターンです」


    　二人の内で了解されたそれは、医師クリミアが治療術に専念し、敵の攻撃から看護師ヴィクターがクリミアを守るというものである。クリミアが治療し、ヴィクターが守る。


    　この信頼感で結ばれた二人の連携プレーで治療できなかった病はひとつとしてない。


    　ヴィクターがクリミアを床に降ろす。


    　ここぞとばかりに数本の蔓つるが殺到して来た。ヴィクターの青白い長身が旋風のごとく乱れ舞い、蔓どもを撃墜する。蔓の襲来は止まらず、さらにさらに攻撃の手を激しくさせた。


    　耳元で、ヴィクターが蔓を弾き続ける音を聞きながら、クリミアはガマエを握り瞳ひとみを閉じる。


    　蔓の凶手は瞼まぶたを閉じたクリミアの鼻の先まで迫ることもあったが、己を守るヴィクターに絶対の信頼を寄せているクリミアは一切の動揺を表さぬ澄心の面おも持もち。


    　クリミアの可か憐れんな唇より呪じゆの声が流れ出るにつれ、掌中のガマエの内より蒼あおい光が滲にじみ出て来る。やがてそれが閃耀たる輝きに変わり果てた時、ふんわりとクリミアの手より浮き上がり、一時、中空を浮遊した後、光線を引きながら流星群のごとく高速で飛び散った。


    　飛行したガマエは巨大機械──悍おぞましきドゥンの花園の周囲五点に着地して輝きを強める。五つのガマエを結ぶように光の線が瞬時に走り、床面に五芒星形が浮き上がった。


    　ドゥンの発する禍まが々まがしい赤い光をかき消すように五芒星形内に蒼い清涼な光が立ち昇る。


    　ドゥンどもは魔法陣を構築するガマエを排除せんとして蔓を伸ばすが、強力なルンの放出体であるガマエに触れること叶わない。電撃を受けたかのように弾かれた。


    　と、なるとやはり排除すべきはこの魔法陣を形作っている小娘の方──そうドゥンどもが判断したのか否か、先程に倍する激烈な勢いで蔓の猛打が開始される。


    　この猛襲に対応し続けるヴィクターの体術の凄すさまじさもさることながら、そんな中、一点の迷いも澱よどみもなく術の完成に向けて念ねん誦じゆし続けるクリミアの集中力も恐るべし。


    　ルンの超増強放出の時に向け、空間を包み込む蒼い輝きはますます強くなっていった。


    



    　その頃、トロトゥーラと三人の魔法医師メデイサン・ドウ・マージたちの戦いは終わることなく続いていた。


    　敵はすでにトロトゥーラが一人囮おとりになって出てきているということに気がついている。


    　だが魔法医師たちはまず邪じや魔まなトロトゥーラを倒した上で悪魔デイアブルヴィクターを追うことで意見が一致していた。ダヴィンチを修理さえすれば、またヴィクターの居所を教えてくれる。たとえヴィクターが島の外に逃のがれていたとしても容易に追うことができるのだ。


    　トロトゥーラは可能な限りヴィクターのいる館から遠くへ敵を引き離そうとして駆けている。


    　幾度も口こう腔こう内に侵入して来た内視鏡カプセルを吐き出した。何度となく衝撃波に打たれ、複数個所の骨折を負っている。眼光レーザーの乱刃に苛さいなまれ太ふと腿ももを、肩を、脇腹を抉えぐられていた。己の血液を用い乱発した〈血ち千ち切ぎり〉によって大量出血を余儀なくされている。


    　もはや、満まん身しん創そう痍いのトロトゥーラを支えているのは気力のみであった。


    （……死ぬか？）


    　トロトゥーラは心中にてそう自じ嘲ちよう的に呟つぶやいていた。


    （これでいい。私はただ戦うためのゴーレムとして育て上げられたのだから……。母もこの死様を知れば褒ほめてくれるだろう。いや、褒めてなどくれぬか。母は私になど興味はない）


    　母が愛し、慈しんでいたのは、邪じや眼がん持ちで不ふ憫びんな兄ハーヴェイだけだったように思う。


    （一言でもいい。母に愛していると言って欲しかったものだ……）


    　彼女らしくもなくそんなことを思った。が、斯か様ような軟弱な感傷はすぐに脳裡から追い出す。


    （心を凍いてつかせろ。私はゴーレムなのだ。だが兄は違う。ヴィクターとクリミアが死ねば、兄の心の拠り所が失われる。誇り高い魔法医師メデイサン・ドウ・マージの兄は消えてしまう。兄のために私は死ぬ！）


    　いつしか、四名は島の裏側の砂浜へと到達した。


    　海は時し化けており、強風に煽あおられ、浜には高波が飛沫しぶきを上げて打ち寄せている。


    　ここまで来てついにトロトゥーラの力が尽き果てた。砂の上に膝ひざをついてしまう。それでも立ち上がろうとして、足がもつれ、倒れる。身を起こす力は残されていなかった。


    　砂の上を駆けて来る音が聞こえる。三人の魔法医師たちが近づいて来たのだ。


    「もう終わりか、トロトゥーラ？　よくもまあ、ここまで引き摺り回してくれたものだなぁ」


    　卑しげな嘲ちよう笑しようとともにそう声を発したのはフィンゼンに違いなかった。傍かたわらまで歩み寄ると、トロトゥーラの髪を引っ掴つかみ、無理やりに自身の顔の前に彼女の顔を持って来る。


    「最後に聞くぞ？　俺の女になれ。そうすれば命だけは助けてやるぞ」


    　舌なめずりするその面にトロトゥーラは唾つばを吐きかけてやった。


    　フィンゼンの顔がわなわなと震え、朱に染まる。


    「そうか！　そうまでして死にたいか！　殺してやる！　殺してやる！　殺してやるぅ！」


    　喚わめきながら、フィンゼンはトロトゥーラの顔面を幾度も幾度も砂に叩きつけた。


    　眉み間けんに刺していた鍼はりが折れて抜ける。歯が折れ、鼻から血を流しつつも、トロトゥーラはこの現状を他人事のように傍観する自分に気がつく。彼女の心を虚無が支配していた。


    （死ぬな……。ああ、死ぬ。これでいい。さあ、死のう……）


    　従容と死を受け入れる心持ちとなり、むしろ陶酔したようにトロトゥーラは瞼まぶたを閉じる。


    「あれ？」と、ふいにラエネクが素っ頓狂な声を上げた。


    「あれ、何だろう？　何か泳いでるよ？」


    　フィンゼンがトロトゥーラをいたぶる手を止め、ラエネクの指差す海の方へと目をやる。


    　波間に確かに何かがいた。荒れ狂う大波や大渦などまるで無きもののごとくその存在は、豪快に泳ぎ、そして猛烈な速度で浜辺へ向かって来ている。


    「サメ……？　トド？　いや、シャチか……？」


    　が、接近し、姿が明らかになるにつれ、三名の魔法医師は、我が目を疑い始めた。


    「ち、違うよ！　人間だ！　あ、あれは、人間だよ！」


    　水みず飛沫しぶきの間より、爛と輝く眼光がこちらを射るように見つめていた。強烈な眼気に打たれ、魔法医師メデイサン・ドウ・マージ三名は瞬時にして身が竦すくみ上がる。未来の荒廃した世界で幾多の妖物モンストルを狩って来た彼らでも、これほどの恐怖を感じさせる存在には出会ったことがなかったのだ。


    　高々と水煙が上がり、その人物が海中より躍り出る。ばさっ、と砂浜に着地したその鬼神のごとき姿を目の当たりにし、魔法医師三名は同時にこう思った。


    （やはり、人間ではなかった──魔神だ……！）


    　顔に浮かんだ忿ふん怒ぬの相。見上げるばかりの身の丈は優に三メートルはある。灼しやく熱ねつの業火を背負うように恐るべき怒気がその筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの五体より漲みなぎり出ていた。口の端より牙きばのごとき糸切り歯が覗のぞき、赤く炎を思わせる頭髪は怒ど髪はつ天てんをついて逆立ち揺らめいている。


    　しかし、この破壊神の化現のごとき存在は意外にも女性であった。その証拠に巌のごとき胸板には大きな大きな乳房がある。そして、着ている服は純白のナース服。


    「フ、フレデリーク！　こいつはフレデリーク！　フレデリーク・ナイチンゲールだ！」


    　裏返ったフィンゼンの声に、身をぴくりと動かしたのはトロトゥーラだった。


    （フレデリーク……？　母……さんが？　どう……して……？）


    　目の前に現れた存在が魔でも神でもなく、人間であるとわかった三人の魔法医師たちは、ようやく自縛から逃のがれ、身構えた。


    「で、でも、何でここに？　まさか攫さらわれた赤子──トロトゥーラを奪い返しに……!?」


    　ラエネクの言葉を聞き、トロトゥーラは半死半生の身であることも忘れ、首を上げた。


    （私を奪い返しに？　……そんな……はずはない。あの母が私ごときを……？　母は私になど興味はない……。私を助けるなんて……そんなことするはずが……）


    　──なぜ、ここにフレデリークが現れたのか？


    　ペスト医師より我が子の誘拐者がメンロの町へと向かったと聞いたフレデリークは、百キロにも及ぶ距離を二本の足のみで走破し、メンロ港へと到着した。


    　追いついて来たイングリドの情報収集により、フィンゼンらしき人物が時計島に渡ろうとしていたという話を漁師から得たのである。それを聞くやいなやフレデリークは暴風に荒れる海原へと飛び込んだ。そうして、猛烈な速度で泳ぎ切り、今時計島に上陸したのであった。


    　猛獣の唸うなるがごとき声を上げ、フレデリークは長身より三名の魔法医師を睥へい睨げいする。


    「三つ目ぇ……白いコートぉ……オールバックぅ……」


    　フィンゼンの外見をひとつひとつ確認するように発されたその声は、怒りのあまりもはや人の声には聞こえなかった。地獄の火口から毒煙の噴出される音を聞くがごとくである。


    　金縛りになりかけたフィンゼンだったが、すぐさまその顔を不敵な笑みに取って代わらせた。


    「ふん。伝説の看護師なにするものぞ！　相手は一人ではないか。我ら三名の敵ではない！」


    　フィンゼンの頭頂眼が輝き出した。クスマウルが念ねん誦じゆを開始する。ラエネクの手の内でカプセル内視鏡が光を放ち始めた。三名の魔法医師メデイサン・ドウ・マージの肉体からむんむんたる魔力が漲みなぎり溢あふれる。


    「死ねいっ、フレデリーク！」


    　フィンゼンの叫びと共に、眼光レーザーが、衝撃波が、内視鏡カプセルが、一斉にフレデリーク一人へ放出された。カッ、と三つの魔術マジーの奔流が眩まばゆい光輝となって爆発する。


    　強烈な攻撃魔法を一身に受け、鬼き女じよの肉体は光こう芒ぼうの中微み塵じんに砕け散ったかと思われた。


    　が、三名の魔法医師メデイサン・ドウ・マージたちは眼球が零こぼれ落ちんばかりにまなこを見開かせることとなる。


    「な、ななな……何だと……？」


    　躱かわしもせず、まともに強烈な攻撃魔法を身に受けたはずのフレデリークが何事もなかったかのように立ち尽くしているではないか。ただし、見よ。その全身の筋肉を爪先から顔面筋に至るまで鋼のごとく硬直させている。この鍛え抜かれた肉の鎧よろいがクスマウル必殺の衝撃波、フィンゼン自慢の眼光レーザーを一切寄せ付けなかったのである。


    　さらに目を見張ると、なんとフレデリークの乱らん杭ぐい歯ばにカプセル内視鏡が噛かみ止められていた。ごりごりと音がする。鉄製のカプセル内視鏡をフレデリークが噛み砕いているのだ。口こう腔こう内で噛み潰したカプセルを、フレデリークはごくりと嚥えん下げする。


    「ば、ばばば……ばけ……化け物……」


    　恐怖の極致に達し、遁とん走そうしようとした三人へフレデリークが霹へき靂れきのごとき大咆ほう哮こうを迸ほとばしらせた。


    「あたしのガキを返しやがれぇぇぇぇぇ！」


    　直後、起こった出来事を肉眼で捉え得た者は誰だれ一人ひとりとしていない。一いつ閃せんの破壊的闘気がたばしったかと見えた次の瞬間、三名の魔法医師メデイサン・ドウ・マージたちは全身の骨格を罅ひび入らせながら、優に十数メートルの距離を吹っ飛ばされ、防風林の木々へとその身を激突させていたのであった。


    「どこだーっ！　あたしの可愛かわいいガキはどこだぁぁーっ！　どこに隠しやがったぁぁーっ！」


    　一いつ刹せつ那なの大暴力を為し得た後、フレデリークは魔獣のごとく天へ絶叫していた。


    　驚くべきことに、その目に光るものが溢れ出て来たではないか。なんと、この鬼神のごとき烈女は泣いていたのである。失われた我が子を案じ、不安と怒りと悲しみに……！


    「どこにいるんだよぉぉぉーっ！　あたしのガキ！　大事な大事なあたしのガキぃーーっ！」


    　この大慟どう哭こくを聞きながら、砂浜に打ち倒れるトロトゥーラの瞳ひとみより、輝くものが伝い落ちた。


    



    　一方その頃、鐘楼の内では、除去魔法陣が完成の瞬間に向けますます輝きを増していた。


    　妨害せんとする蔓つるの攻撃は苛か烈れつさを極めたが、魔法陣の光はすでにドゥンの赤い光を霞めるほどに凌りよう駕がし、術の発動が間近であることをありありと教えている。


    　と、その時、ふいに蔓の猛撃が、ぴたりと止まった。


    　半ばまでヴィクターへと向かっていた蔓どもが、するすると戻っていく。


    　唐突に訪れた静寂の時間に、ヴィクターは警戒の念を緩めぬまま、怪け訝げんな面おも持もちになった。


    　魔法陣の蒼あおい輝きの中で、ぼおっ、とドゥンの赫かつ光こうが強まる。それとともに肌に粟するような濃密な妖気が膨れ上がるのをヴィクターは感得した。


    「なんだ？　何をするつもりだ……？」


    　テンプスの妖花。咲き乱れる眼球の花々のその縦長の瞳どう孔こうがカチカチと時計そのものの音を立てながら回転を速め始めた。カチカチカチカチという音は次第次第に間隔を狭めていく。


    　何億という甲虫が一斉に咢を打ち鳴らすような耳みみ喧かしましいほどのカチカチ音が空間を満たし始めた時、花々の瞳孔の回転はほとんど目に見えぬほどの猛回転へと変っていた。


    　唖あ然ぜんとするヴィクターの背後で、ううっ、と呻うめいたのはクリミアである。


    「クリミアっ!?」


    　振り返ったその場所で、クリミアが満面に脂汗を浮かべて苦痛に顔を歪ゆがめていた。


    　その眉み間けんに突き立ったままになっていた鍼はり──テンプスの感染を防ぐためのその鍼が輝きを失っている。それどころか、徐々に鮮血のごとき毒々しい赤い光を帯び始めたではないか。


    　メインテンプスは物理攻撃を無駄と見て、全妖力をクリミアの視交叉上核を侵すことに集中させ始めたのだ。その一念がクリミアの眉間に刺した鍼の霊力を上回りだしたのである。


    　ヴィクターの目に、ただ苦しんでいるだけに見えるクリミア。だが、クリミアはこの時メインテンプスからの執しつ拗ような時間攻撃に抗あらがい、時の狭間での熾烈な戦いを行っていたのだ。


    　まず、テンプスはクリミアの時間を超減速させ、石化するがごとき停止状態へと陥らせんと試みて来た。しかし、クリミアは脳内に流れ込んで来る圧倒的な時間停止命令の奔流に魔術マジーを用いて必死で抵抗し切ったのである。


    　次は超加速だった。クリミアの時を数百年と一気に加速させ、老衰すらも通り越し、肉体の風化まで引き起こさんと試みる。一時、クリミアの肉体が、ぶんっ、とぶれて加速し、数秒で数か月の時間がクリミアの肉体を経過したが、強きよう靭じんな精神力でクリミアはそれを押し止める。


    　減速、加速と防がれたテンプスが次に行ったのは、実に不可思議な手段であった。


    「クリミアっ!?」


    　ヴィクターが駆け寄って来た。と、そのヴィクターが、ふっ、と消える。


    「クリミアっ!?」


    　ヴィクターの声がして、再度顔を上げると駆け寄って来る前の位置にヴィクターがいた。先程と寸分たがわぬ表情と動きで駆け寄って来る。


    「クリミアっ!?」


    　ヴィクターが瞬間移動したがごとく最前と同じ位置に戻っていた。そして、同じように駆け寄って来るのだ。これが延々延々繰り返される。


    　クリミアは目前で無限のように反復される光景に慄りつ然ぜんとして目を見張った。


    　テンプスがクリミアに行ったこと──それはクリミアの時の数秒の遡そ行こうである。クリミアは数秒の遡行の後、その数秒を経過し、また遡行される。そして、また数秒を経過した後に数秒遡行される……。数秒の時の円環の中にクリミアは幽閉されてしまったのだ。


    　鍼はりに魔力を送り込み、この遡そ行こう現象を解除しようと試みるも、魔力を込め始めた途端に、込める以前の状態に遡行されてしまう。


    『──私は生かし……生かされる存在……』


    　無限にループされる風景の中、神韻と声が響いた。


    『──私は生かすゆえに、生かされる存在……。ああ……あなたも生かしましょう……。この時の繰り返しの内で、あなたは永遠に生かされ続ける……。終わることなく永遠に……』


    　きっ、とクリミアはドゥンの妖花に覆われた巨大機械に顔を向ける。


    「あなたはヒルデさんですか？」


    　この問いに、声──メインテンプス操作装置は一時沈黙した。


    『──わからない……。そのヒルデという名が示す者が何者か、私にはわからない。ただ、わかるのは、私が万民を生かすコッホ社を生かし続ける存在だということ……』


    「人が生きるのは人の意思です！　誰だれかを誰かが生かすなんて思うのは傲ごう慢まんです！」


    　凛りん然ぜんと言い放ったクリミアへ、メインテンプス操作装置は問いかける。


    『──では殺すのか？　私という存在を殺すのか？』


    「殺しません。私は医師です。ただ、あなたの病を──この時計島の病を治療するだけです」


    『──病？　私は病んでなどいない』


    「いいえ。病んでいます。その病を治療しなければなりません」


    『──私がそれを望まぬのにか？　それこそ医師の傲慢ではないか？　私は社員全ての生の営みを見守り続けたい。社員もそれを許容している。その望みを絶とうというのか？』


    「あなたはもう正常に社員の時を操作することができなくなっています。あなたがこの島の時を操作すればするほどに社員の生の営みは歪ゆがんで行きます」


    　クリミアの視界がノイズのかかったようにざわついた。


    　彼女の脳裡に流れ込んで来たのは燃えるような怒りの念である。


    『──嘘うそだ！　嘘だ！　解析機関が私に正しき情報を送って来ている！　正しく社員を眠らせ、目覚めさせ、食事させ、排泄させ、交配させている！　私は正常に職務を果たしている！』


    　激しく脳のう髄ずいに押し寄せてくる激怒の念に、クリミアは頭部に激痛すら覚えた。


    『──社員全ては我が子！　我が子の営みを見守るのが私の使命なのだ！』


    　頭ず蓋がいが四散せんばかりの頭痛に耐え、クリミアは声を張り上げた。


    「見守っていいんです！」


    　クリミアの言葉に、一時メインテンプス操作装置は怒りを緩める。


    「いいんですよ。見守っていて……。ですが、生きることに干渉はしないで下さい。見守るって……そういうことだと思うんです。一人一人の時間──それを干渉せずに……これからも見守り続けて下さい……。だって、ずっと、そうして来たのでしょう？」


    　苦痛に歪んだクリミアの顔には穏やかな慈愛の光があった。


    「ね。ヒルデさん」


    　クリミアの目の前の風景が歪ゆがんだ。駆け寄って来るヴィクターが停止したかと思うと、急に加速し、かと思うと減速される。メインテンプス操作装置の内に狼狽が生まれだしたのだ。


    『──知らない！　知らない！　知らない！　私はヒルデなど知らない！　私は生かし、生かされる存在！　私は生かし、生かされる存在！　私は生かし、生かされる存在！』


    　竜巻のごとくかき混ぜられたループ風景の中、クリミアはポケットに手を入れていた。指に触れるものがある。それは小さな小さなガマエの欠片かけら。


    　もともとクリミアの所持していたガマエはブローに渡したものを含め、五つと一つに満たない細かなものが数十。合わせて六つぶん。その細かな欠片がまだポケットの奥に残っていた。


    　与えられた時間は数秒。数秒経てば遡そ行こうされてしまう。


    　その数秒の内に、クリミアは鍼はりに触れる手とガマエに触れる手へ一心に魔術マジーを込めた。


    　ガマエにて増幅されたルンが肉体を伝導し鍼へと駆け抜ける。瞬時に放出された強力なルンは遡行されるギリギリ直前にクリミアの視交叉上核に侵入したテンプスを直撃した。


    　ぱっ、とクリミアの眉み間けんに閃せん光こうが煌きらめいたかと見えた後、テンプスによる時のループが掻かき消える。長時間の潜水から浮上した者のごとく、クリミアは激しく喘あえいで息をした。


    「クリミアっ!?」と、叫び、駆け寄って来るヴィクター。今度は遡行しない。


    　クリミアは蒼あおく燃える瞳ひとみを一度巨大機械へ向けると、即座に瞼まぶたを閉じ呪じゆを唱え始める。


    （魔法陣の魔術は継続できている。後は発動させるだけ……！）


    　一時弱まった魔法陣の光が、光量を取り戻し、さらにさらに強まっていく。


    　蔓つるどもが錯さく乱らんしたように躍り上がった。最後の抵抗とばかりに全力でクリミアへと襲い掛かる。が、すでに術は完成していた。かっ、とクリミアが瞼を開く。


    「──除去っ！」


    　網膜を真っ白く染めあげるほどの爆発的な輝きが、魔法陣から放出された。眩まばゆい閃光の中でテンプスの花や蔓が悶もだえ、焼かれ、煙を上げて消滅していくのが微かすかに見える。


    『──私は……生かし……生かされる……』


    　そんな、あるかなしかの声が一瞬クリミアの耳を掠かすめたような気がした。


    　光に眩くらんだ視界が、次第次第に戻っていく。薄暗さを取り戻した室内に、ドゥンの姿は微み塵じんも見えなかった。全てクリミアの除去術によって消滅したのである。


    　巨大機械が絶えず動き続けていた。テンプスを除去されたこの機械は、ただ、そこに接続されたヒルデのバラバラの肉体を未来永えい劫ごう生かすためだけにこれからも動作し続けるだろう……。


    



    
      ◆

    


    



    　防風林の中で襤褸切れのごとく打ち倒れていたフィンゼンが意識を取り戻したのは、フレデリークの攻撃を受けてから、さして時が経たぬ頃であった。


    　総身が血にまみれている。全身の骨が折れていた。立ち上がることすら不可能だった。


    　フレデリークと対たい峙じした瞬間を思い出すと、失禁せんばかりの戦せん慄りつが蘇よみがえり、震えを覚える。


    （おのれぇ……おのれぇ……。あの化け物女すら現れなかったら……。おのれぇ……）


    　そもそも悪恋の情に抗あらがえず、トロトゥーラを攫さらったのがいけなかった。


    　攫いさえせねばトロトゥーラにヴィクター抹殺を邪じや魔まされることもなかったし、フレデリークを島に呼び寄せることもなかったはずなのだ。全ての失敗の元はトロトゥーラなのである。


    　と、そこでふとフィンゼンは気がついた。


    （では、トロトゥーラを攫う以前に戻ればよいではないか？）


    　フィンゼンは己の頭頂眼の辺り──視交叉上核に意識を持っていく。


    　そこにはすでに新たなテンプスが寄生していた。しかも先程までのように性衝動を送っても来ていない。フィンゼンは知らぬが、クリミアたちがメインテンプスを除去し終えていたのだ。


    （行けるぞ！　遡そ行こうできる！）


    　フィンゼンはそう確信し、物もの凄すさまじい血笑で顔を歪ゆがめさせた。


    （そうだ。俺は幾度でもやり直せるのだ。何度でも遡行し、悪魔デイアブルめを脅かしてくれるわ！）


    　時の遡行は短時間でも危険が伴うからやめた方がよい、というラエネクの忠告などすでに念頭から消えていた。フィンゼンは上う手まく動かぬ手を己の頭頂眼に持っていく。


    　内に残された僅わずかな力を振り絞り、テンプスを操作せんとして念を凝らした。


    　フィンゼンの身がノイズの走ったようにぶれる。視界が急激にかき混ぜられたようになり、浮遊するような感覚がフィンゼンの肉体を襲った。時を遡行し始めたのである。


    　やがて、風景の混濁が治まった。遡行したことにより負傷が癒いえ、激痛が消える。


    　フィンゼンは立ち上がり周囲を見回した。彼がいたのは、どことも知れぬ浜辺である。


    　奇妙だった。フィンゼンはトロトゥーラを攫う以前──助産院の前に戻ったはずだったのだ。


    　奇妙なことはまだあった。海の波が停止していたのである。まるで、氷河期が一瞬でやって来て、瞬時に荒れる波を氷結させてしまったかのようだった。


    「な、何だ？　どういうことだ？」


    　フィンゼンは波に歩み寄り、硬直する水に触れてみる。燃えるような熱を感じ、即座に手を引っ込める。次いで、砂を手に取ってみた。指の間からサラサラと零こぼれ落ちた砂がそこで凝固していき、石に変わる。風化現象が──エントロピーが逆転していた。


    　周囲を見回すと、砂浜の上を歩む人物が目に入る。その人物がこちらを振り返った。


    　その顔はフィンゼンその人だった。驚きに目を見開くフィンゼンを、もう一人のフィンゼンが同じ表情で眺めている。気配を感じ背後を振り返ると、そこにもフィンゼンがいた。


    　フィンゼンは恐怖を覚えて駆け出す。


    　駆けるたびに足元が硬くなった。フィンゼンが足を踏み出すたびに砂浜の砂が固まっていき、石に変わるのである。今、フィンゼンの空間の移動は時間の逆行と同意味であった。


    「何だ、何だ、何だ？　ここはどこだ？　俺はどこへいくのだ？」


    　そう叫んだ時、フィンゼンは自分がこれから何処いずこへゆき、何を体験するのかがわかってしまった。その代わりに、自分がどこから来て、何を体験してきたのかがわからなくなった。


    　未来を思い出せるのに過去がわからなくなったのだ。


    　駆けるごとに自分自身が何者か忘れていく。ただ、強烈な既視感だけがあり、その既視感に操られるように無限に、永えい劫ごうにフィンゼンはこの奇妙な世界を駆け続けるのだった。


    　──フィンゼンは時間遡そ行こうに失敗したのである。


    　では、フィンゼンが時間遡行の失敗により迷い込んでしまったこの異常な世界は何なのか？


    　例えば、時間というものを一本の数直線で表すとする。


    　現在を０とし、一秒後の未来を+1、一秒前の過去を-1と直線状に表記するわけだ。


    　その横の数直線上から外れた縦の座標上。現在０から虚数ｉ秒の位置にある時間──虚時間にフィンゼンは飛ばされ、通常の時間軸の外側に放り出されてしまったのではないだろうか？


    　とにかく、フィンゼンという存在は時計島の防風林の内から──いいや、この宇宙の通常の時間軸上、過去未来現在の全てから永久に消滅してしまったのである……。

  


  
    終章〈死の運命〉


    



    　メインテンプスを除去することにより、時計島の発情病騒動は収束した。


    　それだけではなく、意識の加減速や、空腹病、眠り病なども消えていった。


    　とはいえ、社員一人一人に巣くったテンプスは未いまだに残っている。


    　眠り病から覚めたニクラスに、クリミアは全ての事情を説明し、発光半導体電燈の夜間の点灯を取り止めるように進言した。そして、メインテンプス操作装置内に内蔵されているガマエを取りだし、それを用いて社員一人一人のテンプスを除去するように指示を出したのだった。


    　この措置が正しかったのか、クリミアは後々まで自分に問い続けることになる。


    　メインテンプス操作装置を無力化し、社員のテンプスを除去させたことによって、未だ地下で減速し続けているコッホの理想とした「箱庭世界」はなくなってしまったのだ。


    　これからは社員一人一人が、己の時間、己の意志でコッホ社を運営していくことになる。


    　時計島はコッホの望まぬ姿へと変わり果ててしまうかもしれない……。


    



    　さて、時はやや遡さかのぼる。フレデリークが三人の魔法医師メデイサン・ドウ・マージを打ち倒した直後の浜辺であった。


    　天に向けて絶叫し続けていたフレデリークがふいに胸を押さえて苦しみ出した。


    「ぬうう……うぐぐぅぅ……」


    　砂に膝ひざをつき、苦く悶もんに顔を歪ゆがめるフレデリークの姿を目にし、この時、何とか立ち上がれる体力を回復していたトロトゥーラが身を起こす。フレデリークの傍かたわらに歩み寄った。


    「大丈夫か？」


    「あ？　……あんたは……？」


    　問われ、トロトゥーラは何と答えていいのかわからず、言葉に詰まる。まさか目の前の成人女性が我が子であると言ったところで信じはすまい。迷った挙句こう答えた。


    「通りすがりだ。あの三名に襲われていたところを助けていただき感謝する」


    「あん？　通り……すがり？　何で襲われて？　うぐぐぐぅ……」


    　再びフレデリークは苦痛に身をよじらせる。


    「私のことはいい。それより、あなたこそ大丈夫なのか？」


    「……胸がよ……。胸が痛いんだよ……」


    　一瞬トロトゥーラは心臓の病を心配する。だが、実情は拍子抜けするものだった。


    「乳腺炎だよ。吸うガキがいなくなっちまったせいで乳腺が詰まって……いでででっ！」


    　トロトゥーラは苦笑した。三名の魔法医師メデイサン・ドウ・マージの異能力を退け、圧倒的な戦闘能力で瞬時に倒してのけた女傑が乳腺炎ごときで苦しんでいる姿が、おかしかったのである。


    「見せてみろ。私は助産師だ。乳の詰まりを取ってやろう」


    「助産師？　だが、おめえ……そんな傷だらけじゃねえか……？」


    「問題ない。横になれ」


    　躊躇ためらいつつもフレデリークは横になった。ナース服の前を開き、トロトゥーラはフレデリークの大きな胸を揉みほぐし、乳の詰まりを取っていってやる。


    「いてっ！　いてててっ！　少しは、加減しろ！」


    「我慢しろ」


    　それは、トロトゥーラが初めて戦闘以外で使う助産術だった。そして、母親との初めての温かい触れ合いでもあった。乳房マッサージの痛みに顔を顰しかめつつもフレデリークが言う。


    「あんた大したやつだ……。いててっ。そんな体であたしの乳の心配なんてしやがって……」


    　無言で手を動かすトロトゥーラの無表情を、フレデリークは眺める。


    「あたしのガキも……あんたみたいな強い女に育ててぇなぁ……」


    　一瞬、トロトゥーラの手が止まった。


    「へっ。子育てか……。難しいだろうなぁ。あたしはよぉ、加減ってもんがわからねえんだ。強く育てようとしたら、とことん厳しくしちまうだろうなぁ……。いでっ！　いでででっ！」


    　しばし、押し黙っていたトロトゥーラだが、ぽつりとこう呟つぶやいた。


    「……ひとつ聞きたい」


    「あん？」


    「あなたは、生まれた子を愛しているのか？」


    「馬鹿野郎！　愛してるに決まってんだろうが！　腹痛めて生んだガキだぞ！」


    　フレデリークの銅ど鑼ら声を聞き、トロトゥーラの瞳ひとみの奥より涙が滲にじみ出した。くっ、と表情を引き締め、何とかそれを抑える。それに気がついたフレデリークが慌てて表情を緩ませた。


    「わ、悪い。怒鳴って悪かった。あたしは、短気でいけねえや」


    「気にするな。傷が痛んだだけだ」


    　涙を振り切るようにして言ったトロトゥーラの言葉に、フレデリークは一時ほっとする。


    　だが、そのフレデリークの表情が徐々に徐々に暗く悲しげな色に染まり始めた。


    「だがな……あたしのガキは無事なのかな……。もしかして、もう死んじまってんじゃねえかな……。だとしたら、あたしは、どうすりゃいいんだよ……。もう生きていけねえよ……。大事な大事なよ……。命より大事なよ……。あたしのガキだぜ……」


    　フレデリークのその言葉を聞きながら、引き締めていたトロトゥーラの涙腺が再び緩み始める。無表情だったトロトゥーラの顔が涙を堪こらえんとしてクシャクシャに歪ゆがんだ。


    　もう堪えきれなくなり、トロトゥーラはマッサージを中断しフレデリークに背を向ける。


    「終わりだ。安心しろ。あなたの子供は、すぐに戻って来る」


    「何？　どうしてだ？」


    　だが、その問いには答えず、トロトゥーラは、振り返らぬまま、その場を立ち去ろうとする。
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    「おい。待てよ！」


    　呼び止められて立ち止まる。


    「あんた、名前はなんてんだ？　それだけ教えてくれ」


    　しばし、無言で立ち尽くしていたトロトゥーラだったが、やがてこう言った。


    「……トロトゥーラ」


    「トロトゥーラか。いい名前だ……」


    　そのフレデリークの呟つぶやきを聞きながら、トロトゥーラは防風林の内へと歩み去る。


    　フレデリークに背を向けるトロトゥーラの顔は、涙でぐしゃぐしゃに濡れていた。


    　林の内にはクスマウルとラエネクが意識を失い倒れている。フィンゼンの姿が見えぬことに一抹の不安を覚えたが、なぜかあの嫌らしい男が、もうこの世にはいないような漠然とした実感があった。


    　トロトゥーラはラエネクの傍かたわらに歩み寄り、その眉み間けんに触れる。


    　テンプス操作法はすでに思い出していた。ラエネクの眉間に魔術マジーを送り、テンプスを操作する。ラエネクの肉体が、ふっ、と掻かき消えた。ラエネクの肉体と意識とを遡そ行こうさせたのである。同様の処置をクスマウルにも施ほどこした。二人の時間遡行の成功を確認する手段はない。成功していれば、二人は記憶を失い赤子として生まれ出たその瞬間に戻っているはずだ。


    「トロトゥーラさん！」


    　呼ぶ声がした。林の奥からクリミアとヴィクターが駆けて来るのが見える。


    　メインテンプスを除去した後、トロトゥーラを心配してここまで捜しに来たのであろう。


    「ひどい怪け我が……大丈夫ですか？」


    「大丈夫だ。母に──フレデリークに助けられた」


    「えっ！　師匠が来てんのかよ？」


    「浜辺にいる。いって来い」


    　教えられ、ヴィクターは砂浜に向けて駆けていく。


    　トロトゥーラの怪我を心配するクリミアだけがこの場に残った。


    「今、治療しますね」


    　鍼はりを取り出そうとするのをトロトゥーラは「いい」と言って断った。


    「そろそろ私の頭にテンプスが感染し始めた頃だろう。私は肉体と記憶を遡行させ、赤子に戻る。それで怪我も元に戻るだろう。赤子に戻った私を母に届けてやってくれ」


    　クリミアの顔が寂しげに曇った。


    「じゃあ……お別れですね」


    「いいや。赤子になるだけだ。私はいる」


    　言って、トロトゥーラは微笑した。クリミアはまだ寂しそうだったが、頷うなずく。


    「ですね」


    　トロトゥーラはどこか満足げな頷うなずきを返した。


    「任務を半ばで放棄することになるのが心残りだ……。だが、人を生かそうとするのは傲ごう慢まん。人は己の意志で生きるもの。未来の人間が干渉しなくとも、この時代の人間が己の意志で未来を変えてくれる……。そう貴様に教えられた」


    　感慨深げに発されたその言葉にクリミアは、怪け訝げんの念を抱いた。


    「任務を半ばで放棄？　ヴィクターの死の運命は回避されたんじゃ……」


    　トロトゥーラの顔が鋭さを取り戻した。


    「最後にこれだけは伝えておく」


    　神妙なその声に、クリミアはどきりとする。


    「貴様はこの先二人のガマエ研究者を訪ねることになる。そして、その二人に出会うことによって、黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプスヴィクターの治療法を発見することになる」


    「ヴィクターの治療法を……!?」


    「いや……発見したらしい。と、いうことまでしか未来には伝わっていない。結局ヴィクターは治療されることなく、悪魔デイアブルとして覚醒してしまうからだ。なぜならば……」


    　トロトゥーラの瞳ひとみが射るようにクリミアに向けられた。


    「治療する前に貴様──クリミア・ポーヴァルレが死ぬからだ」


    「え？」


    「私が未来からやって来たのはヴィクターの死を回避するためではない。クリミア──貴様の死の運命を回避させ、ヴィクターを治療させるためだったのだ」


    　クリミアは蒼あおい瞳を目いっぱいに見開き硬直している。


    「なぜ死ぬのか。いつ死ぬのか。それはわからない。ただわかっているのは二人のガマエ研究者のうちのどちらかを訪ねて行った先で貴様は命を落とすということだ」


    　ほとんど放心の態のクリミアの肩をトロトゥーラは、掴つかんだ。


    「ガマエ研究者を訪ね歩くのはよせ。別の方法で見つけるんだ。いいな」


    　念を押すように強くそう言った後、トロトゥーラは自身の眉み間けんに手をやった。


    「さらばだ。未来を頼んだぞ」


    　トロトゥーラの手に蒼い光が生まれたかと見えた後、みるみる内にその身が縮んでいった。


    　トロトゥーラの肉体が、あっという間に時を逆行していく。成人女性から少女へ、少女から幼女へ。空間的、物理的時間の遡そ行こうは行わず、トロトゥーラの肉体と記憶のみが遡行される。


    　数分後、先程まで大人の女性トロトゥーラのいた場所には、すやすやと安らかな寝息を立てる赤子が残された。


    　クリミアはその赤子を呆ぼう然ぜんと見つめたまま、長い時間立ち尽くしていた。


    



    　翌日、雲一つない蒼そう穹きゆうの下、時計島からメンロ港へ向かう船の上にクリミアたちはいた。


    　フレデリークが泣き喚わめく赤子をあやす声が聞こえて来る。


    　子育て未経験なフレデリークは泣き止ませるのにだいぶ苦戦しているようだった。


    　クリミアは船に打ち寄せる波飛沫しぶきを眺めながら、心失ったように物思いに耽ふけっていた。


    「俺は黙示録の悪魔デイアブル・ドウ・アポカリプスで……この世を滅ぼすのか……」


    　ふと、傍かたわらのヴィクターが呟つぶやいた。その顔には憂悶の翳かげがある。


    　魔法医師メデイサン・ドウ・マージたちの襲撃から逃のがれたヴィクター。だが本当によかったのか。世に大災厄をもたらす自分は、滅びるべきだったのではないか。そう思わずにはいられないのだろう。


    「治療できます」


    　クリミアがふいに言った。


    「ええ。そうです。治療できるんです。私は治療法を見つけられるんです」


    　その言葉はどこか自分に言い聞かせるような、何かを決意したような風だった。


    「だがよ……。これから、どうするよ？　結局、今回もガマエ療法については何もわからなかったじゃねえか。残り二人のガマエ研究者を訪ねるか？」


    　その問いに、クリミアはすぐに答えられなかった。


    　──二人のガマエ研究者のうちのどちらかを訪ねていった先で貴様は命を落とす。


    　クリミアはしばし押し黙った後、こう言った。


    「ええ。ガマエ研究者の方々を訪ねましょう」


    　クリミアの顔に悲ひ愴そうな決意が浮かんだことに気がつき、ヴィクターは怪け訝げんな顔をする。


    「あっ！　桟橋が見えて来ましたよ！」


    　話を逸そらすようにクリミアが声を張った。クリミアはメンロの港の埠頭を指差している。


    　桟橋の上で一人の褐色の肌の少女が手を振っているのが見えた。


    「ほら、ヴィクター、見て下さい！　イングリドさんがいますよ！　おーい！」


    　元気そうなクリミアの様子にヴィクターは、自分の抱いた予感が杞憂だったと思い直す。


    　埠頭が近づいて来ていた。イングリドの心配そうな表情が見て取れるようになる。


    　フレデリークの抱く赤子が、わんわんと泣き続けていた。


    「おいおい。泣くなよ。おいっ！　泣くな、こら！　泣くんじゃねえ、トロトゥーラ！」


    　フレデリークの怒鳴り声は、赤子の泣き声をますます大きくさせるばかりである。


    　生命を謳歌するように泣き叫ぶ赤子の声を聞きながら、死の運命の迫った少女と、この世に破滅をもたらす運命を背負った青年は、目を見交わし、微ほほ笑えみ合うのであった。

  


  
    手代木正太郎


    Syotaro Teshirogi


    



    最近、この作品が本当に医療ものなのかどうか自信がなくなってきました。ひとつだけ確かなのは、この本を読んでも一切医療の勉強にはならないということだけです。
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